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アメリカ,カナダで今;爆発的人気.″

パイオJ十■ドバリ切
《GSR口 1で 時代 を先 取 りしよう》

督 電討邸日写

高 級 天 然 木 (クル ミ)使 用

長さ10勿巾6_24高 さ3勿 重さ100夕

4 赤 面、対人恐1怖の不安を克服でき、あがらなく

なります。
GSR lに 習熟すると、いたづらに不安を感じたり

人前でドキ ドキしたり、顔が赤くなつたりすること

が、次第に少くなつてゆきます。自分自身に今まで

よりもっと自信がもてるようになります。
5.ピ ンテに強くなります。

野球の投手はピンチを迎えても今迄とちがうはずで

す。」ルフの選手もこ 一ヽ番に強くなります。受験

生も本番で強くなるはずです。すく
Ⅲ
カーッとしたり、

イライラする性格が改善されてゆくからです。
6.ESP能 力が増します。

ヨカ瞑想者や禅瞑想者は、通信キ通の人が出してい

るβ波とちがぅα波と云う脳波を出すと云われます。

GSRlで 精神統一をするとα波が出るようになり、

この訓練を続けるとESP能 力が増すと云われます。

リラックスする方法は2.3日で習得でき、その日か
ら効果が出ますが、他は3～ 6ケ 月以 Lの練習が必
要です。

アメリカでは 「21世紀はバイ7rフィー ドバックなし
には考えられない。Jと云われてぃるほどです。GS
Rlで ス トレスを追い出すことを憶え、タフな精神
を養い、平和で豊かなフは、で人生を快通なものにしま
しよう。

問合せ、カタログ請求は下記へ。

●使用方法 ・効果については詳 ししヽ説明書とがイド ・カセット ・テープがつしヽています。

お申込みは,氏名,住所,年 令明記

捺EDの上,代 金は現金書留又は郵

便振替(東京・4‐8703)で ポラツク

ス(株)へ35N願い致します。現品急

送します。

輸輸 新 元 10ポ ラ ッ ク ス 株 式 会 社 U係

定価 ¥30′000(送 料共)練 習用カセウトテープ説明善付 1年保証

●受験生、経営者、タレント、

プロスポーツ選手、管理職、

サラlJ―マン、OL、教師、医師…全ての方マ

●GSR-1バ イオフィ
ードバックは何に有効か ?

GSR iは 「健全な心」を自分で作 り、それを

保つためのモニターと云えます。ですからGS

R―iは 「心の鏡」 とも云われます。毎 日
「心」

を鏡に映 して、具合が悪 るければ、自分でメ
ー

クァップして
「美 しい心」にしましょう。

1 ス トレスを追いはらい、リラックスできます。

精千中的なイライラやス トレスを自分自身で、GSR l

を使いながら追いはらい、ゆつたりとリラックスし

た壮快感を味うことができます。今までにない辛福

感すら味えるようになります。

2 精 神統一が上手くなり集中力が養えます。

毎 日GSR lの 練習を続けますと、集中力が高まり

ます。受験生などはイライラすることなく勉強に集

中できるようになりますし、野球の選手などは、バッ

ターパックスで打つ球に集中できるようになりますc

3 深 い限想に入れます。

GSR lの 練習を積みますと、禅やヨガで得られる

嘆想に早く入ることができます。

東京都中央区日本橋小舟町2-7な 666-0511(代)〒 103

守
造 元
冨 石貿〔松把呂「
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●セン膨レィ伝上空のUFO
1967年 2月 5日 、年後 2時 47分、米ミズーリ州

セント'レイス上空に出現した UFOを 、ジョン・

ケスラ
ー
氏が撮影した。物体は数秒間停止した

後、無首のまま南東の方向へ飛び去つた。

UF0 0VER ST.LOUiS

On February 5,1967,at 2:47p,m.,Mr.John

Kessier took this phOt0 0f a UFO appearing

over St Louitt Missouri. After hovettng for

a few seconds,the obiect new tOward the
southeast without sound.



●デュッセルドメレフに出現したジtlIJ壁./

LARGE SAUOER APPEARIN0 0VER DUSSELDORF
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UFO FLiES OVER A10Hト

PREFECTURE
“
l'm sure a UFO wiH appear

today_" After feeling such a

premonition, Mr.Yuklo lshida

(39), a cOmpany  presidept
from Kozakaitho, Aichi― Pre…

fecture, was driving his car

along the bank of the Toyo―

kawa canal when suddenlya

nying saucer appeared in the

sky!  Although  he trembled

with astonishment  he su―

cceeded in taking l.O photos

in succession of the obieCt

Shown here are the 6 photo―

graphs he took on 」 une 22,

197孔 at abOut ll:30a.m.

The photos l and 2 show

that the saucer moved from

高g h t  t o  l e f L  W h H e  3  t o  6  s h o w
that tt moved from let t0

righL The color of the saucer

was silver with a green¶ange.

Many others witnessed the

myste百ous disk―shaped obiect

綱ying over Aichi prefectural
High Schoolatthe same tme.

Camera:Canon F-1/CanOn55
mm/妻寿～ぎ持SeC./Kodacolor



連 続 写 真撮 影 に成咳

「今回はきつとUFOが 出現

するぞ」そんな予感にかられ

た愛知県」ヽ坂井町の会社社長、
石日幸雄氏(39歳)が車で豊川

⑤霙繁褐盤赤露憂腎槌塾た
体を震わせながら夢中で10枚

の連続写真の撮影に成功し、

本誌に寄せられた。ここに掲

げたのはその内の6枚 。日時
は本年6月 22日、午前11時半

頃。物体は不規則な運動をし、

写真①～②では左方に移動し

ているが、③～⑥では右万ヘ

動いている。色は銀色で、rsl

ちはグリーン。県コJ坂ヽ井高

校の上空を飛rsiこの不思議な

円盤型物体を他にも多数の人

が同時に目撃した。キヤノン

F打 /キ ャノン55加/1/250～
1/500秒/コ ダカラー。
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AOAIN MR.lSHIDA SUCOEEDSiN

TAKING 4 PHOTOS OF THE SAME

OB」EOT!

Soon after taking the photos shovvn

on the previOus pages,Mr.Yukio lshida

again saw the same obiect‖ ying over
the povverlines behind the bank at abOut

ll:50a.m. and shot 4 more photos

in succession with his camera.  The

photO data is the same as the pre―
vlous data.



石田氏、2度目の

撮影に成功 ./
前真に掲載した写真を撮影後まもない
11時50分頃、今度|よ青後の送電線上空に

応ヽたたび同型の円盤が出現して、不規則
な運動を繰り返した。否田幸雄氏|ますぐ

にカメラをかまえて連続4枚 の撮影に成

功した。撮影データ|よ前□と同じ。
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寄跡 L

約 100年 前 、 35歳 で 謎 と波 舌L
ベ ル ナ デ ッ トの 遺 俸 は腐 敗 もせ

か に 眠 っ て い る。 洞 窟 に 出 現 し

リア >の 守 護 な の か 、 それ と も

(詳 細 は 本 号 6 0頁 「奇 跡 !ル ー ル

の生涯 を終 えたルー ル ドの奇 跡 の主

ず に ミイラfLし 、生 け るが ご と く静
た、あの なつか しい貴 婦 人 〈聖 母マ

聖女申レナデオの遺体

ドの 聖 泉 」を参 照 )

巧ご喜託 〈右上〉聖女ベルナデットの顔の部分。ミイラ化した顔は黒ずんでしヽるため
に実際に|よ表面に薄い膜がかけてある。しかし白骨化せずに原型を
保つているのは一大奇跡とされている。

く右下〉サン・ジルゲール1う道院内に安置されてしヽるベルナデットの遺体。

く下 〉ルールドのマツサビエル洞窟。ここでベルナデットは10数□も聖日
マリアの幻影とコンタクトし、湧き出た泉の水により重病憲者の奇
跡的治癒が無数に発生した。現在は世界屈指の巡ネし地となつている。

錐
■
■
戸



>奇 跡的治癒を求めて

ルールドヘ巡ネしに来

た重症憲者たう。

く参集した巡礼団の人輝。

>ル ールドの町。

左手に古城が見

える。
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●
謎
の
地
下
洞
穴
ロ
ス
・タ
ジ
ョ
ス

南
米
大
陸
地
底
深
＜
数
千
キ
ロ
に
わ
た
つ

て
伸
び
る
巨
大
ト
ン
ネ
ル
網
は
、
イ
ン
カ
文

明
動
興
よ
り
は
る
か
以
前
に
何
者
か
の
手
に

よ
っ
て
着
工
さ
れ
て
い
る
。
現
代
に
生
き
る

わ
れ
わ
れ
で
さ
え
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
こ

れ
ら
の
大
工
事
を
、
い
つ
た
い
だ
れ
が
、
何

の
目
的
で
、
い
か
な
る
知
識

・
技
術

・
工
法

を
も
つ
て
な
し
と
げ
た
の
か
？
　
ナ
ス
カ
の

巨
大
地
上
絵
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
網
と
ど
こ
か

で
つ
な
が
る
サ
ク
サ
イ
ウ
ア
マ
ン
城
塞
な
ど

の
驚
異
の
遺
跡
群
を
限
前
に
す
れ
ば
、
宇
宙

者
古
学
者
エ
ー
リ
ツ
ヒ

・
フ
ォ
ン

・
デ
ニ
ケ

ン
な
ら
ず
と
も
、
あ
る
超
人
的
な
存
在
を
考

え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。太
古
、

こ
こ
で
途
方
も
な
い
出
来
事
が
起
こ
っ
た
の

は
確
か
だ
。
（詳
細
は
本
文
７２
べ
‐
ジ
参
照
）

＞
ロ
ス

・
タ
ジ
ョ
ス
洞
穴
の
、
地
下
８０
メ

ー
ト
ル
の
入
□
。
明
ら
か
に
人
工
の
も

の
と
思
わ
れ
る
石
壁
が
、
上
方
に
整
然

と
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

▲
宇
宙
者
古
学
者
エ
ー
リ
ッ
ヒ

・
フ
ォ
ン

・
デ
ニ
ケ
ン
が
、
ロ
ス

・

タ
ジ
ョ
ス
洞
穴
内
で
発
見
し
た
と
い
う
太
古
の
金
属
板
。
表
面
に
描

か
れ
た
奇
怪
な
紋
様
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
？
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プ

ラ

ッ
ド
・
ス
タ
イ
ガ
ー

載
々
人
類
の
な
か
に
は
ぉ
個
万
人

も
の
超
講
力
少
年
が
い
る
。

彼
ら
は
、
自
分
の
組
先
が
、

翔
の
世
界
、
測
の
次
元
、
測
の
知
畿

水
準
か
ら
や
っ
て
来
た

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
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と

ｒ

を

薦

調

璃

翠

と

マ

Ｙ

昭

私
は
こ
れ
ま
で
各
地
を
旅
行
し
、
調
査
資

料
の
収
集
と
講
演
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の

途
上
、
た
い
へ
ん
奇
妙
な
人
々
と
知
り
合
い

に
な

っ
た
。
彼
ら
は
こ
の
地
球
に

″
ど
こ
か

別
の
場
所
″
か
ら
や
っ
て
来
た
と
い
う
記
憶

を
も
ち
、
ま
た
赤
ん
坊
の
時
か
ら
地
球
人
と

は
果
質
の
存
在
―
Ｉ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
ー
ー
と
の
か
か
わ
り
を
経

験

し

て
き

た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
多
く
は
、
精
神
科
医
が
こ
れ
を
空

想
と
幻
覚
と
し
て
解
釈
し
て
み
せ
る
、
と
い

う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、

彼
ら
が
幻
想
と
、
自
己
の
全
人
生
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
の
識
別
を
す
る
知
恵
や
分
別

は
も
っ
て
い
る
こ
と
も
強
調
し
て
い
る
。

彼
ら
に
よ
れ
ば
、
人
間
が
本
来
″
星
の
子
”

で
あ
り
、
ま
た

〃見
知
ら
ぬ
土
地
の
見
知
ら

ぬ
人
″
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
知
る
に
は
、

自
己
の
属
し
て
い
る
文
化
か
ら
脱
け
出
す
必

要
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
自
己
の
在
来
文
化
か

ら
見
て
奇
果
に
思
わ
れ
る
よ
う
な
外
部
の
行

動
様
式
を
演
じ
て
み
る
必
要
も
な
い
。

実
際
、
私
が
出
会

っ
た

「
星
の
娘
」
た
ち

の
容
貌
は
ご
く
普
通
で
あ
り
、
現
代
社
会
に

う
ま
く
調
和
し
て
い
た
。

（自
分
自
身
を

″ピ

ー
プ
ル
″
と
呼
が
こ
れ
ら
の
人
々
は
ほ
と
ん
ど
女

性
で
あ
る
。
私
が
あ
る
女
性
か
ら
開
い
た
と
こ
ろ

で
は
完
全
に
適
格
者
と
い
え
る
男
性
は
非
常
に
少

な
く
、
自
分
が
だ
れ
で
あ
る
か
を
は
っ
き
り
自
覚

で
き
る
ほ
ど
の
記
憶
力
を
も
っ
て
い
る
の
は
３
人

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
）

彼
ら
は
、
こ
の
自
覚
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ

る
種
の
極
め
て
明
瞭
な
力
と
結
合
さ
せ
て
、

非
常
に
生
産
的
な
方
法
で
自
己
の
生
活
を
築

き
上
げ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
そ

の
記
憶
と
経
験
を
打
ち
明
け
る
相
手
を
実
に

慎
重
に
選
び
出
す
。
万

一
、
　
一，星
の
娘
」
が

自
分
自
身
を
宇
宮
人
と
地
球
人
の
遺
伝
的
操

作
の
落
と
し
子
だ
と
信
じ
て
い
る
こ
と
が
親

友
、
同
僚
、
従
業
員
な
ど
に
知

ら

れ

た
場

合
、
社
会
的
調
和
を
保

っ
て
い
た
彼
ら
の
ノ

ー
マ
ル
な
外
面
は
た
だ
ち
に
破
壊
さ
れ
る
。

過
去
何
年
も
の
間
、
私
は

「
星
の
娘
」
た

ち
を
見
分
け
て
き
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

主
に
私
の
直
感
に
よ
る
も
の
だ
と
思
う
が
、

私
は
ま
た
、
あ
る
種
の
肉
体
的
特
徴
の
識
別

も
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研
究
家
ジ

▲新人類の先がけ? 超 能力者ユリ・ゲラー。



申一，声一十一一

UFOと 宇宙 ra

ョ
ン
・
キ
ー
ル
な
ど
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
Ｕ

Ｆ
Ｏ
ヨ
ン
タ
ク
テ
ィ
ー
に
は
多
く
の
肉
体
的

共
通
性
が
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と

ヨ
ン
タ
タ
ト
し
た
と
い
う
男
女
の
多
く
は
互

い
に
似
か
よ
っ
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
私
が

「
星
の
娘
」
と
呼
が
よ
う
に
な
っ
た
人
々
も

ま
た
あ
る
種
の
肉
体
的
特
徴
と
果
質
性
を
共

有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
星
の
娘
」
の
眼
は
、
青
色
か
補
色
か
に
か

か
わ
ら
ず

（人
種
的
相
違
と
関
係
な
く
、
ほ
ぼ
半

も
、
非
常
に
威
圧
的
で
あ

る
。
ま
た
、
ま

ぶ
た
が
重
そ
う
な
仕
草
を
し
、　
〃寝
床
の
中

の
眼
″
と
か

″
寝
ぼ
け
ま
な
こ
″
に
例
え
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
あ
る

「
星
の
娘
」
の
母

親
は
、
自
分
の
子
供
の
限
を
恐
れ
る
あ
ま
り

次
第
に
こ
の

″
１
千
年
も
年
を
と
っ
た
眼
″

を
も
つ
娘
を
無
視
し
始
め
、
彼
女
は
成
長
し

て
自
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
１４
も
の
孤

児
院
を
転
々
と
さ
せ
ら
れ
た
。

″
ピ
ー
プ
ル
々
の
中
で
、
彼
ら
の
果
質
な
才

能
を
理
解
し
て
く
れ
る
両
親
に
恵
ま
れ
た
例

は
少
な
い
。
幼
児
期
に
空
中
浮
揚
の
能
力
を

も
っ
て
い
た
た
め
に
ム
チ
で
打
た
れ
た
人
の

話
や
、
ま
た
悪
魔
を
追
い
払
う
よ
う
に
頼
ま

れ
た
メ
ッ
ジ
ス
ト
教
の
牧
師
の

一
団
か
ら
祈

”句
を
受
け
た
人
の
話
を
私
は
関
い
た
。

″
ピ
ー
プ
ル
″
は
、
互
い
に
１
度
で
も
ヨ
ン

タ
ク
ト
し
合
う
と
、
そ
れ
以
後
は
テ
レ
パ
シ

ー
で
変
際
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
と
く
に

″
ブ
ラ
ザ
ー
″
や

″
シ
ス
タ
ー
″
が
情
緒
的

な
困
難
に
お
ち
い
っ
て
い
る
時
に
テ
レ
パ
シ

ー
反
応
を
す
る
と
い
う
。

彼
ら
は
、
見
た
目
に
は
か
な
り
い
ろ
い
ろ

な
人
が
い
る
。
し
か
し
、
魅
力
の
な
い

「
星

の
娘
」
に
私
は
未
だ
会

っ
た
こ
と
が
な
い
。

だ
れ
も
が
例
外
な
く
魅
力
的
で
知
性
的
で
あ

る
。
た
い
て
い
の
人
間
は
、
彼
ら
に
会
う
と

た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
魅
了
さ
れ
、
自
分
の
個

人
的
な
秘
密
ま
で
打
ち
明
け
て
し
ま
う
。

彼
ら
は
カ
リ
ス
マ
的
な
力
を
も
ち
、
ま
た

ほ
と
ん
ど
が
教
師
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
仕

事
に
就
い
て
い
る
が
、　
一
時
的
な
人
間
関
係

の
た
め
に
は
あ
ま
り
接
触
を
広
げ
よ
う
と
し

な
い
。

ま
た

″
ピ
ー
プ
ル
”
は
自
分
の
容
姿
に
こ

ま
か
く
神
経
を
つ
か
い
、
と
く
に
衛
生
観
念

に
と
り
つ
か
れ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

清
潔
を
維
持
す
る
た
め
に
入
浴
や
手
足
を
洗

う
こ
と
を
非
常
に
好
み
、
食
事
に
関
し
て
極

度
に
注
意
深
い
ば
か
り
で
な
く
、
細
菌
に
対

す
る
恐
怖
症
を
も
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
さ

え
見
え
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
彼
ら
が
、

こ
の
世
界
に
い
て
も
、
本
来
の
自
分
の
世
界

と
は
感
じ
て
お
ら
ず
、
こ
の
世
界
で
あ
ま
り

汚
さ
れ
た
く
な
い
と
思

っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ

彼
ら
は
あ
ま
り
睡
眠
を
と
ら

な

い
よ
う

で
、
夜
３
、
４
時
間
が
平
均
的
な
睡
眠
時
間

で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
眠
り
は
大
切

な
仕
事
の
時
間
を
浪
費
す
る
も
の
な
の
だ
ろ

″
ピ
ー
プ
ル
″
は
ま
た
、
電
流
や
電
磁
石
に

よ
る
振
動
、
磁
場
に
対
し
て
非
常
に
敏
感
で

あ
る
。
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の
下
に
立
っ
た
時
に

め
ま
い
を
訴
え
る
人
が
多
い
し
、
デ
パ
ー
ト

に
入
っ
て
い
く
と
た
ち
ま
ち
盗
難
防
止
装
置

の
位
置
を
い
い
当
て
て
し
ま
う
。

聴
覚
は
鋭
く
、
大
き
な
騒
音
を
嫌
う
。　
一

般
に
雑
踏
を
好
ま
な
い
の
は
、
彼
ら
が
あ
ら

ゆ
る
音
を
吸
収
し
て
耐
え
が
た
い
状
態
に
な

る
た
め
で
あ
る
。
血
液
型
は
ほ
ぼ
全
員
が
Ｒｈ

マ
イ
ナ
ス
型
で
、
脊
准
に
何
ら
か
の
異
常
を

も
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
腰
痛
を
訴
え
る
人

も
い
る
。
彼
ら
の
平
常
時
の
体
温
は
低
く
、

３７
度
で
も
発
熱
状
態
で
あ
る
。
唇
は
ふ
っ
く

ら
と
し
て
お
り
、
時
々
口
を
と
が
ら
せ
て
官
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児
院
を
転
々
と
さ
せ
ら
れ
た
。

能
的
に
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。

彼
ら
は
、
１
９
３
４
１
３
８
年
、
１
９
４

４
１
４
８
年
、
１
９
５
４
１
５
８
年
と
い
う

よ
う
な
月
期
で

″
生
ま
れ
変
わ
っ
た
″
よ
う

だ
。彼

ら
は
幼
児
の
頃
か
ら
絶
え
ず
天
使
、
妖

精
、

マ
ス
タ
ー
、
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、
そ
し
て

時
に
は
公
然
と

〃宇
宙
人
″
と
呼
ば
れ
た
り

し
た
エ
ピ
ッ
ー
ド
を
も
っ
て
い
る
。
彼
ら
は

自
分
の
生
き
方
の
中
に
そ
の
経

験

を

生

か

し
、
家
族
、
友
人
、
世
間
の
人
々
と
の
関
わ

り
が
う
ま
く
い
く
よ
ヶ
に
別
個
の
現
実
を
作

り
上
げ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
彼
ら

の
い
ず
れ
も
が
、
自
分
の
祖
先

は
別

の
世

界
、
別
の
次
元
、
別
の
知
識
水
準
か
ら
や
っ

て
来
た
と
い
う
こ
と
を
感
じ
、
自
覚
し
て
い

ＺＯ
。２

万
年
前
に
地
球
に
や
っ
て
来
た
宇
宙
船

の
話
を
彼
ら
に
開
い
た
こ
と
が
あ
る
。
地
球

来
訪
の
目
的
は
、
調
査

・
研
究
と
、
そ
し
て

進
化
の
途
上
に
あ
る
人
類
と
の
混
血
で
あ

っ

た
。
彼
ら
の
種
が
混
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
化

途
上
に
あ
る
地
球
人
類
が
向
上
し
、
彼
ら
の

星
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
時
間
を
短
縮

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
長
年
月
眠

っ
て

い
た
記
憶

（も
し
そ
れ
が
記
憶
に
よ
る
も
の
な
ら
ば
）が
、
な

ぜ
現
在
に
な
っ
て
突
如
、
現
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
世
代
か
ら
世
代

へ
と
受
け
つ
が
れ
て
き

た
意
識
が
、
あ
た
か
も
染
色
体
の
中
の
時
限

装
置
が
解
除
さ
れ
た
よ
う
に
、
ど
っ
と
流
れ

出
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

″
ピ
ー
プ
ル
″
に
よ
れ
ば
、
彼

ら
が

記
憶

し
、
そ
し
て
今
活
動
を
始
め
た
の
は
、
近
づ

き
つ
つ
あ
る
変
革
と
浄
化
の
時
を
前
に
し
て

兄
弟
姉
妹
に
力
を
貸
す
た
め
で
あ
る
。
そ
の

変
革
の
中
で
、
全
て
の
人
類
は
高
次
元
の
意

識
を
身
に
つ
け
て
個
人
と
社
会
の
変
革
を
も

た
ら
す
た
め
に
耐
え
、
そ
し
て
生
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
。

フ
ラ
ン
シ
ー
は

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
キ
ャ
リ

ア

・
ウ
ー
マ
ン
で
あ
る
。
彼
女
は
こ
れ
ま
で

モ
デ
ル
、
秘
書
、
不
動
産
業
な
ど
を
や
っ
て

き
た
が
、
同
時
に
生
ま
れ
な
が
ら
の

″
静
か

な
る
コ
ン
タ
ク
テ
ィ
ー
″
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
シ
ー
は
５
歳
の
時
に
、
高
度
な
知

性
体
か
ら
最
初
の
幻
想
的
な
接
触

を
受

け

た
。
彼
女
は
真
面
目
に
聞
く
相
手
に
は
だ
れ

に
で
も
そ
の
時
の
体
験
を
語
っ
て
き
た
が
、

人
の
注
目
を
ひ
こ
う
と
思

っ
て
そ
の
話
を
し

た
こ
と
は
な
い
。

一
時
期
、
彼
女
は
ヨ
ガ
を
教
え
、
ま
た
心

霊
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
没
頭

し

て

い
た

が
、
彼
女
の
生
徒
達
が

一
人
立
ち
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
突
然
こ
の
仕
事
を
や
め
て
し
ま

っ
た
。
大
多
数
の

「
星
の
娘
」
た

ち
と
同

様
、
彼
女
は
洞
察
力
や
直
感
力
か
ら
受
け
た

自
分
の
特
殊
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
建
設
的
な
方

向
に
向
け
よ
う
と
考
え
た
。
彼
女
は
フ
ァ
ー

ス
ト
ネ
ー
ム
以
外
は
匿
名
に
す
る
と
い
う
約

束
で
、
彼
女
の
思
考
や
洞
察
力
の
披
露
を
私

に
同
意
し
て
く
れ
た
。
次
に
紹

介

す

る
の

は
、
彼
女
の
こ
と
ば
で
語
ら
れ
た
、
５
歳
の

時
の
体
験
で
あ
る
。

私
達
―
父
母
と
私
で
す
が
―
は
新
し
い
家

へ
引
越
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
引
越
作
業
は

す
べ
て
終
わ
り
、
母
は
食
事
の
あ
と
の
食
器

を
洗
い
、
父
は
寝
室

へ
入
っ
て
行
っ
て
額
縁

に
入
れ
た
結
婚
許
可
証
を
壁
に
か
け
よ
う
と

た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
魅
了
さ
れ
、
自
分
の
個

彼
ら
は
あ
ま
り
睡
眠
を
と
ら

な

い
よ
う

ら
と
し
て
お
り
、
時
々
日
を
と
が
ら
せ
て
官
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し
て
い
ま
し
た
。
私
は
ベ
ッ
ド
の
ふ
ち
に
腰

か
け
て
お
り
、
父
は
私
の
背
後
で
壁
に
釘
を

打
ち
始
め
ま
し
た
。

私
の
左
に
は
窓
が
開
け
放
た
れ
て
お
り
、

薄
い
カ
ー
テ
ン
が
春
の
風
に
火
か
れ
て
め
く

れ
上
が
り
、
私
の
足
に
触
れ
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
５
歳
で
し
た
が
、
こ
の
時
の
光

景
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く

「
彼

ら
」
が
私
に
よ
く
記
憶
さ
せ
て
お
こ
う
と
し

た
の
で
し
ょ
う
。

私
の
右
上
の
方
か
ら
、
人
が
ゆ
っ
く
り
と

降
り
て
来
る
の
に
私
は
気
づ
き
ま
し
た
。
天

井
を
通
り
抜
け
て
　
　
。
彼
は
静
か
に
私
の

真
ん
前
に
降
り
立
ち
ま
し
た
が
、
私
は
彼
の

足
が
床
に
触
れ
た
か
ど
う
か
さ
え
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
な
ど
で
す
。
片
方
の
肩
に
は
長

い
Ｐ
Ｉ
プ
を
下
げ
て
お
り
、
彼
の
か
ら
だ
の

周
囲
で
風
に
な
び
い
て
い
ま
し
た
。

髪
は
淡
黄
色
の
直
毛
で
、
肩

ま

で
垂

ら

し
、
ペ
ー
ジ
ボ
ー
イ

・
カ
ッ
ト
の
よ
う
な
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
瞳

は
青
く
、
豊
か
な
あ
ご
と
美
し
い
肌
を
も

っ

て
い
ま
し
た
。
父
が
ヒ
ゲ
が
濃
い
の
で
わ
か

っ
た
の
で
す
が
、
彼
に
は
ヒ
ゲ
は
生
え
な
い

よ
う
で
し
た
。
風
で
，
―
ブ
が
め
く
れ
上
が

り
ま
し
た
が
、
彼
は
お
さ
え
よ
う
と

は
せ

ず
、　
ロ
ー
プ
の
下
は
裸
で
し
た
。
私
は
そ
れ

ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
男
性
の
か
ら
だ
を
見

ま
し
た
。

彼
は
話
し
始
め
ま
し
た
が
、
声
は
ト
ー
ン

が
上
が

っ
た
り
下
が

っ
た
り
し
て
、
ま
る
で

歌
い
な
が
ら
話
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

私
は
彼
を
さ
え
ぎ
り
、
父
に
向

か

っ
て

ぞ
ハ
パ
、
見
て
！
　
部
屋
の
や
に
天
使
が
い

る
わ
よ
！
″
と
叫
ん
だ
の
で
す
が
、
父
は
私

に
背
中
を
向
け
て
手
を
仲
ば
し
釘
を
打

っ
て

い
る
格
好
の
ま
ま
動
か
な
い
の
で
す
。
そ
の

時
、
私
は
部
屋
の
上
の
隅
の
方
、
父
の
左
上

に
い
る
別
の
天
使
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
は

″
ふ
り
返
れ
な
い
な
ら
、
頭
の
と
こ
ろ
に
い

る
天
使
を
見
て
！
■
と
言

っ
た
の
で
す
が
、

父
は
動
き
ま
せ
ん
。

そ
の
天
使
は
女
性
で
し
た
。
彼
女
は
顔
と

髪
の
毛
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
男
の

天
使
と
は
別
な
と
こ
ろ
か
ら
来
た
よ
う
に
見

え
ま
し
た
れ
と
い
う
の
は
、
彼
女
の
肌
も
瞳

も
髪
も
黒
く
、
髪
は
縮
れ
て
お
り
、
小
さ
な

顔
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
す
。

最
初
の
天
使
は
歌
う
よ
う
に
話
し
続
け
、

何
の
こ
と
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
一
部
分
を
私
は
何
年
も
覚
え

て

い
ま

し

た
。私

は
今
度
は
母
を
呼
ん
だ
の
で
す
が
、
ま

た
部
屋
の
隅
に
別
の
女
性
の
顔
を
見
つ
け
ま

し
た
。
全
部
で
４
人
が
部
屋
の
四
隅
に
い
る

の
で
す
。
彼
女
達
は
み
な
同
じ
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。
何
年
か
後
に
彼
女
達
に
そ

っ
く
り

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
女
性
を
見
か
け
ま
し
た

が
、
彼
女
達
の
方
が
大
き
い
限
を
も

っ
て
い

ま
し
た
。

男
性
の
方
は
、
人
種
で
い
う
な
ら
ス
カ
ン

ジ
ナ
ビ
ア
人
に
似
て
い
ま
し
た
。
二
枚
目
の

プ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
王
子
の
よ
う
に
見
え
た
の

で
す
。
私
は
今
で
も
彼
が
言

っ
た
こ
と
ば
を

覚
え
て
い
ま
す
。　
″
あ
な
た
は
将
来
、
キ
リ

ス
ト
の
子
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
″
と
言

っ

た
の
で
す
。
こ
ん
な
空
想
の
お
告

げ
を
信
じ
て
い
る
と
言
え
ば
精
神

科
医
に
無
意
識
下
の
精
神
作
用
の
説
明
を
受

け
る
こ
と
は
よ
く
承
知
し

て

い
ま
す
。
彼

は
、
こ
の
人
物
は
認
め
ら
れ
た
り
愛
さ
れ
た

り
自
分
の
存
在
意
識
の
大
き
さ
を
自
覚
し
た

り
し
た
い
と
い
う
強
い
欲
求
を
も

っ
て
い
る

の
だ
、
と
い
う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
は

こ
の

″
キ
リ
ス
ト
の
子
″
と
い
う
表
現
は
何

か
を
象
徴
し
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
と

い
う
の
は
、
信
じ
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
私

に
は
殉
教
者
に
な
り
た
い
強
烈
な
願
望
な
ど

は
な
い
の
で
す
か
ら
。

私
は
母
に
す
ぐ
来
る
よ
う
に
言

い
ま

し

た
。
す
る
と
、
男
の
天
使
の
声
が
ま
っ
た
く

変
わ
り
、
低
く
単
調
な
機
械
の
よ
う
な
声
に

な

っ
て

″
両
親
に
話
し
て
は
い
け
な
い
″
と

言
う
の
で
す
。
母
が
私
に
食
器
を
洗

っ
て
い

て
手
が
放
せ
な
い
と
答
え
た
の
で
、
天
使
は

ま
た
歌
う
よ
う
な
話
し
方
で
語
り
、
そ
し
て

女
性
と
と
も
に
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
父
は

ま
た
釘
を
打
ち
始
め
ま
し
た
。

私
は
２０
歳
代
の
初
め
に
有
名
な
催
眠
術
師

に
頼
ん
で
そ
の
天
使
が
私
に
語

っ
た
内
容
の

記
憶
を
呼
び
戻
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
の
で

す
が
、
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の

記
憶
の
中
に
も

っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
ば
が

閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の
は
知

っ
て
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
に
堅
固
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
た

め
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
し

か
し
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
解
か
れ
る
よ
う

に
、
い
つ
か
よ
み
が
え

っ
て
く
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
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私
は
彼
を
さ
え
ぎ
り
、
父
に
向

か

っ
て

ス
ト
の
子
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
″
と
言

っ
　
　
い
ま
す
。

私
は
時
々
不
思
議
に
思
う
の
で
す
が
、
な

ぜ
５
歳
の
子
供
が
あ
の
光
景
を
意
識
の
底
深

く
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
た

の
で

し

ょ

う
。
彼
ら
は
当
然
、
私
が
す
べ
て
を
記
憶
で

き
る
と
は
思

っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。

も
し
、
彼
ら
の
目
的
が
私
の
溶
在
意
識
を
通

じ
て
私
の
生
活
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
あ

つ
た
と
し
た
ら
、
な
ぜ
彼
ら
は
肉
体
を
と
も

な

っ
て
私
の
前
に
現
れ
る
必
要
が
あ

っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
テ
レ
パ
シ
ー
で
送

っ
て
く
る

こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
す
。

５
、
６
年
前
、
私
は
母
に
手

紙
を
書

い

て
、
あ
の
時
の
光
景
を
覚
え
て
い
る
か
ど
う

か
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
母
は
覚
え
て

い
ま
し
た
。
母
は
、
私
が
変
わ

っ
た
子
供

で
、
い
ろ
い
ろ
な
想
像
力
や
夢
や
家
族
の
予

言
を
し
た
た
め
に
悩
ま
さ
れ
た
と

い
い
ま

す
。そ
の
当
時
、他
の
家

へ
行
く
と
、
私
の
す

る
こ
と
が
神
に
背
く
こ
と
だ
と
よ
く
説
教
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。
母
は
私
を
近
く
の
メ
ソ

ジ
ス
ト
教
会
に
連
れ
て
行
き
、
牧
師
と
そ
の

妻
が
私
に
手
を
の
せ
、
他
の
み
ん
な
は

晩

い
て
、私
の
魂
の
た
め
に
祈

っ
た
も
の
で
す
。

―
―
あ
な
た
は
な
ぜ
彼
ら
の
訪
間
を
受
け
た

と
思
い
ま
す
か
？

フ
ラ
ン
シ
ー
　
私
は
瞑
想
の
中
で
、
そ
の
理

由
は
、
将
来
な
る
べ
く
多
く
の
魂
が
よ
り
高

い
意
識
段
階
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
私
が
手
助

け
を
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
と
聞
か
さ
れ

ま
し
た
。

―
―
ど
ん
な
方
法
で
手
助
け
を
す
る
つ
も
り

で
す
か
？

フ
ラ
ン
シ
ー
　
ど
の
方
法
が
も

っ
と
も
効
果

的
か
私
に
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
私
の
と
こ
ろ
へ
来
る
多
く
の
人
々
に
あ
ら

ゆ
る
方
法
を
試
み
て
き
ま
し
た
。
ま
っ
た
く

面
識
の
な
い
人
も
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
悩

み
を
打
ち
明
け
ま
す
。
私
は
彼
ら
に
愛
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
、
助
言
を
し
ま
す
。

―
―
あ
な
た
が
特
別
の
能
力
の
持
主
で
あ
る

こ
と
を
あ
な
た
に
告
げ
た
の
は
だ

れ

で
す

か
？
フ
ラ
ン
シ
ｌ
　
ヶ

ラ

（男
の
天
使
）
に
は
別

に
羽
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
彼
を

見
て
天
使
が
ど
う
い
う
も
の
か
分
か
り
ま
し

た
。
彼
ら
は
他
の
世
界
、
つ
ま
り
聖
書
の
時

代
の
世
界
で
現
在
も
存
在
し
て
い
る
世
界
か

ら
き
た
高
度
の
知
性
体
だ
と
思
い
ま
す
。
ヶ

ラ
は
か
つ
て
地
球
の
観
察
の
た
め
あ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
送

っ
て
生
活
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る

と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
彼
は
な
ぜ
現
在
で
も
地
球

上
の
出
来
事
に
興
味
を
も

っ
て
い
る
の
で
す

，か・ｏＩ

フ
ラ
ン
シ
ー
　
彼
が
実
際
に
興
味
を
も

っ
て

い
る
の
は
ヘ
レ
ア

（女
の
天
使
）
で
す
。
よ

り
高
度
な
私
の
魂
、
よ
り
高
度
な
私
自
身
、

ま
あ
ど
ん
な
用
語
を
使

っ
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
が
。私
は
つ
ま
リ
ヘ
レ
ア
の
ひ
と
か
け
ら
、

そ
し
て
私
の
経
験
と
仕
事
を
通
じ
て
ヘ
レ
ア

は
進
歩
し
、
ケ
ラ
と
再
会
で
き
る
の
で
す
。

す
る
と
、　
ヘ
レ
ア
は
あ
な
た
と
は
別
個

の
実
体
で
あ
り
、
同
時
に
あ
な
た
の
一
部
分

だ
と
い
う
の
で
す
か
？

フ
ラ
ン
シ
ー
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
中
心
と

な
る
魂
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
た
だ
ひ
と
つ
で
す

が
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
分
は
地
球
上

の
三
次
元
の
世
界
で
か
た
ち
を
も
ち
、
機
能

す
る
の
で
す
。
経
験
が
集
積
し
て
ヘ
レ
ア
の

振
動
数
を
高
め
、
彼
女
は
ケ
ラ
と
結
合
す
べ

く
帰

っ
て
行
く
の
で
す
。
彼
女
は
、
聖
書
で

い
え
ば
死
せ
る
魂
、
死
せ
る
天
使
で
す
。

あ
な
た
は
た
び
た
び
聖
書
に
ふ
れ
ま
す

が
、
ど
こ
か
の
教
会
の
会
員
で
す
か
？

フ
ラ
ン
シ
ー
　
い
い
え
、
私
は
教
会
組
織
は

親
睦
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思

っ
て
い

ま
す
。
別
に
反
対
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
。

私
は
現
在
で
も
多
く
の
人
々
が
精
神
的
な

指
導
を
必
要
と
し
、
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
方

向
づ
け
て
く
れ
る
人
を
必
要
と
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
私
は
そ
う
い
う
仕
事
の
中
で
役

割
を
果
た
せ
る
と
い
う
明
確
な
自
覚
が
あ
り

ま
す
。
私
は
、
新
時
代
が
来
る
前
の
、
変
革

と
浄
化
の
時
代
に
私
達
が
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

―
―
あ
な
た
は
ヶ
ラ
や
ヘ
レ
ア
と
い
う
一向
次

元
世
界
の
人
々
の
話
や
、
ま
た
彼
ら
が
あ
な

た
の
一
部
分
で
あ
り
、
あ
な
た
が
彼
ら
の
一

部
分
で
あ
る
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

ヘ
レ

ア
は
か
つ
て
地
球
で
生
活
し
、
今
は
進
歩
を

遂
げ
て
果
次
元
へ
移

っ
た
が
、
な
お
こ
の
世

界
と
つ
な
が
り
を
も

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
か
？

フ
ラ
ン
シ
ー
　
い
い
え
、　
ヘ
レ
ァ
も
ケ
ラ
も

地
球
で
生
活
し
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。
彼
女
の
肉
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
球

に
送
ら
れ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
彼
女
の
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貌
の
小
さ
な
ひ
と
か
け
ら
が
地
球
で
生
活
し

た
、
っ
ま
り
私
は
そ
の
ひ
と
か
け
ら
に
す
ぎ

な
い
の
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
は
地
球
の
人

間
で
あ
り
、
同
時
に
ど
こ
か
他
の
世
界
の
人

間
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

あ
な
た
は
ヘ
レ
ア
の
意
識
、
別
の
場
所
、
別

の
次
元
、
別
の
世
界
に
つ
い
て
の
ヘ
レ
ア
の

記
憶
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
も

っ
て
い
ま
す

か
？
フ
ラ
ン
シ
ー
　
私
は
子
供
の
頃
か
ら
、
自
分

が
完
全
に
こ
こ
の
人
間
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
知

っ
て
い
ま
し
た
ｏ
私
は
こ
の
こ
と
を

何
度
も
両
親
に
話
し
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん

両
親
は
ひ
ど
く
う
ろ
た
え
ま
し
た
ｏ
私
は
自

分
の
な
ん
と
う
の
父
と
母
が
だ
れ
な
の
か
知

り
た
い
と
頼
み
、
ま
た
自
分
の
家
に
帰
り
た

い
と
言
い
ま
し
た
ｏ
今
で
も
そ
の
気
持
は
変

ゎ

っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
の
天
使
は
、
私
が
金

星
の
よ
う
な
惑
星
か
ら
来
た
の
だ
と
話
し
て

ぃ
ま
し
た
。

金
星
で
は
な
く
、
金
星
の
よ
う
な
と
こ

ろ
、
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
？

フ
ラ
ン
シ
ー
　
お
そ
ら
く
異
次
元
世
界
の
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
地
球
と
同
時
に
存
在
し

て
い
る
が
振
動
数
の
異
な
る
世
界
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
ｏ

あ
な
た
が
ヘ
レ
ア
で
あ
る
と
同
時
に
フ

ラ
ン
シ
ー
だ
と
い
う
こ
と
は
ヽ
２
つ
の
振
動

数
を
も

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り

ま

す
。
そ
れ
は
２
つ
の
振
動
数
が
結
合
し
た
と

ぃ
ぅ
こ
と
で
す
か
、
ま
た
は
片
方
か
ら
も
ケ

一
方

へ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

力

？
フ
ラ
ン
シ
ー
　
地
球
は
す
べ
て
の
魂
が
経
験

を
持
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
世
界
で
す
。
そ

ぅ
す
る
こ
と
に
よ
り
魂
は
高
め
ら
れ
、
本
来

そ
れ
が
生
ま
れ
た
国
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

で
は
、
な
ぜ
彼
ら
は
地
球
に
送
ら
れ
て

来
た
の
で
す
か
。
罰
の
た
め
か
、
教
育
の
た

め
か
、
あ
る
い
は
訓
練
の
た
め
で
す
か
？

フ
ラ
ン
シ
ー
　
彼
ら
は
自
ら
こ
こ
に
来
た
の

で
す
。
彼
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
送

っ
て
寄
こ

す
こ
と
に
よ
っ
て
物
事
を
秩
序
立
て
て
経
験

し
、
価
値
あ
る
経
験
と
学
習
の
方
法
を
集
積

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
向
上
で
き
る
か
ら
で
す
ｏ

な
ぜ
、
そ
の
経
験
の
た
め
に
地
球
に
来

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

フ
ラ
ン
シ
ー
　
そ
れ
は
、
地
球
だ
け
が
経
験

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
次
元
に
あ
る
か
ら
だ
と

聞
い
て
い
ま
す
ｏ

も
し
あ
な
た
の
話
が
本
当
な
ら
、
ネ
ア

ン
デ
ル
タ
ー
ル
入
以
来
人
間
が
問
い
続
け
て

き
た

″
人
間
は
な
ぜ
こ
の
地
球
上
に
い
る
の

か
〃
と
い
う
疑
間
に
対
す
る
回
答
も
あ
な
た

は
知

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ｏ

た
。何

年
も
の
間
、
彼
女
は
奇
妙
な
眼
が
彼
女

を
見
つ
め
て
い
る
夢
に
悩
ま
さ
れ
た
。
そ
し

て
・２
年
も
の
問
精
神
的
な
不
安
定
状
態
が
続

き
、
完
全
な
記
憶
喪
失
に
も
な
っ
た
。
医
者

も
、
彼
女
の
記
憶
を
呼
び
戻
す
手
助
け
を
し

た
。
そ
し
て
遂
に
、
彼
女
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
向
か

い
合
っ
た
時
の
光
景
を
思
い
出
し
た
ぃ

現
在
も
マ
リ
ア
ン
ヌ
は
盲
目
だ
が
、
あ
る

興
珠
深
い
代
替
作
用
が
彼
女
に
起
き
た
ｏ
つ

ま
り
、
彼
女
の
肉
眼
は
見
え
な
い
が
、　
″
霊

視
″
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
女
は
人
間
の
オ
ー
ラ
を
色
で
識
別
で
き
る

し
、
ま
た
人
間
の
周
囲
の
い
ろ
い
ろ
な
記
号

を
見
た
り
、
肉
眼
で
見
え
な
い
も
の
か
ら
大

量
の
情
報
を
受
け
と
つ
た
り
す

る
。
彼

女

が
、
正
確
な
フ
ェ
ニ
キ
ア
文
字
で
自
分
の
ご

と
を
書
い
て
み
せ
た
こ
と
も
あ
る
。

マ
リ
ア
ン
ヌ
は
彼
女
が
事
故
に
会
っ
た
日

に

″
時
間
が
凍
結
し
、す
べ
て
が
止
ま
っ
た
″

と
考
え
て
い
る
。

「
私
が
ど
の
く
ら
い
の
時

間
、
い
な
く
な
っ
て
い
た
の
か
は
知
り
ま
せ

ん
。
３
時
間
く
ら
い
だ
つ
た
か
も
知
れ
な
い

し
・６
日
間
だ
つ
た
か
も
知

れ

ｔ

せ
ん
。
た

だ
、
戻
っ
て
き
た
時
に
自
分
自
身
が
マ
リ
ア

ン
ヌ
で
は
な
い
よ
う
な
奇
妙
な
気
持
が
し
ま

し
た
。
何
か
ま
っ
た
く
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

っ
て
、
１
千
年
の
眠
り
か
ら
覚
め
た
よ
う
な

気
が
し
た
の
で
す
。
そ
の
時
以
来
、
私
は
人

間
の
頭
上
に
色
彩
と
か
模
様
と
か
文
字
が
浮

ぃ
て
い
る
の
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
」私
は
マ
リ
ア
ン
ヌ
に
、
彼
女
の
霊
視
能
力

マ
リ
ア
ン
ヌ
・
フ
ェ
ラ
リ
ー
ン
は

「
星
の

娘
」
の
中
で
も
は
つ
き
り
自
覚
を
も
ち
、
ま

た
計
画
的
に
地
球
人
と
な
っ
た

一
例

で
あ

る
。
マ
リ
ア
ン
ヌ
の
経
験
は
極

端

な

も

の

で
、
盲
目
に
な
る
と
い
う
肉
体
的
な
出
来
事

を
と
も
な
っ
て
い
た
ｏ

私
が
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
彼
女
を
訪

ね
た
時
、
フ
ラ
ン
シ
ー
に
も
同
行
し
て
も
ら

っ
た
。　
〃
金
星
人
同
士
″
の
兆
候
が
認
め
ら

れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
た

か
ら

で
あ

る
。
彼
女
は
我
々
に
お
い
し
い
食
事
を
用
意

し
て
く
れ
、
彼
女
の
娘
は
宿
題
を
や
つ
て
い

た
。我

々
は
、
彼
女
が
ど
う
し
て
視
力
を
失
っ

た
の
か
を
聞
い
た
ｏ
医
者
は
、
彼
女
が
何
か

非
常
に
明
る
い
も
の
を
見
た
た
め
に
瞳
が
焼

け
た
、
と
診
断
し
た
そ
う

で
あ

る
。
し

か

し
、
そ
れ
が
何
で
あ
つ
た
の
か
は
だ
れ
に
も

分
か
っ
て
い
な
い
。

マ
ツ
ア
ン
ヌ
の
母
親
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、

そ
の
日
彼
女
は
家
に
帰
っ
て
き
て
、
ブ
ラ
イ

ン
ド
を
ひ
き
、　
″
私
、
も
う
あ
そ
こ
に
は
行

き
た
く
な
い
わ
〃
と
言
っ
た
と
い
う
ｏ
ｌ
９

５
３
年
、
彼
女
は
盲
人
と
し
て
法
律
的
に
認

定
さ
れ
た
。

私
は
彼
女
に
、
医
者
は
太
陽
を
直
視
し
た

た
め
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
な
か
つ

た
か
、
と
聞
い
た
ｏ
そ
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
た
が
、
あ
る
医
者
に
よ
れ
ば
、
涙
腺
と
眼

筋
の
働
き
で
保
護
さ
れ
る
か
ら
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
な
い
の
だ
と
い
う
ｏ
彼
女
の
眼
は
周

辺
部
が
見
え
た
が
中
心
部
は
見

え
な

か

つ
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一
方

へ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

非
常
に
明
る
い
も
の
を
見
た
た
め
に
瞳
が
焼

辺
部
が
見
え
た
が
中
心
部
は
見

で
フ
ラ
ン
シ
ー
の
上
に
何
か
が
見
え
る
か
ど

う
か
開
い
て
み
ま
し
た
。
彼
女
は
ク
ス
ッ
と

笑
っ
て
か
ら

「彼
女
は
こ
こ
に
来
て
か
ら
ず

っ
と
薄
紫
が
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
異

常
な
色
合
い
の
緑
色
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
彼
女
の
オ
ー
ラ
は
非
常
に
明
瞭
で
、
彼

女
は
治
療
者
と
し
て
優
れ
て
お
り
、
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
ま
す
。

彼
女
の
上
に
あ
る
顔
が
見
え
ま
す
が
、
そ
れ

が
だ
れ
か
は
ま
だ
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
顔
は

私
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
つ
も
り
で
す
の
で
、

そ
り
さ
せ
て
お
き
ま
す
。
彼
女
の
オ
ー
ラ
は

私
が
色
彩
オ
ー
ラ
と
呼
ん
で
い
る
も
の
で
、

絶
え
ず
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
ま
た
金
色
に

変
化
し
ま
し
た
。
あ
な
た
は
瞑
想
を
や
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
言
っ
た
。

フ
ラ
ン
シ
ー
は
定
期
的
に
瞑
想
を
し
て
い

た
、
と
答
え
た
。

マ
リ
ア
ン
ヌ
は
続
け
て
言
っ
た
。

「あ
な

た
は
表
層
意
識
と
潜
在
意
識
を
結
合
さ
せ
て

い
ま
す
。
私
に
は
今
そ
れ
が
見
え
ま
す
」

「
そ
れ
は
ヘ
レ
ア
と
ケ
ラ
で
す
。

ヘ
レ
ア
が

私
を
訪
れ
る
と
、
い
つ
も
私
は
黄
金
の
よ
う

な
感
覚
を
覚
え
る
の
で
す
」

「
そ
れ
は
だ
れ
で
す
か
”
私
に
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
た
だ
、
素
敵
な
顔
が
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
私
の
心
を
深
く
打
つ
の
は
、
あ
な

た
の
オ
ー
ラ
の
色
が
他
の
人
に
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
も
の
で
、
地
球
的
な
色
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
お
そ
ら
ぐ
ヨ
ン
タ
ク
テ

ィ
ー
で
し
ょ
う
、
そ
の
色
で
分
か
り
ま
す
」

我
々
は
マ
リ
ア
ツ
ヌ
に
、
フ
ラ
ン
シ
ー
は

両
方
の
世
界
に
適
合
し
て
い
る
の
だ
と
話
し

た
。
マ
リ
ア
ン
ス
は

「彼
女
は
素
晴
し
い
。

彼
女
は
太
陽
の
娘
で
す
。
人
間
の
心
は
彼
女

の
よ
う
に
タミ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。

私
は
彼
女
に

〃
時
間
の
凍
結
″
に
つ
い
て

説
明
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
。

「
１
９
７
４
年
ｌｏ
月
の
こ
と
で
す
。
私
は
、

時
間
と
い
う
も
の
は
ど
づ
よ
う
な
か
た
ち
で

も
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
す
べ
て
心
の
中
の
問
題
な
の
で

す
。
宇
官
は
あ
な
た
の
内
部
に
在

る

の
で

す
。
私
は
色
彩
の
か
た
ち
の
意
味
を
教
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
６
６
６
と
い
う

ョ
ー

ド
ナ
ン
バ
ー
を
与
え
ら
れ
た
の
で
す
」

「
私
が
彼
ら
か
ら
与
え
ら
れ
た
ナ
ン
パ
ー
も

同
じ
で
す
」
と
フ
ラ
ン
シ
ー
が
言
っ
た
。

私
は
マ
リ
ア
ン
ヌ
に

「あ
な
た
は
字
告
人

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

字
告
人
達
の
誕
生
の
地
は
ど
こ
な

の
で
す

か
。
あ
な
た
は
他
の
惑
星
か
ら
こ
の
太
陽
系

に
来
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
」

「
い
い
え
」
、
マ
リ
ア
ン
ス
は
考
え
深
げ
に

ゆ
っ
く
り
答
え
た
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く

だ
さ
い
。
私
は
木
星
と
金
星
を
混
同
し
て
い

ま
し
た
。
と
い
う
の
は
私
は
異
次
元
の
こ
と

を
話
し
て
い
た
か
ら
で
す
」

「私
が

コ
ン
タ
ク
テ
ィ
ー
達
か
ら
金
星
と
木

星
の
話
を
開
い
て
時
々
気
に
な
る
の
は
そ
の

点
で
す
」
と
私
は
言
っ
た
。

「今
、
話
題
に

し
て
い
る
の
は
、
我
々
が
知
っ
て
い
る
太
陽

系
の
中
の
金
星
と
木
星
の
話
で
す
か
？
　
先

ほ
ど
お
話
し
し
た
ょ
う
に
、
フ
ラ
ン
シ
ー
は

５
歳
の
時
か
ら
コ
ン
タ
ク
テ
ィ
ー
で
し
た
。

彼
女
に
よ
れ
ば
、
彼
女
の
い
う

″
天
使
”
は

〃金
星
の
よ
う
な
”
世
界
か
ら
来
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
は
我
々

の
知
っ
て
い
る
金
星
と
は
別
の
、
平
行
し
て

存
在
す
る
世
界
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す

が
」マ
リ
ア
ン
ヌ
は
答
え
た
。

「
地
球
に
は
思

考
形
態
と
し
て
の
地
球
と
、
物
理
的
な
地
球

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
２
つ
の
次
元
は
同
時

に
機
能
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
フ
ラ
ン

シ
ー
や
私
の
よ
う
な
人
間
は
、
一曇
返
し
の
世

界
に
入
り
こ
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
宇
宮
人
と

コ
ン
タ
ク
ト
し
た
時
に
思
考
形
態
が
変
化
し

て
裏
返
し
の
地
球
に
属
し
て
し
ま
う
の
だ
と

思
い
ま
す
。
大
多
数
の
人
間
は

一
方
の
地
球

で
活
動
し
、
私
達
の
よ
う
な

一
部
の
人
間
は

反
対
側
の
地
球
の
市
民
と
な
る
こ
と
も
あ
る

わ
け
で
す
。
そ
の
こ
と
は
、
私
達
に
理
解
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
時
間
が
凍
結
し
た
時
に
、
私
の
全

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
吸
い
と
ら
れ
、
そ
し
て
ま
た

戻

っ
て
き
た
よ
う
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
シ
ー
、
あ
な
た
は
、
な
ぜ
私
達
が
選
ば

れ
て
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
の
か
思
い

当
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
」

「私
達
に
は
使
命
が
あ
る
か
ら
だ
、
と
開
か

さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
が
選
ん
だ

の
で

は
な

く
、
私
達
が
自
ら
選
ん
だ
の
で
す
わ
」

「
も
う
１
つ
、
お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
あ
る

の
」
と
マ
リ
ア
ン
ヌ
は
言
っ
た
。

「あ
な
た

は
、
何
か
支
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」

「
そ
れ
は
、
私
の
よ

り
高
度
な
分
身
で
あ
る
ヘ
レ
ア
に
だ
け
は
」

え
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|
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ア
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私
は
そ
こ
で
聞
い
た
。
「
〃支
配
さ
れ
て
い

る
″
と
い
う
よ
り

″指
示
を
受
け
て
い
る
″

と
言
っ
た
方
が
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

支
配
さ
れ
る
と
い
う
と
、
消
極
的
な
意
味
合

い
に
な
り
ま
す
よ
」

マ
リ
ア
ン
ヌ
は
私
の
指
摘
を
認

め

て
か

ら
、
フ
ラ
ン
シ
ー
に
ま
た
質
問
し
た
ｏ

「あ

な
た
、
カ
チ
ッ
と
い
う
ク
リ
ッ
ク
音
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
」

フ
ラ
ン
シ
ー
は
う
な
ず
い
た
ｏ
　
口
各
え
ｏ

と
く
に
瞑
想
に
入
る
時
に
関
こ
え
ま
す
ｏ
時

に
は
い
ら
い
ら
す
る
ほ
ど
で
す
」

「
マ
リ
ア
ン
ヌ
、
あ
な
た
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
の
関

係
で
視
力
を
失
っ
た
と
言
い
ま
し
た
ね
。
具

体
的
に
言
う
と
、
ど
う
し
て
あ
な
た
は
盲
目

に
な
っ
た
の
で
す
か
？
」
と
私
は
聞
い
た
。

「私
は
水
品
の
玉
を
見
た
よ
う
に
記
憶
し
て

ぃ
ま
す
。
ょ
く
覚
え
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
と

に
か
く
水
品
の
玉
と
関
係
が
あ
り
ま
す
ｏ
私

は
手
に
水
品
玉
を
持
っ
て
お

り
、
誰

か
が

″
そ
れ
は
あ
な
た
の
も
の
だ
″
と
言
い
ま
し

た
。
そ
の
玉
は
非
常
に
明
る
く
輝

い
て

い

て
、
私
は
た
だ

〃
見
て
は
ダ
メ
、
見
て
は
い

け
な
い
″
と
考
え
て
い
た
こ
と
し
か
覚
え
て

ぃ
ま
せ
ん
。
で
も
、
私
は
長
い
間
、
そ
の
玉

を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
」

「
水
品
の
玉
は
こ
の
こ
と
と
大
い
に
関
係
が

あ
る
よ
う
で
す
ｏ
私
も
し
ば
し
ば
耳
に
し
ま

し
た
。
水
品
の
玉
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
謎
と
関
係
の

あ
る
こ
と
は
は
つ
き
り
し
て
い
ま
す
」
と
フ

ラ
ン
シ
ー
が
言
っ
た
ｏ

マ
リ
ア
ン
ヌ
は

「
そ
の
玉
は
と
て
も
小
さ

く
、
私
の
手
に
入
っ
て
し
ま
う

な
ど

で
し

た
。
暖
か
か
つ
た
か
冷
た
か
つ
た
か
覚
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
な
に
か
ひ
り
ひ
り
す
る
感
じ

で
し
た
。
私
が

″
な
ぜ
私
の
限
を
焼
い
た
の

か
、
私
が
間
違
っ
て
い
た

の
か
″
と
聞

く

と
、
彼
ら
は

〃違
う
。
あ
な
た
は
神
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
の
だ
″
と
答
え
ま
し
た
」

た
と
え
宇
営
の
加
護
や
神
の
思
し
召
し
で

ぁ
っ
て
も
、
視
力
を
失
う
と
い
う
こ
と
は
受

け
入
れ
難
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
マ
リ
ア
ン

ヌ
は
、
背
負
う
べ
き
十
字
架
と
し
て
で
は
な

く
、
ぁ
た
か
も
知
性
の
源
泉
と
の
出
会
い
の

よ
う
に
、
こ
の
肉
体
的

ハ
ン
デ
ィ
を
受
け
入

れ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、
視
力
の
喪
失
を

嘆
い
て
は
お
ら
ず
、
彼
女
の
以
前
の
世
界
か

ら
新
世
界

へ
上
昇
し
て
い
く
途
中
の
夜
の
過

程
と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
よ
う
だ
。

ぃ
ぅ
。
テ
イ
ラ
ー
は
、　
ユ
リ

・
グ
ラ
ー
が
Ｆ

ン
ド
ン
の
テ
レ
ピ
に
呼
ば
れ
て
や
っ
て
来
た

時
に
番
組
の
中
で
対
面
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

超
能
力
者
の
正
体
を
あ
ば
こ
う
と
し
た
が
、

結
局
は
彼
の
能
力
を
認
め
る
結

果

に
な

っ

た
。
番
組
の
後
、
テ
イ
ラ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
全

土
か
ら
同
じ
よ
う
な
能
力
を
も
っ
た
人
々
に

関
す
る
報
告
を
受
け
と
っ
た
が
、
大
半
は
１７

歳
以
下
の
子
供
で
あ

つ
た
ｏ

そ
こ
で
彼
は
男
女
各
３
人
の
子
供
を
選
び

出
し
、
さ
ま
ざ
ま
の
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
２
人
の
子
供
は
ク
リ
ッ
プ
に
精
神
集

中
し
て
ボ
ー
ル
状
に
曲
げ
る
こ
と

が

で
き

た
。
少
年
の
１
人
は
、
犬
の
格
好
を
考
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
ク
リ
ッ
プ
を
犬
の
格
好
に
曲

げ
る
こ
と
が
で
き
た
ｏ

彼
は
最
近

『
ス
ー
パ
ー
マ
イ
ン
ド
』
と
い

う
本
を
書
き
、
そ
の
中
で
彼
は

ユ
リ

・
ゲ
ラ

ー
の
よ
う
な
能
力
を
も
つ
４６
人
の
イ
ギ
リ
ス

人
少
年
を
知

っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
彼

は
ま
た
最
近
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
そ
の
よ

う
な
少
年
の
実
数
は
少
な
く
と
も
・０
倍
に
の

ぼ
る
だ
ろ
う
と
語
っ
て
い
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
‐７
歳
の
大
学
１
年
生
レ

ナ
・
デ

ュ
ー
ズ
が
ヽ

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学

オ
ル
ス
テ
ッ
ド
物
理
学
研
究
所
の
リ
ヒ
ア
ル

ト

・
マ
タ
ク
教
授
に
よ
っ
て

″
ユ
ブ

・
グ
ラ

ー
を
合
め
、
私
が
こ
れ
ま
で
に
出
会

っ
た
中

で
最
強
の
超
能
力
者
″
と
い
う
折
り
紙
を
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
同
研
究
所
の
厳
密
な
管
理

の
下
で
行
わ
れ
た
実
験
で
、
彼
女
は
太
い
釘

を
念
力
で
出
げ
た
り
、

ヨ
ン
パ
ス
の
針
の
方

向
を
ず
ら
せ
た
り
、
温
度
計
の
目
盛
り
を
急

有
名
な
イ
ス
ラ
エ
ル
の
超
能
力
者

ユ
ソ
・

使

っ
て
動
き
出
さ
せ
る
と

ゲ
ラ
ー
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ

ュ
リ
が
説
明
し
た
あ
と
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
担
当
者

る
が
、　
一
説
に
よ
る
と
、
彼
は
、
子
供
時
代

は
テ
レ
ビ
放
送
網
の
ス
イ
ッ
チ
板
が

″
ク
リ

に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
か
ら
直
接
超
能
力
を
与
え
ら
れ
た

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
よ
う
に
点
滅
し
た
″
と
報

と
い
う
典
型
的
な
コ
ン
タ
ク
テ
イ
ー
の
傾
向

告
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ョ
ウ
の
広
報
担

と
、　
〃
神
々
の
血
統
″
を
思
わ
せ
る
遺
伝
形

↓書
ア
ィ
レ
ク
タ
ー
ヽ
ア
ー
サ
ー

・
オ
ッ
ペ
ン

質
と
を
兼
ね
そ
な
え
て
い
る
。

ハ
イ
マ
ー
は
こ
う
言
っ
た
。

「何
百
人
も
の

彼
が
そ
の
不
思
議
な
念
力
の
能
力
を
見
せ

視
聴
者
か
ら
電
話
が
殺
到
し
、
シ
ョ
ウ
の
最

る
た
め
に
世
界
各
地
を
旅
行
し
た
際
、
奇
妙

中
に
時
計
が
動
き
出
し
た
と
い
う
ん
だ
」

な
現
象
が
起
き
た
。
彼
が
実
演
し
た
リ
テ
レ

ァ
ト
ラ
ン
タ
や
シ
カ
ゴ
な
ど
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
の

ビ
、
ラ
ジ
オ
に
出
演
し
た
先
々
で
、
何
千
と

支
局
で
も
同
じ
よ
う
な
反
響
が
あ

っ
た
ｏ
手

い
う
人
々
、
と
く
に
１７
歳
以
下
の
子
供
達
が

紙
も
各
局
に
殺
到
し
た
。
こ
の
シ
ョ
ウ
は
全

彼
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
、ヽ
つ
ま
り
念
力
だ
け

米
で
約
二
千
万
人
の
視
聴
者
が
あ
る
。
オ
ッ

で
ス
プ
ー
ン
を
曲
げ
た
り
、
壊
れ
た
時
計
を

ベ
ン
ハ
イ
マ
ー
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
調
査
を

再
び
動
か
し
た
り
し
た
の
だ
。

も
と
ｔ
し
て
、
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
人

そ
れ
な
ど
古
い
話
で
は
な
い
が
、　
ユ
リ

・

は
全
米
で
数
千
人
に
の
ぼ
る
と
み
て
い
る
。

ゲ
ラ
ー
が
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の

″
卜
，
デ
ィ
″

ロ
ン
ド
ン
の
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
応
用

と
ぃ
ぅ
シ
ョ
ゥ
に
出
演
し
て
視
聴
者
に
彼
と

数
学
教
授
ジ
ョ
ン
・
テ
イ
ラ
ー
の
調
査
に
よ

同
じ
こ
と
を
す
る
よ
う
に
も
ち
か
け
た
。
つ

る
と
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
ユ
リ

・
グ
ラ
ー
の
よ

ま
り
、
壊
れ
た
時
計
を
持
ち
出
し
、
念
力
を

う
な
能
力
を
も
つ
子
供
が
数
百
人
も
い
る
と

|
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くに
上
昇
さ
せ
た
り
し
て
み
せ
た
。

し
か
し
、
レ
ナ
は
ユ
リ

・
ゲ
ラ
ー
と
超
能

力
を
競
い
合
っ
た
り
は
し
た
が
ら
な
い
。
名

声
よ
り
も
ブ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
大
切
に
し
て
お

り
、

ユ
リ
と

一
緒
に
記
者
会
見
に
応
じ
た
時

以
後
、
彼
女
は
報
道
関
係
者
に
対
し
て
か
た

ほ
ど

で

し

私
の
手
に
入
っ
て
し
ま
う

ま
り
、
壊
れ
た
時
計
を
持
ち
出
し
、
念
力
を

く
な
に
口
を
閉
ざ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
女

の
父
親
に
よ
る
と
、
レ
ナ
は
好
奇
心
の
対
象

に
は
な
ら
な
い
決
心
を
し
た
の
だ
と
い
う
。

彼
女
は
自
分
の
も
つ
能
力
を
恐
れ
、
そ
の
能

力
が
消
え
失
せ
て
普
通
の
女
の
子
に
な
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
。

▲ユ リ・ゲラーが撮ったUFO写 真。

う
な
能
力
を
も
つ
子
供
が
数
百
人
も
い
る
と

向
を
ず
ら
せ
た
り
、
温
度
計
の
目
盛
り
を
急

人
間
の
特
質
を
語
る
場
合
、　
″
普
通

・
正

常
″
と
い
う
表
現
は
し
ば
し
ば
障
害
と
な
り

得
る
も
の
だ
。

ュ
リ
・
ゲ
ラ
ー
の
よ
う
な
能

力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
正
常
で
あ

り
、
大
多
数
の
子
供
は
こ
れ
と
同
様
の
能
力

を
も
っ
て
い
る
が
、
成
長
し
て
教
育
の
場
で

訓
練
を
積
む
に
つ
れ
て
そ
の
能
力
は
徐
々
に

排
除
さ
れ
て
い
く
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
あ

る
い
は
ま
た
、
す
で
に
何
人
か
の
人
々
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
金
属
曲
げ
な
ど
の

能
力
に
よ
っ
て
祖
先
の
人
間
性
が
姿

を
現

し
、
あ
ら
ゆ
る
超
能
力
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
が
極
め
て
普
通
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を

広
く
わ
か
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
も
い

え
る
だ
ろ
う
。

す
で
に
何
年
も
前
か
ら
、
種
々
の
難
解
な

教
え
を
研
究
し
て
い
る
人
々
は
新
人
類
の
夜

明
け
が
新
し
い
子
供
の
誕
生
を
と
も
な
っ
て

地
球
規
模
で
起
き
て
い
る
と
予
言

し

て
き

た
。
そ
の
子
供
達
は
進
化
の
過
程
に
お
け
る

飛
躍
的
な
進
歩
を
意
味
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

ジ
ー
ン
・
カ
ミ
ネ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。

「
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
に

広
島

・
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
か
ら
放
出

さ
れ
た
極
め
て
強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
そ
の

地
域
の
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
新
し
い
振

動
数
を
生
み
出
し
て
、
日
本
人
の
新
生
児
に

超
能
力
を
も
た
せ
た
か
も
知
れ
な
い
」

悲
劇
的
な
原
爆
投
下
が
被
爆
地
域
の
生
存

者
の
遺
伝
子
構
造
に
影
響
を
与
え
た
の
か
、

あ
る
い
は
ュ
リ

・
ゲ
ラ
ー
の
刺
激
が
触
媒
作

用
を
起
こ
し
た
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

１
９
７
３
年
の
ュ
リ

・
グ
ラ
ー
の
日
本
訪
問

直
後
に
念
力
を
も
つ
日
本
人
の
子
供
達
の
ニ

ュ
ー
ス
が
東
京
に
流
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
科
学
者
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
何
千
人

も
の
子
供
が
金
属
を
空
中
で
消
滅

さ

せ
た

り
、
驚
く
べ
き
確
度
で
未
来
を
予

言

し
た

り
、
病
気
を
治
し
た
り
、
あ
る
い
は
触
れ
る

だ
け
で
バ
ッ
テ
リ
ー
に
充
電
し
た
り
し
た
と

い
う
。
１
９
７
４
年
初
め
、
東
京
電
気
通
信
大
学

の
心
理
学
教
授
佐
々
木
茂
美
は
１５
人
の
調
査

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
８
人
の
子
供
を
選
び
、

集
中
的
な
研
究
を
行
っ
た
。
彼

は
言

う
。

「研
究
室
の
中
で
私
達
は
信
じ
が
た
い
も
の

を
見
た
。
す
べ
て
が
、
科
学
者
に
と
っ
て
は

不
可
能
と
思
え
る
だ
ろ
う
。
私
達
が
こ
れ
ら

の
念
力
を
完
全
に
理
解
す
る
に
は
来
世
紀
ま

で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」

５
歳
か
ら
１５
歳
ま
で
の
こ
れ
ら
日
本
の
子

供
達
は
ュ
リ

・
グ
ラ
ー
の
す
る
こ
と
は
す
べ

て
で
き
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
能
力
の
範
囲

と
強
力
さ
に
お
い
て
ゲ
ラ
ー
を
し
の
ぐ
者
も

多
い
と
い
う
。

私
自
身
も
ア
メ
リ
カ
国
内
を
旅
行
し
て
、

数
多
く
の
超
能
力
少
年
に
出
会

っ
た
が
、
喜

ば
し
い
こ
と
に
彼
ら
は
超
能
力
的
の
み
な
ら

ず
精
神
的
に
も
成
長
し
て
お
り
、
大
半
は
念

力
を
見
せ
び
ら
か
す
こ
と
に
は
じ
き
に
飽
き

て
し
ま
う
ょ
ぅ
で
ぁ
っ
た
。
中
に
は
友
人
間

で
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
者
も
い
る
が
、
大
多
数

は
大
勢
の
前
で
念
力
を
見
せ
る
こ
と
に
興
味

を
も
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
彼
ら
の
両
親

も
同
様
で
あ

っ
た
。

矢
沢
潔
訳



UFOと 宇宙

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
７
南
部
の
砂
漠
と
空
軍
基
地
に
恐
る
べ

き
事
実
が
発
生
し
て
い
る
！
　

「軍
の
基
地
か
ら
遠
ざ
か

る
よ
う
に
…
…
」
謎
の
男
か
ら
の
強
迫
に
も
負
け
ず
、
勇

敢
な
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研
究
家
ピ
ト
タ
ー

・
ガ

ッ
テ
ィ
ラ
が
、
怪
物

・
Ｕ
Ｆ
Ｏ

。
米
軍
部
の
か
ら
む
奇
妙
な
事
件
の
数
々
を
必

死
に
追
跡
す
る
！

一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一三
一一一一一一一一≡
一一一一一一≡
≡
一一一≡
一一三
三
十一一≡
一≡
一一一一三
〓
三
三
十一一≡
〓
一≡
一一一一室
≡
≡
一〓
一三
一一一≡
一一一一一〓
一一一一〓
≡
一一一一一一一≡
一一一一一亨

エ
ス
テ
ル
・
ド

・
ブ
ォ
ー
ト
は
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
ッ
ー
ガ
ス
の
郊
外
に
住
む
４４
歳

の
平
凡
な
家
庭
婦
人
で
あ
る
。
子
供
た
ち
や

ペ
ッ
ト
に
囲
ま
れ
、
妻
と
し
て
、
母
親
と
し

て
、　
一
家
の
主
婦
と
し
て
の
忙
し
い
毎
日
を

送

っ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
ん
な
平
穏
な
生
活

も
、
未
知
の
不
気
味
な
事
件
に
出
く
わ
す
ま

で
だ

っ
た
…
…
。

「
私
を
あ
ん
な
に
怖
が
ら
せ
る
な
ん
て
、
い

っ
た
い
ど
ん
な
理
由
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う

か
」。
神
経
質
に
両
手
を
も
み
絞
る
よ
う

に

し
な
が
ら
彼
女
は
語
る
。
エ
ス
テ
ル
は
、
ま

だ
そ
の
あ
た
り
に
恐
ろ
し
い
影
が
見
え
る
か

の
よ
う
に
窓
の
ほ
う
に
目
を
や
り
、
謎
の
警

告
を
受
け
る
ま
で
の
経
過
を
ゆ

っ
く
り
と
回

想
し
始
め
た
。

以
下
は
彼
女
の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

譲
腰
に
青
い

ベ
ル
ト
を
し
た

異
様
な
怪
物

１
９
７
４
年
の
１０
月
で
し
た
。
息
子
を
学

校
に
送
り
出
し
た
あ
と
、
主
人
が
私
に

『
ソ

ー
ガ
ス
＝
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
・
シ
グ
ナ
ル
』
誌

の
記
事
を
見
せ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に
は
、

「
サ
ン
タ
・
ク
ラ
ツ
ー
タ
・
パ
レ
ー
に
ビ
ッ

グ
フ
ッ
ト
出
現
か
？
」
と
の
見
出
し
で
、
マ

ク
ブ
ラ
イ
ド
と
名
乗
る
２
人
の
少
年
が
、
１

頭
の
豚
を
わ
き
に
抱
え
て
走

っ
て
逃
げ
て
行

く
異
様
な
怪
物
を
見
た
と
い
う
報
告
が
出
て

い
ま
し
た
。

私
は
こ
う
い
っ
た
報
告
に
興
味
を
持
つ
、

地
元
の
あ
る
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
パ
ー
な
の
で
、

早
速
、
目
撃
現
場
で
あ
る
牧
場
の
持
ち
主
に

連
絡
し
、
調
査
に
出
か
け
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
実
際
に
現
場
を
目
撃
し
た
の
は
マ
ク
ブ

ラ
イ
ド
兄
弟
の
う
ち
の
１
人
だ
け
で
、
も
う

１
人
は
、
豚
を
抱
え
て
走

っ
て
逃
げ
る
怪
物

の
姿
を
チ
ラ
と
見
か
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
２
人
の
説
明
に
よ
る
と
、
怪
物

は
腰
の
ま
わ
り
に

〃
キ
ラ
キ
ラ
光
る
青
い
ベ

ル
ト
材
を
し
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。
青
い

ベ
ル
ト
と
い
う
の
は
珍
し
い
と
思
い
、
私
は

ク
ラ
ブ
の
仲
間
た
ち
に
尋
ね
て
み
ま

し
た

が
、
だ
れ
も
そ
ん
な
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な

い
と
答
え
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
に
調
査
結
果
を
報
告
し
た
あ
と

私
は

『
シ
グ
ナ
ル
』
に
記
事
を
出
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。
も

っ
と
詳
し
い
情
報
か
、
ほ
か

の
目
撃
報
告
が
届
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
記
事
が
出
る
と



の
よ
う
に
な
の
ほ
う
に
目
を
や
り
、
謎
の
警

告
を
受
け
る
ま
で
の
経
過
を
ゆ

っ
く
り
と
回

例
に
よ
っ
て
近
所
の
人
た
ち
に
は
相
当
か
ら

か
わ
れ
ま
し
た
し
、
主
人
も
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド

報
告
を
「ブ
タ
の
え
さ
み
た
い
な
も
ん
だ
」と

い
っ
て
ば
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
手
の
へ
ら

ず
日
は
、
も
う
何
度
聞
か
さ
れ
た
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
う
ち
の
子
供
た
ち
は
違

い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
学
校
で
、　
マ
ク
ブ
ラ

イ
ド
家
の
近
く
の
農
場
に
住
む
友
達
か
ら
同

じ
よ
う
な
話
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

た
だ
し
、
彼
ら
は
嘲
笑
さ
れ
る

の
を

恐
れ

て
、
公
表
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

お
犬
の
顔
を
し
た

毛
む
く
じ

ゃ
ら
の
怪
物

１１
月
の
あ
る
夜
、
１１
時
ご
ろ
で
し
た
が
、

マ
ク
プ
ラ
イ
ド
兄
弟
の
目
撃
地
点
の
南
に
あ

た
る
テ
キ
サ
ス
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
付
近
を
ド
ラ

イ
ブ
し
て
い
た
少
年
た
ち
か
ら
、
怯
え
た
声

で
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の
で
、
私
は
少
年

た
ち
に
家
へ
来
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
み
ま
し

た
。
主
人
は
、
こ
ん
な
時
間
に
お
か
し
な
連

中
に
来
ら
れ
る
の
は
迷
惑
だ
と
文
句
を
言
い

ま
し
た
が
、
私
は
事
の
重
大
さ
を
話
し
て
、

ど
う
に
か
説
得
し
ま
し
た
。

く
異
様
な
怪
物
を
見
た
と
い
う
報
告
が
出
て

い
ま
し
た
。

ま
も
な
く
私
の
家
に
現
れ
た
６
人
の
少
年

た
ち
は
、
か
つ
て
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
怯

え
き

っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
テ
キ
サ
ス

・
キ
ャ
ニ
オ
ン
に
入
っ
て
約
５
●
５
血
の
と

こ
ろ
で
前
方
の
路
上
に
上
煙
が
立

っ
て
い
る

の
に
気
が
つ
き
、
オ
ー
ト
パ
イ
か
自
動
車
が

上
炎
を
巻
き
上
げ
た
の
だ
ろ
う
と
思

っ
て
そ

の
ま
ま
進
ん
で
行
く
と
、
な
ん
と
ｗ見
た
こ
と

も
な
い
恐
ろ
し
く
奇
妙
な
動
物
の
群
″
に
出

く
わ
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
こ
に
い
た
３

匹
の
動
物
は

「背
の
高
い
、
人
間
の
体
に
犬

の
顔
を
の
っ
け
た
よ
う
な
、
全
身
毛
む
く
じ

や
ら
の
怪
物
で
、
日
は
光

っ
て
い
た
」
と
少

年
た
ち
は
語
り
ま
す
。

「
そ
ば
を
通
り
過
ぎ

る
と
き
、
怪
物
た
ち
は
車
に
土
や
石
を
投
げ

つ
け
、
サ
ル
の
よ
う
な
キ
ー
キ
ー
声
で
わ
め

い
て
い
た
。
ほ
か
に
も
丘
を
下

っ
て
来

る

〃
点
々
と
光
る
も
の
２
が
見
え
た
の
で
、
た

ぶ
ん
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
怪
物
が
集
ま
っ
て

き
そ
う
な
様
子
だ

っ
た
」
と
い
う
話
で
す
。

私
は
急
い
で
２
人
の
友
達
に
電
話
を
し
、

彼
ら
が
他
の
仲
間
を
連
れ
て
や
っ
て
く
る
と

す
ぐ
に
、
皆
で
テ
キ
サ
ス
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
ま

で
車
を
飛
ば
し
ま
し
た
。
少
年
た
ち
の
真
剣

な
話
し
ぶ
り
に
心
を
打
た
れ
た
二
人
も
、
万

一
の
場
合
の
用
心
に
銃
を
持
ち
、　
一
緒
に
つ

い
て
来
ま
し
た
。

期
正
体
不
明
の
小
型
機

現
場
に
着
く
と
、
私
た
ち
は
車
を
停
め
て

捜
索
を
始
め
ま
し
た
。
や
ど
の
そ
ば
に
地
面

が
踏
み
つ
け
ら
れ
た
跡
が
あ
る
だ
け
で
は
っ

き
り
し
た
足
跡
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か

の
目
撃
報
告
が
属
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
記
事
が
出
る
と

し
捜
索
中
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
腐

っ
た
卵
の
に

お
い
が
あ
た
り
に
漂

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

に
お
い
は
ビ
ッ
グ
フ
ッ
ト
の
目
撃
報
告
に
つ

き
も
の
で
す
か
ら
大
い
に
興
味
が
持
た
れ
ま

す
。
ま
た
、
道
路
上
に
大
量
の
上
や
石
が
ば

ら
ま
か
れ
て
い
る
の
も
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
場
で
話
し
合

っ
て
い
る
う
ち
、
グ
ル

ー
プ
の
１
人
が
大
声
を
上
げ
て
空
を
指
差
し

ま
し
た
。
見
る
と
、
小
型
機
が

エ
ン
ジ
ン
・

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
ら
し
く
、
私
た
ち
の

頭
上
を
何
度
も
旋
回
し
、
ブ
ル
ブ
ル
と
エ
ン

ジ
ン
の
音
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。
突
然
、
は

る
か
　
の
峡
谷
か
ら
大
き
な
音
が
…
…
ヘ
ツ

コ
プ
タ
ー
の
よ
う
で
す
が
、
も

っ
と
こ
も
つ

た
音
で
す
。
音
の
し
た
方
向
を
見
つ
め
て
い

る
と
、
峡
谷
の
向
こ
う
側
の
丘
が
パ
ッ
と
白

光
に
照
ら
し
出
さ
れ
、
そ
の
瞬
間
、
頭
上
を

旋
回
し
て
い
た
小
型
機
は
滑
ら
か
に
飛
び
始

め
ま
し
た
。
飛
行
機
の
す
ぐ
右
側
で
強
烈
な

白
光
が
明
滅
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
そ

の
光
体
は
急
角
度
に
タ
ー
ン
し
、
ア
ッ
と
い

う
間
に
東
に
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た

ち
は
唖
然
と
し
て
立
ち
す
く
む
ば

か
り

で

す
。
主
人
は
望
遠
鏡
を
取
り
落
と
し
、
仲
間

の
１
人
は
ポ
ラ
Ｆ
イ
ド

・
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

ま
し
た
が
、
フ
ィ
ル
ム
に
は
何
も
写

っ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
も
な
く
小
型
機
も
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
て
地
平
線
の
か
な
た
に
見
え
な
く
な
り

ま
し
た
。

明
る
い
光
が
消
え
た
と
き
、　
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
の
よ
う
な
奇
妙
な
音
は
、
い
っ
た
ん
大
き

く
な
り
、
や
が
て
止
ま
り
ま
し
た
。
何
も
見

え
な
く
な

っ
て
か
ら
も
、
風
の
巻
き
起
こ
る
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音
は
ま
だ
聞
こ
え
て
お
り
、
ど
こ
か
そ
の
あ

た
り
に
ヘ
リ
ヨ
プ
タ
ー
が
い
る
よ
う
な
感
じ

で
し
た
。

力
鋭
い
目
つ
き
の
２
人
の
男

家
に
帰

っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
か
ら
、

私
は
み
ん
な
に
報
告
書
を
書
か
せ
ま
し
た
。

次
の
日
、
近
く
の
空
港
に
電
話
を
か
け
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
か
ら
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
報
告
が
出
て
い
る

か
ど
う
か
を
問
い
合
わ
せ
た
の
で
す
が
、
い

つ
も
の
よ
う
に
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
、
や
た

ら
と
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
の
で
、
あ
き
ら

め
て
家
事
を
片
づ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
か
ら
、
奇
怪
な
事
件
が
始
ま
っ
た

の
で
す
。

正
午
近
く
、
私
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ヘ
買
物
に
出
か
け
ま
し
た
。
車
を
停
め
て
外

に
出
る
と
、
た
が
ん
プ
リ
ム
ス
だ

っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
２
人
の
男
の
乗

っ
た
白
い
車
が

私
の
隣
り
に
入
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
男
た

ち
は
真
正
面
か
ら
私
の
目
を
の
ぞ
き
込
ん
だ

の
で
、
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
突
き
刺
す
よ

う
な
鋭
い
目
つ
き
で
し
た
か
ら
刑
事
に
違
い

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
入
る

私
を
彼
ら
は
ず

っ
と
見
つ
め
て
い
ま
す
…
…

自
分
に
魅
力
が
な
い
と
は
思
わ
な
い
け
れ
ど

そ
ん
な
見
つ
め
方
で
は
な
い
ん
で
す
。
彼
ら

が
車
を
降
り
る
様
子
は
あ
り
ま

せ
ん

で

し

た
。買

物
を
す
ま
せ
て
支
払
い
の
列
に
並
ん
で

い
る
と
き
、
友
人
の
エ
ド
が
い
る
の
に
気
づ

き
ま
し
た
。

エ
ド
の
奥
さ
ん
と
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

会
合
で
知
り
合
い
、
彼
は
た
し
か
陸
軍
の
軍

人
だ
と
か
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

エ
ド
は
、
も
う
ひ
と
り
の
男
と
話
を
し

な
が
ら
、
目
を
私
の
方

へ
向
け
て
い
ま
す
。

手
を
振

っ
て
合
図
す
る
の
で
、
私
も
合
図
を

返
し
ま
し
た
。
カ
ー
ト
を
押
し
て
ド
ア
を
出

よ
う
と
す
る
と
、
彼
は
近
づ
い
て
私
に
笑
い

か
け
、
友
人
を
紹
介
し
て
か
ら
、
ち
ょ
つ
と

話
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
深
刻
そ
う
な
日

調
な
の
で
、　
一
体
何
の
話
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。
駐
車
場
に
着
く
と
、
彼
は
私
の
腕
を

ぐ
い
と
握

っ
て
足
を
止
め
、
急
に

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ

を
信
じ
る
か
」
と
尋
ね
る
の
で
す
。
そ
こ
で

私
が

「
ク
ラ
プ
は
非
常
に
関
心
を
も

っ
て
い

る
が
、
私
自
身
は
中
立
だ
」
と
答
え
る
と
エ

ド
は

「
こ
れ
か
ら
話
す
こ
と
を
あ
な
た
が
だ

れ
か
他
の
人
に
喋

っ
て
も
、
私
は
言

っ
た
こ

と
を
否
定
す
る
か
ら
」
と
念
を
押

す

の
で

す
。
私
は
少
々
不
愉
快
で
し
た
が
、
と
に
か

く
黙

っ
て
い
る
と
約
束
し
ま
し
た
。

彼
の
話
と
い
う
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

す
。

し
墜
落
し
た
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
そ
ば
に

怪
物

の
死
体
が
！

１
９
６
７
年
に
、　
エ
ド
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
の
南
部
に
あ
る
軍
情
報
部
に
所
属
し
、

彼
の
部
隊
は
、
長
い
間
Ｕ
Ｆ
Ｏ
問
題
を
調
査

し
て
い
ま
し
た
。
同
じ
年
、
人
里
離
れ
た
砂

漢
地
常
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
墜
落
し
、
彼
は
特
別
装

備
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
と
と
も
に
現
場
へ
派
遣

さ
れ
た
そ
う
で
す
―
―
こ
こ
ま
で
聞
い
た
と

き
、
プ
リ
ム
ス
に
乗

っ
た
２
人
の
男
が
首
を

ね
じ
曲
げ
る
よ
う
に
し
て
私
た
ち
を
見
て
い

る
の
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。　
一
体
だ
れ
だ
ろ

う
。

エ
ド
に
聞
い
て
み
よ
う
と
思

っ
た
の
で

す
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
言
葉
が
出
ま
せ
ん

で
し
た
。

エ
ド
は
、
私
に
こ
ん
な
話
を
す
る
の
は
、

マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
報
告
の
青
い
ベ
ル
ト
を
し
た

ビ
ッ
グ
フ
ッ
ト
に
つ
い
て
私
が
調
査
し
て
い

る
と
い
う
新
聞
記
事
を
読
み
、
警
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
た
か
ら
だ
と
説
現
し

ま
し
た
。
彼
は
話
を
続
け
ま
す
。

「特
別
部

隊
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
墜
落
現
場
に
着
く
と
、
鼻
を

刺
す
強
い
に
お
い
が
あ
た
り
に
充
満
し
て
い

た
。
長
方
形
の
物
体
は
真

っ
二
つ
に
な
っ
て

お
り
、
爆
発
以
前
に
着
陸
し
た
の
は
明
ら
か

で
あ
る
。
数
力
所
に
搭
乗
員
の
死
体
が
あ

っ

た
。
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
無
気
味
な
４
匹
の

怪
物
！
　
身
長
２
●
７
ｍ
、
ふ
さ
ふ
さ
し
た

毛
に
覆
わ
れ
、
ま
さ
し
く
ビ
ッ
グ
フ
ッ
ト
の

描
写
と

一
致
す
る
。
顔
に
は
毛
が
無
く
、
モ

ン
ゴ
ル
人
の
よ
う
だ
が
、
鼻
は
豚
に
似
て
い

る
。
死
に
際
の
苦
痛
を
物
語
る
ゆ
が
ん
だ
ロ

か
ら
、
短
い
牙
の
よ
う
な
歯
が
の
ぞ
い
て
い

た
，
，」

ん
や
つ
ら
は
と
て
も
危
険
だ

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
２
年
も
前
か
ら
知

っ

て
い
る
こ
の
男
が
、
な
ぜ
、
こ
ん
な
途
方
も

な
い
、
気
違
い
じ
み
た
話
を
す
る
の
か
？

冗
談
だ
と
し
た
ら
、
ず
い
分
趣
味
の
悪
い
話

で
す
。
そ
ん
な
私
の
心
中
を
察
す
る
よ
う
に

エ
ド
は
う
そ
で
は
な
い
と
保
証
し
ま
し
た
。

彼
が
軍
隊
に
い
た
こ
と
は
私
も
知

っ
て
い
ま

す
。
彼
の
子
供
た
ち
は
、
う
ち
の
子
供
と
学

校
が

一
緒
で
す
し
、
奥
さ
ん
は
、
と
て
も
活

動
的
な
人
で
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
催
し
に

参
加
し
て
い
ま
す
。　
一
体
ど
ん
な
理
由
が
あ

っ
て
私
を
恐
が
ら
せ
る
の
で
し
ょ
う
？
　
わ

ざ
わ
ざ
私
に
う
そ
を
つ
く
理
由
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
？
　
と
に
か
く
、
私
を
怯
え
さ
せ
る

の
が
目
的
な
ら
ば
、
大
成
功
と
い
う
わ
け
で

す
。と

こ
ろ
で
、
現
場
で
怪
物
の
死
体
を
調
べ

た
と
き
、
１
匹
は
ま
だ
生
き
て
い
た
そ
う
で

す
。

「
隊
員
の
ひ
と
り
が
水
を
与
え
よ
う
と

す
る
と
、
怪
物
は
手
を
仲
ば
し
て
そ
の
男
の

肩
を
つ
か
ん
だ
が
、　
三
戸
あ
え
い
で
死
ん
で

し
ま
っ
た
。
怪
物
は
み
ん
な
、
大
き
な
パ
ッ

ク
ル
の
つ
い
た
赤
銅
色
の
ベ
ル
ト
を
し
て
い

た
。
バ

ッ
ク
ル
に
並
ぶ
小
さ
な
ボ
タ
ン
を
押

す
と
、
ベ
ル
ト
は
光
を
発
す
る
の
だ
が
、
何

に
使
わ
れ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
足
に
は

底
の
部
厚
い
サ
ン
ダ
ル
の
よ
う
な
ブ
ー
ン
を

/ロ ジャー・パターソン。
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/ロ ジ▲サスカッチの足跡を日ぺ

るボプ・ギムリン(左)と/

は
い
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
は
何
も
身
に

つ
け
て
い
な
か
っ
た
」

エ
ド
は
、　
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
兄
弟
の

〃光

っ

た
青
い
ベ
ル
ト
″
と
い
う
説
明
が
気
に
か
か

る
と
語
り
、
私
の
目
を
じ

っ
と
見
つ
め
な
が

ら
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。
家

へ
帰

っ
て
か
ら
、
記
憶
を
頼
り
に
書
き
留
め

た
の
で
、
言
葉
は
多
少
違
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

「
エ
ス
テ
ル
、
や
つ
ら
は
と
て
も
危
険

だ
。
平
気
で
人
を
殺
す
連
中
な
ん
だ
よ
。
そ

れ
に
、
最
近
は
数
が
増
え
て
き
て
い
る
。
手

を
引
く
ん
だ
…
…
ぼ
く
の
言
う
こ
と
を
わ
か

っ
て
く
れ
る
ね
？
　
き
み
の
出
る
幕
じ
ゃ
な

い
。
ほ
か
に
も
残
忍
な
動
物
が
い
る
…
…
ど

こ
か
ら
来
る
の
か
は
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
…

し
か
し
、き
み
が
危
険
だ
と
思
う
か
ら
こ
そ
、

こ
う
し
て
知

っ
て
い
る
こ
と
を
話
す
ん
だ
…

ぼ
く
は
長
い
間
、
こ
の
問
題
を
研
究
し
て
い

る
。
だ
か
ら
ぼ
く
の
言
う
こ
と
は
間
違
い
な

い
‥
‥
・と

エ
ド
が
恐
ろ
し
い
話
を
し
て
い
る
間
、
彼

の
友
人
は
そ
ば
に
立

っ
て
、
じ
っ
と
私
の
反

応
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

エ
ド
は
警
告
を
繰

り
返
し
、　
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
け
れ
ど
も
、
恐
る
べ
き
危
険
が
存
在
す

る
こ
と
、
私
が
深
入
り
し
過
ぎ
て
い
る
こ
と

を
語
り
ま
す
。
怪
物
の
死
体
は
大
き
な
ポ
，

袋
に
詰
め
て
ど
こ
か
へ
送
ら
れ
た
が
、
現
在

Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
残
骸
や
死
体
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

彼
は
知
ら
な
い
と
い
う
の
で
す
。

最
後
に
エ
ド
は
、
何
か
話
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
電
話
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
か
ら
こ
の
話

１
９
７
３
年
に
記
録
さ
れ
た
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
ス
ト
ー
ン
と
い
う
名
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

の
報
告
は
、

エ
ス
テ
ル
の
恐
怖
の
警
告
を
裏

付
け
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ト
ー
ン
と
妻
の
ヒ

ル
ダ
、
幼
い
息
子
の
一
家
は
、
シ
き
フ
・
。ハ

ロ
マ
ー
山
脈
の
北
斜
面
に
あ
る
移
動
住
宅
に

住
ん
で
い
た
。
暖
か
い
４
月
の
午
後
、
ス
ト

ー
ン
は
近
く
の
リ
ト
ル
・
ロ
ッ
ク
の
町
へ
行

く
途
中
、
道
路
の
真
ん
中
に
水
タ
ン
ク
が
あ

る
の
に
気
が
つ
い
た
。
好
奇
心
か
ら
彼
は
車

を
停
め
る
と
、
そ
ば
ま
で
歩
い
て
行

っ
た
。

そ
の
物
体
は
ブ
ー
ン
と
い
う
か
す
か
な
音
を

立
て
て
震
動
し
て
い
る
。
触

っ
て
み
る
と
温

か
く
、
水
タ
ン
ク
で
な
い
こ
と
は
確
か
だ

っ

た
。
突
然
、
何
台
も
の
乗
用
車
や
ト
ラ
ッ
ク

や
武
器
を
持

っ
た
私
服
の
男
た
ち
が
ス
ト
ー

ン
を
取
り
囲
ん
だ
。
何
事
か
と
思
う
ま
も
な

は
内
緒
に
す
る
こ
と
、
と
く
に
新
聞
社
に
知

ら
せ
て
は
い
け
な
い
…
…
も
し
尋
ね
ら
れ
て

も
自
分
は
す
べ
て
を
否
定
す
る
だ
ろ
う
、
と

言
う
と
、
別
れ
て
行
き
ま
し
た
。
２
人
の
男

が
乗

っ
て
い
た
ブ
リ
ム
ス
は
、
い
つ
の
間
に

か
い
な
く
な

っ
て
お
り
、　
エ
ド
の
話
は
１５
分

く
ら
い
か
か
っ
た
ど
思
い
ま
す
。

私
は
何
が
何
だ
か
ょ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま

家

へ
帰
り
ま
し
た
。

エ
ド
夫
婦
と
は
２
年
前

か
ら
の
付
き
合
い
で
す
。
彼
が
全
く
の
作
り

話
を
す
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ば
か
げ
た

う
そ
だ
な
ん
て
こ
と
が
あ
り
得
る
で
し
ょ
う

か
？

し
た
。
身
分
証
明
書
み
た
い
な
も
の
を
見
せ

ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
私
は
字
が
読
め
な
い
ん

で
す
。
ま
も
な
く
道
路
に
い
た
物
体
は
と
ュ

ー
ッ
と
い
う
音
を
立
て
て
飛
び
上
が
り
、
溝

の
中
の
物
体
も
そ
の
後
に
続
く
…
溝
の
中
で

何
が
あ

っ
た
の
か
、
私
に
は
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
兵
隊
た
ち
が
私
の
車
を
運
転
し
て
家

の
方
角

へ
向
か
う
の
を
見
て
い
る
と
、
や
が

て
２
人
の
男
は
私
を
車
か
ら
解
放
し
、

『消

え
ろ
』
と
言
う
の
で
す
。
私
が

何

か
言

え

ば
、
彼
ら
は
も
ど

っ
て
来
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
…
…
エ
ン
マ
山
か
ら
降
り
て
来
る
車
が
１

台
あ

っ
た
の
で
ほ
か
に
も
見
た
人
が
い
る
は

ず
で
す
が
」

や
目
撃
者
出
現
！

″
単
独
日
撃
の
場
合
は
目
撃
者
と
見
な
さ
な

い
″
と
い
う

一
般
論
か
ら
、
ス
ト
ー
ン
の
驚

く
べ
き
報
告
は
、
記
録
と
し
て
残

っ
た
だ
け

で
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ま
さ

に
事
件
の
最
中
に

〃州
兵
軍
″
の
車
と
ス
ト

ー
ン
の
真

っ
赤
な
旧
型
オ
ー
ル
ズ
モ
ビ
ル
を

見
た
と
い
う
２
人
の
男
が
現
れ

た

の
で
あ

る
１
　
２
人
は
パ
ー
ム
デ
イ
ル
の
あ
る
会
社

の
社
員
だ
が
、
軍
関
係
の
仕
事
の
性
質
上
、

匿
名
を
希
望
し
て
い
る
。

エ
ン
マ
出
か
ら
パ

ー
ム
デ
イ
ル
ヘ
向
か
う
途
中
、
２
人
は
全
く

予
期
せ
ぬ
場
面
に
出
く
わ
し
た
。
「憲
兵
が
、

私
た
ち
に
も
ど
れ
と
言
う
の
で
す
。
交
通
を

遮
断
す
る
の
は
お
か
し
い
と
思

っ
た
の
で
す

が
、
き

っ
と
演
習
か
何
か
だ
ろ
う
と
…
…
」

そ
の
″何
か
″だ

っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

州
兵
軍
は
演
習
説
を
否
定
し
、
管
轄
の
保
安

描
写
と

一
致
す
る
。
顔
に
は
毛
が
無
く
、
モ

底
の
部
厚
い
サ
ン
ダ
ル
の
よ
う
な
ブ
ー
ツ
を

く
彼
は
２
人
の
男
に
よ
っ
て
無
印
の
乗
用
車

の
後
部
座
席
に
押
し
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
と
き
の
模
様
を
、
ス
ト
ー
ン
は
次
の

よ
う
に
語

っ
て
い
る
。
　
習
…
・・何
だ
か
わ
け

も
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
、
男
た
ち
は
私
を
草

の
中
に
押
し
込
む
と
、
表
み
た
い
な
も
の
を

読
み
上
げ
ま
し
た
。
陸
軍
の
よ
う
で
し
た
が

…
も
し
か
し
た
ら
州
兵
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
が
車
の
中
に
い
る
間
に
、
道
路
上
の
物
体

は
上
昇
を
始
め
、
も
う
１
つ
の
物
体
が
空
か

ら
降
下
す
る
と
、
道
降
の
端
の
溝
に
着
陸
し

ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ル
を
持

っ
た
男
た
ち
が
、

エ
ン
マ
出
へ
登
る
道
路
の
分
岐
点
あ
た
り
を

開
鎖
し
て
い
ま
す
。
も
う
恐
ろ
し
く
て
…
…

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
保
留
地
に
い
た
こ
ろ
は
警
官

だ

っ
た
と
話
し
か
け
て
み
た
が
、
彼
ら
は
返

事
も
し
な
い
。
仕
方
な
く
私
も
黙

っ
て
い
ま
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官
事
務
所
も
、
そ
の
地
域
で
一
切
の
軍
活
動

が
行
わ
れ
た
事
実
は
な
い
と
言
う
の
だ
。
副

官
の
ひ
と
り
は
か
ら
か
い
半
分
に
語
る
。

「
そ
う
い
え
ば
、
た
し
か
３
週
間
前
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
が

エ
ン
マ
山
に
登

っ
て
い
た
が

ね
‥
…
」

こ
の
事
件
の
１
週
間
後
に
、
筆
者
は
文
字

通
り
小
石
の
１
つ
１
つ
ま
で
現
場
を
詳
細
に

調
査
し
た
が
、
異
常
な
も
の
は
何
も
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
月
の
終
わ
り
頃
、
現
場
か

ら
約
５
輸
南
の
湿
地
に
、
点
々
と
続
く
３
本

指
の
大
き
な
足
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
人
間
の

足
型
に
似
て
お
り
、
指
の
部
分
を
除
い
て
長

さ
は
約
４５
ｍ
ヽ
幅
は
約
２０
御
で
ぁ
る
。
前
年

の
１
９
７
２
年
、
ビ
ク
タ
ー
デ
ィ
ル
に
近
い

ジ
ョ
ー
ジ
空
軍
基
地
の
航
空
隊
員
、
ゲ
イ
リ

ー
・
コ
ー
レ
イ
と
ラ
ン
ド
ル
フ
・
ウ
ォ
ゴ
マ

ン
が
基
地
内
の
警
備
ポ
ス
ト
付
近
に
降
下
す

る

〃
オ
レ
ン
ジ
色
の
発
光
物
体
″
を
目
撃
、

近
く
ま
で
行

っ
て
見
る
と
、　
ユ
ッ
カ
の
木
立

の
中
に
２
本
の
奇
妙
な
円
筒
形
の
物
体
が
着

陸
し
て
い
た
。
形
は
水
タ
ン
ク
に
そ
っ
く
り

だ
が
、
ブ
ー
ン
と
い
う
音
を
発
し
、
震
動
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
、
と
２
人
は
語

っ
て

い
る
。
ス
ト
ー
ン
が
見
た

〃
水
タ
ン
ク
″
の

着
陸
地
点
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
空
軍
基
地
か
ら
西

へ
８０
血
た
ら
ず
の
所
で
あ
る
。

１
９
７
５
年
３
月
の
あ
る
夜
、　
エ
ド
ワ
ー

ド
空
軍
基
地
の
警
備
隊
員
１
名
は
、
地
面
に

か
が
み
込
ん
で
石
を
拾

っ
て
い
る
大
き
な
毛

む
く
じ
ゃ
ら
の
怪
物
を
目
撃
し
た
。
怪
物
は

立
ち
上
が
る
と
、
彼
を
見
て
首
を
振
り
、
ゆ

っ
た
り
し
た
足
ど
り
で
ボ
ロ
ン
の
方
角

へ
歩

み
去

っ
た
。
空
軍
報
道
官
の
話
に
よ
る
と
、

そ
の
こ
ろ
エ
ド
ワ
ー
ド
空
軍
基
地
当
局
は
お

び
た
だ
し
い
ビ
ッ
グ
フ
ッ
ト
報
告
に
悩
ま
さ

ね
輝
く
赤
い
目
を
も
つ
怪
物

１
９
７
１
年
か
ら
７
５
年
に
か
け
て
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
南
部
の
田
園
地
常
に
、
か

つ
て
例
を
見
な
い
多
く
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
ビ
ッ
グ

フ
ッ
ト
ロ
撃
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
し
か

し
、
１
９
６
８
年
の
春
、
ア
ン
テ
ロ
ー
プ

・

バ
レ
ー
の
南
方
２
４
０
血
に
位
置
す
る
ア
ン

ザ
ボ
レ
ゴ
砂
漠
と
い
う
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
も
未
開
発
の
地
域
で
、
鉱
出
の
試
掘
を
し

て
い
た
エ
ド

・
サ
ン
プ
ソ
ン
と
ビ
ル
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
は
、
実
に
身
の
毛
の
よ
だ
つ
体
験
を

し
た
と
訴
え
た
。

あ
る
夜
、
２
人
が
消
え
か
か
っ
た
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
ー
の
そ
ば
で
眠

っ
て
い
る
と
、

突
然
も
の
す
ご
い
爆
発
音
が
し
た
の
で
飛
び

起
き
た
。　
一
瞬
、
真

っ
赤
な
光
が
空
い
っ
ば

い
に
広
が
り
、
や
が
て
し
だ
い
に
薄
れ
て
ゆ

く
西
の
空
に
は
、
谷
底
あ
た
り
か
ら
発
す
る

閃
光
が
立
ち
昇

っ
て
い
た
と
い
う
。

１
９
７
３
年
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ

ユ
ー

に
答
え
て
、　
エ
ド

・
サ
ン
プ
ソ
ン
は
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
。
あ
あ
て
て
キ
ャ
ン
プ

を
飛
び
出
し
、
丘
の
頂
上
ま
で
１
０
０
ｍ
ほ

ど
駆
け
登
る
と
、
２
人
は
驚
い
て
目
を
見
張

っ
た
。　
″赤
く
て
九
い
空
飛
ぶ
円
盤
〃
が
１

れ
て
い
た
。
基
地
内
は
相
次
ぐ

〃身
長
２
●

７
ｍ
、
光
っ
た
緑
色
の
目
を
持
っ
怪
物
″
の

目
撃
情
報
で
も
ち
き
り
に
な
り
、
将
校
連
は

民
間
人
の
介
入
を
封
じ
る
宣
言
を
出
し
た
。

機
、
音
も
な
く
空
を
舞
い
、
″輝
く
赤
い
目
″

を
持
つ
不
思
議
な
も
の
が
、
隣
り
の
峡
谷
の

尾
根
付
近
を
１
列
縦
隊
に
並
ん
で
移
動
し
て

い
る
！
　
教
会
の
鐘
み
た
い
な
音
が
断
続
的

に
鳴
り
響
き
、
大
き
な
機
械
が
動
く
音
も
聞

こ
え
て
来
る
。
２
人
が
退
散
し
よ
う
と
き
び

す
を
返
し
た
と
た
ん
、
２
匹
の
怪
物
が
す
ぐ

そ
ば
に
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
怪
物
は
じ
っ

と
立

っ
た
ま
ま
、
光
る
目
で
こ
ち
ら
を
見
つ

め
て
い
た
…
…
。

サ
ン
プ
ツ
ン
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
恐
怖
に
震

え
な
が
ら
そ
の
場
を
逃
れ
た
。
そ
れ

っ
き
り

道
具
も
取
り
に
行

っ
て
い
な
い
。
気
違
い
呼

ば
わ
り
さ
れ
る
と
困
る
か
ら
、
警
察
に
は
報

告
し
な
か
っ
た
。

議
住
宅
地
付
近
に
姿
を

見
せ
る
怪
物
た
ち

ジ
ョ
ン
・
キ
ー
ル
の
記
事
に
よ
る
と
、
１

９
６
７
年
、
各
所
に
出
現
す
る
脚
の
長
い
毛

む
く
じ
や
ら
で
悪
臭
を
放
つ
怪
獣
を
退
治
し

よ
う
と
、
リ
ン
チ
集
団
と
称
す
る
連
中
が
、

ビ
ク
タ
ー
ヴ
ィ
ル
の
西
に
当
た
る
、
リ
ト
ル

・
ク
リ
ー
ク
付
近
の
丘
を
徹
底
的
に
捜
索
し

た
。
そ
れ
以
来
、
こ
の
謎
の
怪
物
は
カ
メ
フ

ォ
ル
ニ
ア
の
南
部

一
常
に
散
在
す
る
住
宅
付

近
に
、
し
ば
し
ば
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

●
サ
ン
・
バ
ー
ナ
デ
ィ
ー
ノ
郡
ロ
マ
リ
ン
ダ

に
て
、
１
９
７
２
年
８
月
。
サ
ン
・テ
レ
グ
ラ

ム
紙
に
よ
る
と
、
２９
歳
の
ケ
ネ
ス
・
コ
ー
ビ

ン
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
午
前
３
時
に
仕
事

に
出
か
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
裏
庭
の
垣
根

の
そ
ば
に
大
き
な
怪
獣
が
い
る
の
を
見
た
。

「
ト
ラ
ッ
ク
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
て

見
る
と
、
身
長
ｌ
ｍ
８５
側
の
私
よ
り
ず

っ
と

背
が
一局
か
っ
た
」
と
コ
ー
ビ
ン
は
語
る
。
翌

日
、
彼
は
そ
の
付
近
を
調
べ
て
み
た
が
、
足

跡
ら
し
い
も
の
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の

後
ま
も
な
く
、
１３
歳
の
ド
ナ
・
サ
イ
ク
ス
は

気
が
狂

っ
た
よ
う
に
叫
び
な
が
ら
、
家
の
中

へ
駆
け
込
ん
だ
。
大
き
な
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の

化
け
物
が
、
裏
の
垣
根
の
あ
た
り
に
後
ろ
足

で
立

っ
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の

夜
、
警
察
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、
強
力
な
サ

ー
チ
ラ
イ
ト
を
照
ら
し
て
、
サ
ン
タ
ア
ナ
・

リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
付
近
を
捜
索
し
た
と
こ

ろ
、
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去
る
怪
物
を

見
た
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。

次
の
朝
、
隣
家
で
は
２
束
の
干
し
草
が
盗

ま
れ
、
馬
が
首
に
深
い
切
り
傷
を
負

っ
て
い

る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
４
日
後
、
少
年
た
ち

の
グ
ル
ー
プ
が
、
ノ
ー
ト
ン
空
軍
基
地
に
ほ

ど
近
い
あ
た
り
か
ら
、
赤
く
光
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が

離
陸
す
る
の
を
目
撃
。
そ
の
物
体
は
サ
ン
タ

ア
ナ
・
リ
パ
ー
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
の
方
向

へ
無
音

で
滑
空
し
、
か
な
り
長
時
間
に
わ
た
っ
て
同

地
点
で
上
昇
、
下
降
を
繰
り
返
し
て
い
た
と



立
ち
上
が
る
と
、
彼
を
見
て
首
を
振
り
、
ゆ

い
う
。
筆
者
自
身
は
、
１
９
７
６
年
９
月
、

ロ
マ
リ
ン
ダ
の
西
方
約
８
血
の
サ
ン
タ
ア
ナ

川
で
、
水
の
退
い
た
川
床
に
５
本
指
の
典
型

的
な
ビ
ッ
グ
フ
ッ
ト
の
足
跡
を
い
く
つ
か
発

見
し
た
。
砂
の
混
じ
っ
た
ね
ば

っ
こ
い
泥
土

に
、
足
の
裏
の
長
さ
約
４０
側
、
幅
約
２０
ｍ
の

足
跡
が
残

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

●
オ
レ
ン
ジ
郡
サ
ン
タ
ア
ナ
に
て
、
１
９
７

４
年
夏
季
。
１１
歳
の
ボ
ど
―
・
Ａ
、
９
歳
の

Ｆ
Ｉ
リ
ン
・
Ｂ
ほ
か
数
名
の
子
供
た
ち
が
、

″
大
き
な
飛
行
船
〃
に
追
跡
さ
れ
、
泣
き
叫

び
な
が
ら
家

へ
駆
け
も
ど

っ
た
。
だ
れ
か
が

中
か
ら
の
ぞ
い
て
い
た
、
と
子
供
た
ち
は
語

っ
て
い
る
。
そ
の
年
の
秋
に
は
、
チ
ャ
ッ
プ

マ
ン
通
り
を
ア
ー
ブ
ィ
ン
ヘ
向
か
っ
て
ド
ラ

イ
ブ
中
の
３
人
の
男
が
、　
″赤
い
光
を
放
つ

卵
形
の
物
体
″
が
底
部
か
ら
何
か
を
投
下
す

る
の
を
目
撃
し
た
。
ま
た
、
ア
ー
ヴ
ィ
ン
の

ト
レ
イ
ビ

ュ
ー
ヨ
，
ロ
ー
ド
を
ド
ラ
イ
ブ
し

っ
た
。　
〃赤
く
て
丸
い
空
飛
ぶ
円
盤
″

て
い
た
あ
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
数
匹
の
犬

が

″毛
皮
の
コ
ー
ト
を
着
た
男
の
よ
う
な
巨

大
な
怪
物
”
を
追

っ
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
を

目
撃
し
、

「
人
間
み
た
い
に
２
本
足
で
走

っ

て
い
た
が
、
あ
ん
な
に
足
の
速
い
動
物
は
見

た
こ
と
が
な
い
」
と
語

っ
て
い
る
。

●
リ
パ
ー
サ
イ
ド
郡

コ
Ｐ
ナ
に
て
、
１
９
７

５
年
８
月
。
１８
歳
の
ダ

ニ
エ
ル
・
ヒ
ン
ソ
ン

と
２０
歳
の
マ
ー
ク
・
ペ
レ
ス
が
、　
ヨ
Ｆ
ナ
東

部
の
レ
モ
ン
林
の
中
で
、
光

っ
た
目
を
持
つ

巨
大
な
２
本
足
の
け
だ
も
の
を
見
る
。
１
カ

月
後
、
キ
ャ
ン
ー
・リ
ベ
ラ
ほ
か
数
名
が
、
と

ン
ソ
ン
、
ペ
レ
ス
の
目
撃
現
場
に
近
い
丘
の

あ
た
り
で

「数
色
の
光
を
点
減
さ
せ
、
明
る

く
輝
く
」
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
見
て
い
る
。
１１
月
、　
ョ

ロ
ナ
の
高
校
生
数
名
が
、
ボ
ー
ダ
ー
・
ア
ペ

ニ
ュ
ー
付
近
で
、
大
き
な
３
本
指
の
足
跡
を

発
見
　
　
さ
ら
に
１
週
間
後

「
ま
ぶ
し
く
て

直
視
で
き
な
い
ほ
ど
強
い
光
を
放
つ
巨
大
な

物
体
」
が
、
ボ
ー
ダ
ー
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
付
近

の
住
宅
地
に
近
い
人
造
湖
か
ら
出
現
し
た
の

で
あ
る
。
ム
カ
ム
カ
す
る
に
お
い
が
、
あ
た

り
に
漂

っ
て
い
た
。

パ
怪
物
と
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
の
関
連
性

Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
ビ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ロ
撃
記
録
は
、

い
ま
や
膨
大
な
数
に
の
ば
り
、
限
ら
れ
た
紙

面
に
そ
の
す
べ
て
を
述
べ
る
の
は
と
う
て
い

不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
１
９
５
８
年
に

ジ

ェ
リ
ー
・
ク
ル
ー
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

北
部
で
巨
大
な
足
跡
を
発
見
し
て
以
来
、
ビ

ッ
グ
フ
ッ
ト
論
争
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

情
報
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
背
の

ォ
ル
ニ
ア
の
南
部

一
帯
に
散
在
す
る
住
宅
付

高
い
、
悪
臭
の
あ
る
、
毛
に
覆
わ
れ
た
２
本

足
の
怪
物
が
出
現
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
き
ま

っ
て
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
！
　
目
下

の
疑
間
は
、
ど
ち
ら
が
先
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
ビ
ッ
グ
フ
ッ
ト
は
大
古
の
時
代
の
生
き

残
り
で
あ
り
、
た
ま
た
ま
時
と
場
所
を
間
違

え
て
我
々
の
世
界
に
迷
い
出
て
来
た
に
過
ぎ

な
い
の
だ
ろ
う
か
？
　
姿
を
く
ら
ま
す
の
が

う
ま
い
こ
の
怪
物
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
奴

隷
と
化
し
て
、
文
明
の
進
ん
だ
大
気
圏
外
か

ら
の
来
訪
者
に
操
ら
れ
て
い
る
の
か
？
　
あ

る
い
は
こ
の
巨
大
な
類
人
猿
自
身
も
、
ど
こ

か
遠
い
、
も
し
か
す
る
と
減
亡
寸
前
の
惑
星

か
ら
来
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
、
サ
ス

カ
ッ
チ
に
似
た
夜
行
性
怪
物
の
出
現
場
所
は

フ
ロ
リ
ダ
州
の
大
沼
沢
地
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
の
キ
ッ
タ
テ
ィ
ニ
ー
山
脈
、
ア
ー
カ

ン
ソ
ー
州
の
澄
原
か
ら
南
西
部
の
秒
漠
地
帯

に
ま
で
及
び
、
調
査
記
録
は
膨
張
の
一
途
に

あ
る
。
怪
物

マ
ニ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て

は
濃
い
霧
に
包
ま
れ
て
い
た
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
の
関

連
も
ヽ
こ
こ
へ
来
て
急
速
に
１
つ
の
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
昇
華
し
つ
つ
あ
り
、
複
雑
な
共
謀

の
線
が
浮
か
び
上
が
る
が
、
我
々
の
政
府
は

一
体
ど
ん
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
　
軍
部
は
、
も

っ
と
深
い
と
こ
ろ
ま
で

知

っ
て
い
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な

態
度
を
、
あ
い
変
わ
ら
ず
と
り
続
け
て
い
る

が
、
我
々
は
そ
れ
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い

の
だ
ろ
う
か
？

お
謎
の
強
迫
電
話

１
９
７
４
年
か
ら
１
９
７
６
年
に
か
け
て

地
点
で
上
昇
、
下
降
を
繰
り
返
し
て
い
た
と

筆
者
は
軍
に
関
係
の
あ
る
報
告
に
探
り
を
入

れ
る
こ
と
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し

た
。
都
合
上
、
ほ
と
ん
ど

一
般
に
知
ら
れ
て

い
な
い
、
あ
る
特
定
の
砂
漠
地
帯
の
基
地
に

調
査
を
限
定
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
骨
の
折

れ
る
仕
事
が
続
き
、
や
が
て
１
９
７
６
年
８

月
２４
日
、
筆
者
は
次
の
よ
う
な
短
い
、
し
か

し
要
点
を
突
い
た
電
話
を
受
け
と

っ
た
。

私

　
「
も
し
も
し
」

相
手

「
５
５
５

●
５
５
５
で
す
か
？
」

私

　
「
そ
う
で
す
。
そ
ち
ら
は
？
」

相
手

「
ジ
ョ
ン
・
ド
ゥ
と
話
し
た
い
の
で

す
が
」

私

「
ジ
ョ
ン
・
ド
ク
？

…

。そ
ち
ら
は

ど
な
た
で
す
か
？
」

相
手

「
ジ
ョ
ン
・
ド
ゥ
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
軍
の
基
地
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う

に
」

そ
れ
だ
け
言
う
と
、
電
話
は
切
れ
た
。
だ

れ
か
の
い
た
ず
ら
だ
ろ
う
か
？
　
た
が
ん
そ

う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
な
い
と
す
れ

ば
、
他
の
人
た
ち
の
よ
う
に
、
私
も
警
告
さ

れ
た
の
だ
。
私
が
出
過
ぎ
た
振
舞
い
を
し
て

い
る
と
い
う
の
か
？
　
あ
る
特
定
の
人
た
ち

に
と

っ
て
公
表
さ
れ
る
と
ま
ず
い
問
題
に
、

私
は
足
を
踏
み
入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
南
部
の
秒
漠
と
空
軍
基
地
で

何
か
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
軍
当
局
は

一
般
国
民
か
ら
隠
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
？

と
に
か
く
、
１
度
や
２
度
の
怪
電
話
く
ら

い
で
私
は
引
き
下
が
ら
な
い
　
　
ン」
れ
だ
け

は
確
か
で
あ
る
。

本
戸
淳
子
訳

▲1951年,ヒ マラヤ・メンルン氷河でエリック・

シンプツンが撮影した雪男の足跡。上は登山靴。

が
ユ i
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Ｕ
Ｆ
Ｏ
問
題
の
正
体
を
暴
露
し
よ
う
と
す

る
連
中
が
米
国
内
の
す
べ
て
の
目
撃
報
告
を

軽
く
あ
し
ら
っ
た
と
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
信

じ
が
た
い
幾
多
の
事
件
が
、
ア
メ
リ
カ
と
同

様
に
、
諸
外
国
で
も
実
証
さ
れ

て

い
る

の

だ
。
１
９
５
０
年
代
の
は
じ
め
に
南
米
で
起

き
た
事
件
に
は
、
不
気
味
な
毛
む
く
じ
ゃ
ら

の
小
人
の
よ
う
な
も
の
が
、
ぞ
く
ぞ
く
と
登

場
す
る
。
性
格
が
攻
撃
的
で
、
ま
さ
に
血
の

気
の
多
い
ラ
テ
ン
系
民
族
の
好
敵
手
と
い
え

よ
う
。
最
近
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
誘
拐
事
件
の
あ
れ
こ

れ
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
私
は
グ
ス
タ
ボ

・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
事
件
を
思
い
出
し
、
思
わ
ず

笑

っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
こ
そ
、
宇
宙
人
に
逆

ね
じ
を
く
わ
せ
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
搭
乗
員
を
捕
獲
し

よ
う
と
し
た
、
た
だ
ひ
と
り
の
地
球
人
で
あ

ろ
う
。

γ。徳 υRハ
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れ
副

に

響

訊

讃
軽

突
き
す
る
と
、
彼
は
数
ｍ
も
は
ね
飛
ば
さ
れ

９
５
３
年
１１
月
郷
日
、
街
に
朝
の
光
が
射
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
す
を
目
撃
し
た
ポ

は
じ
め
る
頃
、
２０
歳
代
の
屈
強
な
２
人
の
若

ン
ス
は
、
や
が
て
や
ぶ
の
中
か
ら
似
た
よ
う

者
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
と
相
棒
の
ホ
セ
・
ポ
ン
ス

な
怪
物
が
２
匹
、
手
に
い
っ
ぱ
い
上
を
握
っ

は
、
郊
外
の
倉
庫
か
ら
パ
ネ
ル
・
ト
ラ
ッ
ク

て
現
れ
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
ポ
ン
ス
は
大

に
食
料
雑
貨
類
を
積
み
込
ん
で
帰
っ
て
来
る

急
ぎ
で
近
く
の
交
通
係
官
事
務
所
に
か
け
っ

と
こ
ろ
だ
っ
た
。
商
品
を
小
売
店
に
卸
し
、

近
隣
の
富
裕
な
家
庭
に
配
達
す
る
の
が
彼
ら
　
　
け
、
助
け
を
求
め
た
。

怪
物
の

一
撃
を
く
ら
っ
て
は
ね
飛
ば
さ
れ

の
仕
事
で
あ
る
。

た
ゴ
ン
ザ
レ
ス
は
、
通
り
を
越
え
て
や
ぶ
の

小
さ
な
工
場
に
向
か
う
通
り
ま
で
来
た
と

中
に
落
ち
た
。
ょ
ぅ
ゃ
く
立
ち
上
が
っ
た
と

き
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
は
突
然
ブ
レ
ー
キ
を
き
し

き
、
ほ
か
の
２
匹
が
、
球
体
の
側
面
に
開
い

ま
せ
て
ト
ラ
ッ
ク
を
止
め
た
。
日
の
前
に
、

た
穴
の
中

へ
飛
び
込
む
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
す

直
径
約
３
ｍ
ほ
ど
の
、
大
き
な
球
形
の
物
体

る
と
、
小
さ
い
敵
は
突
然
１

・
８
ｍ
ほ
ど
空

が
、
地
上
か
ら
１

・
８
ｍ
の
高
さ
に
浮
か
ん

中
に
飛
び
上
が
り
、
彼
に
向
か
っ
て
き
た
。

で
、
行
く
手
を
さ
え
ぎ
っ
て
ぃ
た
。
そ
の
物

宇
宮
人
が
感
情
を
表
わ
す
の
は
珍
し
い
こ
と

体
は
光
を
放
ち
、
早
朝
の
明
か
り
の
中
で
も

だ
が
、
そ
の
小
さ
な
、
ビ
ー
ズ
の
よ
う
な
赤

ひ
と
き
わ
ま
ば
ゅ
く
輝
い
て
い
た
。

い
目
は
、
明
ら
か
な
憎
し
み
を
浮
か
べ
て
光

２
人
が
草
か
ら
降
り
て
み
る
と
、
さ
ら
に

囀料備」史郁ば啄旋時庫４ば掬中姫醇　　ゥ京〔左ダ癖呼ゅゥ酵体は廻障がウヽッヽ

な
手
を
ひ
ろ
げ
て
近
づ
い
て
く
る
。
彼
は
体

に
立
っ
て
い
た
。
ゴ
ン
ザ
レ
ス
は
、
か
っ
て

を
前
に
傾
け
、
淳
身
の
力
を
込
め
て
ナ
イ
フ

Ｕ
Ｆ
Ｏ
目
撃
者
が

一
度
も
試
み
た
こ
と
の
な

を
突
き
立
て
た
。
刃
Ｌ
肩
に
打

ち
当

っ
た

い
大
胆
な
行
動
を
し
た
。
そ
の
怪
物
を
捕
ま

が
、
ま
る
で
金
属
を
打
っ
た
ょ
ぅ
に
は
じ
き

え
て
車
に
放
り
込
も
う
と
し
た
の
だ
。
彼
は

返
さ
れ
た
。
小
人
の
よ
う
な
怪
物
は
、
彼
の

小
人
の
よ
う
な
も
の
を
素
早
く
つ
か
ん
だ
。

胴
体
を
つ
か
ん
だ
。
鋭
い
爪
が
シ
ャ
ッ
を
裂

小
さ
い
と
は
い
え
、
そ
れ
は
不
思
議
な
ほ
ど

き
、
皮
膚
を
切
っ
た
。

軽
く
、
逆
立
て
た
毛
は
硬
く
、
と
が

っ
て
い

そ
の
と
き
、
球
体
の
中
か
ら
も
う
１
匹
の

た
。

怪
物
が
現
れ
、
け
ん
か
を
止
め
さ
せ
ょ
ぅ
と

だ
が
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
は
そ
の
怪
物
の
力
と

敏
捷
性
を
計
算
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。
怪
　
　
い
う
の
か
、
チ
ュ
ー
ブ
の
よ
う
な
武
器
で
ま

も
な
く
一高
い
ビ
ル
の
向
こ
う
に
次ス
を

消

し

ば
ゆ
い
光
線
を
放
射
し
た
。
ゴ
ン
ザ
レ
ス
は

体
が
麻
痺
し
て
動
け
な
く
な

っ
た
。
怪
物
は
　
　
た
。こ

の
事
件
も
そ
う
だ
が
、
怪
物
に
襲
撃
さ

手
を
は
な
し
、
武
器
を
持

っ
た
も
ぅ
１
匹
と

れ
た
と
い
う
も

っ
と
も
無
気
味
な
事
件
は
、

一
緒
に
球
体
に
も
ど

っ
て
ぃ
っ
た
。
ゃ
が
て

た
い
て
い
し
っ
か
り
し
た
事
実
記
録
で
確
証

球
体
が
輝
き
を
増
し
た
か
と
思
う
と
、
ブ
ー

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
興
味
が
も
た
れ
る
。

よ
う
と
し
た
、
た
だ
ひ
と
り
の
地
球
人
で
あ

ろ

う

。

が
こ
ば
れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
が
、
ゴ

た
と
え
ば
、
こ
の
事
件
の
場
合
、
目
撃
者

ン
ザ
レ
ス
が
酒
に
酔
っ
て
ぃ
る
と
思
い
、
ひ

と
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
ほ
か
に
、
当
時
ベ
ネ

と
ま
ず
署
に
連
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
ぁ
と

ズ

エ
ラ
領
事
館
に
勤
め
て
い
た
私
の
仲
間
の

で
道
路
を
調
べ
た
と
き
に
は
、
油
は
す

っ
か

ジ
ェ
ー
ン
・
ト
ー
マ
ス
が
、
て
い
ね
い
に
事

り
乾
い
て
形
跡
も
な
か
っ
た
。
讐
察
署
で
、

後
調
査
を
行
っ
た
。

ゴ
ン
ザ
レ
ス
は
ま
も
な
く
平
静
を
取
り
も
ど

警
察
の
記
録
に
よ
る
と
、
ポ
ン
ス
は
交
番

し
、
ポ
ン
ス
も
落
ち
つ
い
て
き
た
。
ァ
ル
ヨ

に
助
け
を
求
め
て
き
た
と
き
、
ひ
ど
く
興
奮

―
ル
分
を
検
査
す
る
計
器
は
な
か
っ
た
が
、

し
て
い
た
。
彼
は
友
達
が

″
魔
物
に
殺
さ
れ

２
人
の
息
に
ア
ル
言
‐
ル
臭
は

認

め
ら
れ

る
，
と
叫
ん
だ
の
で
、
警
官
は
酔
っ
払
い
か

ず
、
麻
薬
類
使
用
の
徴
候
も
見
ら
れ
な
か
っ

気
違
い
だ
と
思
っ
て
信
用
し
な

か

っ
た
。

た
。
医
者
の
診
断
を
仰
ぐ
た
め
、
警
官
た
ち

（
ポ
ン
ス
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
結
び
つ
け
て
考
え
な

は
２
人
を
診
療
所

へ
運
ん
だ
。
診
療
所
の
ス

か
っ
た
こ
と
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
問
題
に
つ
い
て
何

グ
ッ
フ
は
、
メ
ン
デ
ス
ｏ
ァ
ラ

マ
ー
ゼ

も
知
ら
な
か
っ
た
証
拠
で
あ
る
）
し
か
し
、

、
ギ
ャ
ス
ハ
ー
。
ェ
ス
ヵ
て
卜，

、
君
護

警
官
が
し
ぶ
し
ぶ
彼
と

一
緒
に
現
場
に
行
っ

婦
の
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
Ｌ
ヘ
レ
ス
で
あ
る
。

て
み
る
と
、
方
向
感
覚
を
な
く
し
た
ゴ
ン
ザ

ア
ラ
マ
ー
ゼ
博
士
は
、
く
ゎ
し
い
医
学
的

レ
ス
が
、
よ
ろ
け
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ア

を
開
け
よ
う
と
し
て
ぃ
た
。

ェ
ン
ジ
ン
は
か

―
マ
ス
の
質
問
に
答
ぇ
て
、
２

ノ、は
酔

っ
て

か
っ
た
ま
ま
だ

っ
た
。

い
な
か
っ
た
し
、
数
時
間
以
内
に
ア
ル
コ
ー

彗
星
香
日
の
サ
イ
モ
ン

３
パ
ー
ス
は
、
ほ
か

ル
類
を
摂
取
し
た
形
跡
は
ま

っ
た
く
な
か
っ

の
車
を
通
す
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
を
歩
道
に
移

た
と
語

っ
た
。
ま
た
、
検
査
の
結
果
、
２
人

動
さ
せ
、　
エ
ン
ジ
ン
を
切

っ
て
か
ら
、
ゴ
ン

と
も
ホ
楽
頬
を
使
用
し
て
ぃ
な
い
こ
と
も
現

ザ
レ
ス
を
パ
ト
ヵ
ｌ
に
乗
せ
た
。

ら
か
に
な
っ
た
。
ポ
ン
ス
に
お
そ
ら
で
、ひ
ど

車
の
列
が
動
き
始
め
た
と
き
、
１
台
の
卓

い
恐
怖
感
を
味
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
診
察

が
ス
リ
ッ
プ
し
た
。
パ
ー
ス
は
、
道
路
に
油



UFOと 申宙

の
と
き
に
は
回
復
し
て
い
た
ｏ
ゴ
ン
ザ
レ
ス

・は
胴
部
に
軽
い
切
り
傷
が
あ
り
、
か
な
リ
シ

ョ
ッ
ク
が
残
っ
て
い
た
ｏ
ア
ラ
マ
ー
ゼ
博
士

は
２
人
に
精
神
安
定
剤
を
投
与
し
、
検
査
を

っ
づ
け
る
た
め
、
入
院
す
る
よ

う

に
勧

め

た
。

「
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
も

落
ち
つ
い
て
元
気
に
な
り
ま
し
た
ｏ
２
人
は

帰
り
た
い
と
言
う
し
、
診
察
の
結
果
、
と
く

に
異
常
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
私
は
強

い
て
反
対
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
人
に
は
、

３
自
分
の
弱
い
精
神
安
定
剤
を
処
方
し
ま
し

た
。
彼
ら
は
き
わ
め
て
異
常
な
、
恐
ろ
し
い

も
の
を
目
撃
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

そ
の
地
域
を
調
査
中
、
ト
ー
マ
ス
は
、
低

か
に
も
強
力
な
裏
付
け
に
な
る
情
報
を
聞
き

出
し
た
。
現
地
の
印
刷
業
者
の
ホ
レ
イ
ン
オ

ｏ
バ
ー
シ
ナ
ス
が
、
事
件
の
す
こ
し
前
の
■

月
４
日
に
不
思
議
な
体
験
を
し
て
い
る
。
彼

が
ラ
ン
チ
に
乗
っ
て
い
た
と
き
ヽ
海
岸
沿
い

の
地
上
に
、
光
を
発
す
る
球
体
が
浮
か
ん
で

い
る
の
を
見
つ
け
た
ｏ
彼
は
そ
の
地
点
に
近

づ
い
て
ラ
ン
チ
を
つ
な
い
だ
ｏ　
一
緒
に
い
た

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
た
ち
は
逃
げ
て
し

ま

つ
た

が
、
彼
は
岩
と
や
ぶ
の
陰
に
隠
れ
て
み
つ
め

て
い
た
。

彼
が
目
撃
し
た
も
の
も
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
と

ポ
ン
ス
の
供
述
と
よ
く
似
た
、
３
匹
の
小
さ

な
怪
物
だ
っ
た
ｏ
怪
物
は
手
い
っ
ば
い
に
土

を
握
っ
て
、
球
体
と
の
間
を
何
度
も
往
復

し
、
ゃ
が
て
３
匹
と
も
乗
り
込
む
と
、
球
体

は
ブ
ー
ン
と
い
う
音
を
た
て
て
離
陸
し
、
急

上
昇
し
た
。

。ぅのシエ麟ア劃響トヘ春ふ隷諫ずれ謡じいて祓むのぼ諸霧　　党飽呼部焼Ｐ確均俊篠い峻一カヽ‐功とぃ　　まるで岩を殴つたみたいに、はじき返

ッ
９０
ｍ
　
　
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ｏ
そ
れ
で
も
、
何
度
も
何
度

ど
ん
な
次
元
　
　
　
１
９
５
４
年
１２
月
１０
日
の
夕
方
、
暗
く
な
　
　
ほ
ど
の
空
中
に
浮
か
び
、
底
の
部
分
か
ら
強
　
　
も
殴

っ
て
た
ら
、
銃
は
ぼ

つ
さ
り
折
れ
ち
ゃ

っ
た
と

し

て
　
　
り
か
け
て
い
た
か
ら
５
時
頃
だ
っ
た
ろ
う
。　
　
　
い
光
を
放
射
し
て
い
た
ｏ
自
動
車
の
２
倍
く
　
　
つ
た
け
れ
ど
、
そ
い
つ
ら
は
ヘ
ス
ス
を
は
な

れ
な
訪
問
客
で
　
　
ｍ
歳
の
ロ
レ
ン
ソ
・
フ
ロ
レ
ス
と
・２
歳
の
へ
　
　
ら
い
の
大
き
さ
だ
っ
た
。
２
人
は
そ
の
物
体
　
　
し
て
、
へ
ん
な
乗
り
物
に
逃
げ
て
い
っ
た
よ
」

な
ぜ
な
ら
、　
　
　
ス
ス
・ゴ
メ
ス
が
、
う
さ
ぎ
狩
り
を
し
て
帰
る
　
　
に
み
と
れ
て
い
た
の
で
、
後
ろ
の
や
ぶ
か
ら
　
　
　
２
人
の
少
年
は
走

っ
て
家
に
帰
る
途
中
、

彼
ら
は
１
年
後
に
も
ま
だ
そ
の
辺

り

に

い
　
　
途
中
、
チ
ヨ
と
セ
ロ
・
デ

・
ラ
ス
・
ト
レ
ス
　
　
恐
ろ
し
い
も
の
が
近
づ
い
て
来
る
の
に
気
が
　
　

ハ
イ
ウ
エ
イ

・
パ
ト
ロ
ー
ル
の
事
務
所
に
飛

て
、
ペ
ネ
ズ
エ
ラ
の
カ
ロ
ロ
と
い
う
小
さ
な
　
　
ト
ー
レ
ス
間
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
横
断
道
路
を
　
　
つ
か
な
か
っ
た
。
突
然
、
ゴ
メ
ス
が
悲
鳴
を
　
　
び
込
ん
で
こ
の
恐
ろ
し
い
話
を
し
た
。
警
官

村
の
近
く
に
姿
を
見
せ
た
。
１
匹
を
と
り
こ
　
　
歩
い
て
い
る
と
、
４５
ｍ
ほ
ど
向
こ
う
の
や
が
　
　
あ
げ
た
ｏ
フ
ロ
レ
ス
が
驚
い
て
振
り
向
く
と
、
　
　
は
彼
ら
の
話
を
信
じ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ゴ

に
し
よ
う
と
し
た
ゴ
ン
ザ
レ
ス
の
攻
撃
的
な
　
　
の
中
に
、
キ
ラ
キ
ラ
光
る
金
属
製
の
も
の
が
　
　
４
匹
の
小
さ
な
毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
怪
物
が
い
　
　
メ
ス
の
シ
ャ
ツ
が
ぼ
ろ
ば
ろ
に
裂

け

て
お

行
動
を
ま
ね
た
の
か
、
こ
ん
ど
は
身
長
１
・
　
　
あ
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
自
動
車
が
ス
リ
ッ
　
　
た
ｏ
そ
の
う
ち
の
２
匹
は
ゴ
メ
ス
を
不
思
議
　
　
り
、
け
が
を
し
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
ひ

２
ｍ
の
怪
物
が
人
間
の
男
の
子
を

″円
盤
″　
　
　
プ
し
て
道
路
か
ら
飛
び
出
し
た
の
だ
ろ
う
と
　
　
な
物
体
の
ほ
う
へ
引
き
ず

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
と
り
の
警
官
が
２
人
を
フ
ロ
レ
ス
の
家
ま
で

内
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
し
た
。
ト
ー
マ
ス
　
　
思
い
、
２
人
は
行

っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
　

　

「
ぼ
く
は
銃
で
撃
と
う
と
思

っ
た
」
と
フ
ロ
　
　
送
っ
た
。
有
力
な
政
治
家
の
フ
ロ
レ
ス
の
両

の
集
め
た
情
報
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
現
れ
た
　
　
　
近
く
ま
で
行
く
う
ち
に
、
普
通
の
自
動
車
　
　
レ
ス
は
語
る
。

「
だ
け
ど
、
タ
マ
が
は
い
つ
　
　
親
も
、
や
は
り
同
じ
話
を
聞
き
出
し
た
。

怪
物
は
、
ガ
ラ
カ
ス
事
件
の
怪
物
と
ま
っ
た
　
　
で
は
な
い
こ
と
が
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
ｏ
そ
れ
　
　
て
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、
銃
身
を
握
　
　
　
警
察
と
同
じ
よ
う
に
、
両
親
も
２
人
の
話

く
伺
じ
形
状
を
し
て
い
た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

″
ス
ー
プ
皿
を
２
つ
重
ね
た
″
よ
う
な
形
　
　
つ
て
、
力
い
っ
ぱ
い
振
り
お
ろ
し
た
ん
だ
。　
　
　
を
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ｏ
両
親
は

甲昏 警
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怪
物
は
、
ガ
ラ
カ
ス
事
件
の
怪
物
と
ま
っ
た

ぐ
同
じ
形
状
を
し
て
い
た
的

で
は

な

い

こ
と
が

す
ぐ

に
わ

か

っ
た
。

そ
れ

は

″
ス
ー
プ

皿
を

グ

つ
重
ね

た
″

よ
う
な
形

て
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、
銃
身
を
握

っ
て
、
力
い
っ
ば
い
振
り
お
ろ
し
た
ん
だ
。

族
の
掛
か
り
つ
け
の
医
者
は
ヽ
ゴ
メ
ス
の
体

に
い
く
つ
か
の
引

っ
か
き
傷
が
あ
り
、
２
人

と
も
ひ
ど
く
お
び
え
て
い
る
ほ
か
は
、
ど
こ

も
悪
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
言
っ
た
。
し
か
し

両
親
は
心
配
だ
っ
た
の
で
、
カ
ラ
カ
ス
市
の

有
名
な
精
神
科
医
の
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト

・
オ

レ
ン
ド
ル
フ
博
士
に
検
査
を
依
頼
し
た
。
博

士
は
、
少
年
た
ち
の
精
神
は
完
全
に
正
常
で

あ
ヶ
、
た
ぶ
ん
き
わ
め
て
並
は
ず
れ
た
も
の

を
見
た
の
だ
ろ
う
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
両

親
に
、
少
年
た
ち
の
話
を
何
度
で
も
聞
い
て

や
る
よ
う
に
忠
告
し
た
。
く
り
返
し
語
る
こ

と
は
、
恐
怖
体
験
が
精
神
を
害
す
る
の
を
防

ぐ
、
対
恐
怖
治
療
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
博

士
は
、
ド
イ
ッ
語
な
ま
り
の
ス
ペ
イ

ン
室
ｗ

で
、
少
年
た
ち
の
勇
気
を
ほ
め
て
や
り
、
儀

式
め
い
た
し
ぐ
さ
で
猛
獣
狩
り
の
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
、
彼
ら
を
喜
ば
せ
た
。

ジ
ェ
ー
ン
一
ト
ー
マ
ス
は
、
少
年
た
ち
が

本
を
読
む
の
は
大
好
き
だ
が
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
関

す
る
本
や
記
事
な
ど
を
見
た
こ
と
は
な
く
、

カ
ラ
カ
ス
の
事
件
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

確
か
め
た
。
フ
ロ
レ
ス
の
両
親
は
そ
の
地
方

の
名
士
で
は
あ
る
が
、
け
っ
し
て
裕
福
だ
と

は
思
え
な
い
。
猟
銃
は
か
な
り
高
価
で
貴
重

な
持
ち
物
で
あ
り
、
フ
ロ
レ
ス
は
と
て
も
大

切
に
扱
っ
て
い
た
。
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い

か
ぎ
り
、
彼
が
そ
れ
を
こ
ん
棒
が
わ
り
に
使

警
察
と
同
じ
よ
う
に
、
両
親
も
２
人
の
話

を
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
両
親
は

ぺ
本
ズ
主
■ラ

間
を
お
え
よ
う
と
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
、

も
う
ひ
と
つ
、
空
中
現
象
研
究
会

（
Ａ
Ｐ
Ｒ

Ｏ
）
の
コ
ラ
ル
・
Ｆ
Ｉ
レ
ン
ゼ
ン
が

『
フ
ラ

イ
ン
グ

・
ツ
ー
サ
ー
』
誌
に
発
表
し
た
報
告

が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

こ
の
事
件
は
ゴ
メ
ス
と
フ
ロ
ン
ス
の
遭
遇

と
ほ
ぼ
同
じ
時
間
に
起
こ
っ
た
。
被
害
者
は

い
さ
さ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
情
況
に
あ
っ
た
大

の
男
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
、
こ
の

事
件
を
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
信
頼
の
お
け

る
も
の
に
し
て
い
る
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

ヘ
ス
ス
・
パ
ー
ス
は
、
３
名
の
友
人
と

一

緒
に
田
合
の
ハ
イ
ウ
ェ
ィ
を
歩
い
て
い
た
と

き
、　
″
生
理
的
要
求
″
が
起
こ
り
、
用
を
足

す
た
め
に
鴻
木
の
茂
み
の
な
か
に
入
っ
た
。

友
人
た
ち
が
待
っ
て
い
る
と
、
彼
の
叫
び
声

が
聞
こ
え
た
。
救
助
に
走

っ
た
３
名
は
、
３

匹
の
小
さ
な
毛
む
ぐ
じ
ゃ
ら
の
生
物
が
森
の

中
の
光
っ
た
物
体
の
ほ
う
ヘ
パ
ー
ス
を
ひ
っ

ば
り
込
も
う
と
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
。

彼
ら
の
出
現
に
驚
い
て
、
生
物
は
パ
ー
ス
を

解
放
し
た
。
パ
ー
ス
と
友
人
た
ち
は
、
い
ち

も
く
さ
ん
に
家
ま
で
逃
げ
帰

っ
た
。
怖
く
て

後
ろ
を
振
り
返
る
勇
気
は
な
か
っ
た
が
、
追

跡
し
て
く
る
よ
う
す
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
も
小
さ
な
怪
物
は
被
害
者
に
か
す
り

傷
と
打
撲
傷
を
与
え
た
。

ほ
か
に
も
ま
っ
た
く
形
状
の
異
な
っ
た
、

や
は
り
科
学
兵
器
を
使
用
し
な
い
怪
物
が
ス



マ
ー
ク
と
の
間
　
　
ぐ
に
ゃ
し
た
柔
か
い
怪
物
に
は
、
高
度
の
知
　
　
　
し
か
し
ヽ
２
人
の
同
意
の
も
と
に
テ
ス
ト
　
　
　
惑
星
間
の
生
物
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

面したヘルシ　　性かテレパシーのような能力がそなわ　　を行った精神科医のエリック・一博ッ鼻　　壌中娘触嚇構ヵ、醜嘩ち筋鷹焼時をヵ、和展鞠

―
メ
ン
グ
の
ピ
　

　

っ
て
い
た
。

ハ
ン
ス
は
次
の
よ
う

一
語

っ
　

　

ン
と
キ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヘ
ル
な
ア
ン
両

一い
の
子
み
た
い
　
　
た
ｏ

「
ぼ
く
の
考
え
は
全
部
読
ま
れ
て
い
る
　
　
は
、
彼
ら
の
体
験
が
本
物
で
あ
る
と
い
う
結
　
　
せ
る
た
め
に
も
つ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ

突
出
器
官
を
持
　
　
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
ｏ
ぼ
く
が
つ
か
　
　
論
に
達
し
た

（逆
行
催
眠
テ
ス
ト

の
実

施
　
　
れ
る
よ
う
な
、
論
理
に
か
な
っ
た
モ
デ
ル
と

い
４
匹
の
怪
物
　
　
も
う
と
思
っ
た
瞬
間
に
、
彼
ら
は
そ
の
部
分
　
　
中
、
２
人
は
意
識
が
あ
る
と
き
の
記
憶
に
つ
　
　
　
一
致
す
る
だ
ろ
う
か
？
　
人
類
を
攻
撃
し
た

種
の
超
能
力
を
　
　
を
ひ
っ
込
め
る
ん
で
す
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
加
え
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
思
い
出
さ
な
　
　
り
誘
拐
し
た
り
す
る
際
に
、
科
学
兵
器
を
使

し
ょ
ぅ
Ｌ
し
た
　
　
　
幸
い
に
も
看
板
の
そ
ば
を
通
っ
た
の
で
、　
　
　
か
つ
た
）
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
は
な
ら
な
い
と
い
ヶ
法
律
で
も
あ
る
の

ハ
ン
ス
は
そ
の
柱
に
し
が
み
つ
い
た
。
２
匹
　
　
　
　
・…
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…
　
　
　
　
だ
ろ
う
か
？
　
い
や
、
そ
ん
な

は
ず

は
な

中『′レン３中中す　　中韓的中鞠力ヽしを中中榊中〕い中小唖』”　　確車範韓中”中的れ眸帥「一印”昨印　　【貯中中”第くれン中Ｕよヒウ”孝蜘義句〕「

Ｙ
、
近
く
の
松
　
　
テ
ィ
グ
を
捨
て
る
と
、
ハ
ン
ス
を
動
か
そ
う
　
　
の
な
い
、
ジ

エ
リ
ー
の
よ
う
な
怪
物
は
、
ど
　
　
い
て
い
の
誘
拐
事
件
に
は
、
ご
く
普
通
に
使

か
光
る
も
の
が
　
　
と
懸
命
に
な
っ
て
い
る
仲
間
の
援
助
に
向
か
　
　
ん
な
目
的
で
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
は
わ
か
ら
　
　
わ
れ
て
い
る
。
カ
ラ
カ
ス
の
毛
む
く
じ
や
ら

好
奇
心
か
ら
　
　
つ
た
。
な
ア
ィ
グ
は
走

っ
て
車
に
も
ど
り
、　
　
　
な
い
け
れ
ど
も
、
高
度
の
科
学
技
術
を
示
す
　
　
な
小
人
は
、
窮
地
を
逃
れ
る
最
後
の
手
段
だ

ヮ
ほ
う
へ
約
３０
　
　
け
た
た
ま
し
く
ホ
ー
ン
を
鳴
ら
し
て
助
け
を
　
　
あ
る
種
の
機
械
　
　
す
な
わ
ち
Ｕ
Ｆ
〇
一
乗
　
　
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
麻
癖
光
線
を
発

展
い
て
立
ち
止
　
　
呼
ん
だ
。
ハ
ン
ス
は
あ
く
ま
で
柱
に
し
が
み
　
　
つ
て
到
着
し
、
去
っ
て
行
っ
た
の
は
明
ら
か
　
　
射
し
た
ｏ

咄取瞭中焼　　わい一』雅がい難吻晩れ毎輛ゆ描ヵ、れ触　　煉陽売鱗及巾油わ晩中聴駒一
″機翻幾晩　　環境の調査、搭乗ノレ約貯数噛幾酌嘘鞠か

好
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ホ
ー
ン
の
音
に
驚
　
　
を
捕
獲
す
る
た
め
の
、
麻
輝
、
鎮
静
そ
の
他
　
　
す」
ま
か
す
、
そ
の
ほ
か
何
か
未
知
の
理
由
の

一
人

を
襲

つ
　

　

い
て
、
怪
物
た
ち
は
ハ
ン
ス
を
放
一
た
。
戦
　
　
の
作
用
を
及
ぼ
す
武
器
や
装
備
を
、
当
然
持
　
　
た
め
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
乗
員
が
実
験
動
物
を
放
し
た

で
手
足
も
短
　
　
い
が
優
利
に
な
っ
た
の
を
知
っ
て
、

香
ア
ィ
　

　

つ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
な
ら
　
　
の
だ
ろ
う
と
推
論
し
て
い
る
。
キ
ー
ル
の
説

一カ
が
強
く
、　
　
　
グ
は
ハ
ン
ス
救
出
に
向
か
っ
た
が
、
彼
が
そ
　
　
ば
な
ぜ
、
彼
ら
に
は
暴
力
、
ま
た
は

″
ケ
ー
　
　
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
下
等
動

着
陸
中
の
Ｕ
　
　
の
場
に
近
づ
い
た
と
き
、
す
で
に
物
体
は
地
　
　
キ
人
間
″
の
場
合
、
す
ぐ
れ
た
機
敏
性
と
テ
　
　
物
が
武
装
し
て
い
な
い
の
は
も
つ
と
も
で
あ

ぃ
っ
た
。　
　
　
　
上
を
離
れ
、
か
ん
高
い
す
す
り
泣
く
よ
う
な
　
　
レ
パ
ツ
ー
能
力
を
用
い
る
必
要
が
あ

つ
た
の
　
　
る
。　
一
見
、
非
論
理
的
と
思
わ
れ
る
″
怪
物
”

怪
物
が
そ
れ
ほ
ど
強
い
力
を
発
揮
し
た
わ
　
　
音
が
ほ
と
ん
ど
聞
き
と
れ
な
い
ほ
ど
の
高
度
　
　
だ
ろ
う
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
の
行
動
は
、
キ
ー
ル
の
考
え
た
数
々
の

け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
体
は
ジ
エ
リ
ー
　
　
ま
で
上
昇
し
て
い
た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
ひ
と
つ
の
疑
問
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
生
物
に
　
　
独
創
的
な
解
釈
を
借
り
る
と
、
彼
ら
の
本
当

の
よ
う
に
捕
え
ど
こ
ろ
が
な
く
、
２
人
は
抵
　
　
　
地
方
の
各
新
聞
は
、
彼
ら
の
供
述
を
面
白
　
　
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。　
　
　
の
目
的
と
外
観
を
隠
し
、
我
々
を
ま
ご
つ
か

抗するのが困難だつたｏ
「ぼくは解き　　おかしく報道した。とくに
″ボＨ伸怪ン　　岐た雌軸禁嘘車効棟聴↑購珊璃焼毎　　ね焼時均の巧妙な計画だったのかもし

放
そ
う
と
し
て
右
手
の
げ
ん
こ
を
押
し
つ
け
　
　
グ
の
ピ
ン
か
丸
い
菓
子
パ
ン
〃
み
た

ン　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
で
す
が
い
ひ
じ
の
あ
た
り
ま
で
相
手
の
　
　
物
だ
っ
た
と
い
う
ハ
ン
ス
の
言
葉
を
か
ら
か
　
　
物
、
ビ
ッ
グ
フ
ツ
ト
ヽ
空
飛
ぶ
″嬢
矩
厳
代
　
　
　
　
あ
る
い
は
、
宇
宙
人
の
な
か
に
は
、
惑
星

体
の
な
か
に
沈
み
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
」
　

　

つ
て
、
こ
の
事
件
を

〃
ケ
ー
■
人

間

の
襲
　
　
毛
む
く
じ
ゃ
ら
な
小
人
み
た
い
な
怪
物
に
襲
　
　
間
の
ど
こ
か
か
ら
逃
げ
て
き
た
進
化
の
遅
れ

と
ス
テ
ィ
グ
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ぐ
に
ゃ
　
　
撃
″
と
書
き
立
て
た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
つ
て
い
る
。　
　
　
‐
，
‐
」
性
欅
隊
ｒ
世
に
ド
阿
め
い
つ
序
般
で複
雑
な
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体
の
な
か
に
沈
み
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
」

と
ス
テ
ィ
グ
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ぐ
に
ぉ

科
学
装
置
を
略
奪
し
た
が
、
そ
の
扱
い
方
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

す
る
と
、
我
々
は
恐
る
べ
き
無
知
な
連
中
の

訪
間
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
ま
た

は
、
リ
チ
ャ
ー
ド

・
シ
ェ
イ
バ
ー
の
説
の
よ

う
に
、
遠
い
音
に
絶
滅
し
た
古
代
文
明
社
会

の
遺
物
で
あ
る
科
学
機
械
を
、
地
球
の
内
部

深
く
に
発
見
し
、
ボ
タ
ン
を
い
じ
く
っ
て
い

る
う
ち
に
ど
う
に
か
操
作
を
覚
え
た
、
退
化

し
た
地
球
人
の
種
族
な
の
だ
ろ
う
か
？

信
じ
が
た
い
諸
説
を
述
べ
た
て
る
か
わ
り

に
、
私
は
は
っ
き
り
し
た
回
答
を
出
し
た
い

と
思
う
　
　
も
し
そ
の
用
意
が
あ
れ
ば
の
こ

と
だ
が
。
私
は
い
ま
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
謎
を
解
現
す

る
つ
も
り
は
な
い
―
―
過
去
３０
年
近
い
研
究

の
結
果
で
は
、
私
自
身
を
含
め
て
ど
の
研
究

者
も
ま
だ
決
定
的
な
回
答
を
得
て
い
な
い
。

ハ
ー
パ
ー
ド
大
学
の
天
体
物
理
学
者
ド
ナ

ル
ド

・
メ
ン
ゼ
ル
博
士
は
、
い
く
つ
か
の
Ｕ

Ｆ
Ｏ
事
件
を
自
然
現
象
だ
と
い
う
説
明
で
片

づ
け
て
い
る
。
ジ
ャ
ッ
ク

・
バ
リ
ー
博
士
の

よ
う
に
前
衛
的
な
考
え
方
を
す

る
人

た
ち

は
、
社
会
学
や
神
話
学
上
の
デ
ー
タ
を
示
そ

う
と
す
る
。
心
霊
主
義
者
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
乗
員
と

コ
ン
タ
ク
ト
し
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
あ
る
種
の

〃
霊

界
″
の
天
才
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
も
の
だ

と
い
う
説
を
信
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
ジ
ョ

ン
・
キ
ー
ル
は
こ
れ
を
不
思
議
な
放
射
線
に

よ
る
物
理
的
ま
た
は
超
物
理
的
残
像
で
あ
る

と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
説
を
十

分
に
検
討
し
な
い
で
頭
か
ら
切
り
捨
て
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
０
結
局
、
多
く
の
有
能

で
高
名
な
科
学
者
が
こ
の
問
題
に
と
り
組
ん

っ
て
、
こ
の
事
件
を

〃
ケ
ー
■
人

間

の
襲

撃
″
と
書
き
立
て
た
。

だ
が
、
解
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

人
類
未
知
の
生
物
に
よ
っ
て
実
際
に
襲
撃

を
受
け
た
事
件
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、

Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
謎
が
簡
単
に
解
決
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
広
範
囲
に
わ
た
る
複
雑
な
問
題
を

合
ん
で
い
る
こ
と
を
あ
か
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

時
お
り
私
が
こ
の
問
題
を
い
く
ら
か
軽
い

調
子
で
扱
う
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
心
理
面
の
健
康
を
意
味
す
る
。
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
の
子
供
た
ち
が
悪
夢
の
よ
う
な
体
験
を
語

る
よ
う
に
、
墓
地
で
日
笛
を
吹

く

の

に
似

た
、
私
の
対
恐
怖
症
療
法
な
の
で
あ
る
！

軽
い
気
分
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
を

破
壊
す
る
よ
う
な
恐
ろ
し
い
情
況
に
も
正
気

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

私
が
誰
か
を
怒
ら
せ
、
信
用
を
傷
つ
け
た

と
す
れ
ば
、
成
功
し
た
証
拠
で
あ
る
。
謎
の

″
空
飛
ぶ
円
盤
″
の
犯
罪
は
、
小
学
生
か
ら

老
人
ま
で
の
す
べ
て
の
地
球
人
の
注
意
を
ひ

き
、
考
え
を
う
な
が
し
、
感
受
性
を
要
求
す

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

起
源
の
わ
か
ら
な
い
も
の
に
襲
わ
れ
か
ね

な
い
物
理
的
脅
威
と
は
別
に
、
我
々
の
世
界

は
心
理
的
に
も
火
薬
ダ
ル
の
上
に
乗
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
だ
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
現
象
が
突
如
と

し
て
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
で

も
我
々
の
精
神
の
パ
ラ
ン
ス
が
崩
さ
れ
る
よ

う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
大
恐
慌
に

発
展
し
か
ね
な
い
だ
ろ
少
。

最
後
に
私
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
謎
を
も
っ
と
個

人
的
な
レ
ベ
ル
か
ら
考
え
て
み
る
よ
う
に
強

く
す
す
め
た
い
。
私
は
、
人
類
未
知
の
生
物

毛
む
く
じ
ゃ
ら
な
小
人
み
た
い
な
怪
物
に
襲

わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

に
よ
る
攻
撃
や
誘
拐
が
邪
魔
さ
れ
た
り
、
失

敗
し
た
場
合
に
つ
い
て
述
べ
た
。

ハ
ン
ス
・
グ
ス
タ
ブ
ソ
ン
と
ス
テ
ィ
グ

・

テ
ィ
ド
ベ
ル
ト
は
、
円
盤
人
た
ち
に
言
わ
せ

れ
ば
、　
〃
逃
が
し
た
大
も
の
″
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
毎
年
、
米
国
だ
け
で
も
数
千

人
の
人
た
ち
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
ま
ま
、

三
度
と
一戻
っ
て
こ
な
い
。
た
ま
た
ま
、
い
な

く
な
っ
た
人
た
ち
は
多
く
の
家
出
し
た
子
供

た
ち
で
あ

っ
た
り
、
日
う
る
さ
い
妻
、
乱
暴

な
夫
や
義
母
の
干
渉
か
ら
逃
げ
出
し
た
人
た

ち
が
多
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

ハ

ン
ス
・
グ
ス
タ
ブ
ソ
ン
が
看
板
の
柱
に
し
が

み
つ
か
ず
、
彼
の
友
人
が
自
動
車
の
ホ
ー
ン

を
鳴
ら
さ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
う
な
っ

て
い
た
だ
ろ
う
？
　
ヘ
ス
ス
・
ゴ
メ
ス
が
毛

間
の
ど
こ
か
か
ら
逃
げ
て
き
た
進
化
の
遅
れ

た
種
族
が
い
て
、
何
ら
か
の
手
段
で
複
雑
な

む
く
じ
ゃ
ら
な
小
人
を
銃
床
で
殴
ら
な
か
っ

た
ら
？
　
ジ

ェ
ラ
ル
ド

・
ネ
ス
タ
ー
の
そ
ば

に
ソ
ー
ダ
の
び
ん
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
？

ハ
ー
マ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
と
っ
さ
に
車
の

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
照
ら
さ
な
か
っ
た
な
ら
？

チ
ャ
ー
ル
ズ

・
ウ
ェ
ッ
ツ
ェ
ル
が
恐
ろ
し
い

怪
物
を
車
で
蝶
か
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
い

っ
た
い
ど
ん
な
こ
と
に
な
っ
て

い
た

だ

ろ

蒸
発
し
た
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
ど
こ
か

の
惑
星
の
動
物
園
に
生
き
て
い
る
人
も
い
る

の
だ
ろ
う
か
？

つ
ぎ
の
儀
牲
者
は
あ
な
た
か
も
し
れ
な
い

そ
し
て
、
恐
る
べ
き
怪
物
を
運
よ
く
撃

退
で
き
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
の
だ
！
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留「早雪1岳:雪景昌吊雷富骨含督景号暑察暑[雪督号

く瑞洋丸の後部デッキにつり上げら
れた怪獣の死骸、手前が頭部である。
大洋漁業提供 ・矢野道彦氏撮影

ていた首なが竜の一種と書
えざるを得ない。文字通り
生きた化石の発見ではi・」
などと薦く学者もあり、世
紀の大発見とばかりに話題
となった。

怪獣がみつかった海域で
はこれまでにも、正体不明
の生物が泳ぃでぃるのを漁
船員がたびたび目撃してい
る。またネス湖の「ネッシー」
も首なが竜だといゎれる。

‐
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澤餡
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▲ネッシーの想像図



く1928年6月 、英国コ

ウォールで発見された

不明の首なし腐乱死体

長は10mも あつた。

その後、畦
一の物証として

怪獣の前ヒレのヒゲが提出さ

れ、分析した結果、成分がサ

メのものと
一致した。だが、

絶滅したといわれる首なガ竜

のヒゲの成分がわかつていな

いので直接的な決め手|こ

らない。まして乗組員の話で

は、筋肉が赤味がかつている

うえ、育中に自つぼし

あつたという。ところが、

メの肉は赤味が全くなく、

た脂肪は肝臓に蓄積されてし

るため、首中にはない。

の正体は頭骨の1つ

ヨ|き上げられないかさり、

遠の謎となるだろう。

く
唯

一
の
物
証
と
な
っ
た
前
ヒ
レ
の
ヒ
ゲ
。
写
真
／
共
同

―ン

正体

。体



UFOと 宇宙 '8

■
真
贋
を
よ
り
わ
け
る
方
法

１
９
４
０
年
代
後
半
に
空
飛
ぶ
円
盤
が
目

撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
人
々
は
す
ぐ
そ

れ
を
写
真
撮
影
す
る
　
　
少
な
く
と
も
、
空

飛
ぶ
円
盤
の
写
真
と
称
す
る
も
の
を
持

っ
て

登
場
す
る
―
―
よ
う
に
な
っ
た
。
問
題
は
、

こ
れ
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
写
真
だ
と
い
う
の
は
簡
単

な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
が
本
当
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真

で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
の
は
そ
れ
な
ど
容

易
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ふ
つ
う

に
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
現
地
調
査
の
さ
い
の
方
法
が

写
真
に
も
応
用
で
き
る
。
目
撃
者
に
会
い
、

現
地
を
訪
問
し
、
撮
影
者
の
信
用
度
と
誠
実

さ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
そ
の
背
景
を
も
調

査
す
る
、
な
ど
で
あ
る
。
同
時
に
、
写
真
に

修
正
さ
れ
た
部
分
は
な
い
か
、
物
体
と
既
知

の
被
写
体

（が
あ
れ
ば
）
の
鮮
明
度

は
ど
う

か
、
撮
影
さ
れ
た
時
間
の
光
と
影
を
実
際
の

光
と
影
と
比
較
し
た
り
、
写
真
を
引
き
伸
ば

し
た
り
の
検
査
も
行
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
検
査
が
す
べ
て
終
わ
れ
ば
、
提

出
さ
れ
た
写
真
の
う
ち
多
く
の
も
の
が
か
な

り
容
易
に
除
外
さ
れ
る
。
模
型
を
つ
る
し
た

糸
が
は
っ
き
り
分
か
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
を
見
た

こ
と
は
あ
ヶ
ま
せ
ん
か
？
　
だ
が
こ
れ
ら
の

検
査
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
除
外
は

で
き
な
い
が
本
物
と
も
偽
物
と
も
言
え
な
い

写
真
が
、
か
な
り
沢
出
残
る
だ
ろ
う
。

通
常
の
検
査
を
終
わ
っ
た
あ
と
に
残
る
写

真
を
見
る
と
、
そ
れ
ら
の
写
真
に
は
５
種
類

の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が

分

か
る
。
第

１

は
、
そ
れ
が
全
く
イ
ン
チ
キ
で
あ
る
場
合
で

あ
る
。
ジ
ョ
ー
・
プ
ロ
ッ
ツ
は
、
玄
関
の
芝

生
の
上
に
フ
リ
ス
ビ
ー
を
投
げ
、
そ
れ
が
空

中
を
飛
ん
で
い
る
間
に
写
真
を
写
し
た
。
こ

の
よ
う
な
見
え
す
い
た
簡
単
な
イ

ン
チ
キ

は
、
通
常
の
分
析
だ
け
で
容
易
に
バ
レ
る
こ

と
が
多
い
も
の
だ
。
写
真
術
と
情
室
の
利
用

法
を
い
く
ら
か
で
も
心
得
た
頭
の
良
い
人
た

ち
の
作
る
デ
ッ
チ
ア
ゲ
写
真
と
な
る
と
、
も

っ
と
識
別
困
難
と
な
る
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
は
だ

れ
で
も
複
写
で
き
る
、
だ
か
ら
こ
の
写
真
も

偽
物
に
違
い
な
い
と
い
う
ヽ
論
理
的
に
は
全

く
誤
ま
っ
た
考
え
が
広
く
流
布

し

て

い
る

が
、
熟
練
し
た
撮
影
者
が
修
正
者
の
助
け
を

借
り
れ
ば
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ど
こ
ろ
か
ど
ん
な
も
の

の
複
写
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
２
の
場
合
は
も
っ
と
問
題
で
あ
る
。
本

当
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
事
件
の
偽
写
真
で
あ
る
。
Ｕ
Ｆ

Ｏ
を
目
撃
し
た
だ
け
で
は
も
は
や
ニ
ュ
ー
ス

と
な
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
騒
ぎ
の

さ
い
に
は
、
こ
う
い
う
事
例
が
時
々
発
生
し

た
。
ま
た
ジ
ョ
ー

・
プ
ロ
ッ
ツ
の
話
に
な
る

が
、
彼
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
し
た
が
ロ
ー
カ
ル

新
聞
か
ら
は
無
視
さ
れ
、
写
真
さ
え
あ
れ
ば

自
分
の
名
前
が
第
１
面
を
か
ざ
る
こ
と
だ
ろ

う
と
思
い
つ
き
、
そ
こ
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
模
型
、
フ

リ
ス
ピ
ー
、
修
正
月
具
な
ど
が
登
場
す
る
。

繰
返
す
が
、
通
常
の
検
査
方
法
で
も
し
ば
し

ば
イ
ン
チ
キ
を
発
見
で
き
る
し
、
そ
う
で
な

い
場
合
も
疑
わ
し
い
写
真
を
見
つ
け
る
こ
と

は
で
き
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の

″
半
分
デ
ッ
チ

ア
ゲ
″
は
、
だ
れ
か
が
１
９
５
７
年
１１
月
か

１
９
６
６
年
３
月
，か
１
９
７
３
年
ｌｏ
月
に
Ｕ
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真！
ぶ
ｒ
枚
ぐ
ら―
い
あ

つ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
、

と
い
う
予
断
の
た
め
に
、
い
く
ぶ
ん
か
容
易

に
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は

写
真
分
析
者
の
間
で
は

″
想
定
写
真
″
と
い

う
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

第
３
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
は
、
実
際
に
は
写
真

で
も
何
で
も
な
く
て
、
カ
メ
ラ
や
フ
ィ
ル
ム

処
理
の
さ
い
の
異
常
だ
っ
た
と
い
う
場
合
で

あ
る
。
こ
の
説
明
は
、
日
撃
者
が
写
真
を
写

し
た
さ
い
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
見
て
は
い
な
か
っ
た

場
合
、
特
に
頭
に
置
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
な
ど
見
え
て
も
い
な
い
し
、
ま
た
全

く
別
の
被
写
体
を
撮
影
し
よ
う
と
し
て
い
た

は
、
確
率
は
特
に
大
き
い
。
写
真
の
中
に
明

る
い
光
源
が
あ
る
と
き
は
、
レ
ン
ズ

・
フ
レ

ア
ー
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
そ
の
よ
う
な

写
真
中
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
対
称
的
幾
何
図
形
で
あ

る
場
合
は
こ
と
に
そ
う
で
あ
る
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が

ネ
ガ
に
は
写
っ
て
い
な
い
の
に
プ
リ
ン
ト
に

は
現
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
現
像
処
理
の
さ

い
の
キ
ズ
が
考
え
ら
れ
る
。

４
番
目
は
、
あ
り
き
た
り
の
物
体
や
何
か

の
大
気
現
象
を
撮
影
者
が
知
ら
ず
に
写
し
、

そ
れ
を
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
思
い
込
む
場
合
で
あ
る
。

こ
れ
は
普
通
の
検
査
で
は
識
別
困
難
だ
。
と

い
う
の
は
、
被
写
体
が
レ
ン
ズ
状
雲
と
か
太

真
を
見
る
と
、
そ
れ
ら
の
写
真
に
は
５
種
類

の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が

分

か

る
。
第

１

陽
の
屈
折
像
な
ど
本
来
ぶ
珍
し
い

で
あ
り
、
だ
れ
で
も
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
衛

単
に
は
見
分
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

最
後
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
最
も
面
白
い
。
本

当
に
異
常
な
物
体
そ
の
も
の
ず
ば
り
の
写
真

で
あ
る
。
問
題
は
、
こ
の
種
類
の
写
真
は
い

ず
れ
も
普
通
の
分
析
で
は
、
そ
の
真
実
性
も

異
常
性
も
評
価
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ

る
。
普
通
の
検
査
法
と
、
骨
の
折
れ
る
詳
細

な
調
査
を
組
合
わ
せ
れ
ば
、
あ
る
写
真
が
本

当
に
未
知
の
物
体
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
か
な
り
確
実
に
証
拠
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
ど
深

く
つ
っ
こ
ん
で
調
査
で
き
る
の
は
ご
く
ま
れ

ア
ゲ
”
は
、
だ
れ
か
が
１
９
５
７
年
■
月
か

１
９
６
６
年
３
月
）か
１
９
７
３
年
１０
月
に
Ｕ

た
だ
け
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
現
代
の
魔
法
使
い
、
デ
ジ
タ
ル

・

ヨ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
登
場
す
る
。
コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
ー
に
ブ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
ん
で
木
材

を
製
材
機
に
か
け
、
電
燈
料
の
請
求
書
を
用

意
さ
せ
、
パ
ー
モ
ン
ト
の
警
官
に
彼
が
止
め

た
草
が
ア
イ
ダ
ホ
で
盗
難
に
あ
っ
た
も
の
か

ど
う
か
知
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
、
ど

う
し
て
写
真
を
鑑
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
？
　
そ
う
だ
、

ョ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

は
写
真
を
鑑
定
で
き
る
し
、
実
際
に
し
て
き

た
の
で
あ
る
。
こ
の
技
術
は
最
初
、
宇
宙
探

測
機
が
無
限
の
空
間
の
か
な
た
か
ら
送

っ
て

来
る
か
す
か
な
写
真
信
号
を
改
善
す
る
必
要

か
ら
、
米
国
の
宇
宙
計
画
の
中
で
発
展
さ
せ

ら
れ
た
。
１
枚
の
写
真
か
ら
、
文
字
通
り
も

と
も
と
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
た
以
上
の
情
報

を
取
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
こ
の
技
術
は
、

ア
タ
ブ
ナ
州
フ
ィ
ー
ニ
ッ
ク
ス
に
あ
る
小
さ

い
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研
究
者
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
を
集

め
た
団
体
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ソ
ー
サ
ー

・
ウ
ォ

ッ
チ
（Ｇ
Ｓ
Ｗ
）
の
手
で
改
良
さ
れ
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ

研
究
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の

会
員
は
５
０
０
人
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
そ

の
中
で
は
訓
練
さ
れ
た
技
術
者
が
異
常
な
高

率
を
占
め
て
い
る
し
、
大
手
宙
産
業
と
も
有

名
大
学
と
も
関
係
が
深
い
の
だ
。
彼
ら
は
Ｕ

Ｆ
Ｏ
写
真
の
研
究
上
最
も
重
要
な
躍
進
を
達

成
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で

Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
を
調
査
、
増
感
、
分
析
す
る
方

法
を
考
案
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
そ
れ
は
ど

ん
な
ふ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
？
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彼
ら
の
利
用
す
る
手
法
を
す
こ
し
調
べ
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。

■
Ｇ
Ｓ
Ｗ
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
分
析
法

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
技
術
者
た
ち
は
、
写
真
を
分
析

す
る
の
に
根
本
的
に
は
３
種
の
方
法
を
使
用

す
る
。
輪
郭
増
感
、
色
相
調
節
、
そ
れ
に
ョ

ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
増
感

分

ジ
タ
ル
化
）
で
あ

Ｚつ
。輪

郭
増
感
は
ほ
と
ん
ど
説
明
を
要
し
な
い

だ
ろ
う
。

ョ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
写
真
を
複
写

す
る
。
そ
の
と
き
に
被
写
体

の
輪

郭
、
表

面
、
そ
れ
に
明
暗
を
う
ん
と
増
感
す
る
の
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
写
し
に
し
た
花
び
ら

は
、
輪
郭
を
増
感
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る

く
Ｅ

繊
維
や
脈
管
の
構
造
が
見
え
る
よ
う

に
な

る
。

エ
ン
ジ
ン
・
プ

ロ
ッ
ク
の
Ｘ
線
写
真
を

増
感
す
る
と
、
肉
眼
で
は
見
え
な
い
内
部
の

亀
裂
や
気
泡
が
は
っ
き
り
分
か
る
。
こ
の
方

法
の
限
界
は
ビ
デ
オ
装
置
の
ョ
ン
ト
ラ
ス
ト

の
限
度
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、

被
写
体
の
外
形
と
表
面
の
起
伏
を
は
っ
き
り

出
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
模
型
を
つ

る
し
た
針
金
そ
の
他
の
人
工
物
に
よ
る
輪
郭

の
異
常
を
検
知
す
る
こ
と
が

で
き

る
。
最

近
、
米
国
南
西
部
か
ら
送
ら
れ
て
来
た

一
連

の
写
真
が
検
査
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
写
真

は
被
写
体
が
端
っ
こ
に
寄

っ
て
し
ま
う
ほ
ど

手
ひ
ど
く
切
り
こ
ま
れ
た
に
も

か

か
わ
ら

ず
、
プ
リ
ン
ト
に
残
っ
た
背
景
の
ほ
ん
の

一

隅
に
糸
を
使
用
し
た
形
跡
の
あ
る
こ
と
が
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
増
感
の
結
果
明
ら
か
に
な

っ
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
計
画
の

第
２
の
技
術
は
色
相

調
節
で
あ
る
。
こ
の

方
法

に

よ

る
と
、

写
真

（し
た
が
っ
て
、

被
写
体
Ｏ

明
暗

を

い
っ
そ
う
詳
し
く
検

査
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
の
で
あ
る
。

物
体
の
各
部
の
明
暗

を
再
現
す
る
の
に
、

ヨ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
発

色
し
た
３０
種
も
の
色

（白
と
黒
は
も
ち
ろ
ん

だ
）
を
使
用
す
る
の

だ
。
青
と
緑
、
そ
れ
に
自
の
部
分
が
最
も
明

る
く
て
、
黄
、
紫
、
赤
と
進
む
に
つ
れ
て
次

第
に
暗

・
く
な
る
。
色
相
調
節
機
は
必
要
と
あ

れ
ば
、
被
写
体
の
特
定
部
分
を
他
の
部
分
よ

り
詳
細
に
分
析
す
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
科
学
的
な
研
究
価
値
は
別
に
し
て

も
、
色
相
調
節
に
よ
れ
ば
今
ま
で
見
た
こ
と

も
な
い
く
ら
い
美
し
い
カ
ラ
ー
写
真
を
作
り

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

３
番
目
の
方
法
は
ヨ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
増
感

会
ア
ジ
タ
ル
化
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
写
真

を

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
２４
万
５
７
６
０
個

以
上
の

″
写
真
細
胞
″
（ピ
ク
セ
ル
）
に
分
割

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ピ
ク
セ
ル
は
、
そ
の
朔

暗
の
度
合
に
応
じ
て
２
５
６
段
階
に
分
類
さ

れ
て
、

ヨ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
記
録
さ
れ
、
写

真
の
ど
こ
の
部
分
で
も
必
要
に
応
じ
て
増
感

さ
れ
る
。
ピ
ク
セ
ル
分
析
の
主
な
目
的
は
、

被
写
体
と
カ
メ
ラ
と
の
距
離
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
ピ
ク
セ
ル
の
輪
郭
が
明
瞭

で
あ
る
な
ど
カ
メ
ラ
に
近
く
、
ぼ
け
て
い
る

ほ
ど
離
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
こ
の

効
果
は
、
カ
メ
ラ
と
被
写
体
と
の
間
に
存
在

す
る
か
す
み
そ
の
他
大
気
中
の
浮
遊
物
が
原

因
と
な
っ
て
現
れ
る
。

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
増
感
法
に
は
、
２
つ
の

重
要
な
成
果
が
あ
る
。
も
と
の
被
写
体
を
増

感
し
て
再
現
で
き
る
こ
と
と
、
被
写
体
に
含

ま
れ
る
特
定
の
情
報
を
伝
え
る
の
に
数
字
で

も
グ
ラ
フ
で
も
利
用
で
き
る
こ
と
だ
。
ど
ち

ら
の
方
法
も
、
原
料
の
ま
ま
の
被
写
体
か
ら

最
も
迅
速
正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

輪
郭
増
感
写
真
に
も
色
相
調
節
写
真
に
も

不
規
則
な
垂
直
線
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
カ

ー
ソ
ル
と
い
っ
て
、
電
子
的
な
切
断
機
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
被
写
体
の
真
の
側
面
形

は
こ
の
カ
ー
ソ
ル
で
決
定
で
き
る
し
、
写
真

の
そ
ば
に
あ
る
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
る

の
だ
。
被
写
体
が
本
当
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
で
あ
る
か

ま
た
は
ワ
グ
ナ
ー
夫
人
の
パ
イ
健
を
２
つ
潮

づ
け
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
決

定

す

る

に

は
、
物
体
が
左
右
相
称
で
あ
る
か
ど
う
か
が

重
大
な
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
方
法
を
利
用
す
れ
ば
、
ふ
つ
う

の
タ
イ
プ
の
イ
ン
チ
キ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
や
Ｕ
Ｆ

Ｏ
と
間
違
え
ら
れ
た
写
真
は
容
易
に
判
別
で

き
る
。
糸
で
つ
る
し
た
模
型
は
輪
郭
増
感
で

化
け
の
皮
を
は
が
さ
れ
る
し
、
空
中
を
飛
ぶ

フ
リ
ス
ビ
ー
は
色
相
調
節
で
識
別
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
ピ
ク
セ
ル
解
析
に
よ
り
、
カ
メ
ラ

に
ご
く
近
い
物
体
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

レ
ン
ズ

・
フ
レ
ア
ー
、
モ
ン
タ
ー
ジ

ュ
写
真

（重
ね
焼
き
）、
レ
ン
ズ
状
の
雲
な
ど
は
輪
郭

増
感
で
、
小
虹
は
色
相
調
節
で
、
そ
の
正
体

を
現
す
。

疑
わ
し
い
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
が
数
多
く
出
回
っ

て
い
る
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ー
の
冷
た
い
批
判
の
目
を
無
事
通
過
し
た
Ｕ

Ｆ
Ｏ
写
真
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
は
驚
く

に
当
ら
な
い
。
こ
の
記
事
の
た
め
に
用
意
し

た
４
枚
の
写
真
の
う
ち
、
２
枚
は
以
前
か
ら

よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
、
残
り
の
２
枚
は
そ

れ
な
ど
有
名
で
な
い
も
の
で
あ
る
。
前
者
は

１
９
５
０
年
の
オ
レ
ゴ
ン
州
マ
ク
ミ
ン
ピ
ル

写
真

（
コ
ン
ド
ン
報
告
第
範
例
）
と
、
よ
く
″
国
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卜

Ｆ

際
地
球
観
測
年
の
写
真
″
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ

ジ
ル
の
ト
リ

ン
ダ
デ
島
写
真

（１
９
５
８
年

に
国
際
地
球
観
測
年
探
検
隊
が
撮
影
し
、
ブ
ラ
ジ

ル
政
府
の
手
で
公
表
さ
れ
た
）
で
、
後
者

は
、

１
９
５
７
年
に
地
上
観
測
隊
が
オ
ハ
イ
オ
州

ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
で
撮
影
し
た
写
真
と
、
１

９
５
８
年
の
メ
イ
ン
州
テ
ィ
ン
パ
ー
レ
ー
ク

の
写
真
で
あ
る
。
マ
ク
ミ
ン
ゼ
ル
、
テ
ィ
ン

パ
ー
レ
ー
ク
、
ト
リ
ン
ダ
デ
の
写
真
は
昼
間

写
さ
れ
た
も
の
、
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
は
夜
の

写
真
で
あ
る
。

■

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

ー
を

通
過
し
た
４
枚
の
写
真

（白
と
黒
は
も
ち
ろ
ん

だ
）
を
使
用
す
る
の

♭

Ｇ

オ
レ
ゴ
ン
州
マ
ク
ミ
ン
ビ
ル
の
写
真
は
も

は
や
、
初
期
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
の
古
典

と

な

っ

た
。

ハ
ッ
キ
リ
し
た
円
盤
型
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
撮
影

し
た
初
期
の
写
真
の
中
で
も
、
こ
れ
ら
は
、

オ
レ
ゴ
ン
州
マ
ク
ミ
ン
ビ
ル
の
耕
作
地
付
近

で
、
農
家
と
し
て
そ
の
地
方
で
は
か
な
り
尊

敬
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
ポ
ー
ル
・
ト
レ

ン
ト
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
。

１
９
５
０
年
５
月
１１
日
の
夕
方
、
家
畜
の

世
話
を
し
て
い
た
ト
レ
ン
ト
夫
人
は
、
北
東

の
空
に
妙
な
物
体
を
目
撃
し
て
、
夫
を
呼
ん

最
も
迅
速
正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

レ
Ｈ

だ
。
ト
レ
ン
ト
も
外
に
出
る
と
す
ぐ
Ｕ
Ｆ
０

を
見
た
の
で
、
早
速
カ
メ
ラ
を
取
り
に
家
に

一戻
り
、
物
体
が
西
に
消
え
る
前
に
２
枚
の
写

真
を
撮
影
し
た
。
写
真
が
現
像

さ

れ

た
と

き
、
マ
ク
ミ
ン
ビ
ル
の
新
聞
の
編
集
者
が
た

ま
た
ま
そ
の
こ
と
を
知
り
、
そ
の
写
真
を
新

聞
に
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
放
送

や
大
雑
誌
が
事
件
を
取
り
上
げ
た
。

ト
レ
ン
ト
の
写
真
は
第
４６
例
と
し
て
コ
ン

ド
ン
委
員
会
で
徹
底
的
に
調
査
さ
れ
、
物
体

か
ら
カ
メ
ラ
ま
で
の
距
離
は
１

・
１
キ
ロ
か

ら
１
・
５
キ
Ｆ
、
つ
ま
り
お
お
ょ
そ
４
分
の

３
マ
イ
ル
と
推
定
さ
れ
た
。
ョ
ン
ド
ン
委
員

会
の
調
査
員
は
、
い
っ
た
ん
口
で
は
こ
の
被

写
体
が
糸
で
つ
る
し
た
模
型
で
あ
る
可
能
性

も
あ
る
こ
と
を
示
唆
は
し
た
も
の
の
、
そ
の

よ
う
な
考
え
に
国
執
す
る
こ
と
も
で
き
な
か

っ
た
と
見
え
て
、
報
告
書
で
は
結
局
次
の
よ

う
な
結
論
を
出
し
て
い
る
。
フ
」
の
写
真
は
、

あ
ら
ゆ
る
要
素
か
ら
考
え
て
、
銀
色
で
金
属

１
９
５
０
年
の
オ
ン
ゴ
ン
州

マ
ク
ミ
ン
ビ
ル

写
真

（
ョ
ン
ド
主
匿
星
秘
例
）
と
、
よ
く

″
国

＞

Ｉ

製
の
円
盤
型
を
し
た
、
直
径
数
ｌｏ
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
る
、
明
ら
か
に
人
工
の
物
体
が
２
人

の
目
撃
者
の
面
前
を
飛
行
し
た
と
い
う
主
張

と

一
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
…
…
数
少
な

い
例
の
１
つ
で
あ
る
」

Ｇ
Ｓ
Ｗ
の
ヨ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
分
析
で
も
、

こ
れ
ら
の
写
真
は
本
当
に
異
常
な
物
体
を
撮

影
し
た
も
の
だ
と
い
う
主
張
が
正
し
い
こ
と

が
分
か
る
。
３９
ペ
ー
ジ
の
２
枚
の
写
真

（Ｂ

・
Ｃ
）
を
見
て
頂
き
た
い
。
輪
郭
増
感
し
て

も
糸
で
つ
る
し
た
形
跡
が
見
当
ら
な
い
こ
と

に
注
意
し
て
頂
き
た
い
。
写
真
Ｄ
の
カ
ー
ソ

ル
側
面
図
で
は
、
屋
根
の
中
心
上
に

″
キ
ャ

ビ
ン
″
ら
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
分

か
る
。
要
す
る
に
こ
の
事
件
は
、
今
ま
で
調

査
さ
れ
た
中
で
も
最
も
信
頼
で
き
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ

撮
影
事
件
の
１
つ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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ト
リ
ン
ダ
デ
島
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
海
岸
か
ら

７
０
０
マ
イ
ル
離
れ
た
ほ
ん
の
小
さ
な
島
に

す
ぎ
な
い
。
住
む
人
も
な
く
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ

と
南
米
を
結
ぶ
電
報
電
話
回
路
の
中
継
基
地

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
に
重
要
な
だ

け
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
で
最
も
驚
く
べ

き
Ｕ
Ｆ
Ｏ
目
撃
事
件
の
１
つ
は
、
こ
こ
で
起

こ
っ
た
の
だ
。
１
９
５
８
年
１
月
１６
日
、
ブ

ラ
ジ
ル
海
軍
の
観
測
艦
ア
ル
ミ
ラ
ン
チ

・
サ

ル
ダ
ナ
号
が
ト
リ
ン
ダ
デ
島
の
沖
で
、
国
際

地
球
観
測
年
に
関
係
し
た
気
象
そ
の
他
の
観

測
を
実
施
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
艦
の
乗
組

員
と
科
学
者
た
ち
は
、
１
機
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
島

の
上
空
を
２
度
通
過
す
る
の
を
目
撃
し
た
の

で
あ
る
。
艦
付
き
の
写

真
家
が
何
枚
か
物
体
の

写
真
を
撮
影
し
た
が
、

そ
の
中
で
最
も
よ
く
と

れ
て

い
る

（そ
し
て
最

も
有
名
な
）
の
が
、
写
真

Ｊ
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル

海
軍
は
事
件
を
徹
底
的

に
調
査
し
て
か
ら
、
こ

の
写
真
を
公
表
し
た
。

政
府
が
こ
の
事
件
を
微

に
入
り
細
に
わ
た
っ
て

調
査
し
た
こ
と
は
、
い

つ
も
の
よ
う
に
こ
の
事

件
も
真
実
で
あ
る
こ
と

を
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研
究
者
に
確

信
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
そ
の
こ
と
は
む

ろ
ん
、
こ
の
物
体
が
果

例
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
証
拠
に
は
な
ら
な

写
真
Ｋ
と
Ｎ
は
、
有
名
な
ト
リ
ン
ダ
デ
写

真
を
輪
郭
増
感
、
色
相
調
整
し
た
も
の
で
あ

る
。
Ｎ
に
見
ら
れ
る

″雪
″
の
よ
う
な
も
の

は
、
物
体
が
カ
メ
ラ
か
ら
相
当
離
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
写
真
Ｋ
の
物
体
の

明
暗
が
、
も
と
の
ネ
ガ
の
像
の
粒
子
の
荒
さ

を
考
え
る
こ
と
に
一
様
で
あ
る
こ
と
に
注
意

し
て
頂
き
た
い
。

地
上
観
測
隊
は
も
と
も
と
、
低
空
を
飛
行

し
て
来
る
ソ
連
の
爆
撃
機
を
捕
捉
す
る
た
め

に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
１
９
５
０
年
か
ら

５
８
年
ま
で
活
動
し
た
。
こ
の
期
間
は
Ｕ
Ｆ

Ｏ
の
資
金
時
代
で
も
あ
っ
た
し
、
地
上
観
測

隊
か
ら
多
数
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
目
撃
報
告
が
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
は
、
別
に
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
レ
ナ
ー
ド

・
ス
ト
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド

著
の

『
Ｕ
Ｆ
Ｏ
監
視
所
３
１
０
ブ

ル
ー

に

て
』
は
、
地
上
観
測
隊
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
体
験
を
最

も
詳
し
く
述
べ
た
本
だ
ろ
う
。
３
番
目
の
写

真
は
、
１
９
５
７
年
７
月
１３
日
の
夜
、
オ
ハ

イ
オ
州
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
郊
外
ペ
ッ
ド
フ

ォ
ー
ド
で
、
地
上
観
測
隊
の
１
人
の
隊
員
が

（多
数
の
目
撃
者
と
共
に
）
撮
影
し
た
も
の

で

あ
る
。
午
後
１０
時
１０
分
、
２
個
の
輝
く
物
体

が
オ
ハ
イ
オ
州
の
夜
空
を
か
す

め
て
飛

ん

だ
。
あ
ま
り
速
度
が
速
か
っ
た
の
で
、
写
真

を
と
る
ど
こ
ろ
か
、
よ
く
よ
く
観
察
し
た
者

さ
え
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
５
分
後
、
物
体

は
ふ
た
た
び
現
れ
た
。
今
度
は
速
度
も
ず
っ

と
遅
か
っ
た
の
で
、
高
倍
率
の
双
限
鏡
で
観

察
も
で
き
た
し
、
写
真
撮
影
に
も
成
功
し
た
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の
で
あ
る
。
双
眼
鏡
を
使
用
し
た
観
察
者
た

ち
に
は
、
物
体
が
本
当
に
円
盤
型
を
し
て
い

る
こ
と
も
、
か
な
り
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ

と
も
よ
く
分
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
物
体
は
、

４
個
に

″
分
裂
″
し
、
違
う
方
向

へ
消
え
去

っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ペ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
写
真
の
１
枚

（写
真
Ｍ
）
を
増
感
し
た
Ｇ
Ｓ
Ｗ
の
技
術
者
た

ち
は
、
カ
ー
ソ
ル
分
析
に
よ
り
、
ベ
ッ
ド
フ

ォ
ー
ド
の
物
体
の
側
面
の
形
が
ト
レ
ン
ト
の

写
真
と
驚
く
ほ
ど
よ
く
似
て

い
る
こ
と

（写

真
０
と
Ｄ
を
比
較
さ
れ
た
い
）、
物
体
の
明
暗
が

き
わ
め
て
均

一
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
発
見
し

た
。４

番
目
の
事
件
は
、
１
９
５
８
年
７
月
７

日
、
メ
イ
ン
州
テ
ィ
ン
バ
ー
レ
ー
ク
で
起
こ

っ
た
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

一
団
が
指
導
者

と
昼
食
を
と
っ
て
い
る
と
、
森
か
ら
聞
こ
え

て
い
た
小
鳥

や
動
物
の
鳴

き
声
が
ピ
タ

リ
と
や
み
、

代
り
に
不
気

味
な
ブ
ー
ン
と
い
う
音
が
聞
こ
え
て
き
た
の

で
あ
る
。
顔
を
上
げ
た
皆
の
日
の
前
を
、
青

銅
色
を
し
た
円
盤
型
の
物
体
が
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研

究
者
に
は
お
な
じ
み
の
″
グ
ラ
グ
ラ
ゆ
れ
る
″

よ
う
な
動
き
か
た
を
し
て
飛
び
去
っ
た
。
フ

ィ
ル
・
ジ

ョ
ン
ソ
ン
と
い
う
１
隊
員
が
２
枚

の
写
真

（写
真
Ｅ
・
Ｆ
）
を
撮

影

し
、
そ
れ

を
Ｃ
Ｓ
Ｗ
で
輪
郭
増
感
し
た
の
が
写
真

〓

（４‐
ぺ
‐
ジ
）
で
あ
る
。
写
真
Ｇ
の
カ

ー

ソ

ル
側
面
図
を
ト
レ
ン
ト
や
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド

の
写
真

（写
真
Ｄ
・
０
）
と
比
較
す
る
と
、
あ

ま
り
の
類
似
に
驚
か
れ
る
だ
ろ
う
。　
″
屋
根

の
上
に
キ
ャ
ビ
ン
の
あ
る
円
盤
”
の
形
は
、

た
が
、
そ
の
こ
と
は
む

ろ
ん
、
こ
の
物
体
が
果

ど
う
も
ヨ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
分
析
し
た
Ｕ
Ｆ

Ｏ
写
真
の
中
の
多
く
の
も
の
の
共
通
点
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ヨ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
写
真
増
感
法
も

Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
謎
を

一
挙
に
解
決
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研
究
者
が
、
明
ら

か
に
イ
ン
チ
キ
や
、
解
釈
の
誤
っ
た
写
真
を

排
除
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
真
実
の
Ｕ
Ｆ

Ｏ
写
真
や
い
っ
そ
う
の
研
究
を
要
す
る
事
件

の
み
に
精
力
を
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
１
９
５
０
年
代
の
は
じ
め
か

ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
Ｕ
Ｆ
Ｏ
事
件
の

〃
パ
タ

ー
ン
″
を
発
見
し
よ
う
と
い
う
長
い
、
骨
の

と
遅
か
っ
た
の
で
、
高
倍
率
の
双
限
鏡
で
観

察
も
で
き
た
し
、
写
真
撮
影
に
も
成
功
し
た

折
れ
る
研
究
を
、
い
っ
そ
う
容
易
に
す
る
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
筆
者
ら
は
、
も
う
１

人
の
協
力
者
と
共
に
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
増
感
法
の
助

け
を
借
り
て
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
を
研
究
中
だ
。

そ
の
結
果
は
１
冊
の
書
物
に
も
な
る
ほ
ど
で

あ
る
。

増
野

一
郎
択

▲M(上 )  ▲ N(下 )
▼ 0
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大
洪
水

こ
こ
で
話
を
だ
い
が
飛
ば
し
て
、

『
創
世

記
』
の
第
Ｗ
章
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
日
が
た
っ
て
、
カ
イ
ン
は
地
の
産
物
を
持

っ
て
き
て
、
ヤ
ー
ヴ
ェ
に
供
え
物
と
し
た
。

ア
ベ
ル
も
ま
た
、
そ
の
群
れ
の
初
子
と
肥
え

た
も
の
と
を
持
っ
て
き
た
』

（創
世
記
Ⅳ

・

３
）追
放
さ
れ
た
創
造
者
た
ち
は
、
軍
隊
の
監

視
の
下
に
地
球
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
彼

ら
は
、
自
分
た
ち
の
創
造
し
た
生
物
が
善
良

で
、
父
に
決
し
て
反
抗
し
な
い
優
秀
な
も
の

い
人
間
の
娘
た
ち
を
彼
ら
の
妻
に
し
た
の
で

と
っ
で
の
善
と
は
、
人
間
が
原
始
■
榛
環
古

墜
落
の
危
険
が
な
い
よ
う
に
す
る

だ
と
示
す
た
め
に
、
人
間
た
ち
に
彼
ら
の
食

物
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
間
の
指
導
者
た
ち
は

″命
の
木
″
の
恩
恵
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

彼
ら
が
非
常
に
長
生
き
し
た
の
は
、
こ
の
た

め
で
す
。
ア
ダ
ム
が
９
３
０
歳
、
セ
ツ
が
９

１
２
歳
、
エ
ノ
ス
が
９
０
５
歳
・…
‥
と
い
う

よ
う
に
。

『人
が
地
の
お
も
て
に
ふ
え
始
め
て
、
娘
た

ち
が
彼
ら
に
生
ま
れ
た
時
、
エ
ロ
イ
ム
の
子

た
ち
は
人
の
娘
た
ち
の
美
し
い
の
を
見
て
、

自
分
の
好
む
者
を
妻
に
め
と
っ
た
』

（創
世

記
Ⅵ

・
１
）

追

放

さ

れ

た

創

造

者

た

ち

Ⅷ

．
２．
）

最

も

美

し
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す
。
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
！

『
わ
た
し
の
霊
は
な
が
く
人
の
中
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
彼
は
肉
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
し
か

し
、
彼
の
年
は
１
２
０
年
で
あ
ろ
う
』

（創

世
記
Ⅵ

・
２
）

長
寿
は
遺
伝
し
な
い
の
で
、
人
間
の
子
供

た
ち
は
自
動
的
に

″
命
の
木
″
の
恩
恵
に
浴

す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
な
た

の
惑
星
の
政
府
当
局
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大

い
に
慰
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
て
秘

密
は
失
わ
れ
、
人
間
の
進
歩
は
緩
慢
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

『
エ
ロ
イ
ム
の
子
た
ち
が
人
の
娘
た
ち
の
と

こ
ろ
に
は
い
っ
て
、
娘
た
ち
に
産
ま
せ
た
の

が
、
音
の
勇
士
で
あ
り
、
有
名
な
人
々
で
あ

っ
た
』

（創
世
記
Ｍ

・
４
）

こ
れ
は
創
造
者
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
姿

に
似
せ
て
創
ら
れ
た
人
間
の
娘
た
ち
と
関
係

し
て
、
異
常
な
子
供
た
ち
を
産
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
た
、
と
い
う
証
拠
で
す
。
か
な
た
の

惑
星
に
い
る
者
の
眼
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
は

危
険
き
わ
ま
り
な
い
こ
と
で
し
た
。
地
球
の

科
学
が
も
の
す
ご
く
進
歩
し
た
の
で
、
か
な

た
の
惑
星
の
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
創
造
物
を

抹
殺
し
よ
う
と
決
定
し
ま
し
た
。

『
ャ
ー
ヴ
ェ
は
人
の
悪
が
地
に
は
び
こ
り
、

す
べ
て
そ
の
心
に
思
い
は
か
る
こ
と
が
、
い

つ
も
悪
い
事
ば
か
り
で
あ
る
の
を
見

ら

れ

た
』

（創
世
記
Ⅵ

・
５
）

こ
こ
で
言
ヶ
悪
と
は
、
創
造
者
と
同
等
の

人
間
、
科
学
的
で
自
立
し
た
人
間
に
な
ろ
う

と
い
う
欲
望
の
こ
と
で
す
。
創
造
者
た
ち
に

の
ま
ま
で
地
球
に
は
び
こ
る
こ
と
で
し
た
。

悪
と
は
、
い
つ
の
日
か
創
造
者
た
ち
に
追
い

つ
け
る
よ
う
に
と
、
人
間
た
ち
が
進
歩
を
望

む
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
か
な
た
の
惑
星
の
創
造
者
た

ち
は
、
核
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
て
、
地
球
上

の
全
生
命
を
抹
殺
し
よ
う
と
決

心

し

ま
し

た
。
し
か
し
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の
こ
と
を
知

っ
た
追
放
者
た
ち
は
、
ノ
ア
に
命
じ
て
，
ケ

ッ
ト
を
建
造
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
救
う

べ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
種
を

一
番
い
ず
つ
収
容
し

て
、
大
災
害
の
続
い
て
い
る
間
、
地
球
の
周

囲
を
回
ら
せ
た
の
で
す
。
と
い
っ
て
も
、
こ

れ
は
比
喩
と
し
て
の
表
現

で
す
。
実

際

に

は
、
あ
な
た
が
た
の
科
学
知
識
で
も
そ
の
う

ち
わ
か
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
の
雄
と

雌
の
生
き
た
細
胞
が
１
つ
ず
つ
あ
れ
ば
、
全

体
を
再
生
で
き
る
の
で
す
。
母
親
の
腹
の
中

の
生
き
た
原
始
細
胞
の
よ
う
に
小
さ
な
も
の

で
も
、
い
つ
の
日
か
人
間
を
形
作

る
情

報

を
、
眼
や
髪
の
毛
に
い
た
る
ま
で
備
え
て
い

る
の
で
す
か
ら
。
こ
れ
は
実
に
大
が
か
り
な

仕
事
で
し
た
が
、
期
限
内
に
達
成
さ
れ
ま
し

た
。
爆
発
が
起
き
た
と
き
、
生
命
は
地
球
か

ら
何
千
ｋｍ
も
雄
れ
た
上
空
で
保
護
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。
大
陸
は
大
津
波
に
襲
わ
れ
て
水

中
に
没
し
、
地
表
の
生
物
は
す
べ
て
死
に
絶

え
ま
し
た
。
『箱
舟
は
地
か
ら
高
く
上

が

っ

た
』
（創
世
記
Ⅶ

・
１７
）

そ
れ
が
高
く
上
が
っ
た
の
は
地
か
ら
で
、

水
か
ら
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
、
う
ま
い
表
現

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
次
に

視
の
下
に
地
球
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
彼

ら
は
、
自
分
た
ち
の
創
造
し
た
生
物
が
善
良

で
、
父
に
決
し
て
反
抗
し
な
い
優
秀
な
も
の

な

い
エ
チ

り
ま
し
た
。

『水
は
１
５
０
日
の
あ
い
だ
地
上
に
み
な
ぎ

っ
た
』

（創
世
記
Ⅶ

・
２４
）

３
段
式
の
Ｐ
ケ
ッ
ト
は

（
『
１
階
と
２
階

と
３
階
の
あ
る
箱
舟
を
造
り
な
さ
い
』
）
地

上
に
着
陸
し
ま
し
た
。
そ
の
内
部
に
は
、
ノ

ア
の
ほ
か
に
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
人
種
が

１
組
ず
つ
乗
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

『
エ
ロ
イ
ム
は
ノ
ア
…
…
を
心
に
と
め
ら
れ

た
。

エ
ロ
イ
ム
が
風
を
地
の
上
に
吹
か
せ
ら

れ
た
の
で
、
水
は
退
い
た
』

（創
世
記
Ⅷ

・

１
）創
造
者
た
ち
は
、
放
射
能
の
検
査
を
行
っ

て
か
ら
、
そ
れ
を
科
学
的
に
取
り
去
り
ま
し

た
ｏ
そ
し
て
、
大
気
が
生
存
に
耐
え
ら
れ
る

も
の
に
な
っ
た
か
ど
う
か
知
る
た
め
、
ノ
ァ

に
命
じ
て
動
物
た
ち
を
外
に
出

さ

せ
ま

し

た
。
こ
う
し
て
動
物
た
ち
は
、
外
に
出
ら
れ

た
の
で
す
。
創
造
者
た
ち
は
、
彼
ら
に
働
い

て
繁
殖
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
を
創
造

し
、
破
滅
か
ら
救
っ
た
愚
人
に
感
謝
を
示
す

よ
う
命
じ
ま
し
た
。

『
ノ
ア
は
ヤ
ー
ヴ
ェ
に
祭
壇
を
築
い
て
、
す

べ
て
の
清
い
獣
と
、
す
べ
て
の
清
い
鳥
と
の

う
ち
か
ら
取
っ
て
、一
磨
祭
を
祭
壇
の
上
に
さ

さ
げ
た
』

（創
世
記
Ⅷ

・
２０
）

創
造
者
た
ち
は
、
人
が
未
来
を
危
う
く
す
る

よ
う
な
こ
と
を
決
し
て
し
な
い
と
約
束
し
た

の
を
見
て
満
足
し
ま
し
た
。
と
い
ケ
の
は
彼

ら
は
人
が
進
歩
を
望
む
の
は
当
然
だ
と
理
解

し
て
い
た
か
ら
で
す
。

『人
が
心
に
図
る
こ
と
は
悪
い
』

（創
世
記

自
分
の
好
む
者
を
妻
に
め
と
っ
た
』

（創
世

記
Ｍ

・
１
》

追
放
さ
れ
た
創
造
者
た
ち
は
、
最
も
美

…し

人

の
一〓
的
と
す
る
の

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
種
は
創
造
の
折
の
適
切

な
場
所
に
再
び
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動

物
は
箱
舟
に
保
存
さ
れ
て
い
た
細
胞
か
ら
再

び
創
造
さ
れ
ま
し
た
。

『洪
水
の
後
、
こ
れ
ら
か
ら
地
上
の
諸
国
民

が
分
か
れ
た
の
で
あ
る
』
（創
世
記
Ｘ

，
３２
）

バ
ベ
ル
の
塔

し
か
し
、
知
性
の
最
も
優
れ
た
民
で
あ
る

イ
ス
ラ
エ
ル
の
国
の
人
々
は
、
め
ざ
ま
し
い

進
歩
を
遂
げ
た
の
で
、
追
放
さ
れ
た
創
造
者

た
ち
の
助
け
を
借
り
て
宇
宮
征
服
に
乗
り
出

し
ま
し
た
。
追
放
さ
れ
た
創
造
者
た
ち
は
、

人
間
を
創
造
者
の
惑
星
に
お
も
む
か
せ
て
、

人
間
が
知
性
的
で
科
学
的
な
う
え
、
思
慮
に

富
み
、
平
和
を
愛
好
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
、
創
造
者
た
ち
に
示
し
た
い
と
考
え

た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
巨
大
な
Ｐ
ケ

ッ
ト
を
建
造
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

〃バ
ベ
ル

の
塔
″
で
す
。

『彼
ら
が
し
よ
う
と
す
る
事
は
、
も
は
や
何

事
も
と
ど
め
得
な
い
で
あ
ろ
う
』
（
創

世

記

Ｘ

●
６
）

そ
の
惑
星
の
人
々
は
、
こ
れ
を
知
っ
て
恐

れ
を
懐
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
ず
っ
と
地
球
を

監
視
し
て
い
た
の
で
、
地
球
の
生
物
が
滅
亡

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の

で
す
。

『さ
あ
、
わ
れ
わ
れ
は
下
っ
て
い
っ
て
、
そ

こ
で
彼
ら
の
言
葉
を
乱
し
、
互
に
言
葉
が
通
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引
じ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
こ
う
し
て
ヤ
ー
プ

ェ
は
、
彼
ら
を
そ
こ
か
ら
全
地
の
お
も
て
に

散
ら
さ
れ
た
』

（創
世
記
Ｘ

・
７
）

彼
ら
は
や
つ
て
来
て
、
最
も
優
れ
た
科
学

的
知
識
を
持
っ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
を
つ
か
ま

え
、
彼
ら
を
あ
ら
ゆ
る
大
陸
へ
と
散
ら
し
ま

し
た
。
そ
う
し
た
国
々
に
住
ん
で
い
る
の
は

も
っ
と
未
開
の
人
々
で
、
言
葉
も
違
っ
て
い

た
の
で
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
言
う
こ
と
を
理
解
で

き
ず
、
科
学
装
置
を
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。ア

ブ
ラ
ハ
ム
の
犠
牲

追
放
さ
れ
た
創
造
者
た
ち
は
、
彼
ら
の
生

ま
れ
た
惑
星
に
帰
る
の
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

惑
星
に
戻
っ
た
彼
ら
は
、
ど
う
し
て
自
分
た

ち
が
創
造
を
行
っ
た
の
か
を
弁
護

し

ま

し

た
。
こ
の
た
め
、
か
な
た
の
惑
星
で
は
、
創

造
物
の
住
む
地
球
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
分
散
さ
せ
ら
れ
た
人

間
た
ち
の
中
に
は
、
復
讐
の
念
に
燃
え
て
い

る
者
が
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
再
び
集
結
し
、

失
わ
れ
て
い
た
科
学
の
秘
密
を
取
り
戻
す
の

に
成
功
し
た
の
で
す
。
人
間
を
滅
ぼ
そ
う
と

し
た
者
た
ち
を
こ
ら
し
め
る
旅

に
出

よ
う

と
、
彼
ら
は
ツ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
の
町
で
準
備

を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
創
造
者
た
ち
は
、
何

が
行
わ
れ
て
い
る
か
調
べ
る
た
め
に
２
人
の

ス
パ
イ
を
派
遣
し
ま
し
た
。

『
そ
の
ふ
た
り
の
み
使
は
夕
暮
に
ソ
ド
ム
に

着
い
た
』
（創
世
記
Ш
・
ユ
）

人
間
た
ち
は
ス
パ
イ
を
殺
そ
う
と
し
ま
し

た
が
、
２
人
の
持
っ
て
い
た
携
帯
用
核
兵
器

の
た
め
に

一
時
的
に
盲
目
に
さ
せ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

『彼
ら
は
人
々
を
、
老
若
の
別
な
く
打
っ
て

目
を
く
ら
ま
し
た
』

（創
世
記
Ш

・
１１
）

彼
ら
は
平
和
を
望
む
人
た
ち
に
、
町
を
原

爆
で
破
壊
す
る
か
ら
立
ち
去
る
よ
う
に
と
、

あ
ら
か
じ
め
伝
え
ま
し
た
。

『
立
っ
て
こ
の
所
か
ら
出
な
さ
い
。
ヤ
ー
ブ

ェ
が
こ
の
町
を
滅
ぼ
さ
れ
ま
す
』

（創
世
記

＞
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
バ
ベ
ル
の
塔
の
イ
メ
ー
ジ

題
・
・４
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

す
べ
て
の
人
間
は
、
原
爆
の
こ
と
と
は
疑

っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
別
に
急
ぎ
も
せ

ず
に
町
を
離
れ
ま
し
た
。

『自
分
の
命
を
救
い
な
さ
い
。
う
し
ろ
を
ふ

り
か
え
っ
て
見
て
は
な
ら
な
い
。
ど
こ
に
も

立
ち
止
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
』
（創
世
記
Ш

・
・７
）
そ
し
て
、
ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
の
町
に
原
爆

が
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

『
ヤ
ー
ヴ
ェ
は
硫
黄
と
火
と
を
ヤ
ー
ブ
こ
の

所
す
な
わ
ち
天
か
ら
降
ら
せ
て
、
こ
れ
ら
の

町
と
！
…
地
の
生
物
を
こ
と
ご
と
く
滅
ぼ
さ

れ
た
。
…
…
】
卜
の
妻
は
う
し
ろ
を
顧
み
た

の
で
塩
の
柱
に
な
っ
た
』
（創
世
記
Ш
・２４
）

に瑚焼酌晦軌統嚇雛磁ちわ』だぜるょ灼

を
死
に
至
ら
し
め
、
塩
の
柱
の
よ
う
に
し
て

し
ま
い
ま
す
。

ソ
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ

そ
の
後
、
創
造
者
た
ち
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の

民
、
な
か
で
も
首
長
が
、
創
造
者
た
ち
に
対

し
て
変
わ
る
こ
と
な
く
好
感
を
抱
い
て
い
る

か
ど
う
か
知
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

「
知
性

を
持
っ
た
人
」
が
ほ
と
ん
ど
死
に
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
民
は
再
び
半
未
開
の
状
態
に
な
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
ア
プ
ラ
ハ
ム
が
自
分
の
息

子
を
犠
牲
に
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
逸
話
は

こ
の
経
緯
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。
創
造

者
た
ち
は
、
人
間
の
感
情
が
彼
ら
の
目
か
ら

見
て
充
分
に
強
回
な
も
の
か
ど
う
か
試
そ
う

と
し
た
の
で
す
。
こ
の
実
験
は
成
功
裡
に
終

わ
り
ま
し
た
。

『
わ
ら
べ
に
手
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
何
も
彼
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
あ
な
た
が

エ
ロ
イ
ム
を
恐
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
を
わ
た

し
は
今
知
っ
た
』

（創
世
記
剛

・
１２
）

さ
て
、
こ
れ
ま
で
私
が
話
し
た
こ
と
を
よ

く
理
解
し
て
、
書
き
留
め
て
お
き
な
さ
い
。

ま
た
明
日
、
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
」
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『
そ
の
ふ
た
り
の
み
使
は
夕
暮
に
ン
ド
ム
に

着
い
た
』

（創
世
記
ｍ

・
１
）

人
間
た
ち
は
ス
パ
イ
を
殺
そ
う
と
し
ま
し

じ
て
十
字
“官

船
は
静
か
に
上
昇
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
空

が
澄
み
渡

っ
て
い
た
の
で
、
私
は
そ
れ
が
飛

び
去

っ
て
い
く
様
子
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く

見
て
と
れ
た
。

宇
宙
船
は
約
４
０
０
ｍ
の
高

さ

で
停

止

モ
ー
ゼ

翌
日
、
私
は
小
人
に
再
会
し
た
。
彼
は
話

を
続
け
て
い
っ
た
ｏ

「
創
世
記
の
出
雷
日
章
に
も
、
私
た
ち

の
存

在
に
関
す
る
記
述
が
見
つ
か
り
ま
す
ｏ

て
『Ч
争
巾
醐
向
荘
い
詢
”
」
キ
玲
一
ポ

のっ
て
齢

た
ち
が
そ
れ
を
上
り
下
り
し
て
い
た
』

（創

世
記
増
冒

・
１２
）

し
か
し
、
優
れ
た
知
性
が
滅
び
、
ン
ド
ム

と
ゴ
モ
ラ
の
よ
う
な
進
歩
の
中
心
地
も
破
壊

さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
人
間
は
ま
つ
た
く

原
始
的
な
状
態
に
お
ち
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
自
分
た
ち
を
創
造
し
た
者
の
こ
と
を

忘
れ
、
小
石
や
偶
像
を
バ
カ
の
よ
う
に
崇
拝

し
て
い
ま
し
た
ｏ

『あ
な
た
が
た
の
う
ち
に
あ
る
異
な
る
神
々

を要
奔
罪
」劇
調
走
覆

し
ま
す
。

『
ャ
ー
ブ
ェ
の
使
は
、
シ
パ
の
中
の
炎
の
う

ち
に
彼
に
現
れ
た
「
…
…
シ
バ
は
火
に
燃
え

あ
ら
か
じ
め
伝
え
ま
し
た
ｏ

『立
っ
て
こ
の
所
か
ら
出
な
さ
い
。
ヤ
ー
プ

ェ
が
こ
の
町
を
滅
ぼ
さ
れ
ま
す
』

（創
世
記

し
て
、
音
を
た
て
な
こ
と
な
く
、
熱
せ
ら
れ

た
よ
う
な
赤
色
に
、
そ
れ
か
ら
金
属
が
熱
せ

ら
れ
た
よ
う
な
白
色
に
、
最
後
に
と
う
て
い

見
つ
め
て
い
ら
れ
な
い
膨
大
な
火
花
の
よ
う

な
青
紫
色
に
と
変
化
し
、
ま

っ
た
く
見
え
な

く
な
っ
て
し
ま
つ
た
ｏ

て
い
る
の
に
、
そ
の
シ
パ
は
な
く
な
ら
な
か

っ
た
』

（出
エ
ジ
プ
ト
記
匝

・
２
）

彼
の
前
に
着
陸
し
た
，
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

モ
ー
ゼ
が
行
っ
た
描
写
は
、
現

在

で
言

え

ば
、
私
た
ち
が
プ
ラ
ジ
ル
の
原
住
民
の
目
の

前
に
Ｆ
ケ
ッ
ト
を
着
陸
さ
せ
た
と
き
、
ロ
ケ

ッ
ト
が
白
い
光
を
木
立
に
向
け
て
発
し
て
い

る
の
に
木
が
燃
え
て
い
な
い
の
を
目
に
し
た

原
住
民
の
描
写
に
た
と
え
ら
れ

る

で
し

ょ

う
。
選
民
は
知
性
の
最
も
優
れ
た
人
々
で
し

た
が
、
そ
の
輝
か
し
い
精
神
を
奪
わ
れ
、
近

隣
の
野
蛮
な
人
々
の
奴
隷
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
野
蛮
な
人
々
は
、
大
災
害
の

被
害
を
ま
ぬ
が
れ
た
た
め
、
非
常
に
多
数
に

な
っ
て
い
た
の
で
す
。
と
い
う
わ
け
で
、
選

民
に
自
分
た
ち
の
国
を
与
え
て
、
尊
厳
を
取

り
戻
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
ｏ

『出

エ
ジ
プ
ト
記
』
で
は
、
ま
ず
最
初
に
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
自
由
に
す
る
た
め
に
私

た
ち
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
出
発
し
た
と

き
、
私
た
ち
は
彼
ら
を
目
的
の
国
ま
で
導
き

ま
し
た
。

『
ャ
ー
ヴ
ェ
は
彼
ら
の
前
に
行
か
れ
、
昼
は

‥

、

１

　

　

、

，

７

１

７

ヽ

」

／
た
炉

ｔ

言

測

・
Ｖ
）
そ
し
て
、
ン
ド
ム
と
ゴ
モ
ラ
の
町
に
原
爆

が
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

雲
の
柱
を
も
っ
て
彼
ら
を
導
き
、
夜
は
火
の

柱
を
も
っ
て
彼
ら
を
照
ら
し
、
昼
も
夜
も
彼

ら
を
進
み
行
か
せ
ら
れ
た
』

（
出

エ
ジ
プ
ト

記
測
，
２．
）

私
た
ち
は
、
昼
は
進
む
方
向
に
煙
を
立
ち

昇
ら
せ
、
夜
は
投
光
機
で
道
を
照
ら
し
た
の

で
す
。

こ
の
行
進
を
止
め
る
た
め
、

エ
ジ
プ
ト
人

は
軍
勢
を
さ
し
向
け
ま
し
た
ｏ

『雲
の
柱
は
彼
ら
の
前
か
ら
移
っ
て
彼
ら
の

う
し
ろ
に
立
ち
、
…
…
雲
は

一
方

に
は
闇

を
、
他
方
に
は
夜
を
照
ら
す
光
を
も
た
ら
し

た
』

（出

エ
ジ
プ
ト
記
即

。
１９
）

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
後
方
に
立
ち
昇
っ
た

煙
は
、
軍
隊
を
は
ば
む
煙
幕
の
働
き
を
し
た

の
で
す
。

続
い
て
、
斥
力
光
線
で
水
を
分
け
、
通
行

の
障
害
物
を
取
り
除
き
ま
し
た
ｏ

『彼
は
海
を
陸
地
と
さ
れ
、
水

は
分

か
れ

た
』

（出

エ
ジ
ブ
ト
記
即

・
２‐
》

『
こ
の
日
、
ヤ
ー
ブ
エ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
救

わ
れ
た
』
（出
エ
ジ
プ
ト
記
皿
・
３０
）

次
に
、
荒
野
を
横
切
る
と
き
、
選
民
た
ち

は
飢
え
を
感
じ
ま
し
た
ｏ

『荒
野
の
面
に
は
、
薄
い
う
ろ
こ
の
よ
う
な

も
の
が
あ

っ
た
』
（
出

エ
ジ
プ
ト
記
Ⅲ

・
１４
）

マ
ナ
は
化
学
的
に
合
成
し
た
食
物
で
、
地

上
に
粉
末
状
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
朝
の
バ

ラ
色
の
光
で
ふ
く
ら
ん
だ
の
で
す
。

モ
ー
ゼ
の
つ
え
は

『水
を
湧

き
出

さ

せ

た
』
（
出

エ
ジ
プ
ト
記
剛

・
６
）
の
で
す
が
、

こ
れ
は
あ
な
た
が
た
が
石
油
を
発
見
す
る
た

め
に
使
用
し
て
い
る
の
に
類
似
し
た
、
地
下

だ
「
　
ｔ
才
増
ス
為
力
静
し
た
こ
と
を
よ

く
理
解
し
て
、
書
き
留
め
て
お
き
な
さ
い
。

ま
た
明
日
、
お
話
し
し
ま
し
よ
う
」
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水
探
知
器
の
こ
と
で
す
。
水
の
場
所
が
わ
か

れ
ば
、
あ
と
は
掘
れ
ば
い
い
の
で
す
。

さ
て
、

『出

エ
ジ
プ
ト
記
』
の
猛
章
で
は

い
く
つ
か
の
規
約
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
原
始
的
な
水
準
に
あ

っ

た
の
で
、
道
徳
面
と
特
に
衛
生
面
で
の
規
律

を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
す
。
創
造
者
た
ち

は
、
こ
の
規
律
を
モ
ー
ゼ
に
伝
え
る
た
め
、

ラ
ナ
イ
山
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
空
飛
ぶ
円

盤
で
山

へ
降
り
立
っ
た
の
で
す
。

『
か
み
な
り
と
、
い
な
ず
ま
と
厚
い
雲
と
が

山
の
上
に
あ
り
、
ラ
ッ
パ
の
音
が
、
は
な
は

だ
高
く
響
い
た
』

『
ン
ナ
イ
山
は
全
山
煙
っ
た
。
ヤ
ー
プ
ェ
が

火
の
な
か
に
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
下
ら
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
の
煙
は
、
か
ま
ど
の
煙
の

よ
う
に
立
ち
上
り
、
全
山
は
げ

し
く

震

え

た
。
ラ
ッ
パ
の
音
が
、
い
よ
い
よ
高
く
な
っ

た
』

（出

エ
ジ
プ
ト
記
巫

・
１６
）

し
か
し
創
造
者
た
ち
は
、
人
間
が
多
数
押

し
寄
せ
て
、
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
る
こ
と
を

危
瞑
し
ま
し
た
。
危
害
を
避
け
る
た
め
に
は

創
造
者
た
ち
が
尊
敬
さ
れ
、
あ
が
め
ら
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

『民
は
シ
ナ
イ
山
に
登
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
。
…
…
ヤ
ー
プ
ェ
が
彼
ら
を
打
つ

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
祭
司
た
ち
と
民
と
が

押
し
破
っ
て
ヤ
ー
ブ
ェ
の
と
こ
ろ
に
登
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
』

（出
エ
ジ
プ

ト
記
Ш
・
２３
）

『
た
だ
モ
ー
ゼ
ひ
と
り
が
ヤ
ー
ブ
ェ
に
近
づ

き
、
他
の
者
は
近
づ
い
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
民
も
彼
と
共
に
登
っ
て
は
な
ら
な
い
』

（出
エジ
プ
ト
記
翻
・２）

『
彼
ら
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
を
見
る
と
、
そ

の
足
の
下
に
は
サ
フ
ァ
イ
ア
の
敷
石
の
ご
と

き
物
が
あ
り
、
澄
み
渡
る
お
お
ぞ
ら
の
よ
う

で
あ
っ
た
』
（出
エ
ジ
ブ
ト
記
即
・
１０
）

こ
れ
は
、
創
造
者
た
ち
の
１
人
が
立
っ
て

い
る
台
座
の
描
写
で
す
。
こ
の
台
座
は
、
私

た
ち
が
現
在
い
る
宇
宙
船
の
床
と
ま
っ
た
く

同
じ
青
味
が
か
っ
た
合
金
な
の
で
す
。

『
ヤ
ー
ブ
ェ
の
栄
光
は
山
の
頂
で
、
燃
え
る

火
の
よ
う
で
あ
つ
た
』

（出
エ
ジ
プ
ト
記
即

・
・７
》
創
造
者
た
ち
の

〃
栄
光
″
と
は
、
実
際
に

は
空
飛
ぶ
円
盤
が
離
陸
す
る
と
き
に
、
火
の

よ
う
な
色
彩
に
な
る
こ
と
を
指

し
て

い
ま

す
。こ

の
創
造
者
た
ち
の
チ
ー
ム
は
し
ば
ら
く

の
間
地
球
に
住
む
こ
と
に
し
た
の
で
、
新
鮮

な
食
物
を
熱
心
に
求
め
ま
し
た
。
こ
の
た
め

彼
ら
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
に
定
期
的
に
捧
げ

物
を
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
財
宝

は
自
分
た
ち
の
惑
星
に
持
ち
帰

っ
た

の
で

す
。　
一
種
の
植
民
地
化
と
も
言
え
る
で
し
ま

『す
べ
て
の
人
々
か
ら
、
わ
た
し
に
さ
さ
げ

る
物
を
受
け
取
り
な
さ
い
。
…
…
す
な
わ
ち

金
、
銀
、
銅
、
宝
石
な
ど
を
…
≡
』

（出
エ

ジ
プ
ト
記
脚
）

ま
た
彼
ら
は
、
で
き
る
だ
け
居
心
地
よ
く

住
み
つ
こ
う
と
思
っ
て
、
自
分
た
ち
の
設
計

ど
お
り
の
住
居
を
人
間
に
造
ら
せ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は

『出

エ
ジ
プ
ト
記
』
の
第
剛
章

に
載

っ
て
い
ま
す
。
創
造
者
た
ち
は
、
こ
の

住
居
で
人
間
の
代
表
者
に
会
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
会
見
の
幕
屋
で
す
。
そ
こ
に
人
々
は
服

従
の
し
る
し
と
し
て
食
物
や
貢
物
を
持
参
し

た
の
で
す
。

『彼
は
会
見
の
幕
屋
に
は
い
っ
た
』

く
『
モ
ー
ゼ
が
幕
屋
に
は
い
る
と
、
雲
の
柱
が

下
っ
て
幕
屋
の
入
日
に
立
っ
た
。
そ
し
て
彼

は
モ
ー
ゼ
と
語
ら
れ
た
』

（出
エ
ジ
プ
ト
記

【
菫
買
【
●
８
》

『人
が
そ
の
友
と
語
る
よ
う
に
、
ヤ
ー
プ
ェ

は
モ
ー
ゼ
と
顔
を
合
わ
せ
て
語

ら
れ

た
』

（出
エ
ジ
プ
ト
記
曽
日
Ｈ
・
１１
）

い
ま
も
、
私
と
あ
な
た
は
、
人
間
同
士
の

よ
う
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
し
か
し
、
あ
な
た
は
わ
た
し
の
顔
を
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
た
し
を
見
て
、
な
お

生
き
て
い
る
人
は
い
な
い
か
ら

で
あ

る
』

（出

エ
ジ
プ
ト
記
題
日
日
・
２０
）

こ
れ
は
、
私
た
ち
の
惑
星
に
あ
る
大
気
が

異
な
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
ほ
の
め
か

し
て
い
る
の
で
す
。
創
造
者
た
ち
に
と
っ
て

地
球
の
大
気
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
た
め
、
人

間
の
見
る
こ
と
の
で
き
る
創
造
者
は
す
べ
て

宇
宮
服
で
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
人
間

が
私
た
ち
の
惑
星
に
来
た
ら
、
宇
宙
服
を
着

て
い
な
い
創
造
者
た
ち
を
目
に
で
き
る
で
し

ょ
う
が
、
そ
の
大
気
の
せ
い
で
人
間
の
ほ
う

が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

『
レ
ビ
記
』
の
最
初
に
、
創
造
者
た
ち
の
食

物
を
補
給
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
し
て
食

物
を
捧
げ
ね
ば
な
ら
な
い
か
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
Ⅲ
章
１７
節
を
見
る
と
、

『
だ
れ
で
も
身
に
き
ず
の
あ
る
者
は
近
よ
っ

て
、
神
の
食
物
を
さ
さ
げ
て
は
な
ら
な
い
』

こ
れ
は
明
ら
か
に
、
病
気
や
不
呉
の
人
間

陀力ヽ避功賄てわと鯨”荘雌中菊卿地嶋貌れわ

間
は
、
彼
ら
の
前
に
姿
を
見
せ
な
い
よ
ヶ
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

『
民
数
記
』
の
第
Ｘ
章
７
節
に
は
、
マ
ナ
に

っ
い
て
、
あ
な
た
が
た
の
化
学
者
が
合
成
で

き
る
く
ら
い
詳
し
い
描
写
が
あ
り
ま
す
ｏ

『
マ
ナ
は
、
こ
え
ん
ど
ろ
の
実
の
よ
う
で
、

色
は
ブ
ド
ラ
ク
の
色
の
よ
う
で
あ
，
た
。
…

…
そ
の
味
は
油
菓
子
の
味
の
よ
う

で
あ

つ

た
』し
か
し
マ
ナ
は
合
成
食
品
で
し
か
な
か
っ

た
の
で
、
創
造
者
た
ち
は
新
鮮
な
果
物
や
野

菜
の
ほ
う
を
好
み
ま
し
た
。

『彼
ら
の
国
で
と
れ
る
す
べ
て
の
初
物
を
、

彼
ら
は
ヤ
ー
ブ
ェ
に
さ
さ
げ
た
』

も
っ
と
後
に
な
っ
て
、
創
造
者
た
ち
は
ヘ

ビ
の
唆
み
傷
に
対
す
る
血
清
注
射
を
人
間
に

教
え
ま
し
た
。

『火
の
ヘ
ビ
を
造

っ
て
、
そ
れ
を
さ
お
の
上

に
掛
け
な
さ
い
。
す
べ
て
の
咬
ま
れ
た
者
が

仰
い
で
、
そ
れ
を
見
る
な
ら
ば
生
き
る
で
あ

ろ
う
』

ヘ
ビ
に
唆
ま
れ
た
者
が
、　
〃青
銅
の
ヘ
ビ
″

を

″
見
て
″
い
る
間
に
、
注
射
器
を
持
っ
て

近
づ
き
、
血
清
を
注
射
し
た
の
で
す
。

約
束
の
地
へ
向
け
て
の

″
選
民
″
の
旅
路

も
、
や
っ
と
終
わ
り
に
近
づ
き
ま
し
た
。
彼

ら
は
創
造
者
の
助
言
を
得
て
、
野
蛮
な
民
の

偶
像
を
破
壊
し
、
そ
の
領
上
を
占
領
し
ま
し

た
。
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解
″
破
舞
し
ヽ
そ
の
頓
士
を
≡
観
↓
≡
↓

た
。

Ｐ
で
は
な
ら
な
い
い

に
載―
つ
て
い
■
す
「
創
造
者
た
ち
は
ず
こ
つ
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『金
属
を
溶
か
し
た
像
を
す
べ
て
破
壊
し
、

す
べ
て
の
国
を
所
有
し
な
さ
い
』

選
民
は
、
つ
い
に
約
束
の
国
を
所
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

『彼
は
あ
な
た
が
た
の
先
祖
を
愛
し
て
い
た

の
で
、
彼
は
そ
の
先
祖
を
継
い
だ
種
族
を
選

ん
だ
』
ヨ
ル
ダ
ン
の
渡
河
に
つ
い
て
は
、

『
ヨ
シ

ュ
ア
記
』
第
皿
章
１５
節
に
、

『箱
を
か
く
祭
司
た
ち
の
足
が
水
ぎ
わ
に
ひ

た
る
と
同
時
に
、
上
か
ら
流
れ
く
だ
る
水
は

と
ど
ま
っ
て
、
は
る
か
遠
く
の
あ
た
り
で
、

う
ず
高
く
立
ち
、
水
は
全
く
せ
き
と
め
ら
れ

た
の
で
、
民
は
渡

っ
た
』

エ
ツ
プ
ト
人
か
ら
逃
げ
出
し
た
と
き
と
同

様
に
、
創
造
者
た
ち
は
斥
力
光
線
を
使
っ
て

″
選
民
″
が
足
を
濡
ら
す
こ
と
な
く
川
を
渡

れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

ジ
ェ
リ
コ
の
ラ
ツ
パ

『
ヨ
シ
ェ
ア
記
』
の
第
Ｖ
章
の
終

わ
り

に

は
、
軍
人
の
創
造
者
と
選
民
が
、
抵
抗
を
し

て
い
る
ジ
ェ
リ
コ
の
町
の
前
で
出
会

っ
た
様

子
が
載
っ
て
い
ま
す
。

『
わ
た
し
は
、
ヤ
ー
プ
ェ
の
軍
勢
の
将
と
し

て
今
き
た
の
だ
』

（
ヨ
シ
ェ
ア
記
Ｖ

・
１４
）

ジ

ェ
リ
ヨ
を
攻
め
る
た
め
、
軍
事
顧
間
が

ユ
ダ
ヤ
人
の
も
と
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
す
。

壁
が
ど
の
よ
う
に
し
て
倒
れ
た
か
は
、
次
の

説
明
で
簡
単
に
お
わ
か
り
に
な

る

で
し

ょ

う
。
オ
ペ
ラ
の
歌
姫
で
、
ま
る
で
ガ
ラ
ス
に

ヒ
ゼ
が
入
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど

鋭
い
声
の
持
主
が
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
超
音

波
を
も
の
す
ご
く
増
幅
す
れ
ば
、
た
と
え
ヨ

ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
で
も
倒
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
こ
の
装
置
は
非
常
に
複
雑
な
も
の

な
の
で
、
聖
書
で
は

″
ラ
ッ
パ
″
と
い
う
名

前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『祭
司
た
ち
が
雄
羊
の
角
を
長
く
吹
き
鳴
ら

し
、
そ
の
ラ
ッ
パ
の
音
が
、
あ
な
た
が
た
に

聞
こ
え
る
時
…
…
町
の
周
囲
の
石
が
き
は
崩

れ
落
ち
る
』

（
ヨ
シ
ュ
ア
記
Ⅵ

，
５
）

そ
の
時
と
ま
さ
に
同
時
に
な
る
よ
う
に
超

音
波
が
発
せ
ら
れ
、
壁
は
崩
れ
た
の
で
す
。

そ
の
す
こ
し
後
に
は
、
正
真
正
銘
の
爆
撃

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
ヤ
ー
ジ
ェ
は
天
か
ら
彼
ら
の
上
に
大
石
を

降
ら
し
、
…
…
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
が
つ
る

ぎ
を
も
っ
て
殺
し
た
も
の
よ
り
も
、
電
に
打

た
れ
て
死
ん
だ
も
の
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
』

（
ヨ
シ
ュ
ア
記
Ｘ

・
１１
）

こ
の
型
ど
お
り
の
爆
撃
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
人
々
の
白
刃
に
か
か
っ
て
死
ん
だ
よ
り
多

く
の
人
々
を
殺
し
ま
し
た
。

『
ヨ
シ
ュ
ア
記
』
の
第
Ｘ
章
に
あ
る
、
絶
え

ず
引
用
さ
れ
る
部
分
は
、
最
も
変
形
の
は
な

は
だ
し
い
個
所
の
ひ
と
つ
で
す
。

『
民
が
そ
の
敵
を
撃
ち
破
る
ま
で
、
日
は
と

ど
ま
り
、
月
は
動
か
な
か
っ
た
』

こ
れ
を
簡
単
に
い
え
ば
、
戦
闘
が
１
日
の

う
ち
に
結
着
が
つ
く
よ
う
な
、
電
撃
的
な
も

の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
あ

と
の
ほ
う
で
は
、
戦
闘
が

『
ほ
ぼ
１
日
申
』

続
い
た
と
な
っ
て
い
ま
す
。
征
服
し
た
土
地

の
重
要
さ
に
比
べ
て
戦
闘
が
あ
ま
り
に
も
短

か
か
っ
た
の
で
、
人
々
は
日
が
と
ど
ま
っ
た

よ
う
に
思
っ
た
の
で
す
。

『
士
師
記
』
の
第
Ⅵ
章
に
も
、
創
造
者
の
ひ

と
り
が
ギ
デ
オ
ン
と
い
う
名
の
人
間
に
出
会

い
、
彼
か
ら
食
物
を
捧
げ
ら
れ
た
様
子
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

『
ヤ
ー
ヴ
こ
の
使
が
手
に
持
っ
て
い
た
つ
え

の
先
を
出
し
て
、
肉
と
種
入
れ
ぬ
パ
ン
に
触

れ
る
と
、
岩
か
ら
火
が
燃
え
あ
が
っ
て
、
肉

と
種
入
れ
ぬ
パ
ン
と
を
焼
き
つ
く
し
た
。
そ

じ
て
ヤ
ー
ブ
ェ
の
使
は
去

っ
て
見
え
な
く
な

っ
た
』

（
士
師
記
Ⅵ

・
２．
）

創
造
者
た
ち
は
宇
宙
服
を
着
て
い
る
た
め

大
気
中
で

″
食
事
を
す
る
″
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
科
学
的
方
法
の
お
か
げ
で
、
必
要

に
応
じ
て
栄
養
を
摂
っ
て
い
ま
す
。
自
由
に

出
が
る
管
、
す
な
わ
ち
杖
を
使

っ
て
ヽ
　
″
棒

げ
物
″
か
ら
栄
養
分
を
抽
出
で
き

る

の

で

す
。
こ
の
操
作
に
は
火
が
生
じ
る
の
で
、
当

時
の
人
間
は
そ
れ
が

″神

へ
の
捧
げ
物
″
に

関
す
る
も
の
と
信
じ
込
み
ま
し
た
。

『
士
師
記
』
の
第
Ⅶ
章
に
、
３
０
０
人
で
散

の
陣
営
を
と
り
ま
き
、
手
に
し
た
ラ
ッ
パ
を

一
斉
に
吹
き
鳴
ら
し
て
敵
の
気
を
狂
わ
せ
た

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
超
音
波
を
も
の
す

ご
く
増
幅
す
る
装
置
を
使

っ
た
と
い
ヶ
こ
と

で
す
。
あ
な
た
が
た
も
、
あ
る
種
の
音
が
限

度
に
達
す
る
と
、
ど
ん
な
人
で
も
気
を
狂
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
。
事
実
、
囲
ま
れ
て
い
た
敵
兵
は

気
が
お
か
し
く
な
り
、
同
士
討
を
は
じ
め
、

総
崩
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
以
下
次
号
）

●
ぜ
ひ
備
え
て
お
き
た
い
紫
外
線
治
療
器

額
離
繁
談
脇
禁
挽

一
幾
酌

・し
頒
傲

・虫
足 ．
仰
彫
靴

な

ニ
オ
イ
に
悩
み
狂
っ
て
い
る
キ
ミ
に
勧
め
た

い
の
が
こ
れ
だ
。　
一
日
数
分
聞
照
射
で
Ｏ
Ｋ
。

２
３
、
０
０
０
円
①

●
室
内
で
日
焼
け
が
出
来
る

「太
陽
灯
」

男
の
魅
力
は
褐
色
の
肌
。
そ
れ
を
簡
単
に
つ
く

る
の
が

「紫
外
線
健
康
ラ
ン
プ
亡。
一
日
数
分
ず

つ
一
週
間
も
続
け
る
と
グ
ー
だ
。
白
な
ま
ず
で

因
っ
て
い
る
ヒ
ト
も
医
師
と
相
談
の
上
。

●
伸
び
悩
み
の
十
代
の
キ
ミ
ヘ
朗
報

成
長
期
の
栄
養
補
給
に
、
プ
ロ
テ
イ
ン
８５
ｏ
植

物
性
た
ん
ぱ
く
を
微
粉
末
化
し
た
も
の
で
、
健

康
維
持
、
男
ら
し
い
体
格
を
作
り
た
い
キ
ミ
に

ピ
ッ
タ
リ
。
受
験
地
獄
に
勝
ち
抜
き
た
い
受
験

生
の
た
ん
ぱ
く
補
給
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

３
、
４
０
０
円

●
ら
く
ら
く
読
め
る
統
書
ス
タ
ン
ド

文
庫
判
か
ら
週
刊
誌
大
、
帥
ｇ
ま
で
の
本
が
ピ

シ
ッ
と
セ
ッ
ト
で
き
、
寝
返
り
に
応
じ
て
ポ
ジ

シ
ョ
ン
が
簡
単
に
調
節
で
き
る
便
利
な
も
の
。

ス
タ
ン
ド
に
組
み
込
ん
で
あ
る
ラ
ン
プ
が
ペ
ト

ジ
を
適
正
に
照
ら
す
か
ら
、
目
の
疲
れ
も
少
な

い
親
切
な
商
品
だ
。　
　
　
　
７
、
７
０
０
円

商
品
の
ご
注
文
は
現
金
書
留
又
は
振
替
で

案
内
書
請
求
は
商
品
名
を
書
き
左
記

へ
。

Ｍ
東
京
都
中
央
区
築
地
一―
三
―
四
ツ
ク
ダ

日
本
健
康
体
力
づ
く
り
の
会
　
Ｕ
Ｆ
Ｏ
係

な
０
３
１
５
４
３
１
２
７
３
３
（代
）

地
下
鉄
築
地
駅
上
野
寄
り
出
口
３
分



アメリカで大人気〃 今話題の下Vゲ
ーム。ご家族そろつて、

お友達と、子供からお年寄りまで楽しめるゲ
ームマシーンです。

轟

■ライフル銃 ¥1 6 ,

インテル特価 ¥9,800(荷 造送料500円)   (使
用機種を御指定下さい。)

説
明
で
簡
単
に
お
わ
か
り
に
な

る

て
し

ょ

う
。
オ
ペ
ラ
の
歌
姫
で
、
ま
る
で
ガ
ラ
ス
に

ヒ
ピ
が
入
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど

と
″
に
ち
ス
に
　
単
島
力

ｃ
“
い
　
―
だ
Ｌ

続
い
た
と
な
っ
て
い
ま
す
。
征
服
し
た
土
地

の
重
要
さ
に
比
べ
て
戦
闘
が
あ
ま
り
に
も
短

に
応
じ
て
栄
養
を
摂
っ
て
い
ま
す
。
自
由
に

出
が
る
管
、
す
な
わ
ち
杖
を
使

っ
て
、　
〃
捧

サッカーの場合の画面

■ウッデイーデラックス
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(荷造送料800円)

1性制るスをギあ魯子る`そレチ書`
プラクティス鯨習)

〔使用LSi〕C1851Xl

〔電 源 〕  単 2電 池 6本 使用(ACア ダブタ
ー付)

カラーTVゲ ームマシン

■カラークイ
ーン (新発売)

(15X33× 8 Cm)

性初る妥3ギあ筈Fする多ん考ラ上T乙
クテイス篠習トライ初¶

〔イ費用 LSl〕 MOS 761Xl―lllll

〔電 源 〕 単3電 池6本 使用 (ACア ダプタ
ー別売り ¥1,500)

■スポーツキング ¥2 3 , 0 0 0
インテル特価¥13,800(荷造送料800日)

テニス(ピンポン)、サ ンカ
ー(ホ ンケ~ )、 スカ ッシュ、ベロタ

ー(練習用)

ライフル I・I I  ● スピ
ー ド切番付

■チャンピオン (ビデオエ
ース) ¥ 2 2 , 5側

ライフル I  I I  ● スピ
ー ド切替なし

壽議錬IⅢ

（
以
下
次
号
）

中
村
省
三
訳

インテル特価 ¥17,500 インテル幹寺】号,000
(荷造送料800円)



た
。
徳
は
な
ん
と
か
し
て
停
止
き
ま
．車
ナ
と

が
あ
る
の
た
し
、
い
ま
行

っ
た
実
験
で
も
、

植
物
に
は
愛
情
が
こ

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
参
加
し
た
ヤ
ン

・
ス
ペ
ヴ
ア
チ
エ
ッ
ク
氏
は
、
自
分
の
能
力

の
い
く
つ
か
を
公
開
実
験
し
た
。

ま
ず
、
ス
ペ
ヴ
ア
チ
エ
ツ
ク
氏
は
、
自
分

の
念
力
を
使

っ
て
、

「
電
気
的
回
転
」
を
停

め
る
実
験
を
し
た
の
だ
。

こ
の
実
験
は
、
チ
ェ
コ
に
お
い
て
は
数
ｌｏ

回
行
わ
れ
、
３０
人
以
上
の
科
学
者
、
研
究
家

に
よ

っ
て
そ
の
成
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
も

の
だ

っ
た
。

こ
の
電
気
的
回
転
を
停
め
る
実
験
は
、
や

さ
し
く
い
う
な
ら
ば
、
小
型
モ
ー
タ
ー
、
あ

る
い
は
電
球
の
熱
を
使

っ
て
回
転
さ
せ
る
プ

ロ
ペ
ラ
を
念
力
で
停
止
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ

た
。ス

ペ
ヴ
ア
チ
エ
ッ
ク
氏
は
、
は
る
ば
る
チ

ェ
コ
か
ら
持

っ
て
き
た
実
験
器
具
を
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
お
く
と
、
３
ｍ
ほ
ど
は
な
れ
た
位

置
か
ら
、
プ
ロ
ペ
ラ
に
向
か
つ
て
、
念
を
送

り
は
じ
め
た
。

「
ま
わ
れ
！
　
ま
わ
れ
！
」

プ

ロ
ペ
ラ
は
、
徐
々
に
回
転
を
速
め
て
い

っ
た
。
彼
は
満
足
そ
う
に
プ
ロ
ペ
ラ
を
見
て

ぃ
た
が
、
や
が
て
、
停
止
さ
せ
る
た
め
の
念

を
送
り
は
じ
め
た
。

「停
ま
れ
！
　
停
ま
れ
！
」

プ

ロ
ペ

ラ

の
回
転

速
度

は
、

だ

ん
だ

ん
弱

ｔ

っ
た
も

の
の
、

ピ

タ
リ
と
停

止

し
な

か

っ

超
韓
現
象
研
露
家
≡
争
雛

■
み
■

超
能
力
の
謎
を
解
く
た
め
の
国
際
会
議
が

去
る
６
月
２７
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
、
東
京

で
開
か
れ
、
世
界
２２
カ
国
か
ら
１
０
０
人
近

く
の
科
学
者
、
研
究
家
、
能
力
者
が
出
席
し

た
。こ

の
会
議
は
、

「
超
能
力
者
」
の
会
議
で

は
な
く
、

「
超
能
力
」
そ
の
も
の
を
究
明
す

る
た
め
の

「科
学
」
的
な
会
議
で
あ
り
、
１

２
０
篇
に
お
よ
ぶ
論
文
が
よ
せ
ら
れ
、
大
き

な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

理
論
的
な
論
文
が
発
表
さ
れ
る
と
同
時
に

１０
数
名
の
世
界
的
に
有
名
な
能
力
者
の
実
験

も
行
わ
れ
、
そ
の
実
験
を
見
た
科
学
者
た
ち

に
よ
っ
て
、
超
能
力
の
謎
の
部
分
が
、
科
学

的
に
研
究
、
討
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
会
議
で
公
開
さ
れ
た
能
力
者

の
実
験
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
紹
介
し
よ

ｌｉｌ
降
に
問
隅
明
調
蛸
対
鍋
岡
盟
＝
旧
対
胡
河
潤
組



ル
と
‐
か
し
て
停
止
さ
せ
ょ
ぅ
と

全
身
の
念
を
プ
ロ
ペ
ラ
に
向
け
た
。

だ
が
、
停
止
し
な
い
Ｗ

３０
人
以
上
の
科
学
者
、
研
究
家
の
目
は
、

プ

ロ
ペ
ラ
と
、
大
ペ
ヴ
ア
チ
ェ
ッ
ク
氏
に
注

が
れ
た
。

ス
ペ
ヴ
ァ
チ
ェ
ッ
ク
氏
が
念
を
送
り
は
じ

め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
速

度
は
た
し
か
に
速
ま
っ
た
し
、
ま
た
、
速
度

も
弱
ま

っ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
実
験
目
的

で
あ
る

「
回
転
の
停
止
」
に
は
い
た
ら
な
か

っ
た
。

「
も
う
１
度
や
っ
て
み
ま
す
」

ス
ペ
ヴ
ァ
チ
ェ
ッ
タ
氏
は
、
実
験
場
の
室

内
温
度
が
高
い
こ
と
や
風
の
流
れ
が
あ

っ
た

こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
休
息
し
て
か
ら
も
う

１
度
や
り
た
い
と
言

っ
た
。

「
そ
の
必
要
な
し
」

と
い
う
科
学
者
か
ら
の
意
見
が
出
た
。
理

由
は
チ
ェ
ョ
に
お
け
る
実
験
成
功
の
デ
ー
タ

一一
一一一一一
！一一
一≡
≡
≡≡
一
，一一‐，―‐―………！一，
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≡
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が
あ
る
の
だ
し
、
い
ま
行

っ
た
実
験
で
も
、

不
十
分
で
は
あ

っ
て
も
、
彼
の
念
力
作
用
が

認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

た
。そ

の
科
学
者
は
ま
た
、　
フ
」
れ
は
実
験
で

あ

っ
て
、
シ
ョ
ー
で
は
な
い
の
だ
」
と
も
言

っ
た
。

ス
ペ
ヴ
ァ
チ
ェ
ッ
ク
氏
の
電
気
回
転
停
止

の
実
験
は
、
そ
れ
で
打
ち
切
ら
れ
、
つ
ぎ
の

実
験

へ
と
移

っ
て
い
っ
た
。

つ
ぎ
の
実
験
は
、
彼
が
植
物
と
対
話
し
、

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
、
そ
れ
を
枯
ら
し
て
し

ま
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

彼
は
、
４
鉢
の
花
を
前
に
し
て
、
実
験
を

は
じ
め
た
が
、　
口
」
の
花
は
家
庭
で
育
て
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
？
」
と
、
不
満

そ
う
に
言

っ
た
。

そ
の
理
由
を
聞
く
と
、

「
家
庭
で
育
て
ら

れ
た
植
物
に
は
愛
情
が
こ
め
ら
れ
て
お
り
、

シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
や
す
い
が
、
そ
う
で
な
い

る
い
は
電
球
の
熱
を
使

っ
て
回
転
さ
せ
る
プ

Ｐ
ペ
ラ
を
念
力
で
停
止
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ

植
物

に
は
愛
情
が

こ
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

シ

ョ
ッ
ク
を
う
け

に
く

い
」
と

い
う
こ
と
で

あ

っ
た
。

ス
ペ
ヴ
ァ
チ
ェ
ッ
ク
氏
の
、
こ
の
植
物
を

結
ら
す
実
験
は
、
や
は
リ
チ
ェ
ョ
で
は
多
く

の
成
功
例
が
あ

っ
て
、
物
理
学
者
の
マ
リ
ン

ス
キ
ー
・
プ
ラ
ハ
大
学
教
授
な
ど
は
、
丹
精

こ
め
て
育
て
た
花
を
彼
に
枯
ら
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
、
こ
ぼ
し
て
い
る
１
人
で
あ

っ
た
。

「
３
時
間
か
ら
６
時
間
後
に
、
変
化
が
見
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
…
…
」

ス
ペ
ヴ
ァ
チ
ェ
ッ
ク
氏
は
、
１０
分
あ
ま
り

の
花
と
の
対
話
が
す
む
と
言

っ
た
。

だ
が
、
こ
こ
で
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
起
き

た
。
実
験
会
場
で
、
ス
ペ
ヴ
ァ
チ
ェ
ッ
ク
氏

の
実
験
を
じ
っ
と
見
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
ク

ロ
ワ
ゼ
ッ
ト
氏
が
、
実
験
会
場
の
議
長
を
つ

と
め
て
い
た
私
の
所
に
き
て
、

「
私
は
あ
の

花
を
枯
ら
さ
な
い
よ
う
に
念
を
送

っ
た
。
彼

の
念
と
私
の
念
と
、
ど
ち
ら
が
通
じ
る
か
調

一！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！一！一！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！一！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！一！！！！！！！！！！！！！！！！！！！一！一！！！一！！！！一！！！！！！！！一！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！一！！！

プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
速
度
は
、
だ
ん
だ
ん
弱

ま
っ
た
も
の
の
、
ピ
タ
リ
と
停
止
し
な
か
っ

べ

て
く

れ
」
と
、

言

っ
た

の
だ
。

私
は
、
予
期
し
な
か
っ
た
ハ
プ

エ
ン
グ
に

一
瞬
、
戸
惑

っ
た
が
、
２
つ
の
実
験
、
２
人

の
能
力
者
が
相
反
す
る
能
力
を
使

っ
た
の
を

見
れ
る
チ
ャ
ン
ス
に
胸
を
お
ど
ら
せ
た
。

そ
し
て
、
結
果
や
如
何
に
と
待

っ
た
。
同

時
に
、
私
１
人
だ
け
の
確
認
で
は
い
け
な
い

と
考
え
、
レ
イ
ダ
ク
博
士

（
チ

ェ
ョ
）、
ア

イ
ゲ
ン
ペ
ル
グ
博
士

（
西
ド
イ
ツ
）
ら
に
も

伝
え
た
。

ス
ペ
ヴ
ァ
チ
ェ
ッ
ク
氏
と
、
ク
ロ
ヮ
ゼ
ッ

ト
氏
の
念
が
か
け
ら
れ
た
４
鉢
の
花
は
、
会

場
の
片
隅
に
保
管
さ
れ
た
。
第
３
者
が
こ
の

花
に
近
づ
き
、
手
で
も
触
れ
よ
う
も
の
な
ら

効
果
は
全
く
ゼ
ロ
に
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
”

興
味
あ
る
植
物

へ
の
実
験
成
果
を
待
ち
な

が
ら
、
つ
ぎ
の
実
験
に
入

っ
た
。

そ
れ
は
被
験
者
を
使

っ
て
の
テ
レ
ポ
テ
ー

シ
ョ
ン

（分
身
移
動
）
実
験
で
あ

っ
た
。
被

験
者
に
は
一
般
か
ら
藤
井
忍
さ
ん
、
タ
レ
ン
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卜
の
安
西
マ
リ
ア
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

ス
ペ
ヴ
ァ
チ
ェ
ッ
ク
氏
は
、
２
人
の
女
性

に
催
眠
を
か
け
た
。
通
訳
を
使

っ
て
の
催
眠

は
な
か
な
か
か
け
に
く
い
も
の
だ
。

藤
井
さ
ん
は
も

っ
と
も
理
想
的
な
催
眠
に

入

っ
た
。

ゲ
ス
ト
と
し
て
実
験
を
見
物
し
て
い
た
作

家
の
遠
藤
周
作
、
森
敦
、
科
学
者
の
西
丸
震

哉
氏
の
中
か
ら
森
氏
が
選
ば
れ
、
藤
井
さ
ん

の
分
身
は
森
氏
宅
に
出
か
け
て
行

っ
た
。

「家
の
様
子
を
く
わ
し
く
覚
え
て
い
る
よ
う

に
」ス
ペ
ヴ
ァ
チ
ェ
ッ
ク
氏
は
、
藤
井
さ
ん
に

語
り
か
け
、
催
眠
か
ら
覚
ま
し
た
。

「
見
た
も
の
を
話
し
な
さ
い
」

催
眠
か
ら
覚
め
た
藤
井
さ
ん
に
、
ス
ペ
ヴ

ァ
チ
ェ
ッ
ク
氏
は
命
じ
る
よ
う
に
言

っ
た
。

「玄
関
は
鉄
格
子
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
門

柱
が
あ

っ
て
ｏ
入

っ
た
部
屋
の
中
の
片
側
は

大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
の
よ
う
に
な

っ
て

い
て

。‥
‥
。」

藤
井
さ
ん
は
森
氏
宅
の
様
子
を
語

っ
た
。

「
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
あ
な
た
の
い
わ
れ
た

通
り
で
、
よ
く
当
た

っ
て
い
ま
す
」

森
氏
は
、
藤
井
さ
ん
が
テ
レ
ポ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
見
て
き
た
も
の
が
自
分
の
家
で

あ
る
こ
と
を
証
現
し
た
。

そ
の
テ
レ
ポ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
験
で
誰
が
選

ば
れ
る
か
は
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
し
、
藤
井

さ
ん
自
身
も
森
氏
の
家
を
知
る
よ
し
も
な
か

っ
た
の
だ
か
ら
、
実
験
は
成
功
と
い
え
た
。

実
験
に
立
合

っ
て
い
た
作
家
の
遠
藤
周
作

氏
も

「
私
も
催
眠
術
を
や
る
が
、
他
人
に
催

眠
を
か
け
、
そ
の
人
に
テ
レ
ポ
テ
ー
シ
ョ
ン

さ
せ
る
の
は
大
変
な
能
力
だ
」
と
ス
ペ
ブ
ア

チ

ェ
ッ
ク
氏
の
実
験
成
功
を
認
め
て
い
た
。

ス
ペ
ヴ
ァ
チ
エ
ッ
ク
氏
の
念
が
勝
つ
か
？

ク
ロ
ヮ
ゼ
ッ
ト
氏
の
念
が
勝
つ
か
？

花
の
実
験
の
結
果
が
た
の
し
み
だ

っ
た
。

３
時
間
た
っ
た
。

花
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
わ
ず
か

に
葉
が
結
れ
は
じ
め
て
い
た
だ
け
で
、
花
そ

の
も
の
は
全
く
枯
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ど
う
や
ら
こ
の
勝
負
、
ク
，
ワ
ゼ
ッ
ト
氏

の
勝
ち
と
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ア
イ
ゲ
ン
ペ
ル
グ

博
士
は

「
枯
ら
す
よ
り
も
、
枯
ら
さ
せ
な
い

念
の
方
が
弱
く
て
も
可
能
だ
ろ
う
。
だ
か
ら

必
ず
し
も
ク
，
ワ
ゼ
ッ
ト
の
念
が
強
い
と
は

言
い
き
れ
な
い
」
と
言

っ
て
い
た
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
デ

ュ
ブ
レ
シ
ス
博
士

は

「
私
も
念
力
に
は
興
味
が
あ

っ
て
研
究
し

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
１
つ
の
物
体
に
全

く
相
反
す
る
念
力
を
か
け
て
効
果
を
見
る
の

は
大
変
に
お
も
し
ろ
い
や
り
方
だ
と
思
う
」

と
語
り
、
ス
ペ
ヴ
ア
チ
エ
ッ
ク
、
ク
ロ
ワ
ゼ

ッ
ト
両
氏
に
く
わ
し
く
話
を
聞
い
て
い
た
。

「
ク
Ｆ
ワ
ゼ
ッ
ト
氏
の
椅
子
テ
ス
ト
を
や
り

ま
す
。
希
望
者
は
参
加
し
て
下
さ
い
。
た
だ

し
、
人
数
は
３０
人
だ
け
で
す
」

会
議
に
参
加
し
て
い
る
人
び
と
に
呼
び
か

け
た
。
す
ぐ
に
男
女
３０
人
が
集
ま
っ
た
。
そ

れ
ら
の
人
の
中
に
は
科
学
者
も
い
た
し
、　
一

般
の
人
、
会
場
に
そ
の
日
初
め
て
き
た
大
学

生
な
ど
も
い
た
。

こ
の
３０
人
は
、
１
か
ら
３０
ま
で
の
番
号
札

の
つ
け
ら
れ
た
椅
子
に
腰
か
け
る
わ
け
だ
が

何
番
の
椅
子
に
誰
が
か
け
る
か
を
抽
選
す
る

こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

ツ
ボ
の
中
に
入
れ
て
あ
る
番
号
札
を
各
人

が
引
き
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
あ
る
番
号
の
椅

子
に
か
け
る
方
法
で
あ

っ
た
ｏ
誰
が
ど
こ
に

腰
か
け
る
か
、
全
く
わ
か
ら
な
い
。

ま
ず
無
作
意
状
態
で
自
分
の
腰
か
け
る
椅

子
の
番
号
が
引
か
れ
、
各
人
が
着
席
し
た
。

つ
ぎ
に
、
前
日
予
想
さ
れ
た
そ
の
日
の
最

高
気
温
と
、
最
低
気
温
の
差
が
出
さ
れ
た
。

今
回
の
会
議
に
参
加
し
た
能
力
者
た
ち
の

中
で
、
特
に
多
く
の
科
学
者
か
ら
注
目
さ
れ

た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
オ
ラ
ン
ダ
の
ク

ロ
ヮ
ゼ
ッ
ト
氏
で
あ
ろ
う
。

優
れ
た
透
視
能
力
を
持

っ
た
男
と
し
て
世

界
的
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
お
り
、
特
に
昨

年
５
月
、
日
本
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
の
状
態
で

「美
和
ち
ゃ
ん
事
件
」
を
透
視
し
た
こ
と
は
世

界
的
に
知
れ
わ
た

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
・。

し
つ

「 口膨
韓
テ ッ
神
収
れ
が
鶏
婦
棟
物
韓
嚇
艇

子
テ
ス
ト
と
い
う
の
は
、
ク
ロ
ア
ゼ
ッ
ト
氏

の
予
知
透
視
力
を
科
学
的
に
証
朔
す
る
方
法

と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
超
心
理
学
者

テ
ン
ハ
ー
フ
教
授
が
考
え
出
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
科
学
者
の
前
で
、
い
く
ど
と
な
く
公
開

実
験
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

っ
た
。

ク
ロ
フ
ゼ
ッ
ト
氏
は
、
会
議
の
開
始
さ
れ

る
２
週
間
前
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト

市
に
お
い
て
、
６
月
２９
日
、
午
前
９
時
、
東

京
都
千
代
田
区
に
あ
る
国
際
会
議
会
場
の
全

共
連
ビ
ル
の
４
階
会
議
室
に
集
ま
る
３０
人
の

中
の
男
女
各
１
人
を
予
知
透
視
し
た
の
で
あ

と０
。予

知
透
視
さ
れ
た
内
容
は
、
厳
重
に
密
封

さ
れ
て
私
の
所
へ
郵
送
さ
れ
て
き
た
。
会
議

開
催
の
３
日
前
に
送
ら
れ
て
き
た
。
私
は
そ

の
手
紙
を
さ
ら
に
別
の
封
筒
に
密
封
し
、
当

日
ま
で
全
く
人
の
目
に
つ
か
な
い
所
に
お
い

て
お
い
た
。

▼椅予テゑ、r率験中のクロヮゼット氏。



55 超 能力の驚は科学で解けたか

っ
た
の
だ
か
ら
、
実
験
は
成
功
と
い
え
た
。

と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
有
名
な
超
心
理
学
者

食寧ジ雪″下惚僣農密寮尋ま魯事言号だ言7岩違昏名

６
度
で
あ

っ
た
。

「
そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
６
枚
の
カ
ー
ド
を
引

き
ま
す
。
６
枚
の
番
号
の
人
は
関
係
な
い
の

で
す
。
７
枚
目
の
番
号
と
８
枚
目
の
番
号
の

人
が
予
知
透
視
さ
れ
た
人
で
す
」

議
長
を
つ
と
め
た
私
は
、
１
か
ら
３０
ま
で

の
番
号
の
書
か
れ
た
紙
が
無
作
意
に
投
げ
入

れ
ら
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
筒
の
中

か
ら
、
紙
を
１
枚
１
枚
開
き
な
が
ら
取
り
出

し
た
。
７
枚
目
の
紙
に
は
２４
と
書
か
れ
て
あ
り
、

８
枚
目
の
紙
に
は
１１
と
書
か
れ
て
い
た
。
２４

番
の
椅
子
に
は
ド
イ
ツ
の
科
学
者
ア
イ
ゲ
ン

ペ
ル
グ
博
士
が
か
け
て
お
り
、
１１
番
の
椅
子

に
は
タ
レ
ン
ト
の
安
西
マ
リ
ア
が
か
け
て
い

た
の
だ
。

ま
ず
、
２
週
間
前
に
予
知
透
視
し
た
第
１

点
、
男
女
各
１
人
で
あ
る
こ
と
が
的
中
し
て

い
た
の
だ
。

「
そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
ク
Ｆ
ワ
ゼ
ッ
ト
氏
よ

り
郵
送
さ
れ
て
き
た
予
知
透
視
の
内
容
を
公

開
し
ま
す
」

議
長
か
ら
手
紙
が
通
訳
に
渡
さ
れ
、
未
開

封
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
開
封

さ
れ
、
内
容
が
読
み
あ
げ
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
ク
ロ
ワ
ゼ
ッ
ト
氏
自
身
に
よ
っ

て
、
２４
番
の
ア
イ
ゲ
ン
ベ
ル
グ
博
士
、
１１
番

の
安
西
マ
リ
ア
に
、
透
視
し
た
内
容
の
確
認

が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
ア
イ
ゲ
ン
ペ
ル
グ
博
士
は
、

‐４
項
目
の
う
ち
１０
項
目
が
的
中
し
、
安
西
マ

リ
ア
は
・４
項
目
の
う
ち
４
項
目
が
的
中
し
て

「
私
の
持
つ
超
能
力
を
科
学
者
に
見
て
も
ら

え
る
だ
け
で
も
光
栄
だ
」

フ
ラ
ン
ス
か
ら
参
加
し
た
ジ
ー
ン
・
ピ
エ

ル
ジ

ェ
ラ
ル
ド
氏
は
、
今
回
の
会
議
に
特
別

招
待
し
た
能
力
者
の
１
人
で
あ
る
が
、
自
分

の
持
つ
念
力
を
科
学
者
に
正
し
く
評
価
し
て

も
ら
え
る
こ
と
を
喜
び
実
験
に
の
ぞ
ん
だ
。

と
い
う
の
は
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
自
分

の
能
力
を

一
般
に
公
開
し
た
こ
と
が
な
い
の

だ
。
た
だ
、
数
人
の
科
学
者
に
だ
け
公
開
し

て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、

「
シ
ョ
ー
」
と
し

て
見
ら
れ
る
の
が
い
や
だ
と
い
う
こ
と
だ

つ

た
。ピ

エ
ル
ジ

ェ
ラ
ル
ド
氏
は
、
自
分
の
念
カ

に
よ
っ
て
、
金
属
物
体
を
曲
げ
、
金
属
物
体

で
な
い
物
体
を
移
動
さ
せ
る
能
力
を
持

っ
て

ス

の
手
紙
を
さ
ら
に
別
の
封
筒
に
密
封
し
、
当

テ予

日
ま
で
全
く
人
の
目
に
つ
か
な
い
所
に
お
い

て
お
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸

い
た
。
そ
の
確
率
か
ら
い
つ
た
な
ら
安
西
マ

リ
ア
の
場
合
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
が
、
し
か

し
、
そ
の
４
項
目
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と

ば
か
り
で
、
本
人
以
外
の
第
３
者
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
と
い
う
点
が
注

目
さ
れ
た
。

ク
，
ヮ
ゼ
ッ
ト
氏
の
椅
子
テ
ス
ト
は
、
参

加
し
た
多
く
の
科
学
者
た
ち
に
注
目
さ
れ
、

彼
の
予
知
透
視
能
力
を
科
学
的
に
実
証
す
る

も

っ
と
も
よ
い
方
法
と
評
価
さ
れ
た
。

こ
の
実
験
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ク

シ
ー
博
士
は

「
こ
の
テ
ス
ト
は
、
予
知
透
視

の
で
き
る
人
を
調
べ
る
も

っ
と
も
よ
い
方
法

で
あ
り
、
ク
ロ
ワ
ゼ
ッ
ト
の
能
力
の
優
れ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
と
語

っ
て
い

た
。ま

た
、
ク
ロ
ワ
ゼ
ッ
ト
氏
が
発
表
し
た
も

う
１
つ
の
実
験
も
大
変
注
目
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
そ
れ
は
彼
の
能
力
に
よ
っ
て
交
通
事

故
の
多
い
場
所
か
ら
、
事
故
を
減
ら
す
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

フ
ロ
ヮ
ゼ
ッ
ト
氏
は
、
昨
年
■
，
、
来
日

し
た
と
き
、
東
京
都
内
で
も

っ
と
も
交
通
事

故
の
多
発
す
る
３
カ
所

へ
出
か
け
、
そ
こ
で

事
故
を
発
生
さ
せ
る

〃
狂

っ
た
波
帯
″
を
直

す
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
自
信
満
々
に

「
４０
パ
ー
セ
ン
ト
は

事
故
が
減
る
」
と
言

っ
て
帰

っ
た
。

半
年
間
の
統
計
を
見
た
所
、
な
ん
と
事
故

は
半
分
以
下
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ク
ロ
ヮ
ゼ
ッ
ト
氏
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
の
成

功
例
を
映
画
を
見
せ
な
が
ら
報
告
し
、
日
本

で
の
成
功
例
を
数
字
を
あ
げ
、
ど
の
よ
う
に

し
て
そ
の
成
果
を
あ
げ
る
よ
う
に
し
た
か
報

告
し
た
。

こ
の
報
告
は
、
ツ
連
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
な
ど
の
科
学
者
の
関
心
と
注
目
を
集
め
、

イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ー
パ
ー
ト
博
士
な
ど
は

「
人

類
の
た
め
の
す
ば
ら
し
い
貢
献
だ
」と
な
め
、

ォ
ー
ス
ト
リ
ア
の
レ
ッ
シ
ュ
博
士
は

「
こ
れ

こ
そ
超
能
力
の
実
用
化
の
も

っ
と
も
す
ぐ
れ

た
実
例
だ
」
と
評
価
し
た
。
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い
た
の
だ
。

彼
は
、
超
音
速
機

ヨ
ン
ヨ
ル
ド
に
使
わ
れ

て
い
る
ジ

ェ
ラ
ル
ミ
ン
の
棒
と
平
板
を
フ
ラ

ン
ス
か
ら
持

っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
材

質
を
我
々
に
調
べ
さ
せ
て
か
ら
曲
げ
る
実
験

を
始
め
た
。

ま
ず
、
ガ
ラ
ス
板
の
上
に
ジ

ュ
ラ
ル
ミ
ン

の
棒
を
の
せ
て
転
が
し
て
、
そ
れ
が
す
で
に

曲
が

っ
た
も
の
か
、
ど
う
か
を
テ
ス
ト
し
、

そ
れ
か
ら
会
場
に
い
る
人
た
ち
に
、
そ
の
棒

が
ど
の
く
ら
い
硬
質
の
も
の
で
あ
る
か
を
調

べ
さ
せ
て
か
ら
、
実
験
に
入

っ
た
。

ピ
エ
ル
ジ

ェ
ラ
ル
ド
氏
は
、
右
手
で
棒
の

一
方
を
に
ぎ
り
し
め
、
左
手
を
使

っ
て
棒
を

軽
く
こ
す

っ
た
り
、
棒
の
上
に
左
手
を
か
ざ

し
た
り
し
て
、
念
を
か
け
は
じ
め
た
。
　
　
．

彼
の
左
手
と
顔
は
、
念
を
強
め
る
た
び
に

紅
く
な
っ
て
い
き
、
精
神
の
集
申
に
と
き
お

り
両
眼
を
つ
む

っ
て
い
た
。

彼
は
、
心
の
十

で

「
曲
が

れ
！

曲
が

れ
！
」
と
強
く
念
じ
て
い
た
。

手
も
と
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
き
、

変
化
が
起
き
た
。
見
物
し
て
い
た
タ
レ
ン
ト

か
ら
驚
き
の
声
が
あ
が

っ
た
。
つ
ぎ
の
瞬
間
、

場
内
は
人
び
と
の
ど
よ
め
き
で
埋
ま
り
、
大

き
な
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。

ピ
エ
ル
ジ

ェ
ラ
ル
ド
氏
が
手
に
し
て
い
た

太
さ
５
１
６
皿
い
！長
さ
３０
ｍ
ほ
ど
の
様
が
大

き
く
曲
が

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

曲
が
る
瞬
間
を
目
撃
し
て
い
た
タ
レ
ン
ト

の
小
松
方
正
さ
ん
は

「
あ
る
瞬
間
、
グ
、
グ

ぇ
■

ッ
と
出
が

っ
た
の
に
は
び

っ
く
り
し
て

し
ま
っ
た
」
と
語

っ
て
い
た
。

彼
は
、
全
く
同
じ
や
り
方
で
、
数
本
の
ジ

ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
様
を
曲
げ
て
見
せ
た
。

「
成
功
し
て
よ
か
っ
た
。
ど
う
し
て
出
が

っ

た
の
か
を
調
べ
て
下
さ
い
」

成
功
を
祝
う
科
学
者
と
握
手
を
し
な
が
ら

彼
は
そ
の
こ
と
だ
け
を
言

っ
て
い
た
。

つ
ぎ
に
、
物
体
移
動
の
実
験
を
始
め
た
↓

彼
は
ガ
ラ
ス
板
の
下
に
、
碁
盤
の
よ
う
な

マ
ス
ロ
を
書
い
た
紙
を
し
き
、
物
体
が
ど
の

く
ら
い
移
動
し
た
か
を
わ
か
る
よ
う
に
し
て

実
験
を
開
始
し
た
。

彼
は
ガ
ラ
ス
板
の
上
に
、
大
さ
４
飢
、
長

さ
な
１
５
血
の
ジ

ュ
ラ
ル
ミ
ン
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、
鉄
の
物
体
を
数
個
お
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
物
体
に
向
け
て
、
両
手
を
か
ざ
し
た
。

そ
の
手
は
、
指
先
か
ら
放
射
さ
れ
る
力
を

物
体
に
あ
て
て
い
る
よ
う
な
か
っ
こ
う
を
し

て
い
た
。
精
神
が
集
中
さ
れ
、
手
に
念
が
こ

あ
ら
れ
る
と
、
顔
と
手
が
紅
潮
し
て
き
た
‐。

ズ
ル
ッ
！
　
ズ
ル
ズ
ル
ッ
ー

３０
分
近
く
も
た
っ
た
と
き
、
突
然
、
物
体

が
移
動
を
は
じ
め
た
。
指
先
か
ら
出
る
力
で

押
さ
れ
た
よ
う
に
、
プ
ラ
ス
チ
リ
ク
の
物
体

が
ズ
ル
ズ
ル
と
動
い
た
の
で
あ
る
。

科
学
者
た
ち
は
、
日
の
前
で
起
き
た
現
象

に
、
興
奮
し
た
よ
う
に
立
ち
あ
が
り
、
か
ん

声
を
あ
げ
、
拍
手
し
た
。

医
者
が
ピ
エ
ル
ジ

ェ
ラ
ル
ド
氏
に
か
け
寄

り
、
ま
ず
脈
は
く
を
調
べ
、
心
臓
の
動
き
を

調
べ
た
。
脈
は
く
は
正
常
時
の
倍
に
な

っ
て

い
た
。

物
体
は
１０
側
あ
ま
り
動
い
た
の
だ
！

「
私
は
物
体
が
超
能
力
で
動
く
こ
と
は
認
め

て
い
た
が
、
実
際
に
動
く
の
を
見
た
の
は
初

め
て
で
あ

っ
た
が
、
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
」

ア
メ
リ
カ
の
物
理
学
者
ダ
ッ
ト
レ
ー
博
士

は
、
興
奮
を
か
く
し
き
れ
な
い
様
子
で
語

っ

た
。

「
念
力
で
金
属
が
出
が
る
こ
と
も
、
念
力
で

非
鉄
金
属
が
動
く
こ
と
も
、
あ
の
実
験
を
見

た
者
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
」

チ
ェ
コ
の
物
理
学
者

マ
ツ
ン
ス
キ
ー
博
士

も
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
語

っ
て
い
た
。

今
回
の
会
議
で
、
も

っ
と
も
注
目
を
集
め

た
の
は
な
ん
と
い

っ
て
も
、
ピ
エ
ル
ジ
ェ
ラ

ル
ド
氏
の
念
力
実
験
で
あ

っ
た
。

そ
れ
は
、　
ユ
リ

・
ゲ
ラ
ー
に
始
め
ら
れ
た

″
念
力
現
象
ブ
ー
ム
″
に
対
し
て
、
多
く
の

科
学
者
た
ち
は
疑
い
の
目
を
向
け
て
お
り
、

否
定
的
な
立
場
さ
え
取

っ
て
い
た
か
ら
だ
。

「
こ
の
日
で
目
撃
ｔ
　
け
れ
ば
…
…
」
と
い

う
態
度
を
取

っ
て
い
な
耕
学
者
に
す
れ
ば
、

５０
人
以
上
の
科
学
者
ヽ
研
究
家
の
い
る
目
の

前
で
、
金
属
が
出
が
り
、
物
体
が
動
い
た
の

だ
か
ら
、
そ
の
効
果
は
大
き
か
っ
た
と
い
え

よ
う
。
ピ
エ
ル
ジ

ェ
ラ
ル
ド
氏
の
念
力
現
象
を
目

撃
し
た
科
学
者
の
中
に
は
、原
子
物
理
学
者
、

物
理
学
者
、
化
学
者
、
生
物
学
者
、
医
学
者

が
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
学
教
授
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
に
大
き
な
意
味

を
持
つ
と
い
え
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ス
タ
ジ
オ
脱
と
い
う
番
組
で
、

会
議
の
様
子
を
報
道
し
た
と
き
、
宮
城
音
弥

氏

（
心
理
学
者
）
は

「
あ
の
会
議
に
は
ホ
ン

モ
ノ
の
科
学
者
は
出
席
し
て
い
な
い
」
と
語

っ
て
い
た
が
、
参
加
し
た
科
学
者
の
ほ
と
ん

ど
が
、
博
士
号
を
持
ち
、
大
学
の
教
授
で
あ

っ
て
も
、
ホ
ン
モ
ノ
の
科
学
者
と
は
い
え
な

い
の
だ
ろ
う
か
？

宮
城
氏
の
論
法
で
い
く
な
ら
、
世
界
に
、
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▲皮膚視覚の開発実験をするデュプレシス博士(左)。

レ樹木の枝でこしらえたダウジング様を使って実験するチェコの技術者サンドル氏。

チ
ェ
コ
の
技
術
者
で
、
ダ
ウ
ジ
ン
グ
棒
を

使

っ
て
水
脈
、
鉱
脈
な
ど
の
発
見
を
仕
事
に

し
て
い
る
サ
ン
ド
ル
氏
の
実
験
も
興
味
の
あ

る
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
ダ
ウ
ジ
ン
グ
棒
は
、

日
本
で
も

″
ヨ
ッ
ク
リ
棒
″
の
名
前
で
、
水

道
局
な
ど
で
使
わ
れ
、
話
題
と
な

っ
た
こ
と

が
あ

っ
た
も
の
だ
。

サ
ン
ド
ル
氏
の
実
験
は
、
会
議
場
の
庭
に

あ

っ
た
樹
木
の
枝
を
と

っ
て
き
て
こ
し
ら
え

た
も
の
で
、
ダ
ウ
ジ
ン
グ
棒
の
原
典
の
も
の

「
皮
膚
視
覚
の
開
発
は
、
誰
に
で
も
可
能
で

す
」フ
ラ
ン
ス
の
皮
膚
視
覚
委
員
会
の
メ
ン
パ

ー
で
あ
る
デ

ュ
プ
レ
シ
ス
博
士
（女
性
）
は
、

開
発
方
法
の
実
験
を
見
せ
た
。

夫
人
は
、
主
と
し
て
全
盲
の
人
た
ち
に
光

を
与
え
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
盲
人
に
開

発
法
を
教
え
て
い
る
そ
う
だ
が
、
そ
の
成
果

は
と
て
も
大
き
く
、
教
え
た
盲
人
の
７０
パ
‐

セ
ン
ト
が
、
色
の
識
別
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

学
者

は
い
な

い
こ
と

に
な

っ

て

し

ま

う
。
も
ち
ろ

ん
ご
自
身
も

そ
う

い
う

こ

と

に
な

っ
て

し
ま
う
。

こ
の
こ
と

は
別
の
機
会

に
論
じ
る
と

し
て
、
ピ

ュ

ル
ジ

ェ
ラ
ル

ド
氏
の
念
力

実
験
は
、
会

議
に
参
加
し

た
５０
人
以
上

の
科
学
者
た

ち
に
よ

っ
て

確
認
さ
れ
、

高
く
評
価
さ

れ
た
の
で
あ

とつ
。

ア
メ
リ
ヵ
の
物
理
学
者
ダ

ッ
ト
レ
ー
博
士

は
、
興
奮
を
か
く
し
き
れ
な
い
様
子
で
語

っ

た
。

で
あ

っ
た
。

サ
ン
ド
ル
氏
は
、
会
場
に
あ
る
ヶ
ｌ
ブ
ル

線
を
使

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
反
応
が
起
き
る

か
を
見
せ
た
。
Ｙ
型
を
し
た
木
の
ダ
ウ
ジ
ン

グ
棒
が
、
ピ
ー
ン
と
は
ね
あ
が

っ
て
反
応
を

示
す
の
を
見
て
、
会
場
に
い
た
人
び
と
は
深

い
関
心
を
示
し
て
い
た
。

つ
ぎ
に
、
サ
ン
ド
ル
氏
は
主
催
者
側
が
用

意
し
た
、
鉢
の
中
に
磁
石
を
埋
め
て
あ
る
も

の
を
使

っ
て
、
そ
の
磁
石
を
発
見
す
る
実
験

を
行

っ
た
。
磁
石
は
５
鉢
の
う
ち
の
２
鉢
に

入
れ
て
あ

っ
た
。

サ
ン
ド
ル
氏
は
、
木
の
ダ
ウ
ジ
ン
グ
棒
で

は
な
く
、
金
の
指
輪
を
糸
で
吊
し
た
ダ
ウ
ジ

ン
グ
リ
ン
グ
を
使

っ
て
磁
石
発
見
の
実
験
を

し
た
。

磁
石
の
埋
め
ら
れ
て
い
る
鉢
の
上
で
は
、

ダ
ウ
ジ
ン
グ
リ
ン
グ
は
、
反
応
を
起
こ
し
、

‘ン
て
も
、
オ
ン
モ
ノ
Ｃ
科
学
差
と
は
ヽ
え
る

い
の
だ
ろ
う
か
？

宮
城
氏
の
論
法
で
い
く
な
ら
、
世
界
に
、

そ
の
動
き
が
変
わ
っ
た
。

結
果
は
、
１
つ
の
磁
石
し
か
発
見
で
き
な

か
っ
た
が
、
実
験
と
し
て
は
十
分
な
も
の
で

あ

っ
た
。
木
の
、
黄
金
の
ダ
ウ
ジ
ン
グ
が
示

す
反
応
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
が
よ

く
わ
か
っ
た
か
ら
だ
。

分
科
会
で
発
表
さ
れ
、
討
議
さ
れ
た
論
文

の
中
に
も
、
ダ
ウ
ジ
ン
グ
に
関
す
る
も
の
が

ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
な
ど
か
ら
１０
篇
近
く
も
出

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
ダ
ウ
ジ
ン
グ
法
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ソ

連
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
軍
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
と
き
、
ペ

ト
ヨ
ン
の
地
言
発
見
に
使

っ
て
お
り
、
ツ
連

で
は
水
脈
、
鉱
脈
の
発
見
で
か
な
り
の
成
果

を
あ
げ
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
植
物
が
病
気

に
か
か
る
予
防
対
策
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

会
場
で
は
、
盲
人
の
被
験
者
が
い
な
か
っ

た
た
め
、
普
通
の
人
に
目
か
く
し
さ
せ
、
両

手
で
色
の
識
別
を
ど
の
よ
う
に
さ
せ
て
い
く

か
を
実
験
し
た
。

被
験
者
は
、
ま
ず
紙
質
が
ど
ん
な
感
じ
方

を
す
る
か
か
ら
説
明
し
、
だ
ん
だ
ん
と
紙
質

の
感
じ
か
ら
そ
の
色
が
わ
か
っ
て
く
る
と
言

っ
て
い
た
。

こ
の
皮
膚
視
覚
の
研
究
は
、
ソ
連
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
な
ど
で
も
盛
ん
で
、
盲
人
教
育
に
と
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。



心と体の統一強化

◆超道 師範賓格取得講座

●カール ・ヘニンガーの指導によ

リアメリカでブームを呼ぶ画期

的運命転換システ弘 「ボーダ原

理」、大脳生理学、深層心理学に

よる独創的中枢能力開発によっ

て、心と体の統一強化をはかる。

●自宅に居ながら誰にでもでき、

短期間で効果のあがる個人指導

方式 (パーソナルメッセージシステム)
○― O  o ― o  O 上 ○  ○ _ 。

◆入門され る方ヘ

● 通信講座部 (基 礎科 3ヵ月)
1日19分の行法練習を自宅で行

うだけで充分効果のあがるシス

テム指導。

受講料:9,000円(スクーリング付)
● 通 学  部  (基 礎科 3ヵ 月)

銀座会場で毎月 1回 直接個人指

導を徹底的に行う。

受講料:15,000円

尚、基礎科終了後、本科(10ヵ月)

師範科(1年 )に進めます。

申込方法 ハガキに通信、通学の

別を明記の上、起道霊韓と書い

て申込み下さい。受講料は教材

到着後振番又は現金書留でお近

くの郵便局からご送付下さい。

唯題学会 (UFO係 )

〒104東京都中央区銀座

2 の 3 の1 7

(中川ビル 1号室)

TEL 03(567)6718

資料呈:超道資料(通信・通学の

別)と書↓ヽて、切手50円

同封下さい。

UFOと 宇宙 53

「
皮
膚
視
覚
に
は
２
種
類
あ
る
。
１
つ
が
内

膚
視
覚
と
い
っ
て
、
盲
人
た
ち
が
持

っ
て
い

る
も
の
で
、
こ
れ
は
視
覚
を
開
発
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
も
う
１
つ
は
外
膚
視
覚
と

い
っ
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
皮
膚
の
ど
こ
か

に

〃
見
る
″
部
分
を
持

っ
て
い
る
も
の
で
、

こ
れ
は
開
発
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」

デ

ュ
プ
レ
シ
ス
博
士
は
、
こ
う
語

っ
て
い

た
。

会
議
で
は
、
飛
入
り
で
日
本
人
少
女

（
１２

歳
）
の
外
膚
視
覚
の
実
験
も
行
わ
れ
た
。
こ

の
実
験
は
あ
ま
り
成
功
と
は
い
え
な
か
っ
た

が
、
デ

ュ
ブ
レ
シ
ス
博
士
の
話
だ
と
、

「
少

女
に
外
膚
視
覚
の
あ
る
こ
と
は
疑
わ
な
い
。

珍
し
い
視
覚
と
い
え
よ
う
」

否
定
者
も
い
た
が
、
実
験
方
法
さ
え
考
え

れ
ば
今
後
も
研
究
対
象
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
よ
う
だ
。

う
念
写
実
験
を
し
て
く
れ

た
が
、
大
成
功

で
、
故
福
来
友
吉
博
士

（
日
本
の
念
写
の
発

見
者
》
の
像
を
写
し
出
し
て
い
た
。

４０
分
の
映
画
は
、
出
席
し
た
科
学
者
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
た
。
映
画
の
後
の
実
験
と
い

う
こ
と
も
あ

っ
て
、
１０
数
人
の
科
学
者
が
被

験
者
と
な

っ
て
参
加
し
た
。

小
原
氏
は
、
科
学
的
な
説
明
を
し
た
の
ち

念
写
の
基
本
を
教
え
、
そ
の
あ
と
、
各
被
験

者
に
力
を
か
し
な
が
ら
、
念
写
を
さ
せ
た
。

４
人
の
科
学
者
が
、
鮮
明
度
は
薄
か
っ
た

が
、
念
じ
た
物
体
を
写
し
出
す
こ
と
に
成
功

し
た
。

科
学
者
た
ち
は
、
Ｐ
Ｋ

（念
力
）
を
メ
カ

ニ
ッ
ク
に
実
証
す
る
方
法
と
し
て
、
今
後
研

究
を
強
め
る
べ
き
だ
と
強
調
し
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ダ
ッ
ド
レ
ー
博
士
、
モ
ス
博

士
ら
は

「科
学
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
念
力
の
謎
を
解
く
上
で
も

っ
と
も
よ
い
手

が
か
り
に
な
る
」
と
語

っ
て
お
り
、
ル
ー
マ

ニ
ア
の
ド
ミ
ト
レ
ス
ク
博
士
は

「
今
後
こ
の

研
究
に
打
ち
こ
み
た
い
」
と
言

っ
て
い
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
パ
ワ
ー
治
療
も
、
今
回
の

会
議
で
中
心
議
題
と
な

っ
た
テ
ー
マ
の
１
つ

で
あ
る
。

パ
ヮ
ー
治
療
に
関
す
る
論
文
も
多
く
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
連
、
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
８
カ
国
か
ら
２０
篇
近
い
も
の
が
発
表
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
は
世
界
各
国
で
パ
ワ
ー
治
療

が
大
き
な
関
心
を
集
め
て
い
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

日
本
か
ら
は
、
パ
ワ
ー
治
療
で
多
く
の
成

果
を
あ
げ
て
い
る
長
崎
の
隈
本
確
氏
、
東
京

の
官
坂
よ
し
み
氏
の
２
人
が
出
席
、
治
療
を

希
望
す
る
人
た
ち
１０
人
に
治
療
を
施
し
た
。

隈
本
氏
の
治
療
方
法
は
、
患
者
に
全
く
触

れ
る
こ
と
な
く
２
１
３
ｍ
は
な
れ
た
所
か
ら

患
部
に
向
け
て
パ
ワ
ー
を
送
る
の
で
あ
る
。

限
本
氏
の
治
療
は
即
効
性
が
強
く
、
１
回
だ

け
の
治
療
で
病
気
が
治

っ
た
例
も
多
い
と
い

ぅ
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
、
こ
れ
ま
で
に
数
千
人
の
難
病
、
奇

病
の
人
を
治
し
て
お
り
、
パ
ワ
ー
治
療
で
は

誰
に
も
負
け
な
い
と
い
う
自
信
を
持

っ
て
い

「
念
写
方
法
に
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
私
の

や
り
方
で
ご
指
導
し
ま
し
ょ
う
」

小
原
弘
万
氏
は
、
会
議
の
席
上
、
自
分
の

念
写
に
対
す
る
考
え
方
を
発
表
す
る
と
と
も

に
、
希
望
者
に
念
写
の
や
り
方
を
指
導
す
る

実
験
を
試
み
た
。

念
写

（
ネ
ン
グ
ラ
フ
）
に
対
す
る
科
学
者

の
関
心
は
大
き
く
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
ッ
ド

・

ス

氏

と

て
実
験
し
た
い
と
い
う
希
望
が
か
な
り
あ

っ

た
。セ

リ
オ
ス
氏
は
、
個
人
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
の
た
め
出
席
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
が
、

小
原
氏
に
は
出
席
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
。小

原
氏
は
、
ま
た
、
私
が
制
作
し
た
映
画

「
念
写
」
に
出
演
し
て
く
れ
た
と
き
、
初
め

陀
ル
に
ド
レ

Ｆ
イ
ド
カ

メ
ラ
を
使



念
写

（
ネ
ン
グ
ラ
フ
）
に
対
す
る
科
学
者

の
関
心
は
大
き
く
、
ア
メ
リ
ヵ
の
テ
ッ
ド

・

セ
リ
オ
ス
氏
と
小
原
弘
万
氏
を
特
別
に
招
い

な
房
Ｆ
礎
　
者
女
　
秀
ヵ
令
？
―
ッ
Ｅ
Ｉ

「念
写
」
に
出
演
し
て
く
れ
た
と
き
、
初
め

て
の
試
み
と
し
て
ポ
ラ
ロ
イ
ド
ヵ
メ
ラ
を
使

と
つ
。隈

本
氏
の
パ
ヮ
ー
治
療
に
つ
い
て
、
ァ
メ

リ
カ
の
マ
ク
ッ
ー
医
学
博
士
は

「
彼
の
治
療

に
対
す
る
自
信
は
、
そ
の
効
力
を
い
っ
そ
ぅ

強
め
て
い
る
。
彼
の
治
療
デ
ー
タ
を
分
析
し

て
、
現
代
医
学
の
治
療
に
参
考
に
し
た
い
。

パ
ワ
ー
治
療
は
こ
れ
か
ら
の
治
療
で
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
ろ
う
」
と
語

っ
て
い
た
。

ま
た
、
４
人
の
日
本
人
医
師
も
、
隈
本
氏

の
治
療
を
見
て
か
ら
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て

質
疑
応
答
を
し
て
い
た
が
、　
習
」
れ
か
ら
は

も

っ
と
交
流
を
深
め
、治
療
に
応
用
し
た
い
」

と
言

っ
て
い
た
。

も
う
１
人
の
パ
ヮ
ー
治
療
師
宮
坂
よ
し
み

氏
の
治
療
方
法
に
つ
い
て
も
、
ァ
メ
リ
ウ
の

パ
ワ
ー
治
療
研
究
の
権
威
者
モ
ス
博
士
は
、

高
く
評
価
し
て
い
た
。

念
力
能
力
者
木
村

一
心
氏
も
、
実
験
に
参

加
し
た
。
木
村
氏
は
、
２
本
の
ロ
ゥ
ッ
ク
の

炎
を
、
そ
の
念
力
に
よ
っ
て
、
横
に
倒
し
て

み
よ
う
と
し
た
。

ニ
ア
の
ド
ミ
ト
レ
ス
ク
博
士
は

「
今
後
こ
の

研
究
に
打
ち
こ
み
た
い
」
と
言

っ
て
い
た
。

Ｐ
え
、
　
う
告
え
―

っ
１
と

木
村

一
心
氏
は
、
全
身
に
み
な
ぎ
る
念
を

２
本
の
，
ウ
ッ
ク
の
炎
に
向
け
て
送

っ
た
。

２０
人
あ
ま
り
の
実
験
見
物
者
た
ち
は
、
息
を

こ
ろ
し
て
炎
を
見
つ
め
て
い
た
。

木
村
氏
が
念
を
強
め
る
た
び
に
、
炎
が
大

き
く
ゆ
ら
ぎ
、
と
き
お
り
、
ス
ス
ー
ッ
と
炎

が
伸
び
た
。

そ
し
て
、
２
本
の
Ｐ
ウ
ッ
ク
の
炎
が
１７
１

・８
側
に
伸
び
な
が
ら
内
側
に
倒
れ
は
じ
め
、

も
う
１
本
の
炎
が
ホ
ウ
シ
ョ
ー
玉
の
よ
う
な

型
に
な

っ
て
い
っ
た
。
伸
び
た
炎
の
先
が
切

れ
て
飛
ぶ
こ
と
も
ぁ

っ
た
。

木
村
氏
の
念
力
実
験
は
、
３０
分
以
内
と
さ

れ
て
い
た
。
と
い
ぅ
の
は
、
そ
れ
以
上
の
時

間
、
念
を
か
け
て
い
る
と
、
木
村
氏
の
体
力

が
弱

っ
て
し
ま
い
、
倒
れ
る
こ
と
も
ぁ
る
か

ら
だ

っ
た
。

ス
プ
ー
ン
曲
げ
の
関
口
淳
少
年
も
出
席
し

て
、
ス
プ
ー
ン
を
切
る
実
験
を
行

っ
た
。
ぁ

ま
り
よ
い
成
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
が
、
彼

病
の
人
を
治
し
て
お
り
、
パ
ヮ
ー
治
療
で
は

誰
に
も
負
け
な
い
と
い
ぅ
自
信
を
持
っ
て
い

の

参

加

に

ア

メ

リ

カ

、

ド

ィ

ッ

な

ど

の
科

学

者
多
数
が
拍
手
を
送

っ
て
い
た
。

発
表
さ
れ
た
論
文
の
中
に
、
ア
メ
リ
ヵ
の

科
学
者
が
共
同
執
筆
し
た

「
ゲ
ラ
ー
不
在
の

ゲ
ラ
ー
効
果
」
と
い
う
の
も
あ
り
、
金
属
を

分
解
す
る
念
カ
ヘ
の
研
究
は
今
も
な
お
続
け

ら
れ
て
い
る
。

第
３
回
国
際
会
議
は
、
成
功
裡
に
終
わ
っ

た
。４

日
間
に
、
１６
の
実
験
が
行
わ
れ
、
そ
の

う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
分
科
会
で
研
究
討
議

さ
れ
た
。

そ
の
結
論
は
、

「
超
能
力
の
謎
は
、
科
学

的
に
解
明
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
実
生
活
に

多
く
の
面
を
採
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
今
後
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
る
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

第
４
回
会
議
は
２
年
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ

ン
パ
ウ
ロ
で
開
か
れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

第
４
回
会
議
で
は
さ
ら
に
多
く
の
実
験
が
、

謎
解
き
が
さ
れ
よ
う
。

▲ 3mは なれた所から患部に向けてパワ
ーを送る隈本確氏。

▲宮坂よしみ氏のパワ
ー治療

▼(上)木村一心氏が念を送ると,日
―ツクの

炎は大きくゆらぎ始めた。

▼念写のやり方を説明する小原弘万氏。
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▲1858年頃のルールド(これは洞窟の事件が表面化した当時に画家が描
いたもの)。

▼42mの 高台に今もそびえる古城。

一晶

１

８

５
！
併

午

オ

月

１１

日‥
、

肌

寒

い

風

の

吹

く
な
か
を
３
人
の
少
女
が
町
は
ず
れ
の
ガ
ー

序劇マをツ渡一煎工あ内【陣隷鮒赫韓輸やつな

て
来
た
。
１４
歳
の
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
と
妹
の
マ

リ
ー
、
隣
家
の
友
達
ジ
ャ
ン
ヌ
で
あ
る
。
サ

ビ
の
水
草
用
に
引
い
た
堀
川
が
ガ
ー
ブ
川
と

合
流
す
る
地
点
に
、
入
日
の
横
幅
約
１２
ｍ
ず

奥
行
約
８
ｍ
の
こ
の
洞
窟
が
あ
り
、
川
は
清

列
な
水
を
た
た
え
て
ぃ
る
。
こ
の
日
は
学
校

が
休
み
の
た
め
、
ベ
ル
ナ
デ
や
卜
は
母
親
の

ル
イ
ズ
が
昼
食
の
準
備
用
の
薪
を
切
ら
し
て

い
る
の
を
知

っ
て
、
遊
び
に
来
て
い
た
▼
ャ

ン
ス
と
共
に
新
拾
い
に
出
か
け
た
。
今
日
の

よ
う
な
化
石
燃
料
を
使
用
し
な
い
時
代
の
フ

ラ
ン
ス
の
片
田
合
の
こ
と
だ
。
燃
料
は
薪
で

あ
る
。

所
は
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
の
国
境
地
帯

に
横

た
わ

な

町
ル
ー
ル
ド
で
、
岩
だ
ら
け
の
ｉ
か
ら
成
る

辺
部
な
土
地
だ
。
町
と
丘
の
前
方
に
小
さ
な

ガ
ー
ブ
川
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ル
ド

は
中
世
に
サ
ラ
セ
ン
の
侵
略
に
そ
な
え
て
要

塞
化
さ
れ
た
町
で
、
そ
の
名
残
り
を
示
す
無

人
の
古
城
が
高
台
に
そ
び
え
て
い
る
。

少
女
、

ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト

こ
の
町

に
フ
ラ
ン
ソ
フ

・
ス
ビ

ル
ー
と

い

う
実
直
な
男
が
住
ん
で
い
て
い
妻
の
ル
イ
ズ

と
娘
２
人
と
共
に
精
粉
業
を
営
ん
で
い
た
。

夫
妻
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
で
、
信
仰
あ
つ

く
、
特
に
妻
君
は
愛
情
深
く
て
町
の
人
々
か

ら
敬
愛
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
幸
福
な
生
活

が
続
い
た
が
、
長
女
の
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
が
１１

歳
の
と
き
に
ス
ビ
ル
ー
は
事
業

に
失
敗

し

て
、　
一
家
は
ど
ん
底
に
お
ち
い
っ
た
。
全
く

の
極
貧
と
も
い
う
べ
き
状
態
で
、
日
雇
人
夫

と
し
て
働
き
に
出
た
ス
ビ
ル
ー
は
４
人
に
ふ

え
て
い
た
子
供
が
養
え
ず
、
末
子
な
ど
は
教

会
の
ロ
ー
ッ
ク
の
垂
れ
を
拾

っ
て
食
べ
た
こ

と
も
あ
る
と
い
ぅ
が
、
熱
烈
な
信
仰
心
に
包

ま
れ
た
こ
の
一
家
は
正
直
な
心
を
失
う
こ
と

は
な
く
、
ょ
く
逆
境
に
耐
え
抜
い
た
の
で
あ

と
つ
。長

女
の
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
は
１
８
４
４
年
１

月
７
日
に
生
ま
れ
た
。
生
来
虚

弱

な
体
質

で
、
６
歳
で
気
管
支
炎
、
１０
横
で
軽
い
ョル

ラ
を
わ
ず
ら
っ
た
が
、
そ
の
後
は
ひ
ど
い
喘

息
に
か
か
，
、
こ
れ
が
生
産
彼
女
を
苦
し
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
加
う
る
に
極
貧

と

く
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る
。
乞
食
に
近
い
生
活
が
続
い
た
こ
の
一
家
　
　
で
、
美
少
女
で
は
な
い
が
、
パ
ラ
色
が
か
っ

の
長
女
と
し
て
彼
女
は
弟
妹
た
ち
の
面
倒
も
　
　
た
栗
色
の
顔
に
は
い
つ
も
優
し
い
ま
な
ざ
し

見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
と
き
ど
き
喘
　
　
が
あ
り
、
少
し
大
き
な
愛
ら
し
い
声
で
話
す

息
の
激
し
い
発
作
が
起
こ
っ
て
、
極
限
に
近
　
　
清
純
な
娘
だ

っ
た
。

い
状
態
の
中
を
生
き
続
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ
め
一
家
は
ボ
リ
と
い
う
水
車
場
を
借

こ
こ
ま
で
は
昔
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
く
あ
　
　
り
て
住
ん
で
い
た
が
、
破
産
し
て
か
ら
町
は

る
話
で
、
不
思
議
で
も
何
で
も
な
い
が
、
ひ
　
　
ず
れ
の
ラ
パ
カ
の
借
家
に
移

っ
た
。
し
か
し

と
つ
だ
け
注
目
す
べ
き
点
が
あ

っ
た
。
こ
の
　
　
】≡
」
で
も
家
賃
が
払
え
ぬ
た
め
に
追
い
出
さ

よ
う
な
逆
境
に
育
ち
な
が
ら
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
　
　
れ
て
、
今
度
は
ル
ー
ル
ド
の
元
刑
務
所
の
一

は
奇
妙
な
ほ
ど
に
、
ひ
ね
く
れ
根
性
の
か
け
　
　
室
を
借
り
て
暮
ら
し
た
。
こ
の
頃
が

一
家
の

ら
も
持
た
ず
、
む
し
ろ
快
活
で
愛
情
深
く
、　
　
　
最
極
貧
時
代
で
あ
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
ベ

他
人
に
対
し
て
は
親
切
で
、
だ
れ
か
ら
も
好
　
　
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
学
校

へ
ほ
と
ん
ど
行
く
こ
と

か
れ
る
と
い
う
純
真
な
精
神
を
持
つ
少
女
だ
　
　
が
で
き
ず
、
１３
歳
に
な

っ
て
も
字
が
よ
く
読

Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｗ
＝
Ｗ
ｒ
膨
降
ｒ
博
跡
仰
降
脚
比
Ｅ…
、Ｍ
小
柄

　
　
め
な
い
た
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
公
教
要
理
の

勉
強
も
遅
れ
て
お
り
、
初
聖
体
が
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
隣
村
パ
ル
ト
レ
ス
で
、
ベ
ル
ナ

デ

ッ
ト
の
乳
児
期
に
乳
母
に
な

っ
た
こ
と
の

あ
る
マ
リ
ー
・
ア
ラ
バ
ン
が
、
公
教
要
理
の

勉
強
を
さ
せ
る
と
い
う
の
で
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト

を
家
に
呼
び
、
主
と
し
て
羊
の
番
を
さ
せ
る

こ
と
に
し
た
。
こ
の
数
力
月
が
彼
女
に
は
快

適
な
生
活
だ

っ
た
ら
し
い
。
相
変
わ
ら
ず
喘

息
の
発
作
は
続
い
た
が
、
不
快
な
苦
し
そ
う

な
顔
を
せ
ず
、
常
に
微
笑
を
浮
か
べ
、
決
し

て
不
平
を
言
わ
な
か
っ
た
と
、
同
家
の
女
中

ジ
ャ
ン
ヌ
・
マ
リ
ー
・
ガ
Ｆ
Ｉ
が
証
言
し
て

い
る
。

翌
１
８
５
８
年
の
正
月
、
公
教
要
理
の
本

格
的
な
勉
強
を
切
望
し
た
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
は

家
に
帰

っ
て
父
の
許
可
の
も
と
に
学
校

へ
通

う
こ
と
に
な

っ
た
。
ひ
ど
い
貧
乏
の
た
め
、

学
用
品
や
衣
類
な
ど
は
ま
と
も
に
そ
ろ
わ
な

か
っ
た
が
、
彼
女
の
着
て
い
た
服
は
粗
末
な

が
ら
も
清
潔
で
、
ほ
こ
ろ
び
は
な
か
っ
た
と

有
力
な
証
人
で
あ
る
税
務
管
理
局
長

エ
ス
ト

ラ
ー
ド
氏
が
語

っ
て
い
る
。

洞
窟

に
貴

婦

人

の
幻

が
出

現

―

「
向
こ
う
岸
に
枯
木
が
沢
出
あ
る
わ
よ
」

ジ
ャ
ン
ヌ
が
歓
声
を
あ
げ
て
指
さ
す
。

「
向
こ
う
へ
渡
ろ
う
よ
」

妹
の
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
は
早
く

も
木
靴
を
脱
い
で
川
へ
入

っ
て
行
く
。
ジ
ャ

ン
ヌ
・
ア
パ
テ
ィ
ー
も
そ
れ
に
続
く
。

こ
の
日
は
水
事
を
修
繕
す
る
た
め
に
堀
川

|▼右の家屋は現在このよ引こ修復されている。 ▼ベルナデットが生まれたボリの木車場 (190tl年頃撮影)
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他
人
に
対
し
て
は
親
切
て
、
だ
ね
力‐
ら
も
掘

か
れ
る
と
い
う
純
真
な
精
神
を
持
つ
少
女
だ

っ
た
の
で
あ
る
拘
年
齢
の
わ
り

に
は
小

柄

の
水
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
女
の

子
た
ち
は
浅
い
水
中
を
歩
い
て
安
全
に
渡
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は

た
め
ら

っ
た
。
２
月
の
水
は
氷
の
ょ
ぅ
に
冷

た
く
て
、
持
病
も
ち
の
彼
女
は
到
底
足
を
水

中
に
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
石
を
投
げ
入
れ
て
飛
び
石
を
つ
く

っ
て
く

れ
な
い
？
」

ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
ジ
ャ
ン
ヌ
に
頼
ん
だ
。

し
か
し
２
人
は
と
き
だ
し
た
。

「
な
ぜ
泣
く
の
？
」
と
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
が
尋

ね
る
。

「
水
が
冷
た
い
の
よ
。
ぁ
ん
た
も
自
分
で
靴

を
脱
い
で
早
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
よ
」

ジ
ャ
ン
ス
と
マ
リ
ー
が
向
こ
う
岸
か
ら
せ

ル
サ
テ
ー
ト
ロ
宰
怒

ム
に
と
ス
を
行
く
こ
と

が
で
き
ず
、
・３
歳
に
な

っ
て
も
字
が
よ
く
読

め
な
い
た
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
公
教
要
理
の

を
脱
ど
う
と
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
譲
音
が
響
き
渡

っ
た
。
驚
い

た
彼
女
は
顔
を
上
げ
て
前
方
の
木
々
を
見
た

が
、
何
も
変
化
は
な
い
。
ま
た
靴
下
に
手
を

か
け
る
と
、
あ
た
た
び
大
嵐
の
よ
う
な
轟
音

が
響
い
て
く
る
。
不
安
に
な

っ
て
仲
間
を
呼

ば
う
と
し
た
が
、
声
が
出
な
い
。
洞
窟
の
方

を
見
た
彼
女
は
仰
天
し
た
。
入
日
の
所
の
雑

草
だ
け
が
大
風
を
受
け
た
ょ
う
に
ぺ
し
ゃ
ん

こ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
轟
音
が
や

む
と
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
ぬ
美
し
く

高
貴
な
少
女
が
洞
窟
の
入
日
の
所
に
雑
草
を

踏
ん
で
立

っ
て
い
た
！

こ
の
貴
婦
人
は
、
未
然
と
な
っ
て
い
る
ペ

ル
ナ
デ

ッ
ト
に
む
か
っ
て
静
か
に
頭
を
下
げ

て
か
ら
微
浜
を
押
訪
べ
た
ポ
，

な
ん
と
い
う
神
々
し
い
容
貌
だ
ろ
う
１

年
の
こ
ろ
は
１６
‐
・７
歳
、
純
白
の
長
い
ガ
ウ

ン
を
ま
と
い
、
青
い
色
の
帯
を
し
め
、
頭
を

覆
う
白
い
ベ
ー
ル
は
腰
の
下
ま
で
垂
れ
て
い

る
。
夢
で
は
な
い
か
と
ペ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
何

度
も
目
を
こ
す

っ
た
が
、
た
し
か
に
肉
眼
で

見
え
る
の
だ
。
微
笑
し
た
貴
婦
人
は
や
さ
し

く
手
ま
ね
き
し
た
が
、
畏
怖
の
念
に
打
た
れ

た
彼
女
は
シ
ョ
ッ
ク
で
全
身
が
硬
直
し
た
か

の
よ
う
に
身
動
き
で
き
な
い
。

し
か
し
凝
視
し
て
い
る
う
ち
に
言
い
し
れ

ぬ
至
福
と
歓
喜
の
情
が
わ
い
て
き
た
。
そ
こ

で
彼
女
は
Ｐ
ザ
リ
ォ
を
取
ヶ
出
し
て
祈
り
を

始
め
よ
う
と
い
ぅ
衝
動
に
か
ら
れ
、
地
面
に

ひ
ざ
ま
ず
い
た
。

も

オ

朝

毛

勝

じ

て

川

ム

ノ

）

ス

行

く

　

、ヽ
モ

ン
ヌ
・
ア
パ
テ
ィ
ー
も
そ
れ
に
続
く
。

こ
の
日
は
水
車
を
修
繕
す
る
た
め
に
堀
川

う
と
し
ま
し
た
が
、
手
が
動
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
貴
婦
人
は
少
し
向
き
を
変
え
て
、
正
面

に
立
た
れ
、
腕
に
か
け
た
，
ザ
リ
ォ
を
お
取

り
に
な
っ
て
、
静
か
に
十
年
を
切
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
私
も
十
字
を
切
り
ま
し
た
ら
、

今
度
は
楽
に
で
き
ま
し
た
。
私
は
す

っ
か
抑

気
分
が
落
ち
着
い
て
、
自
分
の
心
が
そ
の
方

の
御
心
の
中
に
溶
け
込
む
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
」
と
、
彼
女
は
手
記
に
書
い
て
い
る
。

続
い
て
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
，
ザ
リ
オ
の
祈

り
を
唱
え
た
。
貴
婦
人
も
，
ザ
リ
ォ
を
繰
り

な
が
ら
、
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
の
栄
誦
に
合
わ
せ

て
、
声
を
出
し
て

一
緒
に
唱
え
た
。
そ
の
身

体
の
周
囲
に
は
白
銀
色
の
際
然
た
る
オ
ー
ラ

が
輝
い
て
い
る
。
や
が
て
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
諄

Ｆ
ザ
リ
オ
を
唱
え
終
わ
る
と
、
貴
婦
人
は
鄭

重
に
頭
を
下
げ
て
、
洞
窟
の
奥

へ
静
か
に
入

っ
て
行

っ
た
。
そ
し
て
洞
窟
は
ふ
た
た
び
元

の
静
寂
な
見
な
れ
た
光
景
に
返

っ
た
の
で
あ

と
つ
。果

然
自
失
、
眺
惚
と
し
て
な
す
す
べ
を
知

ら
ぬ
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
し
ば
ら
く
祈
り
の
姿

勢
を
保

っ
た
ま
ま
入
口
を
見
つ
め
て

い
た

が
、
ふ
と
我
に
返

っ
た
。
全
く
信
じ
ら
れ
ぬ

出
来
事
だ
が
、
た
し
か
に
こ
の
目

で
見

た

し
、
こ
の
耳
で
声
も
聞
い
た
。
ぁ
の
人
は
だ

駒腕秒軒晦南郷な味力、の却輔叫”錦沖力ヽぉ

こ
ん
な
所
に
貴
婦
人
が
住
む
な
ん
て
１

彰
済
と
し
て
湧
き
起
こ
る
畏
敬
の
念
に
全

身
が
爆
発
し
そ
う
に
な

っ
た
ペ
ル
ナ
デ
ッ
ト

「な
ぜ
、
あ
た
し
と
一
緒
に
お
統
ヶ
ど
上
な
！

か
っ
た
の
，
こ

「
お
祈
り
“
　
ン」
ん
な
所
で
お
祈
り
な
ん
て

気
で
も
狂

っ
た
の
？
　
あ
ん
た
が
ひ
ざ
ま
ず

い
て
い
る
の
を
見
て
、
２
人
で
笑

っ
て
い
た

の
よ
」
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
ハ
ッ
と
し
た
。
あ
の
不

思
議
な
光
景
を
見
た
の
は
自
分
だ
け
だ

っ
た

の
だ
！
　
こ
の
人
た
ち
は
何
も
知
ら
な
い
。

知

っ
て
い
る
の
は
自
分
だ
け
だ
！

大
変
な
秘
密
を
身
に
つ
け
た
ょ
ぅ
な
気
が

し
て
、
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
は
こ
の
体
験
を
ジ
ャ

ン
ヌ
に
は
話
さ
な
か
っ
た
が
、
帰
途
、
妹
の

マ
リ
ー
に
は
内
結
だ
と
い
っ
て
打

ち
現
け

た
。
そ
し
て
そ
の
夜
、
マ
リ
ー
が
母
親
に
一

気
に
し
ゃ
べ

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
母

親
も
父
親
も
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
の
正
気
を
疑

っ

て
、
ひ
ど
く
心
配
し
た
。
そ
し
て
三
度
と
洞

窟

へ
は
行
く
な
と
強
く
い
ま
し
め
た
。

用（哨剰一，伊卿紗幾軸めい担をッゥ申錦部

ぐ
り
な
が
ら

一
定
の
祈
り
の
言
葉
を
唱
え
る

の
を
Ｐ
ザ
リ
ォ
の
祈
り
と
い
ぅ
）

彼
女
に
し
か
見
え
な
い
幻
影
の
謎

以
上
が
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
の
目
撃
し
た
最
初

の
不
思
議
な
幻
影
で
ぁ
る
。
幻
影
と
い
う
わ

け
は
、
現
場
に
い
た
他
の
２
人
の
肉
眼
に
は

見
え
な
い
、
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
だ
け
の
体
験
で

あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
後
、
何
度
も
貴
婦
人
を

▲パルトレスのキ小屋。ベルナデットがかようた所。

▼右の数1
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目
撃
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
行
し
た
人
々

の
目
に
は
絶
対
に
見
え
ず
、
声
も
闘
と
え
な

ぃ
。
そ
し
て
１
人
の
少
女
だ
け
の
神
秘
の
体

験
に
な
ヶ
、
ゃ
が
て
こ
の
洞
窟
は
全
世
界
の

ヵ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
渇
仰
の
的
と
な
り
聖
地

と
な
る
。
こ
こ
で
湯
き
出
た
泉
の
水
に
ひ
た

る
こ
と
に
よ
っ
て
難
病
患
者
が
奇
跡
的
に
治

癒
す
る
現
象
が
続
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

１
説
に
よ
る
と
、
結
木
を
捨
い
に
出
た
の

は
食
事
の
仕
度
用
で
は
な
く
暖
を
と
る
た
め

で
あ
り
、
飢
え
を
ｔ
の
ぐ
た
め
に
動
物
の
骨

な
ど
も
拾
っ
て
売
り
、
わ
ず
か
な
金
を
家
に

入
れ
て
家
計
を
助
け
た
と
い
う
ｏ
い
ず
れ
に

せ
よ
相
当
に
貧
し
か
つ
た
こ
と
は
間
違
い
な

し
か
し
、
と
か
く
宗
教
上
の
異
常
な
現
象

に
は
尾
ヒ
レ
が
つ
い
て
話
が
美
化
さ
れ
が
あ

で
、
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
の
場
合
も
、
特
別
に
信

仰
心
の
あ
つ
い
生
来
の
聖
女
で
あ

つ
た
か
の

ょ
う
に
な
く
伝
え
ら
れ
る
が
、
実
際
は
フ
ラ

ン
ス
と
い
う
国
は
強
大
な
力
■
リ
ツ
ク
信
仰

に
支
え
ら
れ
た
歴
史
を
持
ち
、
特
に
１
２
０

年
前
の
フ
ラ
ン
ス
全
上
で
は
あ
ら
ゆ
る
子
供

が
７
歳
以
上
に
な
る
と
信
徒
に
な
る
た
め
の

準
備
と
し
て
公
教
要
理
と
い
う
教
義
の
書
か

れ
た
テ
キ
ス
ト
を
勉
強
し
、
初
聖
体
を
受
け

る
こ
と
が

一
種
の
社
会
習
慣
で
あ

っ
た
ｏ
し

た
が
つ
て
ベ
ル
ナ
デ
ツ
ト
だ
け
が
特
に
高
度

な
宗
教
的
感
性
を
持
つ
異
常
児
だ

っ
た
と
い

ぅ
ゎ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
１４
歳
な
が
ら
小

柄
な
た
め
に
セ
歳
位
に
し
か
見
え
ず
、
頭
も

決
し
て
良
い
方
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
き

ゎ
め
て
従
順
で
素
直
で
、
優
し
い
微
笑
を
失

わ
な
い
と
い
う
特
異
な
性
質
を
身
に
つ
け
た

少
女
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と

お

り
で
あ

る
。
ｔ
か
し
こ
の
特
性
も
第
２
回
目
の
目
撃

か
ら
徐
々
に
変
化
す
る
。

第
２
回
目
の
コ
ン
タ
ク
ト
（接
触
）

３
日
後
の
２
月
１４
日
、
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は

洞
窟
へ行
せ
た
い
と
い
う
強
い
衝
動
を
起
こ

し
て
母
の
許
し
を
乞
う
た
が
、
恐
れ
た
母
親

は
頑
と
し
て
聞
き
い
れ
な
い
。
し
か
し
娘
の

強
い
願
望
に
少
々
お
じ
け
づ
い
て
、
午
後
の

聖
体
降
福
式
ま
で
に
帰

っ
て
来
い
と
い
つ
て

許
可
し
た
。

ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
マ
ッ
サ
ビ
エ
ル
の
洞
窟

目
指
し
て
出
か
け
た
が
、
お
し
や
べ
り
の
マ

リ
ー
が
す
で
に
近
所
の
子
供
た
ち
に
洩
ら
し

て
い
た
た
め
に
、
子
供
た
ち
５
１
６
人
が
ぞ

ろ
ぞ
ろ
と
つ
い
て
来
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
ベ

ル
ナ
デ

ッ
ト
は
洞
窟

へ
行
く
の
が
半
分
は
怖

か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
ま
だ

少
女
で
、
子
供
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
し
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
あ
の
貴
婦
人
は
悪
魔
の
お

化
け
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
た
ｏ
そ
れ
で

教
会
で
聖
水
を
も
ら

っ
て
持

っ
て
行
き
、
貴

婦
人
の
お
化
け
に
ふ
り
か
け
る
と
、
悪
魔
な

ら
消
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
子
供
た
ち
の
１

人
が
提
案
し
た
の
で
、
そ
れ
に
同
意
し
て
途

中
教
会
に
寄
り
、
聖
水
を
も
ら

つ
た
の
で
あ

玄
つ
。洞

窟

へ
来
て
ひ
ざ
ま
ず
き
な
が
ら
ロ
ザ
リ

オ
の
３
連
目
を
唱
え
終
わ

っ
た
瞬
間
、

「
貴

婦
人
が
お
見
え
に
な

っ
た
わ
！
」
と
ベ
ル
ナ

デ

ッ
ト
が
叫
ん
で
洞
窟
を
指
さ
し
た
ｏ

「
ど

こ
に
い
る
ん
だ
よ
ォ
」
と
子
供
た
ち
は
キ
ョ

Ｆ
キ
ョ
ロ
見
ま
わ
す
が
、
さ

つ
ば
り
そ
れ
ら

乳
き
姿
は
目
に
つ
か
な
い
。
こ
の
と
き
の
幻

彰
も
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
だ
け
の
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
り
彼
女
は
自
分
に
の
み
不
思
議
な
現
象

が
発
と
す
る
こ
と
を
決
定
的
に
確
信
す
る
よ

う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

「
聖
水
を
ぶ
っ
か
け
ろ
！
」
と
１
人
が
水
を

差
し
出
す
。
彼
女
は
そ
れ
を
受
け
取

っ
て
、

「
も
し
あ
な
た
が
悪
魔
で
な
い
の
な
ら
、
も

っ
と
近
寄
つ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
」
と
唱
え
た

と
こ
ろ
、
貴
婦
人
は
微
笑
し
な
が
ら
接
近
し

た
の
で
、
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
本
当
に
聖
水
を

ふ
り
か
け
た
が
、
全
然
消
え
も
し
な
い
し
逃

げ
も
し
な
い
。
相
手
と
の
間
隔
は
１
！
２
ｍ

の
至
近
距
離
だ

っ
た
ら
し
い
。

「
悪
魔
じ
ゃ
な
い
わ
。
神
さ
ま
の
御
使
い
ら

し
い
わ
！
」

彼
女
は
じ
っ
と
貴
婦
人
の
神
々
し
い
顔
を

凝
視
し
て
い
た
が
、
次
第
に
眺
惚
状
態
に
お

ち
ぃ
っ
て
、
感
動
の
極
に
達
し
た
。
と
め
ど

な
く
両
眼
か
ら
涙
が
途
れ
て
頼
を
流
れ
落
ち

る
。
し
か
も
体
が
硬
直
し
た
ら
し
く
て
、
失

神
状
態
に
近
く
な

っ
て
き
た
、
子
供
た
ち
が

呼
べ
ど
叫
べ
ど
返
事
も
せ
ず
、
体
を
押
し
て

も
ビ
ク
と
も
し
な
い
で
、
ひ
ざ
ま
ず
い
た
ま

ま
洞
窟
の
中
の
方
を
見
つ
め
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
た
の
は
、

ち
ょ
う
ど
洞
窟
の
上
の
道
を
歩
い
て
い
た
サ

ピ
水
車
場
の
ニ
ヨ
Ｆ
姉
妹
で
、
何
事
か
と
ば

か
り
洞
倉

へ
走
り
下
り
る
と
、
ロ
ザ
リ
オ
を

さ
げ
た
１
人
の
少
女
が
祈
り
の
姿
勢
で
体
を

銘
“翻
嵯殺
い推
難
勲
弊

に
満
ち
て
い
る
。
は
じ
め
は
気
が
狂

っ
た
の

か
と
思

っ
た
が
、
ど
う
や
ら
そ
う
で
は
な
く

て
、
な
に
か
異
常
な
神
秘
的
体
験
ら
し
い
と

気
づ
い
て
、
姉
の
ニ
ヨ
ロ
が
大
急
ぎ
で
息
子

を
呼
び
に
行

っ
た
。
か
け
つ
け
た
息
子
は
ベ

ル
ナ
デ

ッ
ト
の
姿
を
見
て
驚
い
た
が
、
と
に

か
く
サ
ビ
水
車
場
ま
で
連
れ
て
行
く
こ
と
に

し
た
。
女は験体軸義豹厳貌挽的焼苛焼いｒ帥

せ
て
、
一涙
を
ふ
い
て
や
り
、
歩
か
せ
た
が
、

ま
だ
夢
遊
病
者
の
よ
う
な
ふ
ら
ふ
ら
し
た
状

態
で
あ
る
。
今
日
な
ら
ナ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

な
が
ら
救
急
車
が
か
け
つ
け
て
、
あ

つ
と
い

う
間
に
運
び
去
る
が
、
１
２
０
年
前
の
ま
だ

自
動
車
の
な
い
頃
で
あ
る
。
町
は
ず
れ
の
山

道
を

一
同
は
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
歩
い
て
行

っ
た
。

サ
ビ
水
車
場
へ
着
い
て
、
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト

は
ゃ

っ
と
正
気
に
返

っ
た
。
早
速
妹
の
マ
リ

畑草ヵ、鵜へ知れ舶セ嬢印静湘親撤曙弾力ヽし懐

た
。

「
あ
れ
な
ど
洞
窟

へ
行
く
な
と
言

っ
た
の
に

お
母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
か
ら
、

こ
ん
な
こ
と
に
な

っ
た
ん
だ
よ
！
」

ニ
ヨ
Ｆ
の
姉
が
そ
れ
を
制
止
し
て
小
声
で

さ
さ
や
い
た
。

「
奥
さ
ん
、
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
さ
ん
に
何
か
大

変
な
事
が
あ

っ
た
ら
し
い
の
よ
。
神
さ
ま
の

御
使
い
が
現
れ
た
ら
し
い
わ
“
叱
り
つ
け
る
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「
二泉

ル

ナ

決
し
て
良
い
方
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
き

わ
め
て
従
順
で
素
直
で
、
優
し
い
微
笑
を
失

と
、

か
え

っ
て
良

く

な

い

こ
と

に
な

る
と
思

う

わ
」
や

っ
と
納
得
し
た
母
親
は
娘
を
連
れ
て
家

へ
帰

っ
て
行

っ
た
。

３
回

目

の

コ
ン
タ

ク

ト

こ
の
事
件
は
た
ち
ま
ち
ル
ー
ル
ド
の
町
中

に
拡
が

っ
た
。
大
半
の
人
は
信
じ
な
か
っ
た

が
、
強
い
関
心
を
持

っ
た
婦
人
が

１
人

い

た
。
ル
ー
ル
ド
教
会
の
分
派
で
あ
る
マ
リ
ア

会
に
属
す
る
ア
ン
ト
フ
ネ
ッ
ト
・
ペ
レ
ー
夫

人
で
あ
る
。
彼
女
は
友
達
の
ミ
レ
ー
夫
人
を

さ
そ
っ
て
、
ベ
ル
ム
ア
ッ
ト
の
家

を

訪
問

し
、
ま
だ
怒

っ
て
い
る
母
親
を
な
だ
め
て
、

神
の
御
使
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

納
得
さ
せ
た
上
、
自
分
た
ち
も
ベ
ル
ナ
デ

ッ

ト
に
付
き
添

っ
て
洞
窟

へ
行
く
か
ら
と
言

っ

て
、
安
心
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

２
月
１８
日
の
早
朝
、
ペ
レ
ー
と
ミ
レ
ー
の

両
婦
人
は
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
を
連
れ
て
洞
窟

ヘ

出
か
け
た
。
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
ひ
ざ
ま
ず
い

て
，
ザ
リ
オ
を
唱
え
始
め
た
が
、
し
ば
ら
く

し
て

「
あ
の
方
が
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
」

と
言

っ
て
、
深
く
頭
を
さ
げ
た
。
２
人
の
婦

人
に
は
何
も
見
え
な
い
。
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は

次
第
に
悦
惚
状
態
に
な
り
、
感
極
ま
っ
た
顔

つ
き
を
示
す
。
ペ
レ
ー
夫
人
が
持
参
し
た
紙

と
ベ
ン
を
渡
し
て
、
出
現
し
た
貴
婦
人
の
名

前
を
書
い
て
頂
く
よ
う
に
頼
め
と
さ
さ
や
い

た
。
こ
の
貴
婦
人
と
い
う
の
は
最
近
死
ん
だ

信
仰
あ
つ
い
エ
リ
ザ

・
ラ
タ
ピ
夫
人
の
亡
霊

で
は
な
い
か
と
ペ
レ
ー
夫
人
は
考
え
て
い
た

オ
の
３
連
目
を
唱
え
終
わ

っ
た
瞬
間
、

婦
人
が
お
見
え
に
な
っ
た
わ
！
」
と
ベ

ヒ
刀
〓
彦
″
〓
こ
Ｆ
刻
親
て
　
行
幸
力
と
は

か
り
洞
窟

へ
走
り
下
り
る
と
、　
ロ
ザ
リ
オ
を

さ
げ
た
１
人
の
少
女
が
祈
り
の
姿
勢
で
体
を

体
験
を
認
め
て
、
２
度
目
の
コ
ン
タ
タ
ト
に

同
行
し
た
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト

・
ペ
レ
ー
夫
人

と
ミ
レ
ー
夫
人
の
功
績
が
輝
い
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
が

ヨ
ン
タ
ク
ト
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
、
信
ず
る
人
ば
か
り
で
な
く

懐
疑
論
者
も
増
加
し
、
か
弱
い
乙
女
は
迫
害

さ
え
こ
う
む
る
よ
う
に
な

っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
２
人
は
常
に
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
を
弁
護

し
た
か
ら
で
あ
る
。

続

く
不

思
議

な

コ
ン
タ

ク

ト

翌
２
月
１９
日

（金
曜
日
）
か
ら
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
洞
窟

へ
日
参
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
日
は
さ
す
が
に
母
親
ル
イ
ズ
と
そ
の
妹

―
―
ベ
ル
デ
ナ
ッ
ト
の
叔
母
―
―
ベ
ル
ナ
ー

ル
が
付
き
添

っ
て
行

っ
た
。
第
４
回
目
の
コ

ン
タ
ク
ト
で
あ
る
。
ま
だ
こ
の
事
件
を
忌
ま

わ
し
く
思

っ
て
い
た
ル
イ
ズ
と
ベ
ル
ナ
ー
ル

は
こ
っ
そ
り
と
家
を
出
た
が
、
す
で
に
峰
を

聞
い
て
待
機
し
て
い
た
町
の
人
々
７
１
８
名

が
、
そ
れ

っ
、
と
ば
か
り
に
つ
い
て
来
た
。

文
化
の
低
い
田
舎
町
の
こ
と
と
て
、
気
の
ふ

れ
た
キ
ツ
ネ
つ
き
娘
の
お
か
し
な
挙
動
を
ひ

と
目
見
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
Ｐ
ザ
リ
オ
を
唱
え
て
か
ら
空
間
を

見
上
げ
る
娘
の
顔
の
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
ま

ず
母
親
が
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
叔
母
も
す

っ

か
り
感
動
し
た
。
こ
う
し
て
母
親
は
や
っ
と

娘
の

″貴
婦
人
の
幻
影
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
″

を
信
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

翌
２０
日
に
も
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
母
親
と

一

緒
に
洞
窟

へ
出
か
け
た
が
、
こ
の
日
は
実
に

一
奥
さ
ん
、
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
さ
ん
に
何
か
大

変
な
事
が
あ

っ
た
ら
し
い
の
よ
。
神
さ
ま
の

御
使
い
が
現
れ
た
ら
し
い
わ
。
叱
り
つ
け
る

５
０
０
名
ば
か
り
の
群
集
が
洞
窟
に
集
ま
っ

た
。
全
部
の
人
が
聖
母
の
出
現
だ
と
信
じ
た

わ
け
で
は
な
く
、
興
味
本
位
で
来
た
ヤ
ジ
馬

が
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
第
５
回
目
の
コ
ン

タ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
か
ら
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
の

顔
が
崇
高
な
輝
き
に
満
ち
た
の
を
見
て
、
非

難
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
最
初
の
出
現
以
来
わ
ず
か
９
日
し

か
経
過
し
な
い
の
に
、
近
隣
の
村
々
に
ま
で

峰
が
広
が

っ
て
、
２‐
日
の
第
６
回
目
の
コ
ン

タ
タ
ト
に
は
洞
窟
に
前
日
以
上
の
人
々
が
集

ま

っ
た
が
、
そ
の
中
に
ル
ー
ル
ド
の
医
師
ド

ズ
ー
博
士
が
い
た
。
博
士
は
全
く
の
無
神
論

者
だ

っ
た
が
、
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
が
貴
婦
人
と

お
ぼ
し
き
人
と
対
面
し
て
い
る
あ
い
だ
、
手

を
取

っ
て
脈
や
呼
吸
を
調
べ
た
結
果
、
何
の

異
常
も
な
く
、　
ョ
ン
タ
ク
ト
の
直
後
に
、
ベ

ル
ナ
デ

ッ
ト
と
変
わ
し
た
質
疑
応
答
の
内
容

が
理
路
整
然
と
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
、

後
年
は
彼
女
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
り
、
奇

跡
的
な
超
常
現
象
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
、

熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
な

っ
た
の
で
あ

とつ
。一

方
、
ル
ー
ル
ド
の
ジ

ュ
ツ
ー
ル
検
事
、

ジ
ャ
ョ
メ
警
部
ら
は
こ
の
事
件
の
背
後
に
何

か
の
謀
略
が
あ
る
と
判
断
し
て
、
同
日
、
検

事
が
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
を
尋
問
し
た
が
、
い
さ

さ
か
の
疑
点
も
見
い
出
せ
な
か
っ
た
。

「身
な
り
の
み
す
ぼ
ら
し
い
貧
し
い
娘
だ
が

心
は
清
ら
か
で
美
し
く
、
確
信
を
も

っ
て
語

り
、
非
難
す
べ
き
余
地
は
な
か
っ
た
」

と
検
事
は
日
記
に
記
し
て
い
る
。

そ
の
あ
と
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
は
ジ
ャ
コ
メ
署

の
で
あ

る
。

ベ

ル
ナ
デ

ッ
ト
が

紙
と

ペ

ン
を
差

し
出

し

て
、
名
前
を
書
い
て
下
さ
い
と
言

っ
た
。

微
笑
を
浮
か
べ
た
貴
婦
人
は
ル
ー
ル
ド
の

方
言
で
答
え
た
。

「
私
の
言
い
た
い
こ
と
は
紙
に
書
く
わ
け
に

は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
今
後
１５
日
間
毎

日
こ
こ
へ
来
て
く
れ
ま
す
か
？
」

「
両
親
の
許
可
を
得
て
必
ず
ま
い
り
ま
す
」

ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
は
ひ
れ
伏
し
て
約
束
し
、

続
い
て
貴
婦
人
と
何
事
か
を
ひ
そ
ひ
そ
と
話

し
始
め
た
。
何
の
姿
も
見
え
ぬ
他
の
２
人
の

婦
人
は
、
空
間
の
１
点
に
向
か
っ
て
実
に
延

々
１
時
間
も
話
し
続
け
る
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
の

異
様
な
動
作
を
黙

っ
て
見
て
い
た
。
最
後
に

貴
婦
人
が
去

っ
て
、
や

っ
と
我
に
返

っ
た
ベ

ル
ナ
デ

ッ
ト
に
気
ぜ
わ
し
く
２
人
は
質
問
し

た
。
何
を
話
し
合

っ
た
の
か
―
―

「
『
あ
な
た
に
幸
福
を
与
え
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
そ
れ
は
こ
の
世
で
は
な
く
、
来

世
に
な

っ
て
か
ら
で
す
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
」

「
私
た
ち
２
人
が
そ
ば
に
い
る
の
を
、
あ
の

方
は
い
や
が

っ
て
い
た
の
？
」

「
い
い
え
、
あ
の
方
は
あ
な
た
が
た
を
見
て

微
笑
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」
と
ベ
ル

ナ
デ

ッ
ト
は
答
え
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
２
人

は
聖
母
マ
リ
ア
の
出
現
と
信
じ
て
、
す

っ
か

り
感
動
し
、
娘
を
家
に
送
り
と
ど
け
て
、
母

親
の
前
で
娘
を
は
あ
た
た
え
た
。

マ
ッ
サ
ビ
エ
ル
の
洞
窟
が
後
年
、　
一
大
奇

跡
の
地
と
し
て
世
界
屈
指
の
巡
礼
の
地
と
な

っ
た
陰
に
は
、
い
ち
早
く
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
の
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長
の
巧
み
な
誘
導
尋
間
を
受
け
た
が
、
こ
れ

も
見
事
に
突
破
し
た
。
そ
こ
で
、
首
尾

一
貫

し
Ｘ
秩
序
あ
る
陳
述
を
続
け
た
少
女
の
背
後

に
奸
計
を
企
む
者
が
あ
る
と
警
部
は
考
え
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
父
親
の
ス
ピ
ル
ー
を
呼

び
出
し
て
、
こ
の
事
件
が
治
安
維
持
の
上
で

税
務
管
理
局
長
エ
ス
ト
ラ
ー
ド
、
ド
ズ
ー
博

Ｆ
フ
】
ツ

ｒ
ツ
ト
ワ
や
弁
護
士
ギ
下

”
ラ

重
大
な
犯
罪
行
為
に
な
る
の
だ
と
脅
し
た
あ

げ
く
、
洞
窟
行
き
を
禁
止
さ
せ

よ
と
命

じ

た
。
気
の
弱
い
ス
ビ
ル
ー
は
ち
ぢ
み
あ
が

っ

て
帰
宅
し
、
娘
を
叱
り
つ
け
た
の
で
、
さ
す

が
の
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
も
父
の
命
令
に
従
う
約

束
を
し
た
。

ら
つ
て
祈
っ
た
。
１
人
の
巡
査
部
長
が
割
り

込
ん
で
肪
腎
し
よ
う
と
し
た
が
、
ば
れ
占
日

翌
日
の
２２
日
は
洞
窟

へ
行
か
ず
、
学
校

ヘ

行

っ
た
が
、
先
生
や
友
達
か
ら
悪
し
ざ
ま
に

の
の
し
ら
れ
て
、
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
悲
し
ん

だ
。
昼
食
で
帰
宅
し
て
か
ら
、
ま
た
も
激
し

い
衝
動
を
感
じ
て
学
校
と
は
別
方
向
の
洞
窟

の
方

へ
走
り
出
し
た
。

だ
が
こ
の
日
、
貴
婦
人
は
出
現
し
な
か
っ

た
。
あ
と
で
こ
れ
を
知

っ
た
ジ
ャ
コ
メ
署
長

は
ス
ビ
ル
ー
父
娘
を
警
察

へ
呼
ん
で
、
約
束

を
破

っ
た
と
い
う
の
で
激
し
く
難
詰
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
答
え
た
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
の
言

葉
は
実
に
見
事
な
も
の
で
あ

っ
た
。

「
私
は
他
人
を
洞
窟
に
誘

っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
貴
婦
人
を
聖
母
マ
リ
ア
だ
と
言

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
大
勢
の
人
が
勝

手
に
集
ま
る
だ
け
で
す
。
私
に
何
の
罪
が
あ

る
と
い
う
の
で
す
か
」

こ
れ
に
は
ジ
ャ
ヨ
メ
署
長
も
参

っ
て
し
ま

い
、
２
人
を
放
免
し
た
。

２３
日
の
洞
窟
に
お
け
る
コ
ン
タ
ク
ト
に
は

ま
ず
い
て
祈
り
を
始
め
た
が
、
相
手
の
指
示

見
時
に
は
、
景
婦
人
か
ら
「
モ

こ
推
卜
衿
力
ヽ
―
、



に
府
計
を
企
む
者
が
あ
る
と
警
部
は
考
え
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
父
親
の
ス
ピ
ル
ー
を
呼

び
出
し
て
、
こ
の
事
件
が
治
安
維
持
の
上
で

引
々
ド
デ
ト
ド
．
ド
メ
ー
博

て
帰
宅
Ｌ
　
舞
ち
以
″
′′
“
ア
ク
「
　
、ど

が
の
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
も
父
の
命
令
に
従
う
約

束
を
し
た
。

ら

っ
て
新

っ
た
。
１
人
の
巡
査
部
長
力、
割
り

込
ん
で
妨
害
し
ょ
ぅ
と
し
た
が
、
だ
れ
ヽ
相

手

に
し
な
か

っ
た
。

不
思
議
な
泉
が
わ
き
出
る

２５
日
　
　
最
初
の
コ
ン
タ
ク
ト
か
ら
１４
日

目
　
　
の
早
朝
、
洞
窟
に
は
す
で
に
５
０
０

名
ば
か
り
の
群
集
が
待
機
し
て
お
り
、
ベ
ル

ナ
デ

ッ
ト
の
姿
を
見
て
脱
幅
し
た
。
こ
の
頃

は
群
集
も
彼
女
に
畏
敬
の
念
を
抱
く
ょ
う
に

な

っ
て
い
た
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
日
の
コ
ン

タ
ク
ト
で
画
期
的
な
現
象
が
発
生
し
た
の
で

あ
る
。

い
つ
も
の
と
お
リ
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
ひ
ざ

は
入
ビ
ル
ー
父
娘
を
警
察

へ
呼
ん
で
、
約
束

を
破

っ
た
と
い
う
の
で
激
し
く
難
詰
し
た
。

直伊
お“ヽ祈ヽ和疫醐Φ一がず瑚芽伸翔赫

か
し
て
地
面
を
手
で
堀
り
だ
し
た
。
す
る
と

急
に
水
が
湯
き
出
て
、
あ
た
り
に
流
れ
た
。

し
か
も
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
そ
の
泥
水
を
手
で

す
く

っ
て
飲
ん
だ
あ
げ
く
、
そ
れ
で
顔
を
洗

つ
た
ば
か
り
か
地
面
に
生
え
て
い
る
事
を
む

し
り
取

っ
て
食
べ
た
の
で
ぁ
る
。

ョ
ン
タ
ク

ト
が
終
わ
っ
て
か
ら
人
々
の
質

問

に
答

え

て
、
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
、
す
べ
て
貴
婦
人
の

命
令
ど
お
り
に
や
っ
た
だ
け
だ
と
ぃ
ぅ
。
こ

の
泉
の
水
は
次
第
に
水
量
が
か
え
て
夕
方
に

は
ガ
ー
ブ
川
に
注
ぐ
ょ
ぅ
に
な
っ
た
。
そ
し

て
こ
れ
こ
そ

〃
ル
ー
ル
ド
の
聖
泉
”
と
し
て

無
数
の
奇
跡
を
生
じ
、
４５
年
後
の
１
９
０
３

年
に
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
輝
く
フ
ラ
ン
ス

の
大
生
物
学
者
ア
レ
キ
シ
ス
・
ヵ
レ
ル
を
驚

倒
せ
し
め
て
熱
烈
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
た
ら

し
め
る
ほ
ど
の
一
大
事
件
が
こ
の
泉
で
発
生

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
泉
に
よ
る
奇
跡

を
見
た
税
務
管
理
局
長
エ
ス
ト
ラ
ー
ド
は
ベ

ル
ナ
デ
ッ
ト
を
強
く
支
持
す
る
よ
ぅ
に
な
っ

た
。翌

２６
日
の
金
躍
日
に
は
第
１０
ロ
ロ
の
ョ
ン

タ
ク
ト
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
も
彼
女

は
泉
の
水
を
飲
ん
で
顔
を
洗
い
、
不
可
視
の

実
体
と
何
事
か
会
話
を
変
わ
し
な
が
ら
、
涙

ぐ
ん
で
地
面
に
接
吻
し
、
群
集
に
も
そ
う
す

る
よ
ぅ
に
と
す
す
め
た
の
で
、
人
々
も
わ
け

の
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
地
面
に
ひ
れ
伏
し
て
大
地

に
接
吻
し
た
。

続
い
て
２７
日
の
土
曜
日
、
ま
た
も
第
■
回

目
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
会

い
、
２
人
を
放
免
し
た
。

２３
日
の
洞
窟
に
お
け
る
コ
ン
タ
ク
ト
に
は

駄
げ
Ｈ
は
、
■
締ｉ
舟
声
ヶ

「
と
の
地
に
大
聖
‐

堂
を
建
て
る
よ
ぅ
に
神
父
た
ち
へ
伝
え
ょ
」

と
の
お
言
葉
が
あ

っ
た
と
ぃ
ぅ
。
そ
こ
で
帰

宅
後
、
ル
ー
ル
ド
教
会
の
ペ
ー
ラ
マ
ー
ル
神

父
の
も
と
を
訪
れ
て
事
件
の
詳
細
を
話
し
た

の
で
あ
る
。
神
父
は
こ
の
少
女
の
奇
妙
な
体

験
が
大
き
な
噂
に
な

っ
て
い
た
こ
と
は
知

っ

て
い
た
が
格
別
の
関
心
は
も
た
な
か
っ
た
。

無
学
な
少
女
が
し
っ
か
り
し
た
口
調
で
筋
の

通
る
話
を
す
る
の
に
感
銘
を
受

け

た
も

の

の
、
乗
り
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

２８
Ｂ
の
日
曜
日
は
厳
寒
に
も
か
か
ゎ
ら
ず

ヤよ約牌御脚榊的湖つ物てま人が藤難肢癖ダ談呼

合
う
少
女
の
姿
に
感
動
し
、
と
い
た
り
祈

っ

た
り
し
た
と
、
日
撃
し
た
ェ
ス
ト
ラ
ー
ド
は

記
録
し
て
い
る
。

初
め
て
奇
跡
が
発
生
！

こ
の
２８
日
に
最
初
の
驚
く
べ
き
奇
跡
的
現

象
が
発
生
し
た
。
ル
ー
ル
ド
に
住
む
石
工
の

ル
イ

・
ブ
リ
ェ
ッ
ト
と
ぃ
ぅ
男
が
火
薬
の
爆

発
事
故
で
右
眼
を
失
明
し
て
仕
事
が
思
う
ょ

う
に
ゆ
か
ず
、
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
マ

ォ
サ
ビ
エ
ル
洞
窟
の
事
件
を
知

っ
て
強
い
関

心
を
起
こ
し
た
ル
イ
は
、
娘
に
命
じ
て
泉
の

水
を
汲
ん
で
こ
さ
せ
、
祈
り
の
言
葉
を
唱
え

な
が
ら
そ
れ
で
右
眼
を
洗

っ
た
崩
間
、
強
烈

由貯中やウ韓赫がィギ脚麟期践第勢貯

が
は
ぼ
瞬
時
に
し
て
全
治
し
た
事
実
は
ド
ズ

ー
博
士
も
確
認
し
、
博
士
も
マ
ッ
サ
ビ
ェ
ル

Ｗ貯蒙カラ停赫嘘従ゴ雰”醇い行中枠

集
が
押
し
寄
せ
た
。
そ
し
て
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト

が
祈
り
終
え
て
貴
婦
人
の
幻
影
を
見
始
め
る

や
顔
の
血
の
気
が
引
き
、
微
笑
を
浮
か
べ
て

相
手
に
語
り
か
け
る
不
思
議
な
神
秘
的
な
動

作
に
い
た
く
感
動
し
た
ェ
ス
ト
ラ
ー
ド
は
、

そ
の
後
熱
心
な
信
奉
者
と
な
っ
て
、
手
記
を

書
い
た
が
、
こ
れ
は
貴
重
な
目
撃
体
験
記
と

な
っ
て
い
る
。

２４
日
に
は
早
朝
６
時
頃
に
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト

は
洞
窟

へ
行

っ
た
。
こ
の
と
き
の
コ
ン
移
ウ

ト
で
は
、
彼
女
は
ひ
ど
く
と
い
て
、

「
償
い

を
１
」
と
３
度
叫
ん
だ
。
群
集
も
そ
れ
に
な

▲ベルナ五影【ょe琉官58急召獄こ隻こ供をだを採父湛塁案そぃる。



UFOと 宇宙 03

洞
窟
の
奇
跡
の
熱
心
な
信
者
に
な

っ
た
。

ル
イ
の
体
験
は
峰
と
な

っ
て
広
が
り
、
こ

れ
を
伝
え
聞
い
た
病
人
た
ち
が
泉
の
水
で
奇

跡
的
に
全
快
す
る
と
い
う
事
実
が
続
々
と
現

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

３

月

１

日

の

月

曜

日

と

２

日

の

火

躍

日

に

は
第
１３
、
・４
回
目
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
行
わ
れ

た
が
、
火
曜
日
に
は
ま
た
聖
堂
を
建
立
す
る

こ
と
で
神
父
に
頼
め
と
の
お
告

げ

が

あ

っ

た
。
そ
れ
で
ペ
ー
ラ
マ
ー
ル
神
父
の
所
へ
再

度
行

っ
て
話
し
た
が
、
神
父
は
容
易
に
応
じ

な
か
っ
た
。
し
か
し
２
日
に
も
ま
た
奇
跡
が

発
生
し
た
の
で
あ
る
。

ル
ー
ル
ド
の
住
人
ジ
ャ
ン
・
ブ
ー
オ
ー
ル

と
い
う
職
工
に
ジ

ュ
ス
タ
ン
と
い
う
２
歳
の

幼
児
が
い
た
が
、
骨
軟
化
症
や
他
の
病
気
で

死
に
か
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
２
日
の
午
後

妻
の
ク
ロ
ワ
ジ
ー
ヌ
が
ふ
と
思
い
つ
い
て
、

子
供
を
か
か
え
、
マ
ッ
サ
ピ
エ
ル
の
洞
窟

ヘ

走

っ
て
、
祈
り
を
し
た
あ
と
、
子
供
を
裸
に

し
て
い
き
な
り
泉
に
つ
け
た
の
で
あ
る
。

氷
の
よ
う
に
冷
た
い
水
中
に
１５
分
間
も
つ

け
て
か
ら
家
に
帰
り
、
寝
か
せ
た
。
と
こ
ろ

が
翌
月
の
４
日
に
は
完
全
な
健
康
体
に
な
っ

て
室
内
を
歩
き
ま
わ

っ
た
の
だ
！
　
夫
妻
は

狂
喜
し
て
嬉
し
涙
に
く
れ
た
。
泉
に
子
供
を

つ
け
た
場
面
は
ド
ズ
ー
博
士
も
目
撃
し
た
の

で
、
こ
の
驚
異
的
な
現
象
は
医
学
の
常
識
を

超
え
る
も
の
と
し
て
ル
ー
ル
ド
関
係
事
件
で

は
特
に
有
名
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
他
２０
年

間
の
ツ
ン
ボ
が
治

っ
た
ク
ロ
ー
ザ
婦
人
、
泉

に
つ
か
っ
た
瞬
間
、
ビ
ッ
コ
が
治

っ
た
オ
ー

ギ

ュ
ス
■
・
ポ
ル
ド
の
例
な
ど
、
奇
跡
的
治

癒
が
続
出
し
て
、
聖
泉
の
名
は
広
ま
っ
た
。

３
月
３
日
、
水
躍
日
に
は
洞
窟
の
見
物
人

が
４
０
０
０
名
に
達
し
た
。
し
か
し
こ
の
朝

貴
婦
人
は
出
現
し
な
か
っ
た
と
ベ
ル
ナ
デ
ッ

ト
が
正
直
に
告
白
し
て
、
む
し
ろ
信
用
を
得

た
が
、
午
後
に
再
度
洞
窟

へ
行
く
と
今
度
は

ヨ
ン
タ
ク
ト
で
き
た
。
こ
の
と
き
は
ベ
ル
ナ

デ

ッ
ト
の
顔
は
憂
愁
に
満
ち
て
い
た
。
朝
の

群
集
の
中
に
み
だ
ら
な
振
舞
い
を
し
た
者
が

あ

っ
た
と
貴
婦
人
か
ら
告
げ
ら
れ

た
と

い

う
。
そ
れ
で
少
女
は
悲
し
い
思
い
を
し
た
の

で
あ
る
。

無

原
罪

の
受

胎

洞
窟
の
事
件
は
今
や
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
鳴

り
響
き
、
パ
リ
の
新
聞
な
ど
も
報
道
し
た
が

大
な
の
記
事
は
い
い
加
減
な
否
定
論
で
あ

っ

た
。
調
査
も
し
な
い
で
で
っ
ち
あ
げ
記
事
を

か
か
げ
た
が
、
特
に
１
８
５
８
年
３
月
６
日

付

エ
ー
ル
・
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
紙
の
ご
と
き
は

「
信
じ
な
い
農
夫
に
む
か
っ
て
、
少
女
は
ヘ

ビ
を
出
し
て
、
そ
の
人
を
食
い
殺
さ
せ
た
」

と
書
い
て
い
る
。

３
月
４
日
は
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
が
貴
婦
人
と

約
束
し
た
１５
日
に
及
ぶ
日
参
の
最
終
日
だ
と

い
う
の
で
、
こ
の
日
洞
窟
前
に
参
集
し
た
人

は
実
に
２
万
人
に
達
し
た
と
い
う
！
　
最
後

の
日
だ
か
ら

一
大
奇
跡
が
起
こ
る
の
で
は
な

い
か
と
人
々
は
期
待
し
た
の
で
あ
る
。

７
時
す
ぎ
に
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
が
来
て
、　
Ｐ

Ｉ
ツ
ク
に
火
を
と
も
し
、
十
字
を
切

っ
て
祈

り
始
め
る
と
ま
も
な
く
顔
が
蒼
白
に
な
り
、

洞
窟
内
の
空
間
を
凝
視
し
、
と
き
に
は
微
笑

し
、
と
き
に
は
う
な
だ
れ
た
り
し
て
、
群
集

に
は
さ

っ
ば
り
見
え
な
い

″
何
者
か
″
と
ヨ

ン
タ
ク
ト
し
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
。

し
か
し
驚
く
べ
き
奇
跡
と
い
う
よ
う
な
も

の
は
こ
こ
で
発
生
し
な
か
っ
た
た
め
大
勢
の

人
は
失
望
し
た
が
、
騒
ぎ
に
は
な
ら
ず
、
む
し

ろ
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
し
て

数
千
名
の
群
集
が
あ
と
を
つ
い
て
彼
女
の
家

七
で
来
て
取
り
囲
み
、
行
列
を
な
し
て
順
々

に
家
の
中

へ
入
り
込
ん
で
は
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト

に
挨
拶
し
た
り
接
吻
し
た
り
し
た
。
警
備
に

つ
い
た
憲
兵
隊
長
ダ
ン
グ
ラ
中
尉
は
、
群
集

の
秩
序
あ
る
行
動
を
意
外
に
思
い
、
騒
動
は

全
然
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
家

の
前
に
並
ん
だ
行
列
は
２
時
間
以
上
も
続
い

て
、少
女
は
疲
れ
た
が
、
一
言
口も
不
平
を
洩
ら

さ
ず
に
、
一！
」
ろ
よ
く
人
々
を
迎
え
入
れ
た
。

・５
日
間
の
日
参
は
終
了
し
た
が
、
洞
窟
は

今
や
聖
地
と
化
し
て
、
マ
リ
ア
像
が
安
置
さ

れ
、
ビ
ー
ソ
グ
が
と
も
さ
れ
て
、
参
請
人
は

次
第
に
増
加
し
た
。

３
月
２４
日
の
夕
食
後

「
開
日
は
洞
窟

へ
行

く
方
が
よ
い
」
と
い
う
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ヨ

ン
を
感
じ
た
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
、
嬉
し
さ
の

あ
ま
り

一
睡
も
し
な
い
で
、
２５
日
は
早
朝
に

家
を
出
た
。

「
あ
の
な
つ
か
し
い
方
に
ま
た

お
会
い
で
き
る
！
」
と
思
え
ば
胸
の
高
鳴
り

は
や
ま
な
い
。
待

っ
て
い
た
と
ば
か
り
大
勢

の
人
が
つ
い
て
来
る
。　
　
　
一　
　
　
　
，

こ
の
と
き
の
ヨ
ン
タ
ク
ト
で
、
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
相
手
の
名
前
を
尋
ね
て
み
た
。
す
る

と
世
に
も
美
し
い
貴
婦
人
は
天
を
仰
ぎ
な
が

ら
「私
は
矩
廃
発
α
史
膨
でラ
す
」
と
答
え

た
。
無
学
な
貧
し
い
少
女
に
は
こ
の
言
葉
の

意
味
が
理
解
で
き
な
か

っ
た
が
、
あ
と
で
税 監の所泊宿属付

ｏ

会

ク

教

ツ

ト
・
日

ル

・

一

ヌ

ル

一

は

リ

左

ド
ｏ
ン

ト

サ

ツ

とク

デ

レ

ナ

ア

ル

・

べ
　
↓

の

ザ

後

マ
幹
督，

▲
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私は2人の少女と
一緒に,木 の枝を拾う

ためガーブ川の岸へと出かけました。彼女

たちは川を渡ると泣き出しました。どうし

て泣いているのかと尋ねると,水 が冷たい

からだという答えです。私は彼女たちに靴

を脱がずに川を渡れるよう,川 の中に石を

投げ入れてほしいと頼みました。私も彼女

たちと同じようにして渡らないとだめだ,

と彼女たちは答えました。靴を脱がずに渡

れるかどうか試すには,や や遠すぎたので

す。私は靴を脱ぐため洞窟の前に引き返し

ました。靴を脱ごうとしたとき,不穏なぎ

わめく音が聞こえました。平野のほうを振

り返りましたが,木 は揺れていません。靴

を脱ぎつづけていると,ま た同じ音を聞き

ました。私が頭を上げて洞酒のほうを見る

と,白 い服を着た貴婦人が目に入 りまし

た。彼女は白いロープを身にまとい,青 い

帯をしめ,珠 数の鎖の色をした,そ れぞれ

の足に責色いバラをつけていました。私は

目をこすり,自 分が見間違えたのだと思い

ました。私は手をポケットに入れて,数珠

をつまぐりました。額の前で十事を切ろう

と思いましたが,手 を持つていけません。

に
つ
か
っ
た
瞬
間
、
ビ
ッ
ョ
が
治

っ
た
オ
ー

ギ

ュ
ス
ト
・
ポ
ル
ド
の
例
な
ど
、
奇
跡
的
治

務
管
理
局
長
の
エ
ス
ト
ラ
ー
ド
を
訪
れ
て
、

感
動
の
あ
ま
り
泣
き
な
が
ら
こ
の
ョ
ン
タ
ク

ト
の
模
様
を
語

っ
た
と
き
、　
ェ
ス
ト
ラ
ー
ド

と
そ
の
妹
は
ハ
ッ
と
し
た
。
聖
母
マ
リ
ア
で

は
な
い
か
１
　
こ
の
娘
は
そ
れ
と
知
ら
ず
に

聖
母
の
亡
霊
と
度
重
な
る
会
見
を
し
て
い
た

の
だ
―
　
ン」
の
こ
と
は
た
ち
ま
ち
ル
ー
ル
ド

全
体
に
伝
わ

っ
て
、
ゃ
は
リ
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト

と
会

っ
て
い
た
幻
の
貴
婦
人
は
聖
母
マ
リ
ア

だ

っ
た
の
だ
と
い
ぅ
峰
が
広
が
り
、
こ
の
頃

か
ら
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
を
誹
訪
す
る
者
は
い
な

―
ツ
ク
に
火
を
と
も
し
、
十
字
を
切

っ
て
祈

り
始
め
る
と
ま
も
な
く
顔
が
蒼
白
に
な
り
、

く
な

っ
た
と
い
ぅ
。
し
か
し

一
方
で
は
官
憲

の
断
圧
が
起
こ
っ
て
き
た
。

４
月
７
日
、
火
曜
日
。
こ
の
日
も
少
女
は

洞
窟
で
ョ
ン
タ
ク
ト
し
た
。
１８
回

目

で
あ

る
。
こ
の
と
き
は
燃
ぇ
て
い
る
，
―
ッ
ク
に

手
を
か
ざ
し
た
が
、
ャ
ヶ
ド
ら
し
い
跡
は
な

か

っ
た
と
い
う
。

ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
の
事
件
は
政
府
の
耳
に
も

入
り
、
地
元
の
警
察
に
命
じ
て
、
聖
地
化
し

た
洞
窟
を
つ
が
す
作
戦
を
起
こ
し
、
内
務
大

臣
の
命
に
よ
リ
タ
ル
ブ
の
県
知
事

マ
ッ
シ
男

て
、少
女
は
疲
れ
た
が
、
三
百
も
不
平
を
瀬
ら

さ
ず
に
、
チ▼
」
ろ
よ
く
人
々
を
迎
え
入
れ
た
。

た

て

知

学

施

祭

Ｌ

ヽ
少

汐

に

明

こ

に

雇

妻

吃

意
味
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
あ
と
で
税
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▲現在はマッサビェル洞窟に壮大な聖堂が建立されている。

爵
が
ル
ー
ル
ド
に
掲
示
し
て
、
洞
窟
の
泉
水

の
汲
み
出
し
や
柵
内
の
立
ち
入
り
を
禁
止
す

る
旨
の
告
示
を
出
し
た
。
怒

っ
た
の
は
石
工

た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
の
体

験
を
支
持
し
て
、
洞
窟
の
周
囲
を
石
で
整
備

し
て
い
た
熱
烈
な
信
者
の
集
団
で
あ

っ
た
の

だ
。
た
ち
ま
ち
彼
ら
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行

っ
て
猛
烈
な
抵
抗
を
開
始
し
、
洞

窟
前
の
立
ち
入
り
禁
止
の
柵
を
何
度
も
破
壊

し
た
り
、
柱
や
板
を
川
に
投
げ
込
ん
だ
り
し

て
、
警
官
隊
と
衝
突
し
そ
う
に
な

っ
た
。
婦

人
た
ち
も
石
工
の
グ
ル
ー
プ
に
応
援
し
て
、

あ
の
手
こ
の
手
で
警
察
に
対
抗
し
た
の
で
、

町
は
今
や
流
血
の
惨
事
の
一
歩
手
前
と
い
う

状
態
に
な

っ
て
き
た
。

こ
の
頃
す
で
に
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
を
強
く
支

持
し
て
い
た
ペ
ー
ラ
マ
ー
ル
神
父
は
事
態
を

憂
慮
し
、
説
教
を
行

っ
て
民
衆
を
な
だ
め
に

か
か
っ
た
。　
一
方
、
官
憲
も
意
外
に
強
い
町

民
の
抵
抗
に
あ

っ
て
手
を
ゆ
る
め
た
。
警
戒

は
続
け
た
も
の
の
、
民
衆
の
高
ま
る
支
持
熱

に
た
じ
た
じ
の
態
で
あ

っ
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
夏
と
な
り
、
７
月

・６
日
の
年
後
、
ベ
ル
ナ
デ

ッ
ト
は
ま
た
も
洞

倉

へ
来
い
と
い
う
強
い
テ
レ
パ
シ
ッ
ク
な
印

象
を
受
け
て
、
ル
シ
ル
叔
母
と
出
か
け
た
の

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

カ
ラ
ー
及
び
記
事
中
写
真
提
供
＝
鹿
島
正
機

▼洞窟に参詣する巡礼団。



あ
の
手
こ
の
手
で
警
察
に
対
抗
し
た
の
で
、

町
は
今
や
流
血
の
惨
事
の
一
歩
手
前
と
い
う

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

カ
ラ
ー
及
び
記
事
中
写
真
提
供
＝
鹿
島
正
雄

車
亀
憲
霊
一

▲ルールドヘ巡社に来た陸軍部隊。

く飛行機で輸送される重症息者。

▼寄跡的治癒を求めてルールドヘ押しよせた重粛人

たち。

▼洞窟

■

■

，
津
！

隷
藤
，

| | | 1 4 t 4 1



■
惑
星
問
戦
争
で
の

逃
亡
者
の
隠
れ
家
？

１
９
７
７
年
３
月
９
日
　
　
。

私
は
、
限
下
に
次
々
に
現
れ
て
は
過
ぎ
去

っ
て
行
く
、
４
０
０
０
１
５
０
０
０
メ
ー
ト

ル
級
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
高
降
に
見
と
れ
な

が
ら
、
間
も
な
く
キ
ト
ー
に
到
着
す
る
こ
と

を
告
げ
る
機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
な
に
げ
な
く

聞
い
て
い
た
。

時
球
郷
中
雑
ヵ
ラ
揮
中 ′レ
キ
Ｆ を
知
的
つ
中
韓
却

夕
空
港
を
経
由
し
て
、
今
、
南
米

エ
ク
ア
ド

ル
の
首
都
キ
ト
ー
に
向
か
っ
て
い
る
の
だ
。

機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
、
ベ
ル
ト
着
用
の
注

意
と
と
も
に
、
空
港
に
降
り
て
も
走

っ
た
り

急
激
な
運
動
を
し
な
い
よ
う
に
と
繰
り
返
し

警
告
し
て
い
る
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
キ
ト
ー
は
、
世
界
第

２

の
高

所

（海
抜
３
千
６
百
数
１０
メ
ー
ト
ル
も

の
高
地
）
に
あ
る
首
都
で
、
空
気
が
薄

く
て



●
イ
ン
カ
文
明
の
勃
興
よ
り
以
前
、
す
で
に
ア
ン
デ

ス
山
脈
地
下
を
ベ
ル
ー
、ポ
リ
ビ
ア
、
チ
リ
ヘ
と
貫
通

ヽ
　
　
ヽ

し
て
い
た
謎
の
大
ト
ン
ネ
ル
…
こ
れ
は
何
者
の
手
に

な
る
も
の
な
の
か
？
　
イ
ン
カ
の
責
全
秘
宝
伝
説
と

色
濃
い
関
係
の
サ
ン
ト

・
ド
ミ
ン
ゴ
寺
院
地
下
の
洞

穴
入
口
に
立

っ
た
筆
者
は
政
府
命
令
で
行
く
手
を
阻

止
さ
れ
る
。
そ
し
て
つ
ぎ
つ
ぎ
に
意
外
な
事
実
が
１

恐怖の地下洞穴ロス・タジョスに着入

急
激
な
動
き
で
も
し
ょ
う
も
の
な
ら
た
ち
ま

ち
高
山
病
に
か
か
っ
て
病
院
に
か
つ
ぎ
こ
ま

れ
る
破
目
に
お
ち
入
り
か
ね
な
い
の
だ
。

私
が
単
身
、
は
る
ば
る
こ
の
エ
タ
ア
ド
ル

ま
で
や
っ
て
き
た
の
は
、
日
本
テ
レ
ビ

『木

曜
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
取
材
の
下
準
備

の
た

め

で
、
こ
こ
に
は
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
下
を
通

っ

て
遠
く
ペ
ル
ー
か
ら
ボ
リ
ゼ
ア
や
チ
リ
に
至

る
、
全
長
数
千
キ
】
に
達
す
る
地
下
大
ト
ン

ネ
ル
の
入
日
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
地
下
大
ト
ン
ネ
ル
は
、
古
代
、
南
米

大
陸
の
太
平
洋
岸

一
帯
に
優
れ
た
文
現
を
誇

つ
て
い
た
イ
ン
カ
文
明
よ
り
以

前

（あ
る
人

は
２５
万
年
前
と
言
い
、
あ
る
人
は
１
万
５
千
年
前

と
主
張
し
て
い
る
遠
い
昔
）、
何
者

か
の
手

に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
謎
の
ト
ン

ネ
ル
で
あ
る
。

世
界
的
に
有
名
な
宇
宮
考
古
学
者
、　
エ
ー

ジ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
デ

ニ
ケ
ン
は
、
こ
の
ト

ン
ネ
ル
が
、
は
る
か
な
音
、
こ
の
地
球
を
訪

れ
た
宇
宙
人
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
に
ち
が
い

な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

彼
の
著
書

『
Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ｓ
　
Ｏ
Ｆ

Ｔ
Ｈ
Ｅ
　
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
』
…
神

々
の
黄

金
…

察
訳

『宇
官
人
の
謎
』
角
川
文
庫
）
で
、
彼
は

こ
の
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

「
私
が
こ
の
信
じ
ら
れ
な
い
も
の
を
こ
の
眼

で
見
、
写
真
に
と
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ

の
実
話
は
Ｓ
Ｆ
め
い
た
も
の
と
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
。
私
が
日
撃
し
た
も
の
は
夢
で
も
空
想

で
き
な
く
、
現
実
で
あ
る
。
南
米
大
陸
の
地

下
深
く
、
い
つ
か
だ
れ
か
に
ょ
っ
て
っ
く
ら

れ
た
数
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
を
持
つ
巨

大
な
ト
ン
ネ
ル
網
が
あ
る
。
ベ
ル
ー
と
エ
ク

２

４

ゼ
ト

刃

′
荘

均

′
、
「

て

Ｆ

努

１

タ
ー

ー

ガ

Ｒ

の
高
地
）
に
あ
る
首
都
で
、
空
気
が
薄
く
て

＞距「刊抑
・ヒタ．力”ル洞．貯地二予”郷的ほ′レ。悌炒い玖輸球力ヽ内ぽ購醐帆統難距”施断競布擢℃



ヨ
直
角
で
あ
り
壁
面
は
平
滑
で
、
ま
る
で
み

が
き
を
か
け
た
よ
う
で
あ

つ
た
ｏ
い
つ
ぼ
う

天
丼
も
エ
ナ
メ
ル
の
よ
う
に
す
べ
す
べ
し
て

い
た
。
―
―
」
と
、
そ
れ
が
あ
き
ら
か
に
人

工
の
ト
ン
ネ
ル
だ
が
、
石
斧
や
ノ
ミ
で
削
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
、
側
坑

の
入
口
に
は
１
体
の
骸
骨
が
置
い
て
あ
り
、

こ
の
骸
骨
が
噴
霧
器
を
使

っ
て
金
粉
を
ま
ぶ

し
た
よ
う
に
さ
ん
然
と
黄
金
色
に
輝
い
て
い

た
と
い
う
。

ま
た
、
洞
穴
内
の
大
広
間
に
は
、
木
や
石

で
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
、
未
知
の
素
材
で

で
き
た
調
度
品
が
あ

っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

「
広
間
の
中
央
に
テ
ー
ブ
ル
が
あ
る
。
こ
れ

は
テ
ー
ブ
ル
だ
ろ
う
か
？
　
な
ぜ
な
ら
、
こ

れ
に
そ

っ
て
７
脚
の
椅
子
が
お
い
て
あ
る
か

ら
だ
。
　
　
こ
れ
ら
の
調
度
の
感
触
、
さ
わ

り
ぐ
あ
い
は
ち
ょ
う
ど
う
ま
く
調
節
さ
れ
た

人
工
品
の
よ
う
だ
が
、
重
く
て
鋼
鉄
の
よ
う

に
堅
い
。
椅
子
の
背
後
に
は
も
ろ
も
ろ
の
動

物
が
立

っ
て
い
る
。
爬
虫
類
、
象
、
獅
子
、

ヮ
ニ
、
ジ
ャ
ガ
ー
、
ラ
ク
ダ
、
能
本、
サ
ル
、

パ
イ
ソ
ン
、
狼
―
―
地
を
は
う
ト
カ
ゲ
、
カ

タ
ツ
ム
リ
、
ザ
リ
ガ
ニ
。
―
―
し
か
も
動
物

は
い
っ
さ
い
黄
金
製
で
あ
る
。
―
―
動
物
園

に
向
か
い
あ
い
、
会
議
テ
ー
ブ
ル
の
後
ろ
の

左
側
に
金
属
図
書
室
が
あ

っ
た
。　
一
部
は
何

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
薄
い
金
属
葉
と
い
っ

て
も
ょ
い
こ
れ
ら
の
金
属
板
の
大
部
分
は
、

タ
テ
９６
セ
ン
チ
、
ヨ
〓
４８
セ
ン
チ
と
い
う
寸

法
で
あ
る
。
―
―
こ
れ
ら
の
金
属
板
は
、
い

ず
れ
も
ま
る
で
巨
大
な
書
物
の
形
に
製
本
さ

れ
た
よ
う
に
並
ん
で
立

っ
て
い
た
。
ど
の
板

に
も
文
字
が
書
い
て
あ
り
、
は
ん
こ
が
押
さ

れ
て
い
る
。
…
…
」

デ

ニ
ケ
ン
は
、
こ
の
金
属
板
が
数
千
枚
は

あ

っ
た
と
い
う
。

こ
れ
が
も
し
本
当
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
ま

で
文
字
に
書
か
れ
た
も
の
が
何

一
つ
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
な
く
、
ま
っ
た
く
の
謎
と
さ
れ

て
き
た
こ
の
南
米
大
陸
の
プ
レ
イ
ン
カ
以
前

の
古
代
文
化
の
歴
史
、
い
や
全
人
類
の
歴
史

明
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
を

証
現
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な

い

の

だ
。デ

ニ
ケ
ン
は
、
洞
穴
内
に
は
こ
の
他
に
も

１
歩
、
歩
く
ご
と
に
ぶ
つ
か
る
な
ど
沢
山
の

石
像
が
置
か
れ
て
あ
り
、
あ
る
も
の
は
解
剖

学
的
に
見
て
全
く
正
確
な
人
体
骨
格
の
配
置

を
表
わ
し
て
お
り
、
ま
た
あ
る
も
の
は
今
か

ら
何
千
万
年
も
前
に
絶
滅
し
た
は
ず
の
恐
竜

の
姿
が
は
っ
き
り
と
刻
ま
れ
、
さ
ら
に
宇
宙

服
と
呼
吸
装
置
を
つ
け
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
ら
し

い
も
の
を
か
ぶ
っ
た
宇
告
人
の
よ
う
な
石
像

も
あ

っ
た
と
い
っ
て
い
る
。

そ
し
て
彼
は
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
太
古
、

宇
宙
人
が
惑
星
間
戦
争
を
起
こ
し
、
そ
の
敗

者
が
地
球
に
逃
げ
て
き
た
さ
い
に
、
い
ず
れ

追

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
敵
宇
宙
人
か
ら
身
を

隠
し
て
生
活
す
る
た
め
に
、
熱
ド
リ
ル
と
電

子
線
砲
を
使

っ
て
作
り
あ
げ
た
も
の
に
ち
が

い
な
い
と
推
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
も
し
、
こ
の
洞
穴
内

に
入
り
こ
み
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
の
一

部
で
も
フ
ィ
ル
ム
に
お
さ
め
て
世
界
に
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ
の
価
値
は
学
問

的
見
地
か
ら
み
た
だ
け
で
も
測
り
し
れ
な
い

も
の
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

わ
れ
わ
れ
を
乗
せ
た
ア
ビ
ア
ン
カ
航
空
既

便
は
、
や
が
て
エ
ク
ア
ド
ル
の
首
都
キ
ト
ー

の
マ
リ
ス
カ
ル
．・
ス
ー
ク
レ
空
港
に
着
陸
し

た
。■

世
界
最
大
の

人
エ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
？

空
港
は
平
家
建
て
の
パ
ラ
ッ
ク
に
似
た
小

じ
ん
ま
り
と
し
た
も
の
で
、
首
都
の
空
港
と

は
思
え
な
い
閑
静
な
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。

入
国
検
査
所
も
、
手
荷
物
受
取
所
も
、
税

関
検
査
も
す
べ
て
同
じ
広
間
の
な
か
に
あ
る

簡
便
さ
で
機
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
警
告
を
守

っ

て
、
ツ
Ｈ
リ
ツ
ロ
ツ
と
身
体
を
動
か
し
て
い

る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
も
う
空
港
の
外

へ
出
て
い
た
。

さ
す
が
に
赤
道
直
下
の
国
だ
け
あ

っ
て
日

射
し
は
強
烈
だ
。
カ
ッ
と
照
り
つ
け
て
き
て

限
も
あ
け
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
ま
ぶ
し
い
。

だ
が
思

っ
た
ほ
ど
は
暑
く
な
い
。

標
高
３
千
６
百
メ
ー
ト
ル
と
い
え
ば
富
士

山
の
頂
上
に
近
い
高
所
な
の
だ
か
ら
無
理
も

な
い
。

航
空
使
の
都
合
で
今
日
１
日
は
こ
の
キ
ト

ー
で
過
ご
し
、
明
日
、
洞
穴
の
発
見
者
フ
ァ

ン
・
モ
リ
ッ
ツ
氏
の
仕
む
グ
ア
ヤ
キ
ル
に
向

か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

キ
ト
ー
市
は
、
周
囲
を
出
に
囲
ま
れ
た
閑

静
な
別
荘
地
と
い
っ
た
た
た
ず
ま
い
で
、
な

だ
ら
か
な
出
の
斜
面
に
ス
ペ
イ
ン
風
の
白
壁

と
赤
い
屋
根
の
家
々
が
建
ち
並
び
、
市
の
中

心
部
に
は
高
級
ホ
テ
ル
の
高
層
ビ
ル
も
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
が
市
街
地
特
有
の
騒
々
し
さ

は
全
然
感
じ
ら
れ
な
い
。
首
都
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
か
ら
は
か
け
離
れ
た
落
ち
つ
い
た
街
で

あ
る
。

こ
の
キ
ト
ー
市
か
ら
ク
ル
マ
で
北

へ
４０
分

ほ
ど
の
所
に
は
、
赤
道
直
下
を
示
す
赤
道
記

念
碑
が
建

っ
て
い
て
、
文
字
通
り
赤
い
線
が

ひ
か
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

理
　
　
す
ら
根
本
的
に
書
き

並　　姫律娩初廟郷晩れ

搬
　
　
発
見
で
あ
る
。

加
　
　
　
こ
の
筆
属
図
書
館

わ
　
　
の
何
千
校
と
い
う
金

名
　
　
属
板
に
書
か
れ
た
文

”苺中中印峰理庁今それ力ヽわた

夕
め　
ら
数
万
年
も
前
に
、

▲
　
　
現
代
よ
り
優
れ
た
文
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▲クス
てら,

そ
も
そ
も
こ
の
国
の
名
称
、　
エ
ク
ア
ド
ル

と
い
う
の
は
赤
道
を
意
味
す
る
ス
ペ
イ
ン
語

か
ら
き
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
赤
道
ば
か

り
か
数
々
の
謎
が
秘
め
ら
れ
て
い
て
じ
つ
に

興
味
深
い
。

な
か
で
も
、
こ
の
キ
ト
ー
市
の
郊
外
に
そ

び
え
て
い
る
、
ふ
も
と
か
ら
の
高
さ
が
３
０

０
メ
ー
ト
ル
の
パ
ネ
シ
リ
ョ
山

と

い
う
山

は
、
最
近
に
な
っ
て
、
じ
つ
は
人
工
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
と

い
う
。

も
し
そ
れ
が
本
当
だ
と
す
る
と
、
高
さ
３

０
０
メ
ー
ト
ル
も
の
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
い
ぅ

こ
と
に
な
り
、　
エ
ジ
プ
ト
の
ギ
ゼ
ー
の
大
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
が
高
さ
１
４
７
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ

な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
世
界
最
大
の
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
パ
ネ
シ
リ
ョ
山
は
、
現
在
本
格
的
な

発
掘
作
業
が
進
行
中
だ
が
、
こ
の
ぼ
う
大
な

量
の
土
と
石
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
人
工
の
出

か
ら
は
、
沢
出
の
奇
妙
な
品
々
が
続
々
と
発

ら
数
万
年
も
前
に
、

現
代
よ
り
優
れ
た
文

見
さ
れ

て

い

る

の

だ
。例

え
ば
山
頂
付
近

か
ら
は
、
一嵐
さ
６
メ

ー
ト
ル
も
の
ち
ょ
う

ど
湯
呑
茶
碗
を
さ
か

さ
に
し
た
よ
う
な
形

の
石
造
建
築
物
が
発

見
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
が

だ

れ

の
手

で
、
い
っ
た
い
何
の

目
的
で
造
ら
れ
た
の

か
は
全
然
わ
か
っ
て
い
な
い
。

そ
の
ほ
か
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
作
ら
れ

た
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
、
黒
躍
石
や
水
晶

製
の
精
巧
な
レ
ン
ズ
や
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ

ど
精
密
な
細
工
を
は
ど
こ
し
た
黄
金
や
メ
ノ

ウ
製
の
装
飾
品
、
そ
れ
に
宇
宙
飛
行
士
の
よ

う
な
姿
の
石
像
な
ど
が
出
上
し
て
お
り
、
炭

素
１４
式
年
代
測
定
法
に
よ
る
と
、
こ
の
。ハ
ネ

シ
リ
ヨ
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
少
な
く
と
も
３

千
年
以
上
も
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
と
い
う
。

と
す
る
と
、
こ
れ
ま
た
イ
ン
カ
文
明
よ
り

も
は
る
か
以
前

（ひ
ょ
っ
と
す
る
と
エ
ジ
プ
ト

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
建
造
さ
れ
る
よ
り
も
前
に
）
こ

の
南
米
大
陸
に
驚
異
的
に
進
歩
し
た
超
文
明

が
栄
え
て
い
た
と
い
う
証
拠
に
な
る
の
か
も

し
れ
ず
、
も
し
、
も

っ
と
発
掘
が
進
ん
で
、

こ
の
パ
ネ
シ
リ
ョ
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
内
部
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
墓
室
や
宝
物
室
な
ど
が
発
見

さ
れ
た
ら
、
失
わ
れ
た
超
古
代
文
明
の
謎
が

一
挙
に
解
決
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ

日

世

，

歯

ブ

ｑ

人
エ
ビ
ラ
ミ
ッ
ド
？

と
つ
。ま

た
、
こ
の
エ
ク
ア
ド
ル
の
北
部
太
平
洋

岸
に
あ
る
エ
ス
メ
ラ
ル
ダ
と
よ
ば
れ
る
地
方

の
遺
跡
か
ら
は
、
驚
い
た
こ
と
に
日
本
の
紐

文
土
器
に
そ
っ
く
り
の
お
び
た
だ
し
い
土
器

類
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

と
す
る
と
、
今
か
ら
３
千
年
ほ
ど
前
に
は

も
う
す
で
に
日
本
と
エ
ク
ア
ド
ル
超
古
代
文

明
の
間
に
は
交
流
が
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

い
っ
た
い
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
手
段
で
な
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
？

手
造
り
の
船
に
よ
る
大
平
洋

横
断

と

い

う
、
途
方
も
な
い
大
冒
険
に
よ
っ
て
か
？

そ
れ
と
も
、
か
つ
て
同
じ
南
米
大
陸
の
、

宇
告
人
の
基
地
と
い
わ
れ
る
ナ
ス
カ
平
原
に

描
か
れ
た
巨
大
な
地
上
図
形

（本
社
刊

『
ュ
ニ

グ
マ
』
創
刊
号
、
第
２
号
参
照
）
を
見
下

ろ
す

こ
と
が
で
き
た
は
ず
の
空
飛
ぶ
乗
物
に
よ
っ

て
だ
ろ
う
か
？

も

っ
と
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
キ
ト
ー
市

が
イ
ン
カ
時
代
に
は
イ
ン
カ
の
北
方
首
都
だ

っ
た
こ
と
で
、
イ
ン
カ
最
後
の
エ
ア
タ
ヮ
ル

パ
が
処
刑
さ
れ
た
直
後
、
キ
ト
ー
に
集
結
さ

れ
て
い
た
大
量
の
黄
金
が
、
近
く
の
ど
こ
か

に
隠
さ
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
イ
ン
カ
の
黄
金
秘
宝
伝
説
と
、
こ
こ

エ
ク
ア
ド
ル
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
地
底
ト
ン

ネ
ル
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
だ
が
、
そ

れ
に
触
れ
る
ま
え
に
、
少
し
イ
ン
カ
そ
の
も

の
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
お
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

念
碑
が
建

っ
て
い
て
、
文
字
通
り
赤
い
線
が

ひ
か
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。

■

英
大

な
資

金

を

保

有

す

る

イ

ン
カ
帝

国

イ
ン
カ
は
、
紀
元
１２
世
紀
頃
か
ら
、
１６
世

紀
の
半
ば
、
ス
ペ
イ
ン
人
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ピ
サ
Ｐ
の
率
い
る
兵
士
た
ち
に
よ
っ
て
征
服

さ
れ
る
ま
で
、
ア
ン
デ
ス
一
帯
に
わ
た
っ
て

君
臨
し
た
大
帝
国
で
あ
る
。

北
は
現
在
の
ヨ
Ｆ
ン
ビ
ア
国
か
ら
、
エ
ク

ア
ド
ル
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ピ
ア
を
包
含
し
、

南
は
チ
リ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
至
る
南
北
４

千
キ
Ｐ
に
連
ら
な
る
大
帝
国
で
、
そ
の
領
土

は
な
ん
と
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
お

よ
ぶ
壮
大
な
も
の
だ

っ
た
と
い
う
。

こ
の
イ
ン
カ
帝
国
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

は
、
山
岳
地
帯
に
お
け
る
耕
作
の
た
め
の
濃

概
施
設
の
優
秀
さ
と
、
石
造
建

築

の
技

術

で
あ
る
こ
れ
ら
の
水
準
の
高
さ
は
現
代
最
高

の
技
術
知
識
を
も

っ
て
し
て
も
ま
っ
た
く
の

謎
と
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
３
月
、
ベ
ル
ー
の
ク
ス
コ
を
訪
れ
た

私
を
驚
か
せ
た
の
は
、
重
さ
数
百
ト
ン
も
の

石
を
積
み
重
ね
て
造
ら
れ
た
石
造
建
築
物
の

数
々
だ

っ
た
。

こ
れ
ら
巨
大
な
石
を
何
の
苦
も
な
く
じ
つ

に
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
切
り
と
り
、
し
か
も
こ

れ
ら
複
雑
な
切
り
日
の
石
を
積
み
重
ね
て
造

ら
れ
た
石
壁
の
す
き
間
に
は
、
ど
ん
な
に
薄

い
カ
ミ
ツ
リ
の
刃
さ
え
入
る
余
地
が
な
い
の

で
あ
る
。

当
時
の
イ
ン
カ
の
首
都
ク
ス
コ
に
は
、
今

で
も
そ
の
頃
の
石
垣
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
石
垣
を
上
台
に
し
て
そ
の

▲サクサイウ7マ ン城塞跡の巨石。秘密トン

ルはここへも通じているはずだ。



上
に
、
後
に
侵
入
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
が
家
を

建
て
て
い
る
の
だ
が
、
上
の
建
物
は
度
重
な

る
地
震
で
何
度
も
破
壊
さ
れ
、
建
て
直
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土
台
の
方
は
ビ
ク

と
も
せ
ず
、
未
だ
に
カ
ミ
ソ
リ
の
刃
１
枚
通

ら
な
い
精
密
さ
を
維
持
し
て
い
る
の
だ
。

い
つ
た
い
彼
ら
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ

れ
ら
の
石
を
切
り
出
し
、
し
か
も

標
高
３
千
５
百
メ
ー

ト

ル
近

い

（急
激
な
動
き
を
す
る
と
高
山
病
で

寝
】」
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
）
高
地
に

何
キ
ロ
も
離
れ
た
石
切
場
か
ら
運

び
込
み
、
建
築
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
ろ
う
か
？

ス
ペ
イ
ン
兵
士
な
ら
ず
と
も
魔

法
の
力
に
よ
る
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
驚
く
の
は
こ
の
イ
ン
カ

が
保
有
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
実

大
な
黄
金
の
量
で
、
侵
略
し
た
ス

ペ
イ
ン
人
の
一
年
代
記
作
者
は
次

の
よ
う
な
記
録
を
残
し
て
い
る
。

「
首
都
ク
ス
コ
に
あ
る
太
陽
の
神

殿

（
コ
リ
ン
カ
ン
チ
こ

は
長
辺
形

（６８
メ
ー
ト
ル
Ｘ
５９
メ
ー
ト
ル
）
の
壮

大
な
も
の
で
、
そ
の
外
側
の
壁
は

一
分
の
す
き
間
も
な
く
黄
金
の
薄

板
で
覆
わ
れ
、
屋
根
も
す
べ
て
黄

金
の
芽
で
ふ
い
て
あ
り
、
陽
が
登

る
と
神
殿
全
体
が
さ

ん
然

と
輝

き
、
ま
ぶ
し
く
て
眼
も
あ
け
て
い

ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

外
壁
の
内
側
に
は
幾
つ
も
の
、

壁
が
ん
が
あ
り
、
お
の
お
の
に
重
さ
２
１
４

キ
ロ
も
の
金
の
延
べ
棒
が
は
め
こ
ま
れ
て
い

る
。
建
物
の
内
部
の
壁
は
す
べ
て
黄
金
で
張

ら
れ
、
祭
壇
に
は
純
金
の
巨
大
な
円
板

〃
太

陽
の
像
″
が
安
置
さ
れ
、
そ
の
周
囲
に
は
こ

れ
も
ま
た
黄
金
製
の
、
椅
子
に
腰
か
け
た
歴

代
皇
帝
の
ミ
イ
ラ
が
あ

っ
た
。

祭
壇
の
あ
る
外
側
の
庭
に
は
″黄
金
庭
園
″

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
黄
金
の
粒
で
で
き
た
地

面
に
、
茎
も
葉
も
実
も
純
金
製
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
ン
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
わ
き
に
は
、
純
金
製
の
１２
頭

の
リ

ャ
ー
マ

（ァ
ン
デ
ス
特
有
の
ラ
ク
ダ
の
親

類
と
い
わ
れ
る
動
物
）
と
こ
れ
も
純
金
無
垢
の

１
人
の
牧
童
が
立

っ
て
い
た
」

だ
が
、
こ
の
太
陽
の
神
殴
は
、
首
都
の
ク

ス
コ
だ
け
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
、
イ
ン

カ
帝
国
全
上
の
各
主
要
都
市
に
そ
れ
ぞ
れ
太

陽
の
神
殿
と
数
々
の
宮
殿
が
あ
り
、
そ
れ
ら

の
主
だ
っ
た
建
物
は
、
す
べ
て
黄
金
で
覆
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
実
に
測
り

知
れ
な
い
量
の
黄
金
が
あ

っ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

■

い
ま

も
眠

る

？
　

資

金

秘
宝

こ
の
黄
金
を
略
奪
し
よ
う
と

企

て
た

の

が
、
ス
ペ
イ
ン
の
悪
名
高
い
フ

ラ

ン
シ

ス

コ
・
ピ
サ
Ｈ
と
そ
の

一
派
で
、
１
５
３
２
年
、

わ
ず
か
２
０
０
名
た
ら
ず
の
兵
と
３０
頭
た
ら

ず
の
馬
に
、
１０
数
丁
の
火
縄
銃
だ
け
で
、
こ

の
驚
異
的
な
文
明
と
富
を
誇
る
全
人
口
２
千

万
人
の
イ
ン
カ
帝
目
を
滅
亡
さ
せ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
不
思
議
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
イ

ン
カ
の
突
然
の
減
亡
の
謎
に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
の
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。

●
・　
そ
れ
ま
で
イ
ン
カ
に
全
然
な
か
っ
た
鉄

器
や
銃
、
そ
れ
に
馬
な
ど
に
驚
い
て
手
も

足
も
出
な
か
っ
た
と
い
う
説
。

０
　
ビ
ラ
ヨ
チ
ヤ

（万
物
の
創
造
神
で
、
イ
ン

カ
の
創
造
主
で
も
あ
る
神
）
は
イ
ン
デ

ィ
オ

と
違
っ
て
肌
が
自
く
威
厳
に
満
ち
た
姿
を

し
て
お
り
、
イ
ン
カ
を
創
造
し
た
あ
と
海

上
へ
去
っ
た
が
、
そ
の
さ
い

「我
は
必
ず

再
び
戻

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
い
残

し
た
…
…
と
い
う
イ
ン
カ
の
伝
説
を
、
イ

ン
カ
人
が
信
じ
き
っ
て
い
た
た
め
に
、
自

人
で
あ
る
ピ
サ
，
一
味
を
ビ
ラ
ヨ
チ
ャ
の

再
来
と
信
じ
、
無
抵
抗
の
う
ち
に
占
領
さ

れ
た
と
い
う
説
。

０
　
当
時
イ
ン
カ
帝
国
内
は
２
人
の
皇
帝
、

ア
タ
フ
ル
パ
と
ワ
ス
カ
ル
に
分
裂
し
て
内

戦
中
で
あ

っ
た
こ
と
が
ピ
サ
Ｐ
に
幸
い
し

た
。

０
　
盗
み
と
嘘
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
イ
ン

カ
人
は
、
凌
智
に
長
け
極
悪
非
道
な
ス
ペ

イ
ン
略
奪
者
の
前
に
は
ひ
と
た
ま
り
も
な

か
っ
た
。

０
　
絶
対
君
主
、
ア
タ
ヮ
ル
パ
皇
帝
が
捕
ら

え
ら
れ
た
た
め
指
導
者
を
失
い
、
な
す
術

も
な
か
っ
た
。

私
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
い
ろ
い
ろ
の
説

の
全
部
が
少
し
ず
つ
当
た
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
次
号
に
イ
ン
カ
の
末
喬
イ

ン
デ
ィ
オ
の
村
訪
間
に
つ
い
て
触
れ
る
が
、

実
感
か
ら
す
る
と
０
と
０
の
説
が

最

も
当

た
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
イ
ン
方
人
が
嘘
を
ピ

く
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
は
、
現
在
の
イ
ン

デ
ィ
オ
の
生
活
を
見
て
も
実
証
さ
れ
て
い
る

し
、
皇
帝
は
神
と
同
じ
く
ど
の
よ
う
な
奇
跡

も
起
こ
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

狡
智
に
長
け
た
ピ
サ
Ｐ
は
、
奸
計
を
用
い

▲ナスカ平原の巨大な地上図形。ここはやはり宇宙人の基地だったのか?



恐怖の地下洞穴ロス・タジョスに着入

と
も
せ
ず
、
赤
だ
に
カ
ミ
ッ
リ
の
ヌ
ー
移
遍

ら
な
い
精
密
さ
を
維
持
し
て
い
る
の
だ
。

い

つ
た
い
彼
ら
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
ｔ

て
、
皇
帝
ア
タ
フ
ル
パ
を
生
け
捕
り
に
し
、

太
陽
神
の
子
＝
皇
帝
の
命
令
が
絶
対
で
あ
る

こ
と
を
利
用
し
て
、
次
々
に
略
奪

・
占
領
を

ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
捕
ら
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
ア
タ
ヮ

ル
パ
皇
帝
は
、
自
分
の
身
の
自
由
と
ひ
き
か

え
に
、
幽
閉
さ
れ
て
い
る
カ
ハ
マ
ル
カ
宮
殿

の
１
室
（関
日
４
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
７
メ
ー
ト
ル
）

を
、
自
分
の
背
の
高
さ
ま
で
黄
金
で
い
っ
ば

い
に
し
て
さ
し
あ
げ
よ
う
と
、
ビ
サ
■
に
申

し
出
た
の
で
あ
る
。

こ
の
申
し
出
が
受
諾
さ
れ
る
や
、
数
百
名

も
の
伝
令
が
帝
国
各
地
に
と
び
、
ま
た
た
く

間
に
純
金
製
の
食
器
や
壷
、
像
、
装
飾
具
、

延
べ
棒
な
ど
が
カ
ハ
マ
ル
カ
に
運
び
込
ま
れ

た
。さ

ら
に
皇
帝
は
、
こ
の
黄
金
の
２
倍
の
銀

を
提
供
す
る
こ
と
を
も
約
束
し
た
と
い
う
か

彦
″
姥昭
″
ュー
宅
毛
に
もく
井
，　
一イ
ク
日を
，
“
ｒ
、、

れ
も
ま
た
黄
金
製
の
、
椅
子
に
腰
か
け
た
歴

代
皇
帝
の
ミ
イ
ラ
が
あ

っ
た
。

ら
、
こ
の
と
き
カ
ハ
マ
ル
カ
に
集
め
ら
れ
た

財
宝
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。

こ
の
結
果
、
ピ
サ
ロ
一
味
は
、
純
金
だ
け

で
も
当
時
の
金
額
で
約
７２
億
円
も
の
巨
額
の

富
を
手
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
か
ら

４
５
０
年
近
く
も
前
の
金
額
だ
か
ら
、
現
在

の
価
値
に
換
算
し
た
ら
い
っ
た
い
ど
の
く
ら

い
の
金
額
に
な
る
の
か
見
当
も
つ
か
な
い
。

し
か
も
、
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
の
は
、
全

帝
国
に
存
在
し
た
富
の
は
ん
の

一
部
に
す
ぎ

ず
、
ピ
サ
Ｆ
が
皇
帝
と
の
約
束
を
あ

っ
さ
り

と
反
故
に
し
て
、
ア
タ
フ
ル
パ
皇
帝
を
惨
殺

し
た
後
、
残
り
の
財
宝
は
ア
ッ
と
い
う
間
に

ど
こ
か
へ
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

全
国
各
地
か
ら
リ
ャ
ー
マ
に
乗
せ
て
、
こ

の
カ
ハ
マ
ル
カ
の
官
殴
に
向
か
っ
て
運
搬
中

だ
っ
た
金
銀
の
財
宝
は
、
カ
ハ
マ
ル
カ
に
近

器
や
銃
、
そ
れ
に
馬
な
ど
に
驚
い
て
手
も

足
も
出
な
か
っ
た
と
い
う
説
。

い
当
時
の
主
要
都
市
だ
っ
た
リ
マ
近
郊
や
、

エ
ク
ア
ド
ル
の
キ
ト
ー
近
く
の
出
中
に
人
知

れ
ず
埋
め
ら
れ
、
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、　
エ
ク
ア
ド
ル
を
は
じ

め
ペ
ル
ー
で
は
現
在
で
も
、
こ
れ
ら
の
財
宝

を
掘
り
あ
て
よ
う
と
す
る

一
獲
千
金
を
夢
み

る
人
々
が
大
勢
、
山
中
に
分
け
入
り
秘
密
の

洞
穴
を
探
し
つ
づ
け
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
首
都
ク
ス
コ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
大
量
の
黄
金
製
品
の
大
部
分
は
、
ク
ス
コ

を
中
心
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
秘
密
の
地
下

ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
、
ど
こ
へ
と
も
な
く
運

び
出
さ
れ
、
秘
密
の
地
下
洞
穴
内
に
安
置
さ

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
秘
密
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
が
あ
り
、
あ
る
人
は
そ
れ

が
チ
リ
の
タ
ラ
パ
カ
砂
漠
の
地
底
ま
で
通
じ

て
い
る
と
い
い
、
あ
る
人
は
エ
ク
ア
ド
ル
と

ヨ
ロ
ン
ビ
ア
の
国
境
ま
で
、
ま
た
あ
る
人
は

ボ
リ
ビ
ア
の
テ
イ
ウ
ア
ナ
ヨ
遺
跡
ま
で
通
じ

て
い
る
と
い
う
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
数
力
国
に
ま
た
が
る
全
長
数
千
キ
，

に
お
よ
が
大
地
下
ト
ン
ネ
ル
は
ク
ス
コ
を
中

心
に
始
ま
っ
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
ト
ン
ネ

ル
の
建
設
は
、
イ
ン
カ
よ
り
は
る
か
数
千
年

以
上
も
前
に
な
さ
れ
た
と
い
う
。
イ
ン
カ
の

人
々
は
、
祖
先
か
ら
の
言
い
伝
え
で
こ
の
ト

ン
ネ
ル
の
存
在
を
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
利

用
し
た
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
だ
。

私
が
去
年
、
グ
ス
コ
を
訪
れ
た
と
き
に
も

土
地
の
古
老
や
人
を
介
し
て
イ
ン
デ
ィ
オ
の

長
老
な
ど
に
開
い
て
回
っ
た
が
、
つ
い
に
こ

の
ト
ン
ネ
ル
入
日
の
正
確
な
あ
り
か
を
開
き

も
起
こ
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

波
智
に
長
け
た
ピ
サ
Ｐ
は
、
好
計
を
用
い

▲太陽の神殿断に建つサント・ドミンゴ寺院(クスコ市)。

ア
ル
フ
ァ
ト
ー
ン

バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
装
置

こ
れ
を
使

っ
て
精
神
統

一
を
す
る
と

速
や
か
に
効
果
が
上
が
り
超
能
力
が
発

現
し
ま
す
。

超
科
学
七
、
八
号

（各
三
〇
〇
円

・

送
料
共
）
参
照

二
九
、
五
〇
〇
円

〒
五
〇
〇
円

Ｅ

Ｓ

Ｐ

カ

ー

ド

五
〇
〇
円

〒

一
四
〇
円

キ
リ
リ
ア
ン
写
真
機
用
テ
ス
ラ
コ
イ
ル

美

顔

器
…
…

…
‥
　

一
三
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

千
五
〇
〇
円

超
科
学
四
号
特
集

超
科
学
実
験
装
置

参
照

五
〇
〇
円

〒

一
二
〇
円

橋
本
電
子
研
究
所

鎌
倉
市
小
町

一
～

一
五
～

一
七

ａ

０
４
６
７

（
２
５
）
３
０
３
５

あ
な
た
の
中
に
眼
る
超
能
力
を
引
き
出

し
す
ば
ら
し
い
人
生
を
送
る
た
め
の
合

日
本

超
科

学
会

会
員
は
右
記
の
品

一
割
引
、
会
報
進

呈
、
切
手
六
〇
円
送
れ
。



▲サント・ドミンゴ寺院の内庭。左は回廊。昔の資金の神殿に使
われた石壁が展示されている●

だ
せ
な
か
っ
た
。

聞
き
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
私
は
１
９
７
６
年
３
月
１５
日
、
つ
い
に

ヨ
リ
ン
カ
ン
チ
ャ

（太
陽
の
神
殴
跡
）
の
地
下

に
存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
地
下
ト
ン
ネ
ル
に

踏
み
こ
む
こ
と
が
で
き
た
の
だ

っ
た
。

■
開
い
た
地
下
ト
ン
ネ
ル
の
扉

そ
の
昔
、
純
金
で
お
お
わ
れ
、
さ
ん
然
と

黄
金
色
の
光
を
放
っ
て
い
た
太

陽

の
神

殴

は
、
ピ
サ
，
一
味
と
ス
ペ
イ
ン
人
宣
教
師
に

ょ
っ
て
見
る
か
げ
も
な
く
破
壊
さ
れ
、
現
在

は
、
当
時
の
神
殴
の
上
台
だ
け
を
残
し
て
、

そ
の
上
に
サ
ン
ト

・
ド
ミ
ン
ゴ
と
い
う
カ
ト

リ
ッ
ク
の
寺
院
が
建
て
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ

な

い
。

サ

ン

ト

・

ド
ミ
ン
ゴ
寺
院
は
、
ク
ス
コ
の

街
の
中
心
部
に
そ
び
え
る
何
の

変
哲
も
な
い
寺
院
で
、
そ
の
ス

ペ
イ
ン
風
の
内
庭
に
は
、
昔
の

神
殿
に
使
わ
れ
た
石
壁
の
１
つ

１
つ
が
展
示
さ
れ
、
そ
の

一
角

に
は
当
時
の
石
を
そ
の
ま
ま
使

っ
て
神
殿
の

一
部
を
再
現
し
よ

う
と
す
る
工
事
が
な
さ
れ
て
い

た
。こ

れ
を
見
る
と
当
時
の
石
彫

技
術
が
い
か
に
優
れ
て
い
て
、

そ
れ
を
支
え
る
建
築
工
学
、
測

量
術
、
数
学
な
ど
の
科
学
が
、

想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
に
進
歩
し

て
い
た
か
が

一
目
で
わ
か
る
。

こ
の
寺
院
も
ご
多
間
に
も
れ
ず
、
大
地
震

の
た
び
に
崩
壊
し
、
そ
の
都
度
修
復
を
繰
返

し
た
が
、
寺
院
の
基
礎
に
な
っ
た
神
殿
跡
の

上
台
は
ビ
ク
と
も
せ
ず
者
の
ま
ま
に
残

っ
て

い
る
と
い
う
。

観
光
局
か
ら
の
お
墨
付
き
が
効
い
て
か
、

案
内
の
僧
が
礼
拝
堂
の
中

へ
と
導
い
て
く
れ

た
。内

部
は
広
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
特
有
の
荘
厳

な
祭
壇
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
わ
き
に
立
つ

巨
大
な
柱
の
上
の
方
に
取
り
つ
け
ら
れ
た
立

派
な
説
教
台
、
そ
れ
に
大
勢
の
信
者
が
ひ
ざ

ま
ず
け
る
沢
出
の
祈
祷
台
が
並
ん
で
い
る
。

寺
僧
は
、
太
陽
の
神
殿
の
床
そ
の
ま
ま
と

思
わ
れ
る
、
磨
き
上
げ
ら
れ
て
ピ
シ
ッ
と
す

き
間
１
つ
な
く
組
み
こ
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

形
の
床
石
の
上
を
カ
ツ
ー
ン
カ
ツ
ー
ン
と
靴

音
を
響
か
せ
な
が
ら
歩
い
て
い
く
と
、
祭
壇

の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
い
た
。

と
思
っ
た
ら
、
そ
の
床
面
に
突
き
出
て
い

る
鉄
の
把
手
を
持
っ
て
力
ま
か
せ
に
引

っ
ぱ

り
上
げ
た
。

ギ
ギ
ギ
ィ
ー
ッ
。

整
然
と
組
み
こ
ま
れ
た
床
石
の
そ
の
部
分

だ
け
が
、
２
メ
ー
ト
ル
四
方
な
ど
の
木
の
扉

に
な
っ
て
い
て
、
天
丼
の
高
い
ガ
ラ
ン
と
し

た
礼
拝
堂
に
蝶
つ
が
い
の
き
し
み
音
を
不
気

味
に
反
響
さ
せ
な
が
ら
開
い
て
い
く
。

と
、
そ
こ
に
暗
闇
に
向
か
っ
て
口
を
あ
け

た
地
下
道

へ
の
穴
と
、
地
底

へ
降
り
て
行
く

石
段
と
が
見
え
て
き
た
。

と
う
と
う
見
つ
け
た
。
こ
れ
こ
そ
が
伝
説

に
あ
る
イ
ン
カ
の
秘
宝
へ
通
じ
る
秘
密
ト
ン

ネ
ル
の
入
口
に
違
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
寺

僧
の
持
つ
義
灯
の
あ
か
り
を
頼
り
に
地
下
ヘ

と
降
り
て
行

っ
た
。

地
底
の
通
路
は
ま
っ
す
ぐ
に
１０
数
メ
ー
ト

ル
延
び
て
い
て
、
手
さ
ぐ
り
で
つ
い
て
行
く

と
、
や
や
広
い
部
屋
に
出
た
が
、
そ
こ
で
突

然
行
き
止
ま
り
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

何
だ
こ
れ
だ
け
か
…
…
？
　
と
見
る
と
寺

僧
が
い
な
い
。
不
思
議
だ
、
さ
て
は
イ
ン
カ

の
魔
法
を
使

っ
た
か
、
と
キ
ョ
Ｐ
キ
ョ
ロ
見

回
し
て
い
る
と
、
左
側
の
壁
の
下
の
方
か
ら

灯
り
が
洩
れ
て
き
た
。

何
の
こ
と
は
な
い
、
そ
こ
に
は
腹
ば
い
に

な

っ
て
や
っ
と
溶
れ
る
ほ
ど
の
小
さ
な
穴
が

あ
い
て
い
て
、
寺
僧
は
こ
の
穴
を
通

っ
て
行

っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
狭
い
穴
を
潜
り
抜
け
る
と
、
そ
こ
に

は
も
う
１
つ
の
広
い
部
屋
が
あ
り
、
こ
こ
か

ら
は
さ
ら
に
左

へ
直
角
に
折
れ
て
狭
い
通
路

が
見
え
る
。
だ
が
、
そ
の
通
路
も
し
ば
ら
く

た
ど

っ
て
行
く
と
完
全
に
行
き
止
ま
り
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

私
は
、
ど
こ
か
に
秘
密
の
扉
が
隠
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
周
囲
の
壁
を
仔
細

に
探

っ
て
み
た
。

ど
う
も
正
面
の
壁
が
、
周
囲
の
石
壁
の
き

ち
ん
と
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、

石
の
配
列
が
粗
雑
で
あ
る
。

や
が
て
寺
僧
が
話
し
は
じ
め
た
。
声
が
暗

い
地
下
道
に
こ
だ
ま
し
て
、
ま
る
で
怪
奇
映

画
の
１
シ
ー
ン
の
よ
う
に
不
気
味
な
感
じ
で

あ
る
。

「
こ
の
地
下
道
は
、　
つ
い
最
近
ま
で
は
、
ど



恐怖の地下洞穴ロス・タジョスに着入

こ
ま
で
続
い
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の

長
い
ト
ン
ネ
ル
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
し
た
。

私
ど
も
寺
僧
の
だ
れ
も
、
そ
の
最
後
の
地
点

ま
で
行

っ
て
み
た
も
の
は
お
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
何
人
か
の
好
奇
心
と
冒
険
心
に

富
ん
だ
人
た
ち
が
次
々
に
こ
の
地
下
道
に
入

っ
て
行
き
、
そ
れ

っ
き
り
戻
ら
な
い
と
い
う

事
故
が
何
回
か
起
こ
っ
た
の
で
、
と
ヶ
と
う

政
府
の
命
令
で
こ
の
よ
う
に
壁
を
作
り
、
２

度
と
入
れ
な
い
よ
う
に
通
路
を
塞
い
で
し
ま

っ
た
の
で
す
」
と
言
う
。

じ
つ
に
残
念
だ
が
、
政
府
の
命
令
と
あ
れ

ば
仕
方
が
な
い
。
涙
を
の
ん
で
引
き
あ
げ
る

こ
と
に
し
た
。

だ
が
、
こ
の
地
下
道
が
い
わ
ゆ
る
イ
ン
カ

の
人
々
の
言
う
秘
密
ト
ン
ネ
ル
の
入
日
で
あ

る
可
能
性
は
強
い
の
だ
。
少
な
く
と
も
、
こ

長
違
綿
口
　

一努
こ
「
，
４
，
、
ク

ィ不
ど
ｉ
ス

想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
に
進
歩
し

て
い
た
か
が

一
目
で
わ
か
る
。

の
地
下
の
通
路
は
、
ク
ス
コ
の
裏
の
丘
陵
に

そ
び
え
立
つ
サ
ク
サ
イ
ウ
ア
マ
ン
の
城
塞
に

ま
で
は
通
じ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

サ
ク
サ
イ
ウ
ア
マ
ン
…
…
そ
れ
は
イ
ン
カ

の
首
都
ク
ス
コ
を
敵
軍
か
ら
守
る
た
め
に
造

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
城
塞

追

跡

で
あ

る
。
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
、
幅
４
メ
ー
ト
ル
も

の
、
２
０
０
ト
ン
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
巨
石

を
は
じ
め
、
沢
山
の
巨
大
な
石
を
ど
れ
１
つ

と
し
て
同
じ
形
が
な
い
ほ
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

形
に
切
り
、　
一
分
の
す
き
間
も
な
い
ほ
ど
き

ち
ん
と
組
み
あ
げ
た
そ
の
工
法

・
手
段
は
、

ま
っ
た
く
の
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
サ
ク
サ
イ
ウ
ア
マ
ン
遺
跡
の
周
囲
に

は
沢
山
の
洞
穴
が
あ
り
、
私
が
入

っ
た
も
の

の
な
か
に
も
、
明
ら
か
に
人
工
の
ト
ン
ネ
ル

で
あ
る
が
、
途
中
、
や
は
り
人
工
的
に
塞
が

と
う
と
う
見
つ
け
た
。
こ
れ
こ
そ
が
伝
説

に
あ
る
イ
ン
カ
の
秘
宝
へ
通
じ
る
秘
密
ト
ン

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
幾

つ
か
あ

っ
た
。

地
元
の
人
の
話
で
は
、
こ
の
よ
う
な
穴
は

こ
の
付
近
に
無
数
に
あ
り
、
全
部
は
探
検
し

つ
く
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
沢

山
の
洞
穴
の
う
ち
の
１
つ
に
、
隠
さ
れ
た
秘

密
ト
ン
ネ
ル
ヘ
の
入
日
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
し
て
そ
の
他
の
洞
穴
の
い
く
つ
か

は
太
陽
の
神
殿

へ
と
通
じ
、
敵
の
侵
略
が
あ

っ
た
場
合
、
皇
帝
や
貴
族
達
の
避
難
路
と
し

て
の
役
目
を
は
た
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
会
い
に
行

こ
う
と
し
て
い
る
フ
ァ
ン
・
モ
リ
ッ
ツ
氏
の

発
見
し
た
エ
ク
ア
ド
ル
の
大
洞
穴
ロ
ス
・
タ

ジ
ョ
ス
も
、
宇
宮
考
古
学
者
フ
ォ
ン
・
デ
ニ

ケ
ン
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
は
る
か
な
昔
、

あ
る
。

「
こ
の
地
下
道
は
、　
つ
い
最
近
ま
で
は
、
ど

宇
告
人
が
造

っ
た
長
大
な
地
下
ト
ン
ネ
ル
の

入
日
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ク
ス
ヨ
の
ど
こ

か
に
開
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
秘
密
ト
ン
ネ

ル
の
入
口
に
ま
で
通
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
の
だ
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、　
エ
ク
ア
ド

ル
の

Ｐ

ス
・
タ
ジ
ョ
ス
洞
穴
か
ら
入

っ
て
南

へ
南
ヘ

と
ト
ン
ネ
ル
を
た
ど
る
う
ち
に
、
昔
、
イ
ン

カ
が
ス
ペ
イ
ン
人
の
略
奪
か
ら
逃
れ
て
秘
匿

し
た
と
い
わ
れ
る
黄
金
の
財
宝
に
め
ぐ
り
会

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

■

デ

ニ
ケ

ン
は

嘘
を

つ
い
て
い
た

Ｗ

ｌ
９
７
７
年
３
月
ｌｏ
日
　
　
。
私
は
、
エ

ク
ア
ド
ル
第
１
の
大
き
な
都
市
グ
ア
ヤ
キ
ル

に
着
い
た
。



UFOと 宇宙

▲エクアドル 1の大都市グ7ヤ キル市 (左)に あるヘラル ド・マテウス弁護士事務所で
ファン・モリッツ氏 (中央)は 意外なことを語った。右,マ テウス氏,左 は筆者。

こ
こ
は
大
平
洋
岸

に
近
い
グ
ア
ヤ
ス
河

の
河
口
に
面
し
た
商

業
部
市
で
、
キ
ト
ー

に
比
べ
る
と
は
る
か

に
低
地
で
、
む
し
暑

い
。だ

が
商
業
都
市
だ

け
に
行
は
活
気
に
満

ち
、
キ
ト
ー
よ
り
も

は
る
か
に
多
く
の
ビ

ル
群
と
交
通
ラ
ッ
シ

ュ
で
、
わ
れ
わ
れ
外

人
に
は
ど
ち
ら
が
首

都
か
わ
か
ら
な
く
な

る
ほ
ど
で
あ
る
。

街
を
行
く
人
の
大

半
は
ス
ペ
イ
ン
人
そ

の
他
の
白
人
と
イ
ン

デ
ィ
オ
の
混
血
ら
し

い
顔
立
ち
を
し
て
い

て
、
着
て
い
る
も
の

も
南
国
ら
し
い
カ
ラ

フ
ル
な
色
彩
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
る
。

街
の
東
端
を
悠
々

と
流
れ
る
グ
ア
ヤ
ス

河
は
、
対
岸
が
見
え

な
い
は
ど
広
大
で
、

南
米
特
有
の
茶
か
っ

色
に
濁

っ
た
水
面

に
、
奥
地
の
ジ
ャ
ン

グ
ル
か
ら
運
ば
れ
て

く
る
大
き
な
水
草
の
よ
う
な
植
物
が
沢
山
浮

か
び
、
次
々
と
流
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
グ
ア
ヤ
ス
河
に
面
し
た
高
級
オ
フ
ィ

ス
街
に
、
フ
ァ
ン
・
モ
リ
ッ
ツ
氏
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
弁
護
士
で
も
あ
る
ヘ
ラ
ル
ド

・

マ
テ
ウ
ス
氏
の
事
務
所
が
あ
る
。

小
さ
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
３
階

へ
上
が
る

と
、
も
う
そ
こ
に
は
に
こ
や
か
に
笑
み
を
浮

か
べ
た
マ
テ
ウ
ス
氏
が
出
迎
え
て
い
て
く
れ

た
。
ス
ペ
イ
ン
語
な
ま
り
の
英
語
で
、
遠
い

と
こ
ろ
を
よ
う
こ
そ
と
言
い
、
握
手
を
か
わ

す
と
、
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
と
冷
房
の
き
い
た
オ

フ
ィ
ス
ヘ
招
じ
入
れ
て
く
れ
た
。

驚
い
た
こ
と
に
そ
ン」
に
は
目
指

す

フ

ァ

ン
・
モ
リ
ッ
ツ
氏
が
座

っ
て
い
て
、
私
が
入

っ
て
い
く
と
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
立
ち
上
が

り
、
長
身
で
大
股
に
２
、
３
歩
近
づ
い
て
く

る
と
力
強
く
握
手
を
し
て
き
た
。
モ
リ
ッ
ツ

氏
は
気
難
し
屋
で
人
間
嫌
い
だ
か
ら
、
い
き

な
り
は
会
え
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
マ
テ
ウ
ス

氏
の
話
だ

っ
た
の
で
、
初
日
か
ら
こ
う
し
て

会
え
る
と
は
思

っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
だ
。

モ
リ
ッ
ツ
氏
は
、
６０
代
を
過
ぎ
た
ば
か
り

と
い
う
感
じ
の
白
髪
の
紳
士
で
、
身
長
は
１

８
０
セ
ン
チ
以
上
、
が

っ
し
り
し
た
頑
丈
そ

う
な
身
体
を
、
木
綿
の
ズ
ボ
ン
に
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
と
い
っ
た
ラ
フ
な
服
装
に
包
み
、
登
山
靴

を
は
い
て
い
て
、
た
っ
た
今
、
ア
ン
デ
ス
の

奥
地
か
ら
帰

っ
て
き
た
ば
か
り
と
い
う
印
象

で
あ
る
。

英
語
は
話
せ
な
い
ら
し
く
、
私
と
マ
テ
ウ

ス
氏
の
顔
を
か
わ
る
が
わ
る
見
く
ら
べ
な
が

ら
日
も
と
に
微
笑
を
絶
や
さ
な
い
が
、
さ
す

が
に
そ
の
眼
光
だ
け
は
鋭
く
、
長
年
、
ジ
ャ

ン
グ
ル
や
ア
ン
デ
ス
の
出
中
を
渉
猟
し
て
き

た
探
検
家
ら
し
い
精
憚
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

会
話
は
、　
言
ア
ウ
ス
氏
の
通
訳
で
始
ま
っ

た
。私

が
今
回
の
来
意
を
告
げ
、
ぜ
ひ
と
も
わ

れ
わ
れ
の
取
材
の
た
め
に
，
ス
・
タ
ジ
ョ
ス

洞
穴

へ
の
入
坑
許
可
と
案
内
を
お
願
い
し
た

い
、
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
全
面
的
に
ご
協

力
し
ま
し
ょ
う
と
心
よ
く
承
認

し

て
く

れ

た
。モ
リ
ッ
ツ
氏
は
、

「
あ
の
洞
穴
は
、
未
だ
完
全
に
は
探
検
し
き

れ
て
お
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
探
査
し
た
の
は

わ
ず
か
入
口
か
ら
２
キ
Ｐ
く
ら
い
で
す
が
、

そ
の
先
い
っ
た
い
何
十
キ
Ｐ
、
い
や
何
百
キ

ロ
続
い
て
い
る
の
か
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い

の
で
す
」
と
言
う
。

は
た
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ど
こ
ま
で
入
り

こ
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
に
し
て
も
、
デ

ニ
ケ
ン
の
著
書
に
あ

っ
た
人
工
の
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
、
そ
れ
に
彼

が
金
属
図
書
館
と
名
づ
け
た
お
び
た
だ
し
い

数
の
金
属
板
は
、
ま
だ
そ
の
ま
ま
洞
穴
に
残

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
こ
の
疑
間
を

そ
の
ま
ま
モ
リ
ッ
ツ
氏
に
ぶ
つ
け
て
み
た
。

「
い
え
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
洞
穴
内
に
は

あ
り
ま
せ
ん
」

「
え
っ
？
。

そ
れ
で
は
も
う
ど
こ
か
へ
移
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
？
」

「
い
や
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
発
見
さ
れ
な

か

っ
た
の
で
す
」

「
何
で
す

っ
て
？
」

（以
下
次
号
）



あなたにも
“
念力
"が
ある/

¥7,000(送 料共)

念力開発器(ロジクルッシャン,ダイヤレッ日
人はだれでも潜在的に念力を持っています。

プランセット(畔式こっくりさん)

¥5,000(送 料共)

半2,000(送料共)

携持用ケース付

¥3′900(送料共)
セパレーター付

魔法の振子(シユブロール振∋
1967年、バ トナム戦争で米国海兵隊は、振子を用いて敵軍の
地下塚や地雷を探索し、適中率は86パーセントであると当時の
ニューヨークタイムズは報じました。
魔法の振子は、潜在能力開発の最も基本となる道具の一つで
す。魔法の振子で自分のかくれた能力を発見して下さい。占い
にも使えます。

神秘のロッド (ダウジング・ゆ同
このロッドであなたは不思議な力が発揮できるようになりま

す。比較的短期間の練習で多くの人が、紛失物やかくされた物

を発見できるようになります。この道具は実際に地下のガス管

や水道管を探すのに実用されています。

さあ、あなたも自分の潜在能力′を試してみましょう。

特価 ¥6′000(送料共)
(定価¥7′500の品)

ピラミッド
アクリル製底辺約24cm(ピ ラ

不思議なピラミッド・パワ
ーの実験ができます。

中の台に色々な物を置いてみましょう。カミソリの刃は再び

切れるようになります。生花は外のものより長持ちします。 ミ

ルクや果物も腐敗が遅くなります。魚や虫など小動物がミイラ

化します。その他色々面白い実験ができます。

ミッドパワー実験用)

●上記商品には、.詳しい説明書、練習方法の解説がついています。

●カタログ話求・お問合せは                  ご 注文は
〒103東京都中央区日本橋小舟町2-7

0511織         郵 便振

技術指導 潜 在 能 力 開 発 研 究 所       ク
ス株式会社 E係 にお送り下さt 。ヽ

に
、
奥
地
の
ジ
ャ
ン

グ
ル
か
ら
運
ば
れ
て

ス
氏
の
顔
を
か
わ
る
が
わ
る
見
く
ら
べ
な
が

ら
口
も
と
に
微
笑
を
絶
や
さ
な
い
が
、
さ
す

か
っ
た
の
で
す
」

「
何
で
す

っ
て
？
」

（以
下
次
号
）
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UFOと 宇宙 82

地
球
は
丸
く
は
な
く
、
平
た
い
の
だ
。
我

々
は
球
の
外
側
で
は
な
く
、
内
側
に
住
ん
で

い
る
。
あ
る
い
は
、
孫
子
の
代
に
は
月
が
落

下
し
て
き
て
死
ぬ
運
命
に
あ
る
。

宇
宙
に
関
す
る
こ
う
し
た
奇
妙
な
理
論
が

神
秘
的
と
呼
ば
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
ひ
と
つ

に
は
、
宗
教
や
魔
術
の
グ
ル
ー
プ
が
、
現
代

科
学
の
発
生
す
る
前
の
時
代
に
ま
で
彼
ら
の

起
源
を
探
し
求
め
、
古
代
人
の
宇
宮
論
を
見

境
な
く
取
り
入
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
神
秘
的
と

い
う
言
葉
が
、
あ
る
意
味

で
拒
否
さ
れ
た
人
々
と
拒

否
さ
れ
た
理
論
か
ら
な
る

拒
否
の
社
会
を
表
わ
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
拒
否

さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
必

ず
し
も
悪
い
意
味
で
使
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
時
代
の
支
配
層
に
拒

否
さ
れ
た
と

い
う

こ
と

で
、
支
配
層
が
常
に
正
し

い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

〈
地
球
平
面
説
〉

２０
世
紀
に
な
っ
て
地
球
が
平
た
い
と
い
う

説
を
支
持
し
て
い
る
人
々
は
、
ガ
リ
レ
オ
と

ヨ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
考
え
を
拒
否
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

近
代
に
お
け
る
こ
の
説
の
ひ
と
つ
の
中
心
と

な
っ
た
の
は
、
ジ
ョ
ン
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

・
ド
ウ
イ
ー
が
１
８
９
５
年
に
創
設
し
た
シ

オ
ン
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
使
徒
教
会
で
あ
る
。
１

９
０
５
年
に
ウ
イ
ル
バ
ー

・
グ
レ
ン
・
ボ
リ

バ
が
指
導
者
と
な
っ
て
か
ら
、
関
心
は
宇
宙

に
向
か
っ
た
。
ボ
リ
バ
も
ド
ウ
イ
ー
と
同
様

に
聖
書
は

一
字

一
句
正
し
い
と
み
な
し
て
い

た
の
で
、
地
球
は
平
た
い
と
い
う
古
代
の
思

想
が
ボ
リ
バ
の
教
義
の

一
部
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

ボ
リ
パ
の
世
界
で
は
、
北
極
が
中
心
に
あ

り
、
南
極
は
そ
の
円
周
に
あ
た
っ
て
い
る
。

南
極
は
雪
と
氷
の
壁
で
か
こ
ま
れ
て
い
る
の

で
、
船
が
端
か
ら
墜
落
す
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
。
星
は
地
球
の
周
囲
を
回
り
、
月
は
自

ら
発
光
し
て
い
る
。
そ
し
て
太
陽
は
直
径
わ

ず
か
３２
マ
イ
ル
で
、
地
球
か
ら
は
３
千

マ
イ

ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

〈
コ
レ
シ

ュ
と
地
球
空
洞
説
〉

ボ
リ
パ
の
地
球
平
面
説
は
、
正
統
派
キ
リ

ス
ト
教
の
教
義
の
解
釈
に
付
随
す
る
も
の
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
コ
レ
シ
ュ

別
名
サ
イ
ラ
ス
・
リ
ー
ド

・
テ
ィ
ー
ド

（
１

８
３
９
２
１
９
０
８
）
の
場
合
は
、
果
端
的

な
宇
宮
論
が
彼
の
新
興
宗
教
の
根
幹
と
な
っ

て
い
る
。

テ
ィ
ー
ド
の
理
論
は
お
そ
ろ
し
く
奇
矯
な

も
の
で
あ
る
。
我
々
は
球
、
あ
る
い
は
卵
形

の
宇
宙
の
内
部
に
住
ん
で
お
り
、
そ
の
中
心

に
太
陽
、
月
、
星
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
概
念
は
ジ
ョ
ン
・
ク
リ
ー
ブ
ス
・

シ
マ
ー
ス
の
理
論
に
負
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
シ
マ
ー
ス
は
退
役
歩
兵
将
校
で
、
１９
世

紀
の
初
頭
に
、
彼
の
説
を
議
会
に
請
願
し
た

り
各
地
を
講
演
し
た
り
し
て
歩
き
回
っ
た
。

北
極
と
南
極
に
は
開
田
部
が
あ
り
、
そ
の
穴

か
ら
我
々
の
住
ん
で
い
る
地
球
内
部
の
世
界

に
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
シ
マ
ー
ス
は
、

生
命
を
維
持
で
き
る
同
心
円
状
の
球
面
が
５

つ
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し
ヨ
レ
シ
ュ
は
、

地
球
空
洞
説
は
彼
が
個
人
的
に
啓
示
を
受
け

た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

ひ
と
た
び
「我
々
が
内
部
に
住
ん
で
い
る
」

と
い
う
知
識
を
得
る
や
、

ヨ
レ
シ
ュ
は
そ
れ

を
世
界
中
に
広
め
る
活
動
を
始
め
た
。
も
し

我
々
が
湾
曲
面
の
内
側
に
住
ん
で
い
る
の
だ

と
し
た
ら
、
直
線
を
そ
の
表
面
の
曲
線
に
沿

っ
て
延
長
し
て
い
け
ば
上
方
で
出
合
う
は
ず

で
あ
る
。
彼
は
組
織
を
作

っ
て
、
ま
ず
イ
リ

ノ
イ
州
の
ド
レ
イ
ナ
ー
ジ
運
河
で
、
翌
年
に

は
フ
Ｐ
リ
ダ
海
岸
で
実
験
に
着
手
し
た
。
残

念
な
が
ら
直
線
は
海
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
た
。
し
か
し
彼
に
と
っ
て
、

こ
れ
は
妨
げ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
地
球
の

凹
面
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
神
の
否
定
に
つ

な
が
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

コ
レ
シ
ュ
は
８
０
０
万
人
の
真
の
信
奉
者

を
期
待
し
て
、
フ
Ｐ
リ
ダ
の
エ
ス
テ
ロ
に
活

動
拠
点
を
設
立
し
た
。
彼
は
１
９
０
８
年
に

死
ん
だ
が
、
こ
の
活
動
は
第
２
次
大
戦
後
ま

で
続
い
た
。

〈
宇
宙
氷
説
〉

こ
れ
ま
で
述
べ
た
異
端
宇
宙
論
は
ア
メ
リ

カ
人
に
よ
る
も
の
だ
が
、
世
界
中
で
最
も
信

奉
者
を
集
め
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
が

創
造
し
、
ド
イ
ッ
で
広
ま
っ
た
説
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、　
ハ
ン
ス
・
ヘ
ー
ル
ビ
ガ
ー
の
宇

宮
氷
説
で
あ
る
。



彼
が
宇
宙
氷
説
の
最
初
の
ヒ
ン
ト
を
得
た

の
は
１
８
８
２
年
で
、
そ
の
年
に
出
現
し
た

警
星
が
氷
で
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
考
え
が
浮
か
ん
だ
時
で
あ
る
。
ほ
ぼ
１０

‐

年
後
、

ヘ
ー
ル
ビ
ガ
ー
は
宇
宮
の
手
が
か
り

を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
幻
覚
を
得
た
。
１
９

０
６
年
ま
で
に
彼
の
理
論
は
完
成
さ
れ
、
月

の
観
測
を
専
門
と
し
て
い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
天

文
学
者
フ
ィ
リ
ッ
プ

・
フ
ァ
ウ
ス
を
説
得
さ

せ
る
に
い
た
っ
た
。
２
人
は
１
９
１
２
年
に

「
米
河
宇
宙
論
」
を
出
版
、
学
界
に
彼
ら
の

見
解
を
知
ら
せ
よ
う
と
試
み
た
。

ヘ
ー
ル
ビ
ガ
ー
の
理
論
の
基
礎
は
、
宇
宮

が

「構
成
物
質
」
で
満
た
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
が
高
温
の
金
属
で
で
き
た
星
や
軽
い
気
体

に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構
成
物

質
は
主
と
し
て
酸
素
と
水
素
で
、
そ
れ
が
Ｈ２

０
の

「宇
官
的
形
態
」、
す
な
わ
ち
氷

と

し

て
存
在
し
て
い
る
。
宇
宙
氷
の
塊
が
高
温
の

星
に
突
入
す
る
と
大
爆
発
が
生
じ
、
惑
星
系

が
誕
生
す
る
的
こ
う
し
た
惑
星
系
は
、
主
と

し
て
中
心
に
あ
る
太
陽

へ
の
ラ
セ
ン
運
動
に

関
し
て
、

ヘ
ー
ル
ビ
ガ
ー
の
法
則
に
従
う
。

こ
の
結
果
、
爆
発
で
生
じ
た
小
さ
な
破
片
は

惑
星
系
内
の
大
き
な
天
体
に
捕
捉
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
地
球
は
、
む

か
し
地
球
と
火
星
の
間
に
あ
っ
た
数
１０
に
の

ぼ
る
小
惑
星
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
捕
捉
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
前
の
月
は
ラ
セ
ン

を
描
い
て
地
球
に
落
下
し
、
大
災
害
を
ひ
き

起
こ
し
た
。
現
在
の
月
は
ほ
ぼ
１
万
３
千
年

8, ミ ステリー豆知設

宇宙人 との コンタク トや政 と民 間 へ の 啓 蒙 活 動 を ア ダ ム ス キ
ー

から実質的 にヨ|き継 tヽ : るヽ米 国 の グ ル
ー プ か らの 最 新

情 報 と 、 生 命 の 奥 か の 探 究

想
が
ボ
リ
バ
の
教
義
の
一
部
と
な
っ
た
の
で

あ

る

。

前
に
捕
捉
さ
れ
た
も
の
で
、
神
話
や
伝
説
に

よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
以
前
の
月
が
激
突

し
た
時
の
恐
怖
を
不
可
遊
的
に
繰
り
返
す
こ

と
に
な
ろ
う
。

彼
の
理
論
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
秘
主
義
者

な
か
で
も
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
実
在
論
者
に
歓

迎
さ
れ
た
。
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
滅
亡
の
原
因

を
説
明
す
る
素
情
ら
し
い
理
論
だ
と
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
彼
の
宇
宮
氷
説
は

ナ
チ
の
御
用
学
者
が
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
次
第
に
ナ
チ
化
し
て
い
っ
た
。

〈
そ
の
他
の
神
秘
的
宇
宙
論
〉

以
上
に
述
べ
た
以
外
に
も
神
秘
的
宇
官
論

は
あ
る
が
、
簡
単
に
触
れ
る
だ
け
に
と
ど
め

よ
う
。
こ
れ
ら
は
公
式
の
科
学
を
猿
ま
ね
し

た
も
の
と
違
い
、
宇
宙
の
洗
練
さ
れ
た
解
釈

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
科
学
者
に
は
欠
落
し
た

に
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
シ
マ
ー
ス
は
、

生
命
を
維
持
で
き
る
同
心
円
状
の
球
面
が
５

も
の
が
あ
る
と
す
る
。

「
な
ぜ
」
と
い
う
こ

と
を
問
わ
ず
に
、

「
ど
の
よ
う
に
」
と
い
う

こ
と
だ
け
を
尽
き
る
こ
と
な
く
記
述
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

「
な
ぜ
」
を
探
求
し

て
果
端
宇
宮
論
者
は
し
ば
し
ば
プ
ラ
ト
ン
と

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
行
っ
た
、
宇
官
の
構
造
と
音

階
と
の
伝
統
的
な
類
比
に
ゆ
き
つ
く
。
心
霊

主
義
者
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ヤ
ク
ス
ン
・

デ
イ
ビ
ス
や
Ｇ
・
Ｉ
・
グ
ル
ジ
ェ
フ
な
ど
の

説
が
そ
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
の

宇
管
論
は
、

ヘ
ー
ル
ビ
ガ
ー
や
コ
レ
シ
ュ
と

は
タ
イ
プ
が
違
っ
て
い
る
。
彼
ら
が

″
神
秘

的
々
な
の
は
公
式
科
学
が
無
視
し
て
い
る
問

題
を
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
謎
に
満
ち

た
人
物
グ
ル
ジ

ェ
フ
の
理
論
は
複
雑
で
と
う

て
い
要
約
で
き
な
い
が
、
彼
の
場
合
、
宇
宮

へ
の
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を

取

っ
て
お

ヶ
、
お
そ
ら
く
は
既
成
の
体
系
と
は
異
な
る

思
考
の
範
ち
ゅ
う
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、　
ハ
ン
ス
・
ヘ
ー
ル
ビ
ガ
ー
の
字

宮
氷
説
で
あ
る
。

新 しい教育誌

島 だ路
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円
盤
に
乗

っ
た
人
影
が

田
舎
道
で
木
の
葉
の
調
査
？

〔ア
メ
リ
カ
〕

ミヽ
ズ
ー
リ
州
の
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
郡
南
東
部
で
は
、
今
年
の
４
月

か
ら
し
ば
し
ば
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
目
撃
さ
れ
て

い
る
が
、
４
月
２２
日
に
も
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
目

撃
報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
。

目
撃
者
の
名
前
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
２２
日
の
朝
５
時
半
、
自
宅
か
ら
職

場
に
出
か
け
る
た
め
ジ
ェ
ー
ン
の
近
く

の
回
舎
道
を
走
っ
て
い
る
と
き
に
Ｕ
Ｆ

Ｏ
を
目
撃
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

目
撃
者
の
話
に
よ
る
と
、
そ
の
物
体

は
２
枚
の
皿
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
よ
う

な
形
を
し
て
い
て
、
緑
色
の
服
を
着
た

２
人
の
人
間
ら
し
い
姿
が
見
え
た
と
い

う
。
そ
の
２
人
は
本
の
校
を
引
っ
ば
っ

て
い
た
が
、
木
の
葉
を
調
べ
て
い
る
み

た
い
だ
っ
た
。

そ
の
物
体
が
狭
い
道
路
を
ふ
さ
い
で

い
た
の
で
、
日
撃
者
は
ト
ラ
ッ
ク
を
方

向
転
換
さ
せ
て
近
く
の
停
留
所
ま
で
走

ら
せ
、
そ
こ
で
目
撃
を
届
け
出
た
の
で

あ
る
。

な
お
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
郡
で
の
Ｕ
Ｆ

Ｏ
目
撃
は
、
パ
ウ
エ
ル
か
ら
ジ
ェ
ー
ン

に
か
け
て
の
地
帯
で
し
ば
し
ば
報
告
さ

れ
て
い
る
。

砂
漠
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
近
づ
い
た

兵
士
が
１５
分
問
消
失
―

〔チ
リ
〕

チ
リ
の
北
の
は
ず
れ
の
砂
漠

で
不
思
議
な
Ｕ
Ｆ
Ｏ
目
撃
事
件
が
起
こ

っ
て
い
る
。

４
月
２５
日
の
午
前
４
時
１５
分
、
チ
リ

陸
軍
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
、
２
人
を
歩

晴
に
立
て
て
、
他
の
６
人
は
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
の
ま
わ
り
で
眠
り
込
ん
で
い

る
と
、
突
然
、
２
つ
の
輝
く
物
体
が
空

中
か
ら
下
降
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

物
体
の
ひ
と
つ
は
ア
ン
デ
ス
山
脈
の

ふ
も
と
へ
降
り
、
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
に
は
隊
員

た
ち
は
完
全
に
目
が
覚
め
て

い
た

の

で
、
光
を
は
っ
き
り
と
確
認
し
た
。

一
方
、
も
う
び
と
つ
の
物
体
は
、
キ

ャ
ン
プ
か
ら
４
５
０
ｍ
離
れ
た
地
点
に

な
と
ん
ど
着
陸
す
る
ま
で
下
降
し
て
き

た
。
物
体
は
紫
色
の
光
を
発
し
、
２
カ

所
で
強
烈
な
赤
色
に
輝
い
て
い
た
と
い

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
指
揮
を
と
っ
て
い

た
ア
ル
マ
ン
ド

・
パ
ル
デ
ス
伍
長
は
隊

員
の
兵
士
た
ち
に
武
装
す
る
よ
う
命
じ

る
と
、
１
人
で
調
査
に
で
か
け
た
。
隊

員
た
ち
が
見
て
い
る
と
、ヽ
伍
長
の
姿
は

消
え
て
し
ま
っ
た
。
１５
分
後
、
伍
長
は

再
び
現
れ
た
が
、
何
か
話
そ
う
と
し
な

が
ら
気
絶
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

バ
ル
デ
ス
伍
長
は
午
前
７
時
に
気
が

つ
い
た
が
、
腕
時
計
は
彼
が
再
び
姿
を

現
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
間
の
４
時
３０

分
で
止
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
腕
時
計
の

日
付
も
５
日
な
ど
進
ん
で
い
る
う
え
、

パ
ル
デ
ス
の
ヒ
ゲ
は
ま
る
で
１
週
間
も

伸
ば
し
続
け
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

徐
々
に
意
識
を
回
復
し
た
伍
長
は
、

次
の
よ
う
な
言
葉
を
日
ば
し
っ
た
。

「
お
ま
え
に
は
、
我
々
が
だ

れ
な

の

か
、
ま
た
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
分
か
り

っ
こ
な
い
。
だ
が
、
我
々
が
ま
た
一戻
っ

て
く
る
こ
と
を
教
え
て
お
く
」

バ
ル
デ
ス
は
、
自
分
が
姿
を
消
し
た

‐５
分
間
の
出
来
事
は
何
ひ
と
つ
思
い
出

せ
な
い
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
疑
い
深

い
人
た
ち
の
中
に
は
、
兵
士
た
ち
が
砂

漠
で
屋
気
楼
を
見
た
の
だ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
の
事
件
が
発
表
さ
れ

て
以
来
、
チ
リ
の
首
都
近
郊
や
１
千
臨

な
ど
南
の
湖
水
地
帯
、
さ
ら
に
は
南
端

の
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
上
空
で
も
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ

を
目
撃
し
た
と
い
う
数
１０
に
の
ぼ
る
報

告
が
届
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

チ
ツ
の
首
都
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
数
血
北

で
は
、
米
航
空
宇
宙
局
と
チ
リ
大
学
が

共
同
で
宇
宮
追
尾
ス
テ
ー
シ
ェ
ン
を
設

置
し
て
い
る
が
、
関
係
者
は
こ
れ
ら
の

目
撃
報
告
に
つ
い
て
何
ら
公
式
見
解
を

発
表
し
て
い
な
い
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
者
の
１
人
は
、

こ
れ
ま
で
チ
ツ
で
目
撃
さ
れ
た
Ｕ
Ｆ
Ｏ

の
い
く
つ
か
は
航
空
機
か
人
工
衛
星
ら

し
く
思
わ
れ
る
が
、
最
近
の
報
告
の
よ

う
に
比
較
的
近
距
離
で
目
撃
さ
れ
て
い

る
も
の
は
人
工
衛
星
と
は
考
え
ら
れ
な

い
と
語
っ
て
い
る
。

マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
に
あ
る
主
な
町
、
プ

ン
タ

・
ア

レ
ナ

ス
の
ラ
ジ

オ
局

の

ア

ナ

ウ
ン
サ
ー
、
オ
ス
カ
ー
・
ブ
ラ
ー
ボ
は

あ
る
晩
、
午
前
３
時
頃
に
目
が
覚
め
て

水
を
飲
み
に
台
所
へ
行

っ
た
と
い
う
。

「
最
初
、
空
が
輝
い
て
い
る
の
に
気
づ

き
ま
し
た
。
そ
れ
で
カ
ー
テ
ン
を
開
け

て
み
た
ら
、
自
と
オ
レ
ン
ジ
の
強
烈
な

光
を
放
つ
物
体
が
２
つ
、
空
中
に
浮
か

ん
で
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
」
と
彼
は

語
っ
て
い
る
。

「
そ
の
光
は
消
え
ま
し
た
が
、
今
度
は

紫
色
の
光
を
出
し
は
じ
め
ま
し
た
。
こ

の
２
つ
の
物
体
は
橋
円
形
で
、
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
動
い
て
い
ま
し
た
。
２
つ

の
物
体
は
Ｖ
字
状
に
開
き
、
接
近
し
て

い
る
と
こ
ろ
の
ほ
う
が
高
度
が
高
く
な

っ
て
い
ま
し
た
」
つ
い
に
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
は

海
峡
上
空
へ
と
去

っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
日
後
の
晩
、
チ
リ
南
部

の
プ

エ
ル
ト

・
モ
ン
ト
か
ら
プ

エ
ル
ト

・
バ
ラ
ス
ヘ
向
か
っ
て
い
る
バ
ス
の
乗

客
た
ち
も
、
同
じ
よ
う
な
物
体
が
９０
ｍ

上
空
に
出
現
し
た
の
を
目
撃
し
た
。

最
近
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
し
た
数
人
の
話

か
ら
推
定
す
る
と
、
物
体
の
大
き
さ
は

ほ
ぼ
直
径
３

●
５
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。
ほ

と
ん
ど
の
者
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
円
形
か
橋
円

形
を
し
て
い
て
、　
一ｒ巨
大
な
車
輪
の
よ

う
」
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。

空
飛
ぶ
鮫
の
よ
う
な
Ｕ
Ｆ
Ｏ

〔イ
ギ
リ
ス
〕

ま
る
で

″空
飛
が
綾
″

の
よ
う
な
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
、
ブ
リ
ド
リ
ン
グ

ト
ン
の
町
に
出
現
し
た
。

こ
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
し
た
の
は
マ
ー

チ
ン
・
ブ
ロ
ウ
さ
ん

（
２４
）
で
ヽ
夫
人

と
義
父
と

一
緒
に
車
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
Ｐ
Ｉ
ド
を
北

へ
向
か
っ
て
い
た
時
だ

っ
た
。

「
そ
れ
は
町
の
北
の
方
角
に
、
１
５
０

１
１
８
０
ｍ
の
一高
さ
の
と
こ
ろ
で
浮
か

ん
で
い
た
の
で
す
。
翼
の
な
い
Ｄ
Ｃ
・

１０
型
機
か
、
あ
る
い
は
背
中
に
‘
レ
を

つ
け
た
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
号
、
空
中
高
く

泳
い
で
い
る
鮫
、
大
き
な
気
球
と
い
っ

た
ふ
う
に
見
え
ま
し
た
」

ブ
ロ
ウ
さ
ん
が
最
後
に
見
た
時
、
そ

の
物
体
は
町
の
南
の
方
に
ゆ
っ
く
り
と

動
い
て
い
た
と
い
う
。
彼
は
こ
の
目
撃

を
警
察
に
報
告
し
て
い
る
。

巨
大
な
ビ
ラ
ミ

ッ
ド
形
の

物
体
が
空
中
に

〔ア
メ
リ
カ
〕

５
月
１６
日
の
夜
か
ら
１７

日
の
早
朝
に
か
け
て
、
テ
ネ
シ
ー
州
の

メ
ン
フ
イ
ス
と
シ
ェ
ル
ビ
ー
郡
に
、
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
場
ほ
ど
も
あ
る
怪
物
Ｕ
Ｆ

Ｏ
が
出
現
、
警
官
４
人
と
テ
ネ
シ
ー
州

の
ハ
イ
ウ
ェ
ー
・
パ
ト
ロ
ー
ル
マ
ン
ー

人
が
目
撃
し
て
い
る
。

警
察
機
動
班
の
Ｔ

・
Ｌ

・
ト
ッ
ド
、

Ｊ

・
Ｗ

・
ジ

ェ
タ
ー
両
巡
査
は
、
１７
日

の
午
単削
３
時
４５
分
、
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー

ト
２
４
０
号
線
の
ノ
リ
ス
の
近
く
に
あ

る
出
口
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
赤
と
緑

の
光
を
点
滅
さ
せ
る
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形

の
巨
大
な
物
体
を
目
撃
し
た
。

２
人
の
警
官
は
、
３
度
に
わ
た
っ
て

そ
の
巨
大
な
物
体
を
目
撃
し
た
が
、
長

さ
は
９０
ｍ
近
か
っ
た
。

「
私
た
ち
が
見
た
も
の
を
警
察
の
連
絡

係
に
報
告
し
て
い
る
と
、
ま
だ
会
話
中

な
の
に
途
中
か
ら
テ
ネ
シ
ー
州
の
ハ
イ

ウ
ェ
ー
・
パ
ト
Ｐ
Ｉ
ル
マ
ン
が
自
分
も

見
た
と
報
告
し
て
き
た
の
で
す
」

そ
れ
か
ら
、
今
度
は
北
分
署
の
巡
査

チ
ー
ム
が
無
線
通
話
に
割
り
込
み
、
そ

の
物
体
が
３
角
形
を
し
て
い
た
か
ど
う

か
尋
ね
て
き
た
と
い
う
。

彼
ら
は
Ｍ
・
Ｌ

・
デ
ビ
ッ
ド
ツ
ン
と

Ｆ

・
Ｅ
・
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
で
、
同
じ
く

機
動
班
に
所
属
し
て
い
る
。
。ハ
ト
カ
ー
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あ
る
。

の
無
線
で
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
ら

が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
し
た
の
は
１６
日
の
午

後
Ｈ
時
頃
、
北
分
署
を
出
発
し
て
パ
ト

，
―
ル
を
開
始
し
た
時
だ
と
い
う
。

ジ
エ
タ
ー
は
、

「
そ
の
時
ま
で
の
話

で
、
私
た
ち
は
３
角
形
を
し
て
い
た
な

ん
て
一
言
も
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
彼
ら
も
同
じ
物
体
を
見
た
の

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
」

ト
ッ
ド
は
、
そ
の
空
中
を
飛
行
す
る

物
体
を
最
初
に
目
撃
し
た
の
は
ハ
イ
ウ

ェ
ー
の
す
ぐ
東
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
言

っ
て
、

「
物
体
は
ほ
と
ん
ど
静
止
し
て
い
る
よ

う
で
、
高
度
は
地
上
６０
ｍ
ほ
ど
、
送
電

塔
の
真
上
に
あ
り
ま
し
た
。
形
は
完
全

な
３
角
形
を
し
て
い
て
、　
一
端
で
立
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
る
で
、
手
を
仲
ば
せ

ば
届
く
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど

の
近
さ
で
し
た
。
物
体
の
周
囲
は
白
く

輝
い
て
い
ま
し
た
」

ジ
ェ
タ
ー
は
、
こ
の
時
に
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ

を
目
撃
し
て
い
な
い
。
彼
ら
は
ア
ル
チ

ー
・
ロ
ー
ド
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で

引
き
返
し
た
が
、
今
度
は
２
人
と
も
そ

の
物
体
を
目
に
し
た
。
そ
の
時
に
は
一

端
で
立
っ
て
い
な
く
て
、
横
に
な
っ
て

い
た
が
、
形
は
や
は
リ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状

で
あ
っ
た
。

草
に
は
高
倍
率
の
ス
コ
ー
プ
を
装
着

し
た
ラ
イ
フ
ル
を
積
ん
で
い
た
の
で
、

ジ
エ
タ
ー
は
そ
の
ス
コ
ー
プ
を
望
遠
鏡

が
わ
り
に
し
て
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
も
っ
と
よ
く

見
よ
う
と
し
た
。

「
見
え
た
と
思
っ
た
と
た
ん
、
そ
の
他

体
は
飛
び
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
お
し
ま
い
で
す
」

２
人
の
警
官
は
、
も
し
彼
ら
の
見
た

物
体
と
、　
ョ
リ
ャ
ー
ビ
ル
で
ハ
イ
ウ
ェ

ー
・
パ
ト
，
―
ル
マ
ン
が
見
た
物
体
と

が
同
じ
だ
と
し
た
ら
、
わ
ず
か
数
秒
間

で
５０
臨
近
く
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
、

と
語
っ
て
い
る
。

ジ
エ
タ
ー
は
、
物
体
が
飛
び
去
る
時

に
、
後
部
に
２
つ
の
明
る
く
輝
く
赤
い

光
が
つ
い
て
い
る
の
を
ス
コ
ー
プ
ご
し

に
目
撃
し
た
と
語
っ
て
い
る
。
た
だ
し

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
よ
う
な
爆
発
音
が
し
た

か
ど
う
か
は
、
不
明
だ
っ
た
。

し
か
し
２
人
と
も
、
全
く
音
は
聞
こ

え
ず
、
物
体
は
静
か
に
動
い
て
い
た
と

主
張
し
て
い
る
”

「
も
し
あ
れ
が
ジ
ェ
ッ
ト
機
だ
っ
た
ら

音
が
開
こ
え
た
は
ず
で
す
。

最
初
に
混
社
時
は
、
幻
覚
で
は
な
い

か
と
疑
い
ま
し
た
。
で
も
引
き
返
し
て

別
の
場
所
か
ら
２
人
と
も
そ
の
物
体
を

目
撃
し
た
の
で
、
本
物
だ
と
わ
か
っ
た

の
で
す
」
と
ト
ッ
ド
は
語
る
。

一
方
、
メ
ン
フ
ィ
ス
国
際
空
港
で
そ

の
晩
勤
務
に
つ
い
て
い
た
管
制
官
は
、

メ
ン
フ
ィ
ス
周
辺
の
空
中
で
別
に
変
わ

っ
た
も
の
は
目
撃
さ
れ
て
い
な
い
、
と

発
表
し
て
い
る
。

ク
リ
ケ
ッ
ト
試
合
帰
り
の

３
人
の
少
年
が
目
単

〔イ
ギ
リ
ス
〕

Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
ウ
ー
、ハ
ー
ン

・
グ
リ
ー
ン
の
上
空
を
飛
ん
で
い
た
。

こ
う
主
張
し
て
い
る
の
は
、
ダ
レ
ン
・

ホ
‐
ク
ス
（‐４
）、
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
ハ
ギ

ン
ズ
（１４
）、
そ
れ
に
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ジ

レ
ツ
ト

（‐９
）
と
い
う
３
人
の
少
年
た

ち
。
彼
ら
が
ク
リ
ヶ
ッ
ト
の
試
合
を
終

え
て
帰
る
途
中
、
閃
光
を
発
し
な
が
ら

空
中
を
飛
ん
で
い
る
物
体
が
出
現
し
た

の
だ
と
い
う
。

５
月
１９
日
の
午
後
９
時
３０
分
頃
の
こ

と
で
あ
る
。
最
初
に
見
つ
け
た
の
は
ダ

レ
ン
君
だ
が
謎
の
物
体
は
フ
ラ
ッ
ク
ゥ

エ
ル
・
ヒ
ー
ス
を
通
っ
て
ゆ
っ
く
り
と

バ
ー
ガ
ー
ス
・
と
ル
ヘ
と
向
か
っ
て
行

き
、
丘
の
か
も
と
で
突
然
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。

「
は
じ
め
は
空
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
け
れ
ど
、
６０
ｍ
く
ら
い
ま
で
降
り
て

き
た
」
と
ダ
レ
ン
君
は
話
す
。

そ
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
は
５
分
問
ぐ
ら
い
少
年

た
ち
の
頭
上
に
静
止
し
て
い
た
の
で
、

彼
ら
は
し
げ
し
げ
と
観
察
し
た
。

ダ
レ
ン
君
の
説
明
に
よ
る
と
、
そ
の

物
体
は
メ
キ
シ
ヵ
ン
・
ハ
ッ
ト
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
て
、
中
央
は
銀
色
の
円

盤
状
、
大
き
さ
は
ク
リ
ヶ
ッ
ト
の
ベ
ー

ス
な
ど
だ
っ
た
と
い
う
。
周
辺
か
ら
は

光
を
は
な
ち
、周
囲
を
照
ら
し
て
い
た
。

「
そ
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
は
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ル

の
ほ
う
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

も
う

一
度
戻
っ
て
き
て
、
ス
レ
ー
ズ
・

ヤ
ー
ド
の
上
空
で
停
止
し
た
の
で
す
。

音
や
熱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
自
動
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
よ
う

な
光
線
を
発
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
光

線
の
ひ
と
つ
が
僕
た
ち
を
追
い
か
け
て

き
た
の
で
、
恐
く
な
っ
て
、
み
ん
な
あ

わ
て
て
逃
げ
出
し
ま
し
た
」

Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
ウ
ー
バ
ー
ン
上
空
に
出
現

し
て
い
た
間
、
付
近
を
通
っ
た
車
は
な

く
、
通
行
者
も
１
人
だ
け
だ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
人
は
年
配
の
女
性
で
、
少
年

た
ち
が
家
に
走
っ
て
帰
る
途
中
で
す
れ

違
っ
た
。

「
あ
の
物
体
は
ま
だ
遠
く
に
見
え
た
の

で
、
僕
は
お
ば
さ
ん
に
、
あ
れ
何
だ
と

思
う
、
と
開
い
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た

ら
、
お
ば
さ
ん
も
そ
れ
を
見
て
、
い
そ

い
で
逃
げ
だ
し
ま
し
た
」
と
ダ
レ
ン
君

は
語
っ
て
い
る
。

こ
の
事
件
か
ら
４
日
後
、
時
刻
も
ち

ょ
う
ど
同
じ
９
時
３０
分
頃
に
、
今
度
は

２
人
の
新
聞
記
者
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
し

た
。
『、ハ
ッ
タ
ス
・
フ
リ
ー
・
ブ
レ
ス
』

の
記
者
、
サ
イ
モ
ン
・
グ
レ
イ
と
キ
ー

|

ス
・
パ
ル
ド
ッ
ク
で
、
ウ
ー
バ
ー
ン
上

空
で
白
い
光
を
見
た
と
い
う
。

（こ
の

う
ち
サ
イ
モ
ン
記
者
は
、
少
年
た
ち
の

事
件
を
記
事
に
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
）

彼
ら
が
見
て
い
る
と
、
物
体
か
ら
２

つ
の
赤
い
点
の
よ
う
な
光
が
離
れ
、
下

降
し
て
い
っ
た
。
物
体
は
３
角
形
の
よ

う
に
見
え
た
そ
う
で
ぁ
る
。
記
者
た
ち

は
ウ
ー
パ
ー
ン
ヘ
向
け
て
草
を
走
ら
せ

て
い
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
着
い
た
時
に

は
光
は
消
え
て
し
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
時
刻
に
、
付
近
を
飛
ん
で
い
た

航
空
機
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

あ
れ
は
絶
対
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
で
す

〔イ
ギ
リ
ス
〕

「
飛
行
機
で
す
っ
て
。

そ
ん
な
パ
カ
な
。
あ
れ
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
で
す

よ
」
こ
う
主
張
す
る
の
は
ラ
ネ
リ
に
住

む
一
女
性
で
あ
る
。

５
月
２０
日
の
午
後
９
時
か
ら
９
時
３０

分
の
間
で
あ
っ
た
。
夫
と
一
緒
に
ニ
ュ

ー
ロ
ー
ド
を
歩
い
て
帰
宅
し
て
い
た
ギ

リ
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
夫
人
は
不
思
議
な

物
体
を
目
に
し
た
。

「
夫
の
ほ
う
が
私
よ
り
先
に
気
づ
き
ま

し
た
。
で
も
私
が
怖
が
る
と
思
っ
て
教

え
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
物
体
は
細
長
く
て
金
色
を
し
て

い
て
、
両
端
が
案
巻
の
よ
う
に
尖
っ
て

い
ま
し
た
。
と
て
も
美
し
く
輝
い
て
い

ま
し
た
。
数
秒
問
静
止
し
て
い
た
け
れ

ど
、
キ
ド
ウ
ェ
リ
ー
の
方
に
飛
び
去
り

ま
し
た
。
音
も
な
く
、
飛
ん
だ
跡
も
見

え
ま
せ
ん
で
し
た
」

あ
た
り
に
は
、
夫
妻
の
ほ
か
に
酔
っ

ば
ら
い
が
２
人
い
た
だ
け
だ
と
い
う
。

彼
女
は
ラ
ネ
リ
の
警
察
に
報
告
し
た

が
、
他
の
人
か
ら
の
目
撃
報
告
は
な
か

っ
た
。

Ｂ

Ｕ

Ｆ

Ｏ

Ｒ

Ａ

（
英

国

Ｕ

Ｆ
Ｏ
研

究

協
会
）
の
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
区
連

絡
担
当
者
は
、
夫
妻
の
見
た
も
の
が
、

高
度
３
万
フ
ィ
ー
ト
で
飛
が
航
空
機
の

飛
跡
だ
ろ
う
と
語
っ
て
い
る
。

「
他
に
も
見
た
人
々
が
い
ま
す
。
と
て

も
美
し
い
金
色
で
、
ペ
ン
シ
ル
型
を
し

て
い
た
そ
う
で
す
し
、
夫
妻
の
巳
撃
し

た
の
と
同
じ
時
刻
で
す
」

こ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ

は
航
空
機
で
は
な
い
と
主
張
し
て
、

「
は
っ
き
り
見
た
ん
で
す
。
絶
対
、
宇

宙
船
か
空
飛
が
円
盤
だ
と
信
じ
ま
す
」

同
時
刻
に
別
々
の
場
所
で

２
組
の
男
女
が
目
撃

〔イ
ギ
リ
ス
〕

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
の
キ
ー
ス
一
ベ
ス
チ
さ
ん

（２６
）
は
、
自
分
で
は
気
が
確
か
で
冷

静
沈
着
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
５
月
２‐

日
の
晩
、
確
か
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
し
た

と
信
じ
て
い
る
。

ア
イ
ル
ス
フ
ォ
ー
ド
に
住
む
ベ
ス
チ

さ
ん
が
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
の
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ン
●
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
さ
ん
を
乗
せ
て

Ａ
２０
号
線
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
る
と
、

３
つ
の
白
く
輝
く
光
が
彼
ら
に
向
か
っ

て
来
る
の
が
見
え
た
。

「
高
度
は
約
３
０
０
ｍ
、
普
通
の
飛
行

機
よ
り
や
や
幅
が
狭
く
、
ま
っ
す
ぐ
私

た
ち
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
加
速
し
た
と
見
え
た
と
た
ん
、

外
側
の
２
つ
の
光
が
消
え
、
っ
い
で
中

央
の
光
も
消
え
て
し
ま
ぃ
ま
し
た
。
ぁ

と
に
は
何
も
、
影
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
ｏ
よ
く
晴
れ
た
晩
だ
っ
た
の
に
」

ベ
ス
チ
さ
ん
は
飛
行
機
を
操
紐
で
き

ア
ル
バ
イ
ト
で
飛
行
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
高
度
や
速
度
を
推
定
す
る
の
は

か
な
り
得
意
だ
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た

普
通
の
飛
行
機
の
よ
う
な
警
告
灯
は
つ

い
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

消
え
て
し
ま
っ
た
。
１５
分
後
、
伍
長
は

ン

タ

・
ア

レ

ジ

ヌ

α

ラ

ラ

ブ

帰

″

ラ

リ
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「
こ
れ
ま
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
関
心
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
い
ま
で
は
違
い
ま
す
。

だ
れ
か
が
納
得
で
き
る
説
明
を
し
て
く

れ
な
い
か
ぎ
り
、
私
の
見
た
の
は
Ｕ
Ｆ

Ｏ
だ
と
信
じ
ま
す
」

ペ
ス
チ
さ
ん
た
ち
が
目
撃
し
た
の
は

午
後
９
時
５７
分
だ
っ
た
が
、
こ
れ
と
同

時
刻
に
ボ
ク
ス
レ
ー
で
も
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目

撃
し
た
人
た
ち
が
い
る
。
ロ
チ
ェ
ス
タ

ー
・
ア
ビ
オ
ニ
ク
ス
社
に
勤
め
る
ｒ
ジ

ャ
ー
・
マ
ッ
セ
イ
さ
ん
と
夫
人
の
パ
ッ

ト
さ
ん
で
あ
る
。

「
月
か
ら
３
１
４
度
北
に
あ
っ
て
、
お

皿
の
よ
う
な
形
で
し
た
。
複
数
の
光
が

く

っ
つ
い
て
平
行
に
並
ん
で

い
ま

し

た
。
２０
秒
間
ぐ
ら
い
見
て

い
ま

し

た

が
、
物
体
が
向
き
を
変
え
た
と
き
に
、

光
の
中
に
何
か
黒
い
も
の
が
あ
ら
っ
と

目
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
消
え
て

し
ま
っ
た
の
で
す
」

町
の
上
空
に
銀
色
の
物
体

〔ア
メ
リ
カ
〕

ｓヽ
ズ
ー
リ
州
北
東
部
に

あ
る
カ
ー
ク
ス
ピ
ル
と
い
う
町
に
Ｕ
Ｆ

Ｏ
が
出
現
、
警
察
官
数
名
と
ラ
ジ
オ
局

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
目
撃
し
た
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
現
れ
た
の
は
５
月
２２
日
の

夜
明
け
で
、
こ
の
町
の
上
空
を
ゆ
っ
く

り
と
移
動
し
て
い
た
と
い
う
。
物
体
は

銀
色
を
し
て
い
て
、
形
は
橋
円
形
で
あ

っ
た
。

最
初
に
物
体
を
目
撃
し
た
警
官
の
ロ

バ
ー
ト
・
ラ
ッ
セ
ル
は
、

「
何
だ
っ
た

の
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
」
と
語

っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｘ
局
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ダ
グ

・
ム
ー
ニ
イ
は
、

「
あ
れ
は
大
き
な
彗
星
の
よ
う

で
し

た
。
と
て
も
明
る
く
て
銀
色
に
輝
き
、

長
い
尾
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
」
と
言
っ

て
い
る
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
着
陸
？

学
校
の
生
徒
１１
名
が
目
撃

〔イ
ギ
リ
ス
〕

ウ
イ
ナ
ー
シ
ュ
に
あ
る

フ
ォ
レ
ス
ト
州
立
中
等
学
校
の
近
く
に

Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
着
陸
、
多
く
の
生
徒
が
目
撃

す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。

こ
の
不
思
議
な
出
来
事
が
起
き
た
の

は
５
月
２３
日
の
お
昼
頃
で
、
学
校
の
そ

ば
の
広
場
で
同
校
の
飛
行
機
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
パ
１
１１
名
が
飛
行
機
の
観
察
を
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
ス
テ
フ
ァ
ン
ー
ハ
ー

ク
君

（１５
）
の
双
眼
鏡
に
突
然
、
大
き

な
黒
い
塊
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

「
ま
さ
に
黒
い
物
体
と
い
っ
た
感
じ
で

す
。
最
初
は
風
の
吹
く
方
向
に
飛
ん
で

い
て
、
急
に
直
角
に
方
向
転
換
し
ま
し

た
。
何
だ
か
さ
っ
ば
り
わ
か
ら
ず
、
た

だ
た
だ
見
つ
め
て
い
た
だ
け
で
す
」

そ
れ
か
ら
数
分
間
と
い
う
も
の
、
飛

行
機
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
草

地
に
立
っ
た
ま
ま
空
を
見
上
げ
て
い
た

と
い
う
。
ス
テ
フ
ァ
ン
が
グ
ル
ー
プ
の

全
員
に
双
眼
鏡
を
ま
わ
し
た
の
で
、
そ

の
謎
の
物
体
を
全
員
が
見
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
１
人
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・
ハ
ゲ
ッ

，卜君

（１６
）
は
、

「
色
は
黒
で
、
絶
え
ず
形
を
変
え
な
が

ら
回
転
し
て
い
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
は

飛
行
機
み
た
い
に
速
く
な
く
て
、　
ヘ
リ

ョ
プ
タ
ー
の
よ
う
に
か
な
り
ゆ
っ
く
り

飛
ん
で
い
ま
し
た
。
１
・
６
駈
ぐ
ら
い

離
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
」

そ
の
物
体
が
近
く
の
家
並
に
向
か
っ

て
飛
ぶ
の
を
、
少
年
た
ち
は
肉
限
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
そ
れ
か
ら
物
体
は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

す
と
、
最
初
は
ゆ
っ
く
り
、
途
中
か
ら

す
ご
い
速
さ
で
下
降
し
ま
し
た
。
あ
れ

は
絶
対
に
着
陸
し
た
ん
で
す
」

そ
の
謎
の
物
体
が
姿
を
消
す
と
こ
ろ

を
最
後
ま
で
見
て
い
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
君
は
、
こ
う
語

っ
て
い
る
。

少
年
た
ち
か
ら
報
告
を
受
け
た
ワ
ー

キ
ン
ガ
ム
警
察
で
は
、
英
国
空
軍
に
テ

レ
ッ
ク
ス
を
打
っ
た
が
、
は
か
ば
か
し

い
説
明
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
僕
た
ち
は
、
あ
れ
が
宇
宮
か
ら
や
っ

て
来
た
と
言
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

の
で
す
。
で
も
本
当
に
気
味
の
悪
い
物

で
し
た
。
何
だ
か
さ
っ
ば
り
わ
か
ら
な

い
の
で
、
だ
れ
か
教
え
て
く
れ
な
い
か

と
思

っ
て
報
告
し
た
の
で
す
」

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
君
は
こ
う
言

っ
て

か
ら
、

「
学
校
の
仲
間
た
ち
は
、
僕
た

ち
の
頭
が
お
か
し
く
な
っ
た
ん
だ
と
思

っ
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
つ
け
加
え
て

い
る
。
目
撃
者
の
か
年
た
ち
は
、
学
校
の
友

人
や
教
師
の
説
明
に
は
納
得
し
て
い
な

い
。
彼
ら
の
説
明
の
中
に
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ

よ
り
も
も
っ
と
あ
り
え
な
い
よ
う
な
も

の
が
あ
る
と
い
う
。

「
あ
る
人
な
ん
て
、
大
き
な
鳥
が
飛
ん

で
い
る
う
ち
に
ブ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
袋
を

か
が
っ
て
し
ま
い
、
呼
吸
が
で
き
な
く

な
っ
て
あ
ん
な
飛
び
方
を
し
た
ん
だ
と

言
う
ん
で
す
」

そ
の
ほ
か
に
も
、
大
き
な
凧
と
か
、

蜜
蜂
の
大
群
、
風
船
、
鳥
の
群
れ
、
気

象
観
測
用
気
球
と
い
っ
た
説
明
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

「
気
象
観
測
用
気
球
と
は
形
が
違
い
ま

す
し
、
明
ら
か
に
団
体
だ
っ
た
の
で
鳥

の
群
れ
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
ス

テ
フ
ァ
ン
・
パ
ー
ク
君
は
言
う
。

同
校
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
パ
ー
シ
ー
校
長

は
、
彼
が
い
く
つ
か
示
唆
し
た
説
明
が

少
年
た
ち
に

一
蹴
さ
れ
た
の
で
、
困
惑

を
隠
し
き
れ
な
い
で
い
る
。

「
彼
ら
は
と
て
も
素
敵
な
子
供
た
ち
な

の
で
、
話
を
デ
ッ
チ
上
げ
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
彼
ら
が
見
た
の
が
何
だ
っ
た

か
に
つ
い
て
は
、
お
話
し
た
く
あ
り
ま

せ
ん
な
」

ワ
ー
キ
ン
ガ
ム
警
笙
（の
ス
ポ
ー
ク
ス

マ
ン
は
、
５
月
２７
日
に
報
告
を
受
け
取

っ
た
こ
と
を
認
め
て
、

「
我
々
は
こ
の
種
の
調
査
は
行
い
ま
せ

ん
。
報
告
は
本
部
に
提
出
し
て
お
き
ま

し
た
か
ら
、
本
部
の
ほ
う
で
こ
の
種
の

調
査
の
責
任
者
に
連
絡
す
る
と
思
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。

少
年
が
恐
怖
の
遭
遇
体
験

〔イ
ギ
リ
ス
〕

レ
イ
ン
ド
ン
に
住
む
テ

ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
が
５
月
２２
日
に
Ｕ

Ｆ
Ｏ
と
出
会
い
、
鎮
静
剤
の
投
与
を
受

け
る
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
を
こ
う
む
っ
て

い
る
。

そ
の
少
年

（
１６
）
は
体
験
の
恐
怖
か

ら
抜
け
き
っ
て
い
な
い
の
で
、
警
察
に

連
絡
し
た
の
は
近
所
の
人
で
あ
る
。
ま

た
現
地
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研
究
者
ア
ン
デ
ィ
・

コ
リ
ン
ズ

（
２０
）
も
依
頼
を
う
け
て
調

査
に
あ
た
っ
て
い
る
。

ア
ン
デ
ィ
・
コ
リ
ン
ズ
の
話
で
は
、

５
月
２２
日
の
午
後
１０
時
２０
分
、
そ
の
少

年
が
ス
テ
ー
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
い
て
い
た

と
こ
ろ
、
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ヒ
ル
ズ
の
上

空
に
黄
色
い
球
形
の
物
体
が
浮
か
ん
で

い
た
と
い
う
。

「
物
体
は
上
昇
し
た
か
と
思
う
間
も
な

く
、
突
然
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
少
年
の

ほ
う
に
向
か
っ
て
き
ま
し
た
。
少
年
は

震
え
あ
が
り
ま
し
た
。
彼
の
推
定
で
は

６０
ｍ
く
ら
い
ま
で
近
づ
い
て
き
た
そ
う

で
す
。

そ
れ
か
ら
球
形
の
物
体
は
消
え
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
ト
ラ
ッ
ク

の
エ
ア
ブ
レ
ー
キ
の
よ
う
な
音
が
し
ま

し
た
。

そ
の
物
体
は
ま
た
も
や
パ
ッ
と
出
現

し
ま
し
た
が
、
今
度
は
濃
い
赤
色
の
葉

巻
型
物
体
で
、
頂
部
に
は
赤
い
光
が
つ

き
、
周
囲
の
輪
廓
は
ま
っ
黒
で
し
た
。

物
体
は
ホ
ー
ン
ド
ン
の
方
に
去
っ
て
い

き
ま
し
た
」

ア
ン
デ
ィ
は
２３
日
の
午
後
に
ベ
イ
ジ

ル
ド
ン
警
察
か
ら
連
絡
を
受
け
、
少
年

と
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行

っ
た
。
し
か

し
少
年
は
事
件
に
取
り
乱
し
て
お
り
、

個
人
的
な
こ
と
は
公
表
し
な
い
よ
う
希

望
し
た
そ
う
で
あ
る
。

「
同
じ
晩
の
９
時
３０
分
か
ら
１０
時
１５
分

の
間
に
も
、
パ
ー
キ
ン
グ
上
空
で
や
は

り
球
形
の
物
体
が
目
撃
さ
れ

て

い
ま

す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
報
告
を
裏
付
け

る
も
の
で
す
」

あ
れ
は
神
の
御
業
で
す

〔ア
メ
リ
カ
〕

ミヽ
シ
シ
ッ
ピ
ー
州
テ
イ

ラ
ー
ズ
ビ
ル
で
、
５
月
２５
日
の
早
朝
数

人
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
し
た
。

目
撃
者
の
１
人
、
ス
チ
ー
ブ

・
サ
ッ

サ
ー
巡
査
に
よ
る
と
、
故
障
し
た
ト
ラ

ッ
ク
の
運
転
手
か
ら
電
話
が
あ

っ
た
の

で
、
現
場
の
交
差
点
に
駆
け
つ
け
た
と

こ
ろ
、
白
っ
ば
い
光
を
は
な
つ
細
長
い

物
体
を
見
た
と
い
う
。
そ
の
物
体
は
地

上
３０
ｍ
ほ
ど
に
あ
り
、
無
音
で
、
急
速

な
上
下
を
行

っ
て
い
た
。

サ
ッ
サ
ー
と
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
は

警
察
署
長
の
ト
ニ
ー
・
ブ
ラ
ク
ニ
ー
を

呼
び
出
し
、
写
真
撮
影
を
試
み
た
が
失

敗
に
終
あ
っ
た
。

サ
ッ
サ
ー
巡
査
は
、
こ
れ
ま
で
Ｕ
Ｆ

Ｏ
な
ん
て
信
じ
な
か
っ
た
と
言
い
な
が

ら
、

「
人
間
は
も
っ
と
シ
ャ
ン
と
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
れ

は
神
の
御
業

（み
わ
ざ
）
で
す
よ
」
と

言
っ
て
い
る
。
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長
い
尾
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
」
と
言
っ

て
い
る
。

気
象
台
職
員

米
粒
型
飛
行
物
体
を
目
撃

〔栃
木
〕

つ
い
先
日
、
栃
木
県
下
都
賀

郡
壬
生
町
で

″
Ｕ
Ｆ
Ｏ
″

（未
確
認
飛

行
物
体
）
の
目
撃
者
が
現
れ
話
題
と
な

っ
た
が
、
今
度
は
宇
都
官
市
で
３
月
１５

日
白
昼
、
極
め
て
不
可
解
な
飛
行
物
体

を
目
撃
し
た
。

目
撃
者
は
同
市
御
幸
ケ
原
町
、
気
象

台
勤
務
の
ベ
テ
ラ
ン
だ
け
に
、
す
ぐ
に

望
遠
鏡
を
持
ち
出
し
観
察
し
た
と
こ
ろ

物
体
は
米
粒
の
よ
う
な
形
を
し
て
薄
茶

色
を
し
て
い
た
と
い
う
や
そ
し
て
１０
分

後
に
は
、
ゆ
っ
く
り
、
さ
ら
に
南
の
空

に
消
え
て
行
っ
た
と
い
う
。

気
象
台
に
関
係
し
て
い
る
だ
け
に
、

こ
の
日
気
象
ゾ
ン
デ
は
飛
ば
し
て
い
な

い
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、自
衛
隊
や
県
一

市
に
も
問
い
合
わ
せ
た
が
、
物
体
を
飛

ば
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
岡
さ

ん
は
首
を
か
し
げ
る
ば
か
り
。

（１
９
７
７
年
３
月
１６
日
付
、
栃
木
新

聞
）

日
本
列
島
を
横
切
る

謎
の
オ
レ
ン
ジ
色
物
体

〔そ
の
１
〕

警
視
庁
、
各
気
象
台
に
問

い
合
わ
せ
殺
到

５
月
１０
日
夜
、
日
本
列
島
の
上
空
を

南
か
ら
北
ヘ
オ
レ
ン
ジ
色
や
青
白
く
棒

く

″飛
行
物
体
″
が
突
っ
切
っ
た
。「
Ｕ

Ｆ
Ｏ
だ
」

「
い
や
流
星
だ
」
と
目
撃
者

か
ら
警
視
庁
、
気
象
台
、
毎
日
新
聞
な

ど
に
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
。　
″火

の
玉
″
が
見
え
た
の
は
、
宮
城
県
か
ら

西
は
富
出
県
ま
で
と
い
う
例
の
な
い
広

い
範
囲
。
気
象
庁
な
ど
で
は

「
流
星
の

一
種
で
、
火
球
で
は
？
」

こ
の

″物
体
″
に
つ
い
て
、
気
象
庁

は

「
日
本
中
の
ど
の
気
象
台
で
も
観
測

は
絶
対
に
着
陸
し
た
ん
で
す
」

そ
の
謎
の
物
体
が
姿
を
消
す
と
こ
ろ

は
し
て
い
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

各
地
の
情
報
を
ま
と
め
る
と
、
同
日
午

後
９
時
３０
分
ご
ろ
、
ほ
ぼ
南
か
ら
北
の

方
向
に
オ
レ
ン
ジ
色
、
ま
た
は
赤
い
色

に
光
っ
た
物
体
が
２
１
３
秒
間
、
長
い

と
こ
ろ
で
５
秒
ぐ
ら
い
夜
空
を
横
切
っ

て
消
え
た
と
い
う
。

情
報
は
、
仙
台
、
福
島
、
水
戸
、
東

京
、
静
岡
、
富
出
の
各
地
方
気
象
台
に

来
て
お
り
、
と
く
に
仙
台
に
一
番
多
か

っ
た
。
東
京
・
警
視
庁
の
通
信
指
令
室
に
も

午
後
９
時
如
分
ご
ろ
か
ら
抑
時
ご
ろ
に

か
け
て
、
中
央
区
や
葛
飾
、
世
田
谷
、

足
立
区
内
の
住
民
か
ら
７
件
の
１
１
０

番
が
あ
っ
た
。
内
容
は

「
隅
田
川
上
流

か
ら
上
野
方
向
へ
先
が
丸
く
て
赤
い
、

尾
が
全
体
に
青
白
い
小
さ
な
物
体
が
な

な
め
に
飛
ん
で
い
る
」
（中
央
区
入
舟
）

「
渋
谷
の
方
向
へ
か
な
り
大
き
な
青
白

い
炎
が
引
い
て
い
る
」

（世
田
谷
区
）

な
ど
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
以
外
は
ほ

と
ん
ど

「赤
い
火
の
球
で
か
な
り
低
く

飛
ん
で
い
た
」
と
い
う
も
の
。

毎
日
新
聞
社
に
問
い
合
わ
せ
て
き
た

新
宿
区
四
谷
２
１
１
、
ス
ナ
ッ
ク
経
営

者
、
樫
浦
武
雄
さ
ん

（３４
）
は

「
３
！

４
０
０
ｍ
ぐ
ら
い
上
空
の
感
じ
で
、
す

ご
く
近
い
な
と
思
っ
た
。
オ
レ
ン
ジ
色

で
満
月
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
。
あ
れ
は
絶

対
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
だ
」
と
興
奮
気
味
。
そ
ば

に
は
５
１
６
人
の
人
が
い
た
が
、
い
ず

れ
も

「
見
た
、
見
た
」
と
叫
ん
だ
と
い

（１
９
７
７
年
５
月
１１
日
付
、
毎
日
新

聞
）
〔そ
の
２
〕

羽
田
空
港
の
レ
ー
ダ
ー
、

″物
体
″
を
と
ら
え
る

東
京
の
夜
空
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
？
　
　
５
月

１０
日
夜

「
炎
の
尾
を
伴
っ
た
大
き
な
火

の
玉
の
よ
う
な
も
の
が
北
の
空
へ
走
る

一
初

，

一
は

２

「

Ｈ

ラ

常

ブ

〓

４

，

、

；

の
で
、
話
を
デ
ッ
チ
上
げ
る
と
は
思
え

の
を
見
た
」
と
い
う
電
話
が
、
朝
日
新

聞
東
京
本
社
に
相
次
い
だ
。

大
手
町
、
駿
河
台
、
四
谷
、代
々
木
、

練
馬
、
府
中
…
…
と
、
目
撃
地
は
都
心

か
ら
西
部
に
か
け
て
の
広
範
囲
。
時
間

は
９
時
４０
分
前
後
。
か
な
り
大
き
く
、

「直
径
３０
ｍ
」
と
ぃ
う
人
も

「
こ
が
し

大
」
と
い
う
人
も
。
「青
」
「
赤
」
「
紫
」

と
違
う
が
、
い
ず
れ
も
鮮
や
か
な
色
。

数
秒
間
、
北
の
方
へ
落
ち
る
よ
う
に
、

と
い
う
の
も
ほ
ぼ
共
通
。

羽
田
空
港
の
管
制
塔
レ
ー
ダ
ー
も
、

年
後
す
時
３６
分
か
ら
３
分
間
、
こ
の

″物
体
″
を
と
ら
え
、
レ
ー
ダ
ー
の
右

上
か
ら
左
下

（
つ
ま
り
東
か
ら
北
へ
）

豆
電
球
の
半
分
く
ら
い
の
も
の
が
移
動

し
た
と
い
う
。
管
制
塔
の
扱
い
は
一
応

「
大
流
星
」
だ
が
、
東
京
天
文
台
は
未

確
認
。
同
じ
こ
ろ
、
名
古
屋
で
も
見
た

人
が
い
る
と
い
う
。

（１
９
７
７
年
５
月
■
日
付
、
朝
日
新

聞
）
〔そ
の
３
〕

羽
田
空
港
の
管
制
官
も
目

撃

「
な
ん
で
し
ょ
う
」

５
月
１０
日
午
後
９
時
３５
分
す
ぎ
、
関

東
地
方
の
上
空
を
東
か
ち
北
へ
向
け
、

青
白
い
火
の
玉
が
、
細
長
い
尾
を
引
き

な
が
ら
流
れ
た
。
読
売
新
聞
社
へ
も
、

「何
で
す
、
あ
れ
は
」、
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
で
は
」

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
。

「通
報
」
は
、
東
京
・
谷
中
の
娘
さ
ん

か
ら
の
「
墓
地
の
そ
ば
で
し
ょ
、
気
味

悪
く
て
」
と
い
う
も
の
ま
で
。　
一
方
、

羽
田
空
港
の
管
制
官
も

「
肉
眼
で
は
豆

電
球
の
半
分
ほ
ど
の
大
き
さ
。
最
後
は

赤
味
が
か
っ
て
い
た
。　
一
体
何
で
し
ょ

う
」
一
応
、
近
く
を
飛
ん
で
い
る
航
空

機
に
連
絡
す
る

″騒
ぎ
″
と
な
っ
た
。

東
大
堂
平
天
文
台
（埼
玉
県
比
企
郡
）

に
は
、
秩
父
市
、
川
越
市
か
ら
の
通
報

も
あ
っ
た
と
い
う
が
、

「
ウ
チ
は
た
ま

た
ま
見
逃
し
ま
し
て
…
…
」
各
地
の
情

報
を
分
析
し
た
結
果
、
同
天
文
台
の
判

定
は

「
流
れ
星
で
す
ね
。
天
文
用
語
で

火
球
と
言
っ
て
い
ま
す
が
」
で
し
た
。

（１
９
７
７
年
５
月
１１
日
付
、
読
売
新

聞
）

栃
木
の
中
学
生
グ
ル
ー
プ

カ
メ
ラ
で
キ
ャ
ッ
チ

〔栃
木
〕

５
月
１０
日
夜
、
黄
色
や
緑
色

に
光
る
飛
行
物
体
が
、
「
本
上
空
を
通

過
、
目
撃
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
各

地
の
気
象
台
な
ど
に
殺
到
し
た
が
、
栃

木
県
で
夜
空
を
観
測
し
て
い
た
天
文
好

き
の
中
学
生
グ
ル
ー
プ
が
、
カ
メ
ラ
に

こ
の

″光
る
球
″
の
軌
跡
を
み
ご
と
に

と
ら
え
て
い
た
。
写
真
に
は
、
星
く
ず

の
散
り
ば
め
ら
れ
た
夜
空
に
太
い
光
の

筋
が
は
っ
き
り
と
写
っ
て
お
り
、
そ
の

軌
跡
の
真
ん
中
に
は
光
の
球
が
爆
発
し

た
部
分
も
。

こ
の

″少
年
天
文
学
者
″
た
ち
は
、

同
県
芳
賀
郡
茂
木
町
茂
木
１
３
９
３
、

茂
木
中
２
年
直
江
正
人
君

（１３
）
ら
天

文
同
好
会
の
メ
ン
タミ
１
８
人
。
こ
の
夜

も
仲
間
の
自
宅
墓
庭
で
星
の
観
測
を
し

て
い
る
最
中
、
こ
の
物
体
が
望
遠
鏡
に

飛
び
込
ん
で
き
た
。

午
後
９
時
３６
分
９
秒
か
ら
約
５
秒
問

光
度
マ
イ
ナ
ス
７
等
星

（半
月
ぐ
ら
い

の
明
る
さ
）
以
上
で
、
月
の
半
分
ぐ
ら

い
の
大
き
さ
の
火
球
が
黄
、
緑
、
オ
レ

ン
ジ
と
次
々
色
を
変
え
な
が
ら
茂
木
町

上
空
を
自
河

（福
島
県
）
方
面
へ
飛
ん

だ
と
い
う
。

（１
９
７
７
年
５
月
１２
日
付
、
読
売
新

聞
）”大

の
工
”
の
正
体
は
何
か

福
島
で
い
ん
石
捜
索
始
ま
る

〔福
島
〕

５
月
１０
日
夜
、
富
山
県
か
ら

言
っ
て
い
る
。

東
北
の
上
空
に
か
け
て
飛
ぶ
″火
の
玉
″

が
見
ら
れ

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
か
」
と
各
地
で
騒

が
れ
た
が
、
福
島
市
の
天
文
同
好
会
員

ら
は
「
火
の
玉
は
い
ん
石
で
、
落
下
地

点
は
、
す山
形
県
置
賜
方
面
に
し
ば
ら
れ

る
」
と
し
、
１４
日
朝
か
ら
村
山
定
男
ｏ

国
立
科
学
博
物
館
理
化
学
部
長
と
現
地

で
い
ん
石
捜
索
を
始
め
る
。

″火
の
玉
″
が
現
れ
た
の
は
１０
日
午
後

９
時
３６
分
ご
ろ
で
、
水
戸
市
か
ら
福
島

県
会
津
若
松
市
の
上
空
を
通
り
出
形
、

新
潟
県
境
方
面
に
消
え
た
。
日
撃
者
の

話
で
は
、
青
緑
色
で
、
と
ュ
ー
と
い
う

音
を
出
し
て
火
の
粉
を
飛
ば
し
、
飛
び

去
っ
た
あ
と
ド
ド
ン
と
い
う
音
が
し
た

と
い
う
。

福
島
市
の
天
文
同
好
会
会
長
、
大
野

裕
明
さ
ん

（２８
）
や
同
会
員
の
郡
山
市

咲
日
、
著
述
業
、
藤
井
旭
さ
ん

（３６
）

は
、
各
地
の
天
文
台
、
天
文
学
愛
好
者

に
連
絡
、
約
１
０
０
作
の
目
撃
情
報
を

集
め
た
。
こ
の
デ
ー
タ
を
東
京
の
仲
間

が
ヨ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
れ
、
落
下
地

点
を
山
形
県
西
置
賜
郡
の
長
さ
５０
血
、

幅
２０
臨
の
範
囲
と
″断
定
″し
た
。

大
野
さ
ん
と
藤
井
さ
ん
は
、
１２
日
朝

か
ら
車
で
現
地
調
査
、
多
く
の
目
撃
者

の
話
か
ら
落
下
地
点
は
小
国
町
の
南
東

７
！
８
血
の
出
中
で
、
直
径
２
血
の
範

囲
内
に
絞
っ
た
と
い
う
。

い
ん
石
は
１
９
３
８
年
に
岐
阜
県
、

１
９
５
８
年
に
埼
玉
県
で
発
見
さ
れ
た

後
、
１
昨
年
１１
月
、
瀬
戸
内
海
に
落
ち

た
の
を
現
在
潜
水
艇
な
ど
で
捜
索
中
の

も
の
が
あ
る
。

現
地
は
ブ
ナ
林
や
ク
マ
ザ
サ
の
茂
る

出
中
な
の
で
、
捜
索
は
難
航
し
そ
う
だ

が
、
１
泊
２
日
の
予
定
で

″
ョ
ー
ラ
ー

作
戦
″
を
展
開
す
る
。

（１
９
７
７
年
５
月
１４
日
付
、
毎
日
新

聞
）
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幽
霊
と
の
暮
ら
し
に
も

慣
れ
て
き
ま
し
た
わ

〔ア
メ
リ
カ
〕

ク
ラ
ー
ク
・
デ
リ
ツ
さ

ん
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
サ
バ
ナ
の
イ
ー

ス
ト
・
セ
イ
ン
ト
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
通
り

に
建
っ
て
い
る
大
き
な
黄
色
い
家
を

一

目
見
て
、
ま
っ
た
く
気
に
入
っ
て
し
ま

っ
た
。
建
物
の
外
に
は
黄
銅
の
飾
り
板

が
取
り
つ
け
ら
れ
、
そ
の
建
物
が
市
内

最
古
の
由
緒
あ
る
建
築
物
の
ひ
と
つ
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。　
″
ハ
ン
ブ

ト
ン
・
リ
タ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
・
ハ
ウ
ス
、

デ
リ
ツ
さ
ん
は
喜
び
い
さ
ん
で
、
さ

っ
そ
く
買
い
求
め
よ
う
と
小
切
手
候
を

取
り
出
し
た
。
か
た
わ
ら
に
い
た
妻
の

メ
リ
ン
ダ
さ
ん
を
振
り
返
る
と
、
彼
女

は
そ
れ
ほ
ど
喜
ん
で
い
な
か
っ
た
。

「
ぞ
の
家
に
幽
霊
が
出
る
と
問
い
て
い

ま
し
た
し
、
な
ん
と
な
く
気
味
が
悪
か

っ
た
の
で
す
。
私
は
彼
に
思
い
と
ど
ま

る
よ
う
頼
み
ま
し
た
。
で
も
、
レ
ン
ガ

造
り
の
壁
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
庭
を
見

た
彼
は
全
然
耳
を
か
し
ま
せ
ん
」

と
い
う
わ
け
で
、
３４
歳
の
整
形
外
科

医
と
妻
は
２
人
の
子
供
と
共
に
、
昨
年

の
７
月
に
引
う
越
し
て
き
た
。
な
ば
１５

年
前
に
こ
の
家
に
幽
霊
が
出
現
し
た
と

い
つ
最
初
の
記
録
が
あ
る
が
、
そ
れ
以

来
、
家
に
住
ん
だ
３
番
目
の
家
族
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

以
前
、
こ
の
家
に
住
ん
で
い
た
骨
董

屋
の
ジ
ム
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
の
話

に
よ
る
と
、
彼
が
６０
年
代
の
初
め
に
家

を
数
ブ

ロ
ッ
ク
先
に
移
し
て
復
元
し
よ

う
と
し
た
時
か
ら
、
次
々
と
不
思
議
な

事
件
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。

ま
ず
、
隣
の
家
が
壊
れ
て
作
業
員
５

人
が
怪
我
を
し
、
１
人
が
死
亡
し
た
。

新
し
く
家
を
移
し
た
場
所
で
は
、
屋

内
か
ら

「
う
め
き
声
や
笑
い
声
」
が
開

こ
え
て
く
る
し
、

「
ま
る
で
ヨ
ー
ヒ
ー

テ
ー
ブ
ル
を
壁
に
が
つ
け
た
よ
う
な
大

き
な
音
」
が
す
る
。
壁
に
ド
リ
ル
で
穴

を
あ
け
よ
う
と
し
た
電
気
技
師
は
、
壁

を
叩
い
て
空
洞
の
と
こ
ろ
を
捜
し
て
い

る
と

「
壁
が
叩
き
か
え

し
た
」
と
言

う
。
お
か
げ
で
作
業
は
１
カ
月
あ
ま
り

も
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
が
そ
の
家
と
以

前
に
住
ん
で
い
た
人
々
を
調
べ
て
み
る

と
、
２
階
で
首
吊
り
を
し
た
り
、
屋
根

裏
で
焼
身
自
殺
を
し
た
人
が
い
る
と
わ

か
っ
た
。
さ
っ
そ
く
牧
師
に
悪
魔
ば
ら

い
の
お
祈
り
を
し
て
も
ら
う
と
、
音
は

び
っ
た
り
上
ん
だ
の
だ
が
…
…

２
週
間
後
、
床
に
ニ
ス
を
塗

っ
て
い

た
職
人
が
、
頭
上
で
足
音
が
す
る
の
で

ま
だ
塗
り
た
て
だ
と
注
意
し
に
行

っ
て

み
る
と
、
驚
い
た
こ
と
に
だ
れ
も
い
な

い
。
お
ま
け
に
ニ
ス
の
上
に
足
跡
も
残

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
こ
の
幽
霊
は
、
あ
ん
た
が
お
祈
り
を

頼
ん
だ
牧
師
さ
ん
と
宗
派
が
違
っ
て
い

る
よ
う
だ
よ
。
ま
た
出
現
し
た
も
の
」

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
は
そ
の
幽
霊
屋

敷
に
住
ん
で
い
た
が
、
つ
い
に
ロ
ー
レ

ン
ス
・
リ
ー
夫
妻
に
売
り
渡
し
た
。
リ

ー
夫
妻
も

「
足
音
、
歌
声
、
奇
妙
な
物

音
」
を
耳
に
し
て
い
る
。

さ
て
、
現
在
こ
の
家
に
住
ん
で
い
る

メ
リ
ン
ダ
・
デ
リ
ツ
さ
ん
の
話
で
は
、

彼
女
の
友
人
の
な
か
に
は

「絶
対
に
家

に
入
ら
な
い
」
人
が
い
る
と
い
う
。
ま

た
子
守
り
も
、
二
度
と
ご
め
ん
だ
と
逃

げ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
彼
女
は

「
幽

霊
と
暮
ら
す
の
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
で

す
わ
」
と
す
ま
し
て
い
る
。
家
も
気
に

入
っ
て
き
た
そ
う
で
、
今
年
の
秋
に
は

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・
パ
ー
テ
ィ
を
大
々
的

に
開
催
す
る
計
画
を
た
て
て
い
る
。

「
私
が

一
番
気
に
な
る
の
は
、
ド
ア
を

閉
め
忘
れ
た
り
し
て
い
る
と
勝
手
に
入

り
こ
ん
で
く
る
、
観
光
客
と
い
う
お
化

け
で
す
。
な
に
し
ろ
、
観
光
客
を
追
い

は
ら
う
お
祈
り
は
な
い
で
す
か
ら
ね
」

と
い
う
の
が
、
目
下
の
彼
女
の
悩
み
の

種
だ
そ
う
で
あ
る
。

姿
な
き
訪
問
者
に

３０
年
以
上
悩
ま
さ
れ
て

〔ア
メ
リ
カ
〕

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
バ
ロ

ウ
郡
に
住
む
タ
ル
メ
ッ
ジ
・
ペ
イ
ン
夫

人

（６‐
）
は

″幽
霊
″
を
信
じ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
毎
晩
彼
女
の

農
場
を
歩
き
回
る
不
気
味
な

″物
″
に

は
、
な
ん
と
か
現
れ
な
く
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

彼
女
の
話
に
よ
る
と
、
そ
の
１
０
０

年
以
上
前
に
建
て
ら
れ
た
２
階
建
て
の

家
に
１
９
４
５
年
に
夫
と
共
に
移
っ
て

き
て
以
来
、
夜
な
夜
な
謎
の
訪
問
者
に

お
び
や
か
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。

５
年
前
に
出
火
事
で
死
ん
だ
彼
女
の

夫
は
、
５０
年
代
の
初
め
ま
で
は
妻
や
子

供
た
ち
の
話
を
信
じ
な
か
っ
た
が
、
あ

る
晩
、
彼
自
身
も
恐
ろ
し
い
体
験
を
し

た
の
で
あ
る
。
夜
の
１０
時
頃
、
書
斎
で

新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
、
だ
れ
か
が
表

の
ド
ア
を
開
け
て
入
っ
て
来
た
。
そ
の

足
音
は
書
斎
の
ド
ア
の
前
で
と
ま
っ
た

の
で
、
夫
が
声
を
か
け
た
が
返
事
は
な

い
。
ド
ア
を
開
け
て
の
ぞ
い
て
も
だ
れ

も
い
な
い
う
え
、
表
の
ド
ア
も
閉
ま
っ

て
い
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
謎
の
現
象
が
現
在
で
も
絶

え
ず
起
き
る
た
め
、
ペ
イ
ン
夫
人
も
息

子
の
ジ
ャ
ッ
ク

（
１９
）
も
、
夜
は
絶
対

に
１
人
だ
け
で
は
家
に
い
な
い
。

「
昼
で
も
夜
で
も
い
い
で
す
か
ら
、
１

人
で
こ
の
家
に
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

き
し
ん
だ
音
を
た
て
て
ド
ア
が
開
き
、

締
ま
っ
た
か
と
思
う
と
、
居
間
を
横
切

っ
て
広
間
へ
向
か
う
足
音
が
聞
こ
え
て

く
る
の
で
す
。
そ
の
足
音
は
書
斎
の
ド

ア
の
前
で
立
ち
止
ま
る
の
で
、
起
き
上

が

っ
て
覗
い
て
み
て
も
だ
れ
も
見
え
ま

せ
ん
」
ペ
イ
ン
夫
人
に
は
、
幽
霊
が
ど
う
し

て
書
斎
の
ド
ア
の
前
で
立
ち
止
ま
る
の

か
わ
か
ら
な
い
。
ず

っ
と
前
に
な
に
か

が
書
斎
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
私
た
ち
は
番
犬
を
２
匹
飼
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
私
た
ち
が
音
を
聞
い
て
い

る
と
き
に
犬
が
吠
え
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
吠
え
て
く
れ
た
ほ
う
が
ど
ん
な

に
い
い
こ
と
か
」

こ
の
家
が
建
て
ら
れ
て
１
世
紀
も
経

っ
て
い
る
の
で
、
家
の
中
で
死
ん
だ
人

も
何
人
か
い
る
け
れ
ど
、
横
死
し
た
人

が
い
る
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
か
わ
か
ら
な
い
理

由
の
た
め
、
幽
霊
は
毎
晩
こ
の
家
を
訪

れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

子
供
の
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力
を

伸
ば
す
た
め
に

〔ア
メ
リ
カ
〕

子
供
た
ち
は
大
人
よ
り

も
超
感
覚
的
知
覚

（
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）
を
発
揮

し
や
す
い
。
そ
れ
は
、
子
供
た
ち
が
こ

う
し
た
能
力
に
ま
だ
疑
い
を
持

っ
て
い

な
い
か
ら
だ
、
と
い
う
の
が
多
く
の
専

門
家
た
ち
の
見
解
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
こ
の
分
野
の
書
物
を

出
し
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｈ

・
ヤ
ン
グ
博

士
に
よ
る
と
、
子
供
が
超
能
力
を
示
し

た
場
合
、
両
親
は
し
ば
し
ば
ど
う
対
処

し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
、
困
っ
て
い
る

と
い
う
。

そ
う
し
た
両
親
に
対
し
て
、
ヤ
ン
グ

博
士
は
積
極
的
な
反
応
を
示
す
の
が
最

も
良
い
と
述
べ
、
次
の
よ
う
な

一
般
的

な
助
言
を
与
え
て
い
る
。

●
Ｅ
Ｓ
Ｐ
体
験
に
つ
い
て
話
し
た
が
っ

て
い
る
子
供
の
言
い
分
に
耳
を
傾
け

て
や
る
。
も
し
必
要
な
ら
他
に
も
同

じ
よ
う
な
体
験
を
し
た
人
々
が
い
る

こ
と
を
教
え
て
、
子
供
を
安
心
さ
せ

る
。
た
だ
し
、
意
見
を
述
べ
る
際
は

で
き
る
だ
け
筒
潔
に
、
事
実
だ
け
を

伝
え
る
こ
と
。

●
家
庭
内
で
起
き
た
Ｅ
Ｓ
Ｐ
体
験
を
記

録
す
る
の
も
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
場

合
記
憶
は
あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い

の
で
、
出
来
事
が
あ
れ
ば
で
き
る
だ

け
早
急
に
書
き
と
め
る
こ
と
。
た
だ

し
、
当
た
っ
て
い
た
時

だ
け

で
な

く
、
間
違
っ
て
い
た
時
も
記
録
す
る

必
要
が
あ
る
。

●
簡
単
な
Ｅ
Ｓ
Ｐ
ゲ
ー
ム
を
す
る
。

ヨ

イ
ン
投
げ
と
か
、
ど
ち
ら
の
手
に
物

を
隠
し
て
い
る
か
の
当

て

っ
こ
な

ど
。
Ｅ
Ｓ
Ｐ
カ
ー
ド
は
楽
し
く
遊
べ

る
し
、
家
庭
で
簡
単
に
作
る
こ
と
が

で
き
る
。

●
子
供
の
見
る
夢
に
注
意
す
る
こ
と
。

こ
の
際
に
し
ば
し
ば
テ
レ
パ
シ
ー
、

予
知
、
透
視
が
起
き
る
う
え
、
子
供

が
特
に
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か
も

わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。

り■
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医
と
妻
は
２
人
の
子
供
と
共
に
、
昨
年

〃
霊
感
少
女
大
忙
し
，

〔大
分
〕

大
分
県
中
津
市
上
如
水
の
大

貞
弥
生
ち
ゃ
ん

（１２
）
＝
東
中
津
中
学

１
年
生
＝
は
、
地
元
で
は
知
ら
ぬ
人
が

い
な
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
知
名
士
。

そ
れ
と
い
う
の
も
小
さ
い
頃
か
ら

″霊

感
″
に
目
覚
め
、
今
ま
で
に
無
数
の
人

た
ち
か
ら
相
談
を
受
け
て
ピ
タ
リ
と
当

て
て
い
る
か
ら
だ
。
い
く
つ
か
実
例
を

あ
げ
て
み
よ
う
。

●
例
１
昨
年
７
月
、
大
分
県
豊
後
高
田
市
で

小
学
１
年
生
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
。

母
親
の
さ
だ
子
さ
ん
運
転
の
事
で
現
地

に
着
い
た
弥
生
ち
ゃ
ん
は

「
子
供
の
遺

体
が
海
へ
流
れ
で
て
い
る
」
と
だ
け
言

っ
て
帰
っ
た
が
、
そ
の
夜
、
現
地
か
ら

「
す
ぐ
海
岸
を
捜
す
と
子
供
の
遺
体
が

見
つ
か
り
ま
し
た
」
と
の
電
話
が
あ
っ

た
。
●
例
２
昨
年
１１
月
３０
日
夜
、
中
津
市
永
添
・

八
幡
鋳
造
所
に
泥
棒
が
入
り
、
金
庫
の

現
金
３５
万
円
が
盗
ま
れ
た
。
年
配
の
男

を

一
応
マ
ー
ク
し
て
い
た
会
社
が
、
念

の
た
め
弥
生
ち
ゃ
ん
に
お
伺
い
を
た
て

る
と
彼
女
は
即
座
に

「年
配
で
は
な
く

て
八
幡
鋳
造
所
に
い
た
こ
と
の
あ
る
若

い
人
」
そ
こ
で
会
社
が
そ
れ
を
中
津
署

に
連
絡
し
、
今
年
１
丹
１９
日
、
北
九
州

市
小
倉
南
区
篠
崎
の
ア
パ
ー
ト
に
ひ
そ

ん
で
い
た
元
同
鋳
造
所
ガ
ー
ド
マ
ン
・

丸
岡
明
典

（２４
）
を
捕
え
た
。

●
例
３
昨
年
１２
月
の
総
選
挙
前
、
大
分
２
区

か
ら
立
候
補
し
た
佐
藤
文
生
さ
ん

（自

民
）
の
秘
書
が
弥
生
ち
ゃ
ん
を
訪
ね
て

来
た
が
、
彼
女
は
ズ
バ
リ

「当
選
し
ま

す
」
そ
の
上

「
中
津
で
は
２
位
、
大
分

弱

に

，

ス

ス

も

よ

ヵ

　

ッ

、

“

―

　

―

２
区
全
体
で
は
３
位
で
当
選
」
と
予
言

し
た
。
５
日
の
開
票
結
果
は
…
…

「
５
人
立
候
補
し
、
佐
藤
候
補
は
中
津

で
は
６
７
０
８
票
で
２
位
、
２
区
全
体

で
は
５
７
０
１
２
票
で
３
位
だ
っ
た
」

（大
分
県
選
挙
管
理
委
員
会
）

ｏ
例
４

「
弥
生
ち
ゃ
ん
の
予
言
は
、
こ
わ
い
く

ら
い
よ
く
当
た
る
ん
で
す
」
と
霊
感
少

女
を
全
面
的
に
信
頼
す
る
の
は
、
中
津

市
議
会
議
長
・
秋
吉
畳
さ
ん
の
妻
ま
つ

子
さ
ん
（５３
）０
そ
れ
と
い
う
の
も
次
の

よ
う
な
と
と
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

「
さ
き
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
際
、
私

が
弥
生
ち
ゃ
ん
に
開
く
と

″
い
い
よ
″

つ
て
。
さ
ら
に

″も
っ
と
い
い
こ
と
が

あ
る
″
」
言
う
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら

市
議
に
当
選
し
た
ば
か
り
か
、
今
年
３

月
に
市
議
会
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
人
は
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
回
り
の

と
き
、
弥
生
ち
ゃ
ん
の
家
に
も
顔
を
出

し
ま
し
た
」

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
何
で
も
当
て
て

し
ま
う
弥
生
ち
ゃ
ん
に
も
、
適
中
率
が

悪
い
も
の
が
１
つ
あ
る
。
そ
れ
は
ギ
ャ

ン
ブ
ル
。
的
中
馬
券
を
予
言
し
て
ほ
し

い
と
の
依
頼
が
多
い
が
、
当
た
っ
た
り

当
た
ら
な
か
っ
た
り
。
こ
れ
は
彼
女
に

言
わ
せ
る
と

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
占
う
の

は
い
や
だ
け
ど
、
お
母
さ
ん
が
占
っ
て

あ
げ
な
さ
い
と
言
う
か
ら
。
だ
い
た
い

お
金
は
汗
を
流
し
て
手
に
す
る
も
の
」

な
の
だ
そ
う
だ
。

弥
生
ち
ゃ
ん
は
、
両
親
が
離
婚
し
て

３
歳
の
と
き
か
ら
母
１
人
子
１
人
、
そ

し
て
彼
女
が

″霊
感
″
に
日
覚
め
た
の

は
４
歳
の
と
き

「
う
ち
に
は
偉
い
神
様

が
つ
い
た
と
ょ
」
と

″霊
感
宣
言
″
を

し
て
か
ら
で
あ
る
。
以
来
、
自
分
で
勝

手
に
滝
に
打
た
れ
た
り
出
に
こ
も
っ
た

り
の
修
業
を
重
ね
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
病
気
、
恋
愛
、
就
職
、
転
職
、
結

婚
、
人
捜
し
、
商
売
…
…
依
頼
者
の
悩

み
を
聞
い
て
も
精
神
統

一
な
ど
は
し
な

い
。
た
い
て
い
は
依
頼
者
を
ジ
ー
ツ
と

見
つ
め
て
短
く
ズ
、ハ
リ
と
告
げ
る
。
そ

れ
が
、
こ
と
ご
と
く
当
た
る
の
で
近
所

で
評
判
に
な
り
、
週
刊
誌
な
ど
に
紹
介

さ
れ
た
た
め
全
国
か
ら
手
紙
や
電
話
が

殺
到
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
多
い
と
き
は
弥
生
ち
ゃ
ん
１
人
に
郵

便
物
が
１
日
２
０
０
通
も
来
ま
し
た
。

個
人
と
し
て
は
市
長
よ
り
も
多
く
、
中

津
で
は
１
番
で
し
ょ
う
。
な
か
に
は
中

津
市
上
如
水

″神
さ
ま
″
と
い
っ
た
あ

て
名
の
封
書
も
あ
り
ま
し
た
。
た
が
ん

弥
生
ち
ゃ
ん
の
こ
と
だ
ろ
う
と
配
達
し

た
ら
そ
う
で
し
た
」

（東
田
国
雄
，
中

津
郵
便
局
郵
便
課
長
）

「
大
貞
さ
ん
方
は
最
初
は
母
親
の
さ
だ

子
さ
ん
が
経
営
す
る
美
容
院
名
義
で
電

話
を
付
け
て
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
弥
生

ち
ゃ
ん
に
依
頼
の
電
話
を
か
け
よ
う
と

す
る
人
た
ち
が
、
電
話
帳
を
捜
し
て
も

弥
生
ち
ゃ
ん
の
番
号
は
見
当
た
ら
な
い

の
で
、
電
話
局
の
１
０
４
番
に
問
い
合

わ
せ
て
く
る
。
１
０
４
番
で
も
電
話
が

そ
の
名
前
で
は
付
い
て
い
な
い
の
で
、

あ
り
ま
せ
ん
と
答
え
る
し
か
な
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
お
客
さ
ん
は
″有
名
人
な

の
に
電
話
が
付
い
て
な
い
は
ず
が
あ
る

か
。
よ
く
捜
し
て
み
ろ
″
と
腹
を
立
て

ら
れ
る
。
そ
れ
じ
ゃ
こ
ち
ら
も
困
る
の

で
、
弥
生
ち
ゃ
ん
名
義
の
電
話
を
新
し

く
付
け
て
も
ら
え
な
い
で
し

ょ
う
か

と
、
局
の
方
か
ら
お
願
い
し
て
付
け
て

も
ら
っ
た
よ
う
な
わ
け
で
」

（中
津
電

報
電
話
局
運
用
課
）

「
中
津
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
し
、
い
い
こ

と
で
す
な
あ
。
欲
を
い
え
ば
弥
生
ち
ゃ

ん
の
こ
と
の
つ
い
で
に
、
も
っ
と
中
津

市
の
観
光
地
と
か
産
業
と
か
を
Ｐ
Ｒ
し

て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
」

（島
沢
利

則

・
中
津
市
役
所
商
工
観
光
課
係
長
）

最
近
で
は
、
増
え
続
け
る
面
接
者
の

た
め
に
自
宅
の
美
容
院
を
増
築
し
て
表

に
『
霊
感
少
女
」
の
看
板
を
出
し
た

り
、
顔
写
真
入
り
の
名
刺
を
作
っ
た
り

の
大
騒
ざ
。
お
か
げ
で
弥
生
ち
ゃ
ん

は
、
朝
５
時
半
に
起
床
し
て
山
と
積
ま

れ
た
手
紙
の
返
事
を
書
き
、
学
校
か
ら

帰
る
と
依
頼
者
の
面
接
と
、
遊
ぶ
暇
も

な
く
働
き
続
け
る
“

そ
の
か
わ
り
学
校
で
は
平
凡
な
生
徒

と
し
て
過
ご
し
て
い
る
ら
し
い
。
学
校

の
成
績
は
中
く
ら
い
。
弥
生
ち
ゃ
ん
は

す
ま
し
て
「
自
分
の
こ
と
は
な
に
も
わ

か
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
。

こ
の
春
、
東
中
津
中
学
に
入
っ
た
ば

か
り
な
の
で
、
彼
女
の
こ
と
に
詳
し
い

小
学
校
時
代
の
担
任
、
南
部
小
の
浜
小

路
敏
光
先
生
に
開
く
と
、

「
学
校
で
は
ほ
と
ん
ど
予
言
は
し
な
か

っ
た
。
本
人
も
普
通
の
子
供
と
同
じ
に

し
て
い
た
い
と
努
力
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
た
だ
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
日
の
天
気

を
２
度
ほ
ど
ｌ
ヵ
月
前
に
予
言
し
て
、

２
度
と
も
当
た
り
ま
し
た
」

一
方
、
マ
ス
て
ヽヽ
に
の
っ
て
人
気
の

出
た
弥
生
ち
ゃ
ん
に
対
す
る
批
判
も
少

な
く
な
い
。

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
予
言
す
る
の
は
私
た

ち
は
し
ま
せ
ん
ね
。
低
次
元
の
精
神
状

態
に
な
る
の
で
ね
え
」

（や
ゃ
、
ひ
が

み
を
含
む
同
市
の
同
業
者
）

「
持
っ
て
生
ま
れ
た
特
技
は
生
か
す
べ

き
だ
ろ
う
が
、
本
人
は
ま
だ
義
務
教
育

や
。
ま
ず
な
に
よ
り
も
勉
強
に
う
ち
込

む
べ
き
で
、
た
と
え
ば
依
頼
者
が
多
く

て
つ
い
宿
題
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

の
は
困
る
。
宿
題
が
で
き
な
い
子
に
人

助
け
は
で
き
な
い
。
そ
の
あ
た
り
を
周

囲
も
よ
く
理
解
し
て
ほ
し
い
」

（同
市

の
学
校
関
係
者
）

さ
ら
に
近
ご
ろ
、
弥
生
ち
ゃ
ん
の

″か
せ
ぎ
″
に
中
津
税
務
署
が
注
目
し

だ
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
無
料
奉
仕
だ

っ
た
の
が

「
そ
れ
で
は
気
が
す
ま
ぬ
」

と
依
頼
者
が
謝
礼
を
置
い
て
ゆ
く
ょ
う

に
な
り
、
い
ま
は
１
人
に
つ
き
２
千
円

か
ら
１
万
円
程
度
ら
し
い
。

「
収
入
と
い
っ
て
も
し
れ
て
ま
す
し
、

今
年
の
３
月
１５
日
の
所
得
申
告
は
し
て

ま
せ
ん
」

（さ
だ
子
さ
ん
）

「
お
金
が
な
い
よ
う
な
依
頼
者
に
は
弥

生
ち
ゃ
ん
の
方
で
、
か
え
っ
て
旅
費
な

ど
を
あ
げ
て
ま
し
た
よ
」

（市
議
会
議

長
夫
人
の
ま
つ
子
さ
ん
）

と
は
い
う
も
の
の
、
中
に
は

「
お
母

さ
ん
が
経
営
し
て
い
る
美
容
院
の
収
入

よ
り
多
い
の
で
は
」
と
や
っ
か
み
半
分

の
声
も
あ
る
。

そ
し
て
税
務
署
は
や
は
り
、

「年
間
２６
万
円
以
上
の
収
入
が
あ
る
と

個
人
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
る
。
霊

感
少
女
の
こ
と
は
署
内
で
も
関
心
が
あ

り
、
近
く
調
査
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」こ
う
し
た
大
人
た
ち
の
騒
ぎ
に
嫌
気

が
さ
し
た
の
か
、
弥
生
ち
ゃ
ん
は
自
分

の
将
来
の
希
望
に
つ
い
て

「
歌
手
に
な

り
た
い
の
。
霊
感
少
女
と
呼
ば
れ
る
つ

は
も
う
イ
ヤ
」
と
本
心
を
明
か
す
。

当
面
の
ア
コ
ガ
レ
は
山
口
百
恵
で
あ

り
、
さ
ら
に
成
長
し
て
淡
谷
の
り
子
の

よ
う
に
な
り
た
い
の
だ
そ
う
だ
。

最
後
に
政
治
問
題
に
つ
い
て
の
答
え

を
２
つ
載
せ
て
お
こ
う
。

「
福
国
内
閣

の
寿
命
」
は

「今
後
１
年
か
、
長
く
て

１
年
半
」。そ
し
て
「
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
保
革
逆
転
す
る
か
」
に
対
し
て
は

ズ
パ
リ
「
し
な
あ
―
い
」

（１
９
７
７
年
５
月
８
日
付
、
フ
ク
ニ

チ
よ
り
）
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音
は
せ
ず
、
同
時
目
撃
の
飛
行
機
の
約
１・５

１
２
倍
の
早
さ
で
、
ま
つ
す
ぐ
に
飛
ん
で
行

っ
た
。
白
以
外
の
色
は
な
と
ん
ど
見
え
な
か

つ
た
が
、
長
細
い
そ
の
形
の
、
前
か
ら
３
分

の
２
ぐ
ら
い
の
所
で
２
つ
に
分
か
れ
、
そ
の

部
分
に
黒
い
線
が
入
っ
て
い
た
よ
う
だ
ｏ

ぼくは今までに、夜やだが、数１０回

シ
赤
い
光
を
点
滅
さ
せ
な
が
ら

鞠
賄響
鞠晦か聴朝位明“姦
晩

夜
空
を
同
時
飛
行
し
た
３
機
の

ぺれ鱗

物

体

は

何

か

？

　

・
上
郡
高
警

寄

年

ｇ

　

☆
暑

時

日
時
萄

覆

７
錦

分

森
末
　
高
好

　

，堀

ぐ
そ
の
０

☆
目
撃
月
時
　
１
９
７
７
年
５
月

７
日
、
午

後
６
時
頃
。

☆
目
撃
地
点
　
近
所
の
家
の
庭
。

☆
天
候
　
晴
れ
。
雲
が
多
か
っ
た
ｏ

☆
目
撃
継
続
時
間
　
２０
１
３０
秒
近
く
。

☆
同
時
旧
筆
者
　
尾
城
大
介
君

（近
所

に
住

む
中
学
生
）。

☆
観
測
方
法
　
肉
眼
。

☆
物
体
に
つ
い
て
　
近
所
の
庭
で
キ

ャ

ッ
チ

ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
途
中
、
友
人
が

「
Ｕ
Ｆ

Ｏ
や
」
と
叫
ん
だ
。

見
上
げ
て
み
た
が
、
岡
出
方
面
へ
む
か
う

飛
行
機
と
爆
音
が
聞
こ
え
て
き
た
だ
け
ｏ
し

か
し

「
あ
そ
こ
」
と
指
さ
す
所
を
見
る
と
、

白
く
、
み
ず
か
ら
発
光
し
て
い
る

（
よ
う
に

見
え
る
）
細
長
い
、
俗
に
い
う
葉
巻
型
物
体

が
見
え
た
。

☆
目
撃
地
点
　
自
宅
ま
え
の
道
。

☆
天
候
　
晴
れ
。
少
し
雲
あ
り
ｏ

☆
目
率
継
統
時
間
　
３０
秒
Ｉ
Ｉ
分
。

☆
同
時
目
撃
者
　
森
末
恒
夫

（
父
）、
森
末
妙

（ 子期
（熟

味
犠

蝶

訓
弘

（弟
）、
山
内

義

一

☆
観
測
方
法
　
肉
眼
。

☆
物
体
に
つ
い
て
　
父
が
家
に
入

っ
て
く

る

な
り

「
ち
よ
つ
と
こ
い
」
と
い
う
の
で
、
行

っ
て
み
る
と
、
飛
行
機
が
う
ぃ
ろ
に
赤
い
光

を
点
滅
さ
せ
て
飛
ん
で
い
た
ｏ
よ
く
見
る
光

景
だ
な
と
思

っ
て
い
る
と
、
そ
の
下
方
に
、

ま
た
少
し
で
か
い
飛
行
機
が
．
反
対
方
向
に

む
か
っ
て
飛
え
で
い
た
ｏ
夜
空
を
飛
ぶ
こ
れ

ら
の
物
体
を
見
た
瞬
間
、
既
成
概
念
か
ら
、

と
っ
さ
に
、
そ
の
と
き
は
飛
行
機
と
思
え
た

の
だ
っ
た
。
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親
類
の
従
兄
は
飛
行
機
だ
と
言
っ
た
が
、

昼
も
夜
も
ょ
く
飛
行
機
を
見
て
い
る
ぼ
く
に

は
、
そ
う
は
思
え
な
か
っ
た
。
３
機
同
時
飛

行
を
目
撃
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。

図
の
な
か
の
Ｍ
２
は
円
と
い
う
ょ
り
も
球

状
、
駈
３
は
精
円
の
形
を
し
て
い
た
。
な
お

並
３
は
山
か
ら
出
て
く
る
の
を
見
な
か
っ
た

か
ら
、
勝
手
な
想
像
か
も
し
れ
な
い
が
、
消

え
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
〒
６７８
‐
‐２
　
兵
庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町

栗
原
４
４
１
）

●
会
社
員

（３‐
歳
）

中
野
　
勲

１
９
７
７
年
３
月
１５
日
　
　
。
夜
中
の
３

時
過
ぎ
に
、
枕
も
と
で
だ
れ
か
が
し
ゃ
べ
っ

て
い
る
声
が
し
て
目
を
さ
ま
し
ま
し
た
が
、

周
囲
に
は
起
き
て
い
る
人
も
し
ゃ
べ
っ
て
い

る
人
も
お
ら
ず
、
と
い
っ
て
テ
レ
ビ
ゃ
ラ
ジ

オ
が
鳴
り
響
い
て
ぃ
る
ゎ
け
で
も
な
い
の
で

す
。
そ
の
声
は
、
低
い
声
で
、
は
っ
き
り
し

た
発
音
で
、
し
か
し
ど
こ
の
国
の
こ
と
ば
と

も
い
え
な
い
、
い
ま
ま
で
に
聞
い
た
こ
と
の

な
い
こ
と
ば
で
す
。
目
を
さ
ま
し
て
か
ら
も

２
１
３
分
間
、
聞
こ
え
て
ぃ
ま
し
た
が
、
ど

こ
で
だ
れ
が
話
し
て
い
る
の
か
も
分
か
ら
な

い
ま
ま
、
声
は
消
え
て
し
ま
ぃ
ま
し
た
。

そ
の
日
の
朝
６
時
３０
分
頃
、
家
を
出
て
、

国
電
新
宿
駅
南
日
の
陸
橋
に
さ
し
か
か
っ
た

と
こ
ろ
、
千
駄
ヶ
谷
方
面
の
数
個
の
ビ
ル
の

上
空
に
、
長
径
１
・
５
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

精
円
型
で
白
く
輝
く
光
の
か
た
ま
り
が
、
直

一各
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
円
を
描
い
て

旋
回
し
て
い
ま
し
た
。
最
接
近
し
た
と
き
に

は
、
屋
上
に

「
ゃ
ま
と
」
と
ぃ
ぅ
青
い
看
板

の
あ
る
ビ
ル
の
少
し
こ
ち
ら
側
で
、
ま
た
向

こ
う
側

へ
行
っ
た
と
き
に
は

一
連
の
ビ
ル
の

陰
に
隠
れ
ま
し
た
。
灰
色
の
雲
が
空
を
お
お

っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
雲
を
通
し
て
強
く

輝
い
て
い
ま
し
た
。

朝
は
も
ち
ろ
ん
、
夜
で
も
そ
の
付
近
の
空

を
地
上
か
ら
照
ら
し
て
い
た
こ
セ
は
な
く
、

ラ
イ
ト
で
照
射
し
た
と
き
に
で
き
る
光
の
焦

点
の
よ
う
な
平
面
的
で
り
ん
か
く
の
は
っ
き

り
と
し
た
光
で
は
な
く
、
九
み
が
あ
っ
て
光

を
発
散
し
て
い
る
感
じ
で
し
た
。
光
の
か
た

ま
り
が
空
中
に
浮
い
て
い
る
様
子
で
、
地
上

か
ら
照
射
し
て
い
る
形
跡
は
ま
っ
た
く
ぁ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
旋
回
し
て
い
る
間
、
光
の

形
は
ど
の
位
置
で
も
、
変
形
す
る
こ
と
は
ぁ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
宿
駅
南
口
の
玄
関
ま
え
に
数
人
い
ま
し

た
が
、
見
た
の
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
関
心
の
な
い
人
、
信
じ
な
い
人
は

見
て
も
な
ん
と
も
感
じ
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
住
所
か
ら

「
や
ま
と
」
の
看
板
の
あ
る

ビ
ル
ま
で
、
歩
い
て
３
分
ぐ
ら
い
で
す
。

な
お
私
は
、
昨
年
２
月
中
に
円
盤
型
宇
宮

船
と
葉
巻
型
宇
官
船
を
、
そ
れ
ぞ
れ
新
宿
と

板
橋
で
目
撃
し
て
い
ま
す
。

（
〒
‐６０
　
東
京
都
新
宿
区
新
宿

４
１
４
１
１０
　
今
音
荘
）

彩
千
駄
ヶ
谷
方
面
の
ビ
ル
上
空

を
、
白
く
輝
く
光
の
か
た
ま
り

が
大
き
く
旋
回
し
た

/■んを|工Ti
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韻―

揚
隣
家
の
屋
根
の
む
こ
う
へ
飛

ん

で
ゆ

く

オ

ン

ン
ジ
色
の
物
体

を
夢
中
で
追

く
そ
れ
は
白
銀
色
に
光
り
、
や
が
て

２
本
の
尾
を
ひ
い
で
…
…

い
か
け
た

走
婦
盆
じ

千
葉
　
敏
江

☆
目
撃
日
時
　
１
９
７
７
年
５
月

１０
日
、
午

後
９
時
４０
分
。

☆
目
撃
地
点
　
自
宅
裏
付
近
か
ら
、
北
方

上

空
に
発
見
。

☆
天
候
　
晴
れ
。
雲
な
し
。

☆
目
撃
継
続
時
間
　
３
１
４
秒
。

☆
同
時
目
宴
者
　
な
し
。

☆
観
測
方
法
　
肉
眼
。

☆
物
体
、
飛
行
状
態
　
近
所
に
住

む

い
と

こ

が
、
用
事
の
た
め
豪
の
戸
を
ノ
ッ
ク
す
る
の

で
、
外
に
出
て
立
ち
話
を
し
て
い
る
と
、
あ

た
り
は
９
時
過
ぎ
で
真

っ
暗
な
の
に
、
突
然
パ

ッ
と
光
る
も
の
を
感
じ

て
、
思
わ
ず
空
を
見
上

げ
た
。

そ
れ
は
３０
１
４０
ｍ
く

ら
い
の
物
体
で
、
精
円

形
の
部
分
は
、
明
る
い

濃
い
グ
リ
ー
ン
。

上
部
の
鮮
や
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
の
部
分
は
強

い
光
を
放
っ
て
い
た
ｏ

輝
く
そ
の
物
体
は
か
な
り
の
速
度
で
隣
家

の
屋
根
の
む
こ
う

へ
と
飛
ん
で
ゆ
く
の
で
、

私
は
急
い
で
そ
の
方
向
に
走
っ
た
が
、
も
う

見
え
な
か
っ
た
ｏ

ぃ
っ
し
ょ
に
居
た
い
と
こ
は
ヽ
私
と
話
し

て
い
て
物
体
と
は
逆
方
向
だ
つ
た
た
め
に
目

撃
で
き
ず
、
そ
の
こ
と
を
残
念
が
っ
て
い
ま

し
た
。
な
に
し
ろ

一
瞬
の
出
来
事
だ
っ
た
の

で
、
教
え
て
あ
げ
る
余
裕
す
ら
な
く
、
私
自

☆
目
撃
日
時
　
１
９
７
７
年
５
月

「Ｈ
日
、
午

後
６
時
４３
分
１
５０
分
。

☆
目
撃
地
点
　
近
鉄
白
子
駅
ぃ

☆
天
候
　
晴
れ
。

☆
観
測
方
法
　
肉
眼

（
１・５）０

☆
物
体
、
飛
行
岩
態
　
初
め
、
西
の
低
空
に
見

身
あ
つ
け
に
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
ｏ

Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
興
味
を
も
つ
主
人
に
も
、
ぜ
ひ

見
せ
て
あ
げ
た
か
つ
た
と
思
い
ま
す
ｏ
こ
れ

か
ら
先
、
あ
の
美
し
く
鮮
や
か
に
輝
く
物
体

に
幾
度
も
出
会
い
た
い
も
の
で
す
ｏ

（
〒
‐２４
　
東
京
都
葛
飾
区
堀
切７
１
‐３
‐
２３
）

●
高
校
２
年

（１６
歳
）

南
部
　
久
美

ぇ
た
。
白
銀
色
に
光
っ

て
、
う
す
い
だ
い
だ
い

色
の
２
本
の
尾
を
ひ
い

て
ぃ
た
。
だ
ん
だ
ん
高

度
が
高
く

な

っ
た

と

き
、
細
長
い
物
体
の
よ

う
に
も
見
え
た
ｏ
そ
の

と
き
、
飛
行
機
の
爆
音

が
し
た
の
で
周
辺
を
見

ま
ゎ
す
と
、
光
る
物
体
よ
り
北
寄
り
に
飛
行

機
が
見
え
た
。

光
る
物
体
は
、
飛
行
機
よ
り
も
速
く
、
東

の
空

へ
消
え
た
ｏ

（
〒
５‐０
‐
０２
　
一二
重
県
鈴
鹿
市
寺
家
町

１
７
７
９
）
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畳

醤

ろ
白
く
光
る
物
体
が
ス
ロ
ー
テ
ン
ポ

で
上
昇
し
、
下
降
し
て
い
た
。
日
没

直
後
の
富
士
山
頂
あ
た
り
…
宝緩
願

１
９
７
７
年
２
月
下
旬
の
頃
だ
と
思
い
ま

す
。
も
う

ハ
ッ
キ
リ
し
た
日
付
は
忘
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
ル
ー
ム
メ
イ
ト
の
松
本
和
子

さ
ん
も
会
社
が
休
み
で
、
午
後
３
時
頃
か
ら

ふ
た
り
と
も
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
読
み

疲
れ
た
の
で
窓
辺
で
背
伸
び
を
し
て
外
に
目

を
や
り
ま
す
と
、
富
士
山
の
頂
上
部
分
が
美

し
く
望
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
ふ
と
、

富
士
山
の
右
少
し
手
前
の
と
こ
ろ
に
小
さ
な

白
っ
ぼ
く
光
る
も
の
が
浮
か
ん
で
い
る
の
に

気
づ
い
た
の
で
す
。
私
は
松
本
さ
ん
を
呼
び

ま
し
た
。
彼
女
も
そ
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
部
屋
は
、
横
浜
市
緑
区
桜
台
に

あ
る
阪
急
療
の
３
階
で
、
西
南
西
方
向
に
あ

り
ま
す
。
も
う
日
は
沈
ん
で
い
ま
し
た
が
、

西
の
雲
の
下
部
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
く

ら
い
で
、
ま
だ
外
は
明
る
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
、
光
る
白
い
物
体
は
、
初
め
ゆ
っ
く

り
と
上
昇
し
、
少
し
右
に
移
動
し
て
下
降
し

始
め
ま
し
た
。
ゆ
つ
く
り
、
ゆ

っ
く
り
と
動

い
て
い
る
の
で
、
彼
女
と
私
は

「
円
盤
に
し

て
は
動
き
が
遅
す
ぎ
る
の
で
は
…
…
」
と
、

口
ぐ
ち
に
話
合
っ
た
も
の
で
す
。
ま
る
で
ス

ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
照
明
弾
の
よ
う
に
思
え

ま
し
た
。

初
め
、

「
気
球
か
し
ら
…
…
」
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
光
る
物
体
が
気
球
の
は
ず
は
な

い
と
考
え
な
お
し
た
の
で
す
。
す
で
に
日
は

没
し
て
い
る
の
で
す
。
赤
っ
ぼ
く
も
光
ら
な

か
っ
た
し
、
後
方
の
下
の
方
か
ら
日
に
照
ら

さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
そ
れ
自
体
あ
れ
ほ
ど

輝
く
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
１０
分
か
ら
１５

分
間
ぐ
ら
い
、
富
士
山
と
寮
と
の
間
に
あ
る

出
の
陰
に
か
く
れ
る
ま
で
、
そ
れ
は
下
降
を

続
け
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
見
え
な
く
な
っ

た
と
き
、
あ
た
り
は
薄
暗
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。

「
ま
た
、
上
昇
し
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
彼
女
に
言
わ
れ
て
、
私
は
し
ば
ら
く

そ
の
方
向
を
眺
め
て
い
ま
し
た
が
、
３０
分
過

ぎ
て
も
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
愛
媛
の

実
家
に
帰
り
ま
し
た
が
、
松
本
さ
ん
は
ま
だ

そ
の
部
屋
に
い
ま
す
。
彼
女
が
正
確
な
日
付

を
覚
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
目
撃
し

た
と
き
は

「
見
た
ブ
、
見
た
ブ
！
」
と
大
騒

ぎ
で
し
た
が
、
朝
に
な
る
と
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
確
か
に
、
松

本
さ
ん
と
と
も
に
私
は
見
た
の
で
す
。
本
誌

２４
号
を
読
ん
で
い
て
、
ケ
ン
田
島
さ
ん
が
見

た
と
い
う
物
体
と
同
じ
も
の
で
は
…
…
と
思

い
、
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

（
〒
ｍ
１
０２
　
愛
媛
県
温
泉
郡
重
信
町

田
雀
１
４
２
１
）
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太
陽
の
黒
点
数

や

っ
と
新
周
期
突
入
か
？

太
陽
の
黒
点
数
の
極
小
期
が
長
引

ぃ
て
い
た
が
、
昨
年
７
月
に
や
っ
と

極
小
期
を
抜
け
出
し
、
次
第
に
黒
点

数
が
増
え
始
め
た
こ
と
が
、
最
近
天

文
学
者
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
。

太
陽
活
動
の
黒
点
数
は
、
１
７
５

５
年
の
極
小
期
か
ら
お
よ
そ
・１
年
を

月
期
と
し
て
増
減
し
て
き
た
ｏ

前
回
の
第
１９
月
期
の
中
で
極
大
を

示
し
た
１
９
５
７
年
の
黒
点
数
は
平

均
１
９
０
と
、
こ
の
２
０
０
年
で
は

最
高
で
、
太
陽
活
動
が
臭
常
に
活
発

だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
ｏ

一
方
、
今
回
の
２０
月
期
の
極
大
と

な
っ
た
１
９
６
８
年
は
１
０
６
で
・９

周
期
極
大
の
半
分
。
太
陽
活
動
が
か

な
り
弱
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
２０
月
期
が
い
つ
極
小
に
な
っ

て
新
し
い
２．
周
期
目
に
入
る
か
、
各

国
の
天
文
学
者
の
間
で
論
議
を
呼
ん

だ
が
、
昨
年
７
月
に
極
小
期
を
抜
け

出
し
、
そ
の
後
、
黒
点
数
は
わ
ず
か

な
が
ら
増
え
始
め
た
。
東
大
東
京
天

文
台
太
陽
物
理
部
の
小
野
実
助
手
も

「
黒
点
数
は
確
実
に
増
え
て
お
り
、

新
周
期
に
入
っ
た
と
み
て
い
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
。

す
る
と
今
回
の
２０
月
期
は
１２
年
弱

続
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の

平
均
周
期
１１
年
に
比
べ
る
と
、
か
な

り
長
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
黒
点
数

が
極
小
に
な
る
と
低
温
年
が
出
や
す

い
こ
と
は
気
象
学
者
の
間
で
よ
く
い

わ
れ
る
。

事
実
、
月
期
の
極
小
期
Ｌ
は
北
海

道
や
東
北
な
ど
で
冷
害
が
起
き
て
い

る
。
昨
年
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

気
象
庁
は

「
今
年
ヽ
北
日
本
で
は
冷

夏
に
な
り
そ
う
」
と
の
長
期
予
報
を

出
し
て
い
る
。

新
す
い
星
発
見
さ
れ
る

太
陽
の
周
囲
を
平
均
距
離
６０
億
血

の
だ
円
軌
道
を
描
き
な
が
ら
回
っ
て

い
る
す
い
星
が
発
見
さ
れ
た
。

す
い
星
は
あ
ま
り
大
き
い
も
の
で

は
な
く
、
尾
も
持
っ
て
い
な
い
。
こ

れ
は
、
こ
の
す
い
星
が
太
陽
か
ら
非

常
に
遠
く
離
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る

と
発
見
し
た
ソ
連
ク
リ
ミ
ア
の
天
体

，

物
理
学
天
文
台
は
発
表
し
て
い
る
。

ヒ
ヒ
の
心
臓
移
植
失
敗

心
臓
移
植
手
術
第
１
号
で
知
ら
れ

る
南
ア
フ
リ
カ
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

バ
ー
ナ
ー
ド
博
士
が
と
ヒ
の
心
臓
を

患
者
に
移
植
し
た
。ヽ

南
氷
洋
か
ら
Ｉ
億
ト
ン
ヽ
あ
る
巨
大
な
氷
出
を
ア

ラ
ピ
ア
半
島
あ
秒
ば
く
せ
で
運
ぼ
う
と
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
の
ハ
ツ
ド
国
王
の
お
い
モ
ハ
マ
ド

・
ア
ル
・

フ
ァ
イ
サ
ル
殿
下
が
発
表
し
た
ｏ

こ
れ
は
秒
ば
く
の
か
ん
が
い
用
や
飲
料
水
と
し
て

使
お
う
と
い
う
も
の
で
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
海
水

脱
塩
よ
り
も
、
Ｉ
立
方
ｍ
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
５３
ヤ

ン
ト
と
、
２７
セ
ン
ト
　
　
な
る
だ
ろ
う
と
見
積

っ
て

！
い
る
。

作
業
は
ま
ず
、
長
方
形

で
、
ひ
び
割
れ
も
ク
レ
パ

ス
も
な
い
、
格
好
の
良
．
い

氷
山
探
し
か
ら
始
ま
る
。

こ
れ
は
人
工
衛
星
を
使

っ

た
り
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

積
ん
だ
超
音
波
探
知
装
置

な
ど
で
行
う
。
選
ば
れ
た

氷
出
に
は
厚
さ
４５
価
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
パ
ー
を

か
ボ
せ
る
。
こ
れ
は
太
陽

熱
を
し
ゃ
断
し
、
波
や
潮

流
に
耐
え
る
よ
う
に
氷
出

を
保
護
す
る
た
め
だ
。

こ
う
し
て
氷
山
を
６
隻

の
タ
グ
ポ
ー
ト
で
引
っ
張
る
。
速
力
は
１
時
間
１
ノ

ッ
ト
。
南
水
洋
か
ら
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
ま
で
は
６
を

８
カ
月
か
か
る
。

そ
の
間
、
氷
が
解
け
て
し
ま
う
の
が
２０
１
３０
％
。

そ
れ
で
も
７
０
０
０
万
ト
ン
の
氷
山
は
残
る
と
い
う

計
算
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（写
真
／
Ａ
Ｐ
）
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１０
時
間
近
く
か
か
っ
た
こ
の
と
ヒ

の
心
臓
移
植
手
術
は
世
界
初
の
試
み

と
み
ら
れ
る
が
、
息
者
は
間
も
な
く

死
亡
し
た
と
い
う
。
同
博
士
が
行
っ

た
今
回
の
手
術
は
、
患
者
の
弱
っ
た

心
臓
の
補
助
と
し
て
そ
の
わ
き
に
と

ヒ
の
心
臓
を
移
植
し
た
も
の
で
、
教

授
は
最
近
、
人
間
の
心
臓
が
利
用
で

き
る
ま
で
の
間
、　
一
時
的
に
ヒ
と
の

心
臓
で
代
丹
さ
せ
る
方
法
を
研
究
し

て
い
た
。

た
だ
し
こ
れ
は
、
死
に
か
け
た
患

者
へ
の
最
後
の
手
段
で
あ
る
。

一瑠ぜ那昨覇柳ギ田翻と

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
風
力

タ
ー
ビ
ン
が
各
国
で
注
目
さ
れ
始
め

て
い
る
。

米
政
府
は
、
約
３。
億
円
の
経
費
を

か
け
て
１
９
７
９
年
に
は
世
界
最
大

の
風
カ
タ
ー
ビ
ン
を
建
設
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

開
発
局

（
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ａ
）
と
米
航
空
宇

宙
局

（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
に
よ
る
と
、
平

均
風
速
約
６
ｍ
の
風
が
吹
く
地
域
に

直
径
１
０
０
ｍ
の
羽
を
持
っ
た
巨
大

な
風
カ
タ
ー
ビ
ン
を
設
計
し
、
こ
れ

を
出
力
２
５
０
０
キ
ロ
●
ワ
ッ
ト
の

発
電
装
置
の
実
験
に
使
う
予
定
だ
と

い
う
。

一
方
、
日
本
で
も
電
電
公
社
が
プ

ロ
ペ
ラ
型
の
風
カ
タ
ー
ビ
ン
を
試
作

し
て
い
る
。
高
さ
ｌｏ
ｍ
の
塔
の
上
に

直
径
８
ｍ
の
２
枚
羽
根
の
プ
ロ
ペ
ラ

を
つ
け
た
模
型
飛
行
機
の
胴
体
の
よ

う
な
も
の
を
取
り
付
け
、
風
速
７
ｍ

以
上
で
約
２
キ
Ｆ
・
ヮ
ッ
ト
、
２０
ｍ

以
上
に
な
る
と
自
動
的
に
回
転
を
止

々
考
算

／
Ａ
Ｐ
）

空
気
を
圧
縮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
速
３５
血
で
４

時
間
走
り
続
け
ら
れ
る
自
動
車
が
発
明
さ
れ
た
。

発
明
し
た
の
は
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
に
住
む
技
術

屋
さ
ん
。
先
頃
、
テ
レ
ビ
に
初
出
演
し
て
、
そ
の
ド

ー
ム
型
を
し
た
珍
し
い
車
体
を
ご
ひ
露
し
た
が
、
こ

れ
は
屋
根
の
下
に
圧
縮
空
気
を
詰
め
る
ビ
ン
が
４
本

あ
る
た
め
、
ど
う
し
て
走
る
か
は
発
表
さ
れ
て
い
な

い
が
、
燃
料
費
は
と
て
も
安
く
、
満
タ
ン
に
し
て
も

ゎ
ず
か
６０
円
ぐ
ら
い
だ
と
か
。

同
ぽ
隅
麟
鞘
粟
抑滅
中瞥

中
国
最
大
の
揚
子
江
は
ナ
イ
ル
、
ア
マ
ゾ
ン
に
つ

ぐ
世
界
第
３
位
の
長
河
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
揚
子
江
は
全
長
５
８
０
０
血
で
、

世
界
第
４
位
の
長
河
と
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
新
た

に
源
が
発
見
さ
れ
、
測
量
を
し
た
結
果
全
長
は
６
３

０
０
血
に
達
し
、
米
国
の
■
シ
シ
ッ
ピ
川
を
抜
く
こ

と
に
な
っ
た
。

揚
子
江
の
源
は
こ
れ
ま
で
現
地
調
査
さ
れ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
と
，こ
ろ
が
昨
年
７
月
、
２８
人
の
探
訪

隊
が
初
め
て
青
海
省
奥
地
を
１
カ
月
に
わ
た
っ
て
調

査
し
た
結
果
ヽ
タ
ン
グ
ラ
山
脈
の
主
峰
で
あ
る
グ
ラ

ダ
ン
ド
ン
雪
山
の
西
南
に
あ
る
ジ
ャ
ン
グ
デ
ィ
ジ
ュ

氷
河
が
最
上
流
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ジ
ャ
ン
グ
デ
ィ
ジ
ュ
米
河
に
は
様
々
な
形
を
し
た

氷
塔
、
氷
洞
が
あ
り
、
氷
塔
の
間
を
出
が
り
く
ね
っ

た
ク
レ
バ
ス
が
走

っ
て
い
る
。
ク
レ
パ
ス
の
深
さ
は

ｌ
ｍ
足
ら
ず
の
も
の
か
ら
４
１
５
ｍ
の
も
の
ま
で
あ

る
が
、
こ
こ
か
ら
流
れ
出
る
水
が
揚
子
江
の
水
源
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

世
界
最
初
の
「
ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
ブ

ス
特
別
展
」
が
東
京
・
上
野
の
国
立

科
学
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
ピ
テ
カ
ン
ト
，
プ
ス
」
と
い
え
ば

ジ
ャ
ワ
原
人
と
も
呼
ば
れ
、
学
校
の

教
科
書
で
も
よ
く
親
し
ま
れ
て
い
る

約
８０
万
年
前
の
人
間
の
祖
先
で
あ

る
。
１
８
９
１
年
、
ジ
ャ
ワ
島
中
央

部
の
サ
ン
キ
ラ
ン
地
域
で
最
初
に
発

掘
さ
れ
て
以
来
、
現
在
ま
で
に
８
つ

み
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
第

１
■
５
号
は
オ
ラ
ン
ダ
、
西
独
の
研

究
所
に
保
管
さ
れ
、
今
回
日
本
に
来

て
い
る
の
は
１
９
６
３
年
、
イ
ン
ド

ジ
ャ
ワ
原
人
が
来
日
／

ネ
シ
ア
、
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
の
ヤ
ョ

ブ
教
授
の
手
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た

第
６
号
頭
ガ
イ
骨
で
あ
る
。

発
見
し
た
の
は
同
地
域

の
農
民

で
、
最
新
世
中
期
の
カ
ブ
ー
層
か
ら

出
て
来
た
。
こ
の
地
域
は
、
米
河
の

影
響
も
受
け
ず
、
サ
イ
、
カ
バ
、
ス

イ
ギ
ュ
ウ
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど

の
動
物
が
多
か
っ
た
。
ま
さ
に
鋭
利

な
石
器
や
火
を
使
っ
た

「
ピ
テ
カ
ン

ト
ロ
プ
ス
」
に
は
、
住
み
や
す
か
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

公
開
さ
れ
て
い
る
「
ピ
テ
カ
ン
ト

Ｆ
プ
ス
」
の
第
６
号
頭
ガ
イ
骨
は
、

現
代
人
に
比
べ
る
と
脳
の
容
積
が
９

７
５
ｃｃ
と
か
な
り
小
さ
く
、
そ
の
頭

頂
骨
の
厚
さ
は
現
代
人
の
２
倍
も
あ

る
。
ま
た
、
成
人
の
男
性
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
同
地
層
か
ら
発
掘
さ
れ

（
イ
／
・６
‐
８
／
３．
ま
で
）

た
ゾ
ウ
、
カ
バ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

骨
、

「
ビ
テ
カ
ン
ト
ロ
プ
ス
」
よ
り

も
や
や
時
代
の
下
っ
た
ソ
ロ
人
の
頭

ガ
イ
骨
、
そ
し
て
使
用
し
て
い
た
旧

石
器
な
ど
も
展
示
さ
れ
る
。

圧
縮
空
気
で
自
動
車
が
動
く
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め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
試
作
さ

れ
た
も
の
は
伊
豆
大
島
に
運
ば
れ
、

９
月
か
ら
運
転
開
始
、
そ
の
他
耐
久

性
な
ど
の
調
査
実
験
を
す
る
。

珍
し
い
古
代
文
字
発
見

ブ
ル
ガ
リ
ア
東
部
の
パ
ル
ナ
地
区

の
村
で
洞

く
つ
内
の

壁
に
彫
ら

れ
た
珍
し

い
古
代
文

字
が
発
見

さ
れ
た
。

古
代
の

ブ
ル
ガ
リ

ア
、　
ヘ
ブ

場
で
は
、
体
の
深
部
に
あ
る
、
転
移

し
た
も
の
で
は
な
い
も
と
の
ガ
ン
患

者
５
人
に
照
射
治
療
を
行

っ
た
。
そ

の
結
果
、
い
ず
れ
も
ガ
ン
組
織
は
著

し
く
縮
小
し
、
し
か
も
周
囲
の
正
常

組
織
に
は
な
と
ん
ど
影
響
が
な
く
、

深
部
の
も
と
の
ガ
ン
ヘ
の
効
果
も
予

想
以
上
で
あ

っ
た
ｏ
こ
の
成
果
で
パ

イ
中
間
子
照
射
に
よ
る
ガ
ン
の
完
全

治
療
の
目
安
が
つ
く
こ
と

に
な

っ

た
。同

研
究
所
の
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
ヨ
大

学
ク
リ
ー
ガ
ー
マ
ン
教
授
の
グ
ル
ー

プ
は
、
物
年
か
ら
去
る
４
月
ま
で
、

末
期
に
近
い
息
者
１７
人
に
パ
イ
中
間

子
を
照
射
し
て
予
備
実
験
的
治
療
を

行

〕
てヽ
来
た
が
、
５
月
か
ら
は
深
部

の
も
と
の
ガ
ン
を
対
象
に
本
格
的
治

療
実
験
に
踏
み
切
っ
た
ｏ
も
ち
ろ
ん

こ
の
段
階
の
臨
床
実
験
は
、
世
界
で

初
め
て
で
あ
る
。

こ
の
実
験
の
患
者
第
１
号
と
な
っ

た
白
人
女
性
は
、
治
療
の
結
果
、
直

腸
ガ
ン
の
シ
ュ
ヨ
ウ
が
ほ
と
ん
ど
消

失
し
た
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ガ
ン
に

接
す
る
直
腸
の
正
常
粘
膜
は
全
く
損

傷
を
受
け
て
お
ら
ず
、
ガ
ン
細
胞
だ

け
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
ｏ

パ
イ
中
間
子
照
射
治
療

の
成
果

が
、
深
部
ガ
ン
で
も
臨
床
的
に
確
認

で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
４

人
の
患
者
で
も
同
様
の
成
果
が
証
剪

さ
れ
た
。

ラ
イ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
な

ど
で
使
わ
れ
た
文
字
に
似

て

い
る

が
、
ま
だ
解
読
さ
れ
て
い
な
い
。
長

さ
３０
ｍ
、
２
行
に
わ
た
っ
て
彫
ら
れ

た
も
の
で
、
上
の
十
字
架
は
１２
人
の

使
徒
を
表
わ
し
て
い
る
ら
し
い
。

パ
イ
中
間
予
療
法

ガ
ン
の
完
全
治
療

ヘ
ロ
安

末
イ
中
間
子
の
照
射
に
よ
っ
て
ガ

ン
の
完
全
治
療

へ
と
着
実
に
成
功
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
分
野
で
、
世
界
に
さ
き
が
け

て
臨
床
研
究
を
進
め
て
い
る
米
ロ
ス

ア
ラ
モ
ス
国
立
研
究
所
の
中
間
子
工

剛

″

々
と
恐
龍
の
化
石
発
見

一
，，

り
肉
　
　
骨
、
ろ
っ
骨
３
本
が
含
ま
れ
て
い
た
。

充
見
　
　
　
一
方
、
北
海
道
勇
払
郡
穂
別
町
か

民
は
　
　
ら
は
首
長
竜
の
胸
部
、
胴
体
な
ど
ほ

マグ
　
　
ぼ
完
全
な
形
を
し
た
化
石
も
掘
り
出
　
″

万見
　
　
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

さ
れ
た
。

昨
年
夏
、
同
町
の
出
林
で
、
地
元

「
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
」
は
８
０
０
０１万
　
　
の
研
究
家
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
自

年
前
の
中
生
代
自
亜
紀
に
海
に
生
息
　
　
亜
紀
後
期
の
海
生

ハ
虫
類
首
長
竜
の

生
　
　
化
石
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
調
査

”に
　
　
員
は
ス
コ
ツ
プ
を
手
に
泥
土
を
掘
り

）ば
　
　
起
こ
し
、
化
石
が
含
ま
れ
た
７０
個
の

一な
　
　
団
塊
を
掘
り
当
て
た
。
せ
き
つ
い
骨
、

ィ
　
　
ろ
っ
骨
、
ひ
れ
足
な
ど
胸
部
、
胴
体

な
　
　
の

一
部
で
全
骨
格
の
３０
％
を
掘
り
当

て
る
成
果
を
あ
げ
た
。

っ
　
　
　
化
石
は
直
径
１０
！
４０
ｍ
、
首
長
竜

サ
　
　
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
の
、

幾
　
　
首
の
部
分
の
け
い
つ
い
骨
が
発
見
さ

ｖ　
　
れ
て
い
な
い
た
め
、
首
長
竜
の
う
ち

人
　
　
首
の
長
い
も
の
か
短
い
も
の
か
に
つ

ま
　
　
い
て
は
判
定
で
き
な
い
。
調
査
団
は

食
　
　
化
石
を
１
つ
ず
つ
ク
リ
ー
エ
ン
グ
し

た
あ
と
復
元
作
業
に
と
り
か
か
り
、

一、　
　
全
部
の
復
元
に
は
１
年
半
か
ら
２
年

り
　
　
く
ら
い
か
か
る
と
み
て
い
る
。

ギ
リ
シ

ャ
で

的
万
年
前
の
原
人

欧
州
大
陸
で
は
最
古
と
い
わ
れ
る

約
７０
万
年
前
の
原
人
の
骨
が
ギ
リ
シ

ャ
で
発
見
さ
れ
た
。

ギ
リ
シ
ャ
の
考
古
学
者
、
ア
リ
ス

・
プ
リ
ァ
ノ
ス
博
士
が
発
表
し
た
と

同
棒
距
町
一窮
蒙
搬
静研回

ヨ
ブ
ラ
の
５
倍
も
の
猛
毒
を
持
つ
ク
レ
ー
ト
と
い

う
毒

ヘ
ビ
に
か
ま
れ
て
も
平
気
な
人
が
い
る
。

こ
の
人
は
イ
ン
ド
中
部
の
森
林
パ
，
ダ
バ
ザ
ー
ル

に
住
む
ガ
プ
ー

・
ミ
ヤ
ン
さ
ん
６０
歳
。
毒

ヘ
ビ
に
か

ま
れ
た
と
き
、
友
人
た
ち
は
、
ミ
ヤ
ン
さ
ん
の
命
も

こ
れ
ま
で
と
思

っ
た
。
と
こ
ろ
が
か
ま
れ
た
ミ
ヤ
ン



こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
人
骨
は
ギ
リ

シ
ャ
北
部
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
南
方
の
ペ

ト
ラ
ロ
ナ
の
洞
く
つ
で
発
見
さ
れ
た

も
の
で
、
状
況
か
ら
み
て
こ
の
洞
く

つ
．は
約
５０
万
年
間
密
閉
状
態
に
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
頭
が
い
骨
を
ウ
ラ
ン
・
ト
リ

ウ
ム
年
代
測
定
法
な
ど
に
よ
っ
て
測

定
し
た
結
果
、
７０
万
年
誤
差
プ
ラ
ス

・
マ
イ
ナ
ス
ー
万
年
前
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

ベ
ト
ラ
Ｐ
ナ
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

の
原
人
は
右
き
き
で
、
は
っ
き
り
し

た
言
葉
を
話
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
、
洞
く
つ
内
に
は
火
を
使
っ
た
形

跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
火
を
利
用
し
て

い
た
こ
と
は
関
連
い
な
い
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
火
を
使

っ
た
最
古
の
人

類
は
西
ド
イ
ツ
で
発
見
さ
れ
た
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
原
人
で
、
３０
１
４５
万
年

前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
で
ペ
ト
ラ
Ｆ
ナ
原
人
は
こ
れ
ま
で

に
発
見
さ
れ
た
最
古
の
火
を
使

っ
た

人
類
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

高
さ
２
●
７
ｍ
、
高
径
２
●
１
６
ｍ

の
円
筒
形
。
可
視
光
と
赤
外
線
で
、

ア
ジ
ア
、
太
平
洋
地
域
を
中
心
と
す

る
地
球
表
面
の
ほ
ば
３
分
の
１
を
撮

影
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
雲
の
分
布
や

地
表
、
海
面
な
ど
の
温
度
分
布
な
ど

各
種
気
象
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
、
天
気

予
報
の
精
度
向
上
に
大
き
く
寄
与
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

打
ち
上
げ
に
使
わ
れ
た
「デ
ル
タ
」

ロ
ケ
ッ
ト
は
正
常
に
飛
び
続
け
、

１
、
２
段
目
の
分
離
も
計
画
ど
お
り

行
わ
れ
、
打
ち
上
げ
２５
分
後
に
は
３

こ
れ
ま
で
と
思

っ
た
。
と
こ
ろ
が
か
ま
れ
た
ミ
ヤ
ン

さ
ん
は
ピ
ン
ピ
ン
し
て
、
逆
に
毒

へ
ど

の
方

が

翌

日
、
現
場
で
死
ん
で
い
た
。
実
は
数
力
月
前
に
も
、

狂
犬
病
の
大
が
ミ
ヤ
ン
さ
ん
を
ガ
ブ
リ
と
や
っ
た
が

そ
の
と
き
も
犬
の
方
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
か
ｏ

ミ
ヤ
ン
さ
ん
の
秘
密
は
、
伝
染
病
や
毒

ヘ
ビ
の
解

毒
剤
と
し
て
抜
群
の
効
能
が
あ
る
ス
ト
リ
キ
ニ
ー
ネ

の
原
料
、
ク
チ
ェ
ラ
草
を
大
量
に
食
べ
て
い
た
か
ら

だ
っ
た
。
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部
屋
の
あ
か
り
を
消
し
な
さ
い

光
る
マ
ン
ダ
ラ
の

光
る
チ
ャ
ク
ラ
が

キ
ミ
の
深
層
意
識
を
動
か
す

キ
ミ
の
部
屋
を

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

み
た
そ
う

翻
赳
”欝里
一
０
ヨ

９
月
１
日
創
刊

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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ム
イ
子
土
γョ
ン
ポ
参

段
目
か
ら
分
離
さ
れ
て
予
定
の
軌
道

に
乗
っ
た
。

「
ひ
ま
わ
り
」
の
追
跡
管
制
は
衛
星

が
移
行
軌
道
に
乗
っ
た
時
点
か
ら
米

航
空
宇
宙
局
の
手
か
ら
宇
宙
開
発
事

業
団
に
引
き
継
が
れ
て
、　
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
近
く
の
赤
道
上
空
に
差
し
か
か

っ
た
と
こ
ろ
で

「
ひ
ま
わ
り
」
に
積

ん
で
い
る
小
さ
な
，
ケ
ッ
ト
を
ふ
か

し
た
。
そ
の
後
、
何
回
か
の
軌
道
制

御
が
行
わ
れ
、
予
定
地
の
東
経
１
４

０
度
付
近
の
赤
道
上
空
高
度
３
万
５

７
８
６
臨
を
地
球
の
自
転
と
同
じ
向

き
、
同
じ
周
期
で
回
る
静
止
衛
星
と

な
っ
た
。
こ
れ
で
今
年
２
月
の
「
き

く
２
号
」
に
次
ぐ
、
わ
が
国
２
個
目

の
静
止
衛
星
の
誕
生
で
あ
る
。

「
ひ
ま
わ
り
」
は
赤
外
線
カ
メ
ラ
や

送
受
信
機
な
ど
の
積
載
機
器
の
運
用

テ
ス
ト
を
約
２
ヵ
月
間
行
い
、
早
け

れ
ば
９
月
中
旬
か
ら
実
用
的
な

″宇

宙
天
気
図
″
を
１
日
８
回
定
期
的
に

地
上
に
送
信
し
て
来
る
。

「宇
宙
の

気
象
台
」
と
し
て
台
風
監
視
、
天
気

予
報
の
精
度
向
上
な
ど
に
活
躍
す
る

だ
ろ
う
。
　
　
　
（写
真
／
Ａ
Ｐ
）
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日
本
も
気
象
衛
星
保
有
国

日
本
も
米
ソ
に
つ
ぐ
３
番
目
の
気

象
衛
星
保
有
国
に
な
っ
た
。

宇
宙
開
発
事
業
国
は
７
月
中
旬
、

第
１
号
気
象
衛
星
を
米
フ
ｒ
リ
ダ
州

の
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宮
セ
ン
タ
ー
か
ら
第

１
号
気
象
衛
星
を
打
ち
上
げ
、

「
ひ

ま
わ
り
」
と
命
名
し
た
。
こ
の
打
上

げ
は
米
国
に
依
頼
し
た
も
の
で
、
日

本
に
は
ま
だ
、重
量
６
７
０
均
の
「
ひ

ま
わ
り
」
を
静
止
軌
道
に
乗
せ
ら
れ

る
強
力
な
，
ケ
ッ
ト
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。

「
ひ
ま
わ
り
」
は
大
部
分
米
国
製
で

図弔可出鵬



点
字
に
代
わ
る
紫
外
線
文
字
？

赤
ち

や
ん
マ
ン
モ
ス

ソ
連
で
見
つ
か
る
！

マ
ン
モ
ス
の
幼
児
の
遺
体
が
、
な

ぼ
生
前
の
状
態
を
保
っ
た
状
態
で
発

見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

に
面
す
る
ソ
連
極
東
の
都
市
マ
ガ
ダ

ン
の
近
郊
に
あ
る
貴
金
属
採
鉱
場
で

児
っ
か
っ
た
も
の
で
、
こ
の
地
方
の

永
久
凍
土
が
天
然
の
冷、
凍、
庫、
の
役
割

犠
弊
難
純
焼
め
幼
や
や
ウ
時
度 ス
め
晴

発
児
さ
れ
て
な
く
、
そ
れ
も
今
回
俺

ど
完
全
な
も
の
は
な
か
っ
た
ｏ

東磯雛加にン醜印梓形やぃギミ崎鞠

が
、
死
後
お
よ
そ
Ｉ
万
２
０
０
０
年

た
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
生
後
半

年
で
死
ん
だ
こ
と
が
わ
か
つ
た
ｏ

喉現線指願唯的雅貯
一

″
夢
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
″
と

い
わ
れ
る

太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
太
陽

熱
発
電
の
研
究
が
日
、
米
、
仏
の
３

カ
国
で
熱
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
ヽ
小
規
模

な
が
ら
も
太
陽
熱
に
よ
る
電
力
を
、

一
般
の
送
電
線
に
送
り
出
し
た
ｏ

一
方
、
米
国
で
も
１
９
８
０
年
ま

で
に
太
陽
熱
発
電
に
よ
る
１
万
キ
ロ

ヮ
ッ
ト
の
電
気
を
起
こ
す
こ
と
を
目

標
に
世
界
最
大
の
テ
ス
ト
装
置
を
建

設
中
で
あ
る
。

ま
た
日
本
で
は
、
１
９
８
０
年
に

は
■
千
キ
Ｆ
ア
ツ
ト
の
電
気
を
起
こ

そ
ぅ
、
と
通
産
省
の
サ
ン
シ
ヤ
イ
ン

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
技
術
的

に
は
、
ど
の
国
も
始
め
た
ば
か
り
で

そ
れ
な
ど
の
差
は
な
い
が
、
巨
額
の

予
算
を
投
入
す
る
米
国
と
比
べ
る
と

日
本
の
予
算
は
ｌｏ
分
の
１
以
下
。
太

陽
熱
発
電
は
純
粋
の
国
産
エ
ネ
ル
ギ

ー
だ
し
、
環
境
汚
染
も
な
い
ｏ

太
陽
熱
発
電
の
原
理
は
衡
単
で
、

地
上
に
注
が
れ
る
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
反
射
鏡
な
ど
で
集
め
、
こ
の
熱
で

水
や
空
気
を
熱
し
て
高
圧
の
蒸
気
を

つ
く
り
ヽ
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電

す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
だ
が
、
幾
多

の
問
題
が
あ
る
。
気
侯
の
影
響
を
受

け
ゃ
す
く
、
安
定
し
た
発
電
が
で
き

な
い
。
ま
た
建
設

コ
ス
ト
が
べ
ら
ぼ

う
に
高
い
な
ど
で
あ
る
。

視
力
の
と
て

為一　　　　　　　　すく識別
で

（写
真
／
Ａ
Ｐ
）

向日膨い‐コ陶降坤約時中いゆ力ヽプ「中‐‐四

こ
れ
ま
で
米
大
陸
が
原
産
と
考
え
ら
れ
て
き
た
タ

バ

ョ
を
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は
す
で
に
知

っ
て
い
た
ヽ

と
い
う
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
人
科
学
者
た
ち
が
、
紀
元
前
１
３
０
Ｉ

年
に
生
ま
れ
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
王
ラ
ム
セ
ス
ニ
世
の

ミ
イ
ラ
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ミ
イ
ラ
か
ら
タ
パ

ョ
に
寄
生
す
る
虫
を

一
匹
児
つ
け
た
ｏ
こ
れ
は
ヾ
イ

ラ
の
体
内
に
詰
め
る
材
料
と
し
て
タ
バ

ヨ
を
使
用
し

て
ぃ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
が
タ
バ

コ
を
喫
煙
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
が
、
そ
の

後
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
の
微
量
分
析
、
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

法

（
色
層
分
析
）
な
ど
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。

］博
築
ｒよぅ、翔
掛

真
夏
の
ハ
ワ
イ
に
大
粒
の
ひ
ょ
う
が
降
り
、
さ
ら

に
ハ
ワ
イ
島
の
マ
ウ
ナ
ケ
ア
出
の
頂
に
雪
が
降

っ
て

（
ヮ
イ
の
住
民
を
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
た
ｏ　
　
　
　
・

ホ
ノ
ル
ル
気
象
庁
に
よ
る
と
、
強
力
な
寒
冷
前
線

の
通
過
に
よ
る
異
常
現
象
の
い
た
ず
ら
だ
と
発
表
し

た
が
、
真
珠
湾
の
あ
る
パ
ー
ル
シ
チ
ー
に
住
む
８０
歳

の
老
人
は

「
生
ま
れ
て
初
め
て
ハ
ワ
イ
で
ひ
よ
う
を

見
た
」
と
い
つ
て
驚
い
て
い
た
ｏ

こ
の
日
ハ
ワ
イ
で
は
、
気
温
が
２０
度
ま
で
低
下
し

た
。
６
月
末
に
日
中
の
気
温
が
２０
度
ま
で
下
が
っ
た

こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
１
９
５
１
年
の
２２
度
を

２６
年
ぶ
り
に
破
る
新
記
録
と
な
っ
た
ｏ

一
方
、

マ
ウ
ナ
ケ
ア
山
頂
も
、
冬
に
雪
が
降
り
積

も
る
こ
と
は
あ
る
が
、
真
夏
の
こ
の
時
期
に
雪
が
降

っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
た
新
記
録
だ
と
か
ｏ
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Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
目
撃
報
告
の
う
ち
、
技
術
的
に

矛
盾
と
思
え
る
よ
う
な
例
は
本
当
に
ま
れ
で

あ
る
が
、
に
ヽ
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
例

は
絶
え
ち
こ
と
な
く
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

私
が

″
矛
盾
と
思
え
る
″
と
い
う
言
葉
を
使

っ
た
の
は
、
さ
ら
に
綿
密
な
検
討
を
重
ね
て

ぃ
く
と
、
次
第
に
そ
れ
が
確
実
な
証
拠
で
あ

る
と
わ
か
つ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う

わ
け
で
、
い
く
つ
か
の
現
象
を
理
論
の
面
か

ら
事
実
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
再
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
撃
報
告
の
中
に
確
実
な

証
拠
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い

能囃賄ヤ在勁焼』的庁確鞭い印魂功鞭

さ
ら
に

一
歩
近
づ
く
可
能
性
が
で
て
く
る
と

ぃ
う
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
最
初
に
、
知
識
の
豊
富
な
読
者
に
は

ぉ
ゎ
か
り
の
こ
と
と
温
う
が
、
円
盤
着
陸
に

関
す
る
多
く
の
目
撃
で
は
必
ず
し
も
ク
レ
ー

タ
ー
現
象
が
付
随
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ

い
て
私
は
以
前
に
、
円
獲
の
離
陸
が
ゆ
つ
く

り
し
た
も
の
の
場
合
ヽ
そ
う
で
な
い
場
合
も

あ
り
、
ま
た

（あ
る
い
は
）
円
盤
の
中
に
は

着
陸
装
置
で
地
面
か
ら
持
ち
上
げ
ら
れ
て
い

た
も
の
も
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
充
分
に

説
明
を
行
，
た
は
ず
で
あ
る
。

円
盤
底
部
の
こ
う
し
た
付
属
物
が
着
陸
地

点
に
残
し
た
跡
や
く
ば
み
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
証
拠
を
挙
げ
た
ｏ
し
か
し
、
こ
の
ほ
か

に
も
地
面
へ
の
効
果
は
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

ぃ
く
っ
か
な
以
前
に
引
用
し
て
あ
る
。

例
え
ば
、

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
音
と
回
転
」
の
項

で
検
討
し
た
ロ
マ
ン
事
件
で
、
草
が
逆
時
計

回
り
の
方
向
に
ペ
シ
ャ
ン
ヨ
に
な
り
、
ツ
ム

ジ
風
の
あ
と
が
そ
の
ま
ま
固
定
さ
れ
た
よ
う

に
な
っ
て
い
た

（本
誌
２４
号
９６
ぺ
‐
ジ
を
参

照
）。
直
径
３

ｏ
６
ｍ
の
円
内
の
草
花

が
、

「
プ
レ
ス
機
械
に
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
見
え

た
」
の
で
あ
る
。　
一
見
し
た
だ
け
で
は
、
こ

れ
が
重
力
場
の
概
念
と
矛
盾
す
る
と
は
思
え

な
い
。
重
力
場
宇
宙
船
が
そ
の
場
所
に
着
陸

し
た
と
し
た
ら
、
回
転
す
る
円
盤
の
一
部
が

庭
園
用
の
回
転
式
草
刈
機
の
よ
う
に
動
き
な

が
ら
草
を

ヽ
な
ぎ
倒
し
て
い
る
の
が
目
に
浮
か

ぶ
ょ
ぅ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
事
件
の
場
合

に
は
、
円
盤
が
着
陸
装
置
の
よ
う
な
も
の
を

持

っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な

ゎ
ち
、
　
フ
」
の
円
内
の
地
面
に
は
、
４
つ
の

穴
が
正
方
形
に
は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
た
ｏ

さ
し
わ
た
し
１０
ｍ
の
三
角
形
の
物
体
４
本
が

地
面
に
あ
り
込
ん
だ
よ
う
な
形
状
で
、
一
樹

部

へ
と
４５
度
の
角
度
を
と
っ
て
い
た
」
の
で

あ
る
。
ま
た
、
旗
き
お
の
横
に
も
、
何
か
が

「
ま
る
で
停
止
す
る
前
に
ひ
き
ず
ら
れ
、
は

ね
返
っ
た
よ
う
」
な
穴
が
広
が
っ
て
い
た
こ

と
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
ｏ

機
体
が
草
よ
り
も
上
に
あ

つ
た
の
だ
と
し

た
ら
、
草
に
ツ
ム
ジ
風
の
よ
う
な
跡
を
残
し

た
の
は
い
つ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
。

ヘ
ジ
ヨ

プ
タ
ー
が
起
こ
す
よ
う
な
航
空
力
学
的
な
効

果
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
航
空
力
学
的
な
効
果
を

生
じ
さ
せ
る
に
は
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
な
の
で
、
か
な
り
大
き
な
音
を
た
て
た
は

ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
事
件

で
は
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
と
同
様
に
、

そ
う
し
た
音
は
全
然
し
な
か
っ
た
の
だ
。
こ

の
ロ
マ
ン
事
件
の
背
景
に
再
度
注
意
を
払
っ

て
い
た
だ
き
た
い
ｏ
私
は
、
そ
れ
が
再
読
す

る
価
値
の
あ
る
こ
と
を
示
す
つ
も
り
だ
ｏ

押
し
つ
が
さ
れ
た
草
花
！
　
も
つ
と
多
く

の
も
の
が
あ
る
の
だ
。
や
は
り
円
盤
搭
乗
員

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
別
の
事
件
を
紹
介

し
ょ
ぅ
。
こ
の
事
件
を
選
ん
だ
の
も
、
技
術

的
な
裏
付
け
と
な
る
証
拠
が
合
ま
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
劇
的
な
目
撃
は
、
あ
の

歴
攻
的
な
年
で
あ
る
１
９
５
４
年
の
９
月

に
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ラ
ン
ス
か
ら
お
血
店

ど
東
に
あ
る
シ
ャ
ン
ブ
イ
ユ
で
発
生
し
た
ｏ

こ
シ
ャ
ン
ブ
イ
ユ
で
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
目
撃
事
件

パ
ラ
ン
ス
の
ル
ブ
ト
フ
夫
妻
は
、
シ
ヤ
ン

ブ
イ
ュ
に
住
む
祖
父
の
家
を
訪
れ
て
い
た
ｏ

年
後
、
２
人
は
犬
を
連
れ
て
散
歩
に
出
か
け

た
。
ル
ブ
ー
フ
夫
人
は
、
キ
ノ
コを
無
る
た

め
９０
ｍ
な
ど
離
れ
た
近
く
の
森
の
中
へ
と
入

っ
て
い
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
犬
が
み

じ
め
な
声
で
キ
ャ
ン
キ
ャ
ン
と
叫
び
は
じ
め

た
。
ル
ブ
ー
フ
夫
人
が
振
り
返
る
と
、
小
犬

は
そ
ば
の
小
麦
畑
の
端
で
何
か
に
向
か
い
合

っ
て
い
る
。
彼
安
は
最
初
、
そ
れ
が
カ
カ
シ

に
見
え
た
。
よ
く
調
べ
よ
う
と
近
よ
っ
て
み

た
と
こ
ろ
、
そ
の

″
カ
カ
シ
″
が
半
透
明
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
た
″小
さ
な
潜
水

服
”
の
よ
う
な
も
の
を
着
て
い
る
と
わ
力、
つ

た
。
丈
は
９。
如
ち
ょ
っ
と
で
ヽ
や
は
り
半
透

明
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
つ
て
い
る
。
そ
の

潜
水
服
の
中
の
も
の
が
、
ぼ
ん
や
り
し
た
ヘ

ル
メ
ッ
ト
ご
し
に
彼
女
を
見
つ
め
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
て
、
ル
ブ
ー
フ
夫
人
は
驚
き
の

ぁ
ま
り
環
ど
上
が
っ
た
ｏ
２
つ
の
限
は
、
人
　
、
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図 1 進 行方向への重力場の分力と風の効果とによって押し倒された小愛

氏
な
裏
付
け
と
な
る
証
拠
が
合
ま
れ
て
い
る

あ
ま
り
飛
び
上
が
っ
た
ｏ
２
つ
の
眼
は
、
人

間
の
も
の
よ
り
大
き
い
よ

ヶ
な
印
象
を
受
け
た
。
彼

女
が
こ
れ
だ
け
の
こ
と
に

気
づ
い
た
と
た
ん
、
潜
水

服
は

「
よ
た
よ
た
し
た
足

ど
り
で
す
ば
や
く
」
彼
女

の
方
に
向
か
っ
て
き
た
。

そ
れ
ま
で
彼
女
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
軽
い
驚

き
と
好
奇
心
し
か
感
じ
て

い
な
か

っ
た
が
、
そ

の

「溶
水
服
」
が
す
ば
や
く

近
づ
い
て
き
た
と
き
に
は

恐
怖
に
変
わ
っ
た
。
夫
人

は
恐
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
叫

び
声
を
上
げ
る
と
、
近
く

の
ヤ
ブ
に
逃
げ
込
ん
で
、

そ
の
安
全
な
場
所
か
ら
振

り
返
っ
て
窺
っ
た
。
も
は

や
、
そ
の
者
は
見
え
な
く

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

大
は
悲
し
げ
に
吠
え
つ
づ

け
、
付
近
に
い
る
す
べ
て

の
犬
も
そ
れ
に
唱
和
し
て

い
る
。

そ
の
う
ち
、
近
く
の
木

立
の
背
後
か
ら
巨
大
な
金

属
性
の
物
体

が

出
現

し

た
。
円
形
で
か
な
り
平
た

く
、
か
す
か
に
シ
ュ
ー
ッ

と
い
う
音
を

た

て

て

い

る
。
そ
の
物
体
は
小
麦
畑

を
横
切
る
と
、
突
然
方
向

を
変
え
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
上
昇
し

て
い
っ
た
。
こ
の
騒
ぎ
と
妻
の
叫
び
声
を
聞

き
つ
け
て
、
ル
ブ
ー
フ
氏
が
近
く
の
墓
地
に

い
た
人
た
ち
と
共
に
駆
け
寄
っ
て
き
た
。
彼

ら
も
、
奇
妙
な
シ
ュ
ー
ッ
と
い
う
音
を
耳
に

し
て
い
る
。

犬
た
ち
の
鳴
き
声
が
や
っ
と
お
さ
ま
っ
た

と
き
に
は
、
ほ
と
ん
ど
村
中
の
者
が
現
場
に

集
ま
っ
て
い
た
。
彼
ら
は

「航
空
機
」
が
飛

び
立
っ
た
木
立
の
間
で
、
ヤ
ブ
や
カ
ン
木
が

押
し
つ
が
さ
れ
た
直
径
３

●
３
ｍ
の
円
形
の

跡
を
発
見
し
た
。
そ
の
円
の
端
に
は
ア
カ
シ

ヤ
の
木
が
数
本
立
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

１
本
の
大
さ
９
側
の
枝
は
、
上
か
ら
大
き
な

圧
力
が
加
え
ら
れ
て
折
れ
て
い
た
。
ま
た
、

円
形
の
部
分
か
ら
２

●
５
ｍ
上
に
あ
る
枝
は

葉
が
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
物

体
の
進
行
方
向
に
あ
た
る
場
所
で
は
、
数
ｍ

に
わ
た
っ
て
小
麦
が
放
射
状
に
な
ぎ
倒
さ
れ

て
い
た
。

ル
ブ
ー
フ
夫
人
は
精
神
的
に
多
大
の
シ
ョ

ッ
ク
を
こ
う
む
っ
て
い
た
。
２
日
間
と
い
う

も
の
、
彼
女
は
高
熱
に
う
な
さ
れ
た
。
小
犬

に
い
た
っ
て
は
、
３
日
後
も
恐
怖
に
わ
な
な

い
て
い
る
有
様
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
空
飛
ぶ

円
盤
の
話
に
懐
疑
的
な
人
々
も
、
こ
の
事
件

に
別
の
ま
こ
と
し
や
か
な
説
明
を
つ
け
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
事
件
の
場
合
、
ペ

テ
ン
と
い
う
説
明
を
真
面
目
に
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
子
供
の
悪
ふ

ざ
け
で
大
人
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が

あ
る
と
し
て
も
、
小
犬
を
数
日
間
も
緊
張
状

態
に
さ
せ
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。
悪
ふ
ざ
け

で
は
無
理
だ
が
、
も
の
す
ご
い
高
周
波
の
力

場
な
ら
ば
あ
り
う
る
こ
と
な
の
だ
！

さ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
事
件
の
概
要
か

ら
は
、
こ
う
し
た
地
面

へ
の
効
果
が
円
盤
を

保
持
す
る
ポ
イ
ン
ト
・
ソ
ー
ス
、
す
な
わ
ち

重
力
場
の
概
念
に
厳
密
に
合
致
す
る
と
結
論

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
は
必
然
的

な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
よ
り
詳
し
く
検
討

す
る
た
め
、
こ
の
効
果
の
起
き
て
い
る
と
こ

ろ
を
図
１
に
示
し
て
み
た
。
動
い
て
い
る
円

盤
の
重
力
場
の
強
度
が
増
大
す
る
と
、
地
面

に
ま
で
達
す
る
。
し
か
し
そ
の
強
度
が
ク
レ

ー
タ
ー
を
作
る
ほ
ど
で
は
な
け
れ
ば
、
小
麦

や
草
に
し
だ
い
に
減
少
す
る
痕
跡
を
残
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ヤ
ブ
や
木
の
損

傷
も
、
下
降
す
る
円
盤
自
体
の
重
量
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
結
論
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
ま
で
は
よ
い
。
こ
う
し
た
事
例

は
他
に
も
数
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
次

の
例
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
事
件
に

は
微
妙
な
違
い
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

政
ハ
バ
ー
ド
で
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
目
撃
事
件

事
件
が
起
き
た
の
は
１
９
６
４
年
の
５
月

で
、
場
所
は
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
、
セ

ー
ラ
ム
の
北
約
３２
血
の
と
こ
ろ
に
あ
る
ハ
パ

ー
ド
と
い
う
小
さ
な
町
で
あ
る
。

午
前
７
時
に
雌
牛
を
野
原
に
連
れ
だ
す
の

が
、
１０
歳
の
マ
イ
ク

・
ビ
デ
ン
少
年
の
酔
課

だ
っ
た
。
そ
の
日
の
朝
、
雌
牛
は
な
ぜ
か
神

経
質
で
、
少
年
が
外
へ
出
そ
う
と
す
る
と
振

り
む
い
た
り
、
後
じ
さ
り
す
る
。
な
ん
と
か

納
屋
の
入
日
ま
で
ひ
っ
ば

っ
て
き
た
と
き
、

彼
は
小
麦
畑
の
真
中
に
輝
く
銀
色
の
物
体
を

― 小麦の押し倒された方向



ソース

ig

じFOと 学宙

＼ 機休が上昇、
土壌粒子はくっっぃたまま。

、機体が上昇、
土壌粒子はそれに伴って上昇 c

目
撃
し
た
。
さ
し
わ
た
し
が
数
ｍ
、
高
さ
は

１

●
２
ｍ
く
ら
い
。
輝
く
金
属
で
で
き
て
い

る
よ
う
だ
ｏ
正
面
か
ら
見
る
と
円
錐
形
で
、

４
本
の
輝
く
脚
を
地
面
に
着
け
て
い
た
ｏ

少
年
に
よ
る
と
、
そ
の
物
体
は
ビ
ー
ッ
と

い
う
音
を
た
て
な
が
ら
ゆ
つ
く
り
上
昇
し
、

電
柱
２
角
さ
に
ま
で
達
し
て
か
ら

「
ヒ
ュ
ー

ッ
と
上
が
っ
て
い
つ
た
」
と
い
う
ｏ
後
日
、

マ
イ
ク
の
母
親
は
彼
が

「
幽
霊
の
よ
う
に
真

っ
青
な
顔
を
し
て
家
に
走
っ
て
帰
っ
て
き
ま

☆
愁
難
堪

し
た
が
、
恐
れ
の
た
め
唇
を
ふ
る
わ
せ
て
い

ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
少
年
は
母
親
を

野
原
に
連
れ
て
い
き
た
が
っ
た
が
、
彼
女
は

副
保
安
官
に
電
話
す
る
こ
と
に
し
た
ｏ

調
査
の
た
め
現
場
に
最
初
に
お
も
む
い
た

の
は
、
大
工
の
レ
イ

・
モ
ー
テ
ン
セ
ン
で
あ

る
。
彼
は
そ
の
場
所
の
小
麦
が

「花
び
ら
の

よ
う
に
ペ
チ
ャ
ン
コ
の
有
様
で
、
ま
る
で
中

心
か
ら
外

へ
向
け
て
強
烈
な
風
が
吹
い
た
よ

う
に
な
っ
て
い
る
」
の
を
発
見
し
た
ｏ
そ
の

ａ
ｒ

ン

・

イポ キ

‐

ネ空放昇霧脅Sャ冴差Ts景声

ヽ
Ｂ
モ
ー
‐
ｔ
ｉ
‐
ｔ
ｉ

～

４

１

ｂ

パ
タ
ー
ン
は
均
等
に
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
規
則

的
に
広
が
っ
て
お
り
、
動
物
が
小
麦
を
踏
み

荒
ら
し
た
と
い
つ
た
状
態
と
は
違
う
。
円
盤

の
脚
が
着
地
し
て
い
た
と
マ
イ
ク
の
言
う
場

所
に
は
、
お
皿
の
大
き
さ
の
斑
点
が
３
つ
残

っ
て
ぃ
た
。
４
本
目
の
脚
の
跡
は
、
ト
ラ
ク

タ
ー
が
地
面
を
踏
み
国
め
た
所
に
あ
っ
た
の

で
か
ろ
う
じ
て
わ
か
る
程
度
だ
っ
た
ｏ
こ
の

事
件
も
、
他
の
場
合
と
同
様
に
、
空
軍
基
地

の
士
官
が
調
査
に
あ
た
っ
て
い
る
。

注
目
し
て
ほ
し
い
の
は
、
小
麦

へ
の
こ
の

よ
う
な
航
空
力
学
的
効
果
に
付
随
す
る
は
ず

の
音
が
全
然
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
機

体
は
、
地
面
に
痕
跡
を
残
し
て
い
る
着
陸
装

置
に
よ
っ
て
、
地
上
か
ら
持
ち
上
げ
ら
れ
て

ぃ
た
。
し
た
が
っ
て
、
小
麦
を
押
し
つ
ぶ
し

た
の
は
、
物
体
の
重
量
で
は
あ
り
え
な
い
。

以
上
紹
介
し
た
２
つ
の
事
件
に
は
微
妙
な
相

違
が
あ
る
。
シ
ャ
ン
ブ
イ
ユ
事
件
で
小
麦
に

放
射
状
の
線
を
残
し
た
の
は
、
進
行
す
る
宇

／

，

図2 重 力場理論の見かけ上の矛盾
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宮
船
の
前
方

へ
の
重
力
場
ベ
ク
ト
ル
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

く
ハ
ー
ド
事
件
で

小
麦
に
放
射
状
の
跡
を
残
し
た
も
の
を
こ
れ

と
同
様
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
後
者
の
場
合
、
機
体
は
着
陸
し

て
か
，
垂
直
に
上
昇
し
、

「
ま
る
で
中
心
か

ら
外

へ
向
け
て
強
烈
な
風
が
吹
い
た
」
ょ
う

な
痕
跡
を
残
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

ヘ
リ
ヨ

ブ
タ
ー
そ
っ
ぐ
り
だ
が
、
音
は
全
然
し
な
か

っ
た
の
だ
ｏ
写
真
１
は
、
こ
の
効
果
を
目
で

見
て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
示
し
た
も
の
だ

が
、
こ
の
パ
タ
「
ン
は
、
薄
く
の
ば
し
た
小

麦
粉
に
空
気
を
上
か
ら
下
に
噴
射
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
次
に
図
２
を
検
討
し
て
み
よ

う
。
図
２
ｔ■＞
は
重
力
場
宇
宙
船
が
、
ｌ
ｇ
の

あ
る
日
私
は
、
宇
宙
空
間
で
誘
導
交
流
電

磁
場
を
発
生
で
き
な
い
か
ど
う
か
、
思
案
に

ふ
け
っ
て
い
た
。
写
真
２
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

反
発
リ
ン
グ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
気
が
つ
く
と
、
い
つ
の
間
に
か
自

由
な
直
流
型
磁
場
を
つ
く
り
出
す
別
の
興
味

深
い
方
法
へ
と
、
関
心
が
そ
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
、
通
常
の
邪
魔
な
銅
線
コ
イ

ル
の
な
い
、
棒
磁
石
型
の
高
密
度
磁
場
の
こ

垂
直
成
分
で
ゆ
っ
く
り
下
降
し
て
く
る
と
こ

ろ
を
示
し
て
い
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
こ

の
場
合
、
た
と
え
着
陸
脚
で
機
体
が
持
ち
上

げ
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
真
下
の
地
面
は
土

壊
固
有
の
凝
集
力
の
た
め
密
着
し
た
ま
ま
で

あ
ろ
う
。
図
２
側
は
急
激
に
離
陸
す
る
た
め

４
ｇ
の
垂
直
方
向
の
加
速
度
を
加
え
た
場
合

だ
が
、
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
周
辺
の
地

面
は
土
壊
の
擁
集
力
を
上
回
る
高
い
応
力
を

こ
う
む
り
、
土
壊
は
機
体
と

一
緒
に
上
方
ヘ

文
字
通
り

「落
下
」
す
る
で
あ
ろ
う
。
前
章

で
、
水
上
で
停
止
し
て
い
る
円
盤
が
ど
の
よ

う
に
し
て
真
下
の
水
面
を

「
沸
騰
さ
せ
【
吸

い
上
げ
る
」
か
を
考
察
し
た
。　
一
方
、
図
２

０
で
は
、

食
ハ
ー
ド
事
件
の
場

合

の
よ
う

に
、
力
学
的
に
理
論
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
見

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
気
を
そ
そ
ら

れ
る
力
学
の
練
習
問
題
に
す
ぎ
な
い
が
、
本

章
の
結
論
に
も
い
く
分
か
関
係
が
あ
る
。
だ

が
、
ま
ず
最
初
に

一
言
い
っ
て
お
き
た
い
。

以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
磁
気
装
置

の
説

明

で
、
私
と
し
て
は
円
盤
が
そ
の
よ
う
に
作
動

す
る
の
だ
と
贈
に
ほ
の
め
か
す
つ
も
り
は
な

い
。
し
か
し
、
本
書
の
他
の
部
分
の
手
続
を

守

っ
て
、
私
は
以
下
の
考
え
を
単
に
説
明
の

力

場

坊

ク

鵜

ち

″

Ｌ

女

″
．
成

　

雄

行

う

そ

有

え
る
。
強
力
な
垂
直
方
向
の
加
速
度
が
、
ど

の
よ
う
に
し
て
真
下
の
地
表
を
放
射
状
に
、

し
か
も
外
側
に
向
け
て
押
し
つ
が
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

事
実
、
こ
の
章
で
後
ほ
ど
い
く
つ
か
の
例

を
挙
げ
る
が
、
離
陸
す
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
下
方

ヘ

の
大
き
な
圧
力
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
証

拠
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「反
重
力
」
の
実
現
に
い
く
つ
か
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
も
、

そ
れ
で
我
々
の
作
業
が
容
易
に
な
る
わ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
空
気
よ
り
も
軽
い
風
船

は
大
気
中
を
上
昇
ｔ
て
い
く
し
、
航
空
機
も

ロ
ケ
ッ
ト
も
同
様
に
上
昇
す
る
。
そ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
力
学
的
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
地

上
か
ら
何

マ
イ
ル
上
昇
し
た
か
と
い
う
結
果

た
め
の
踏
み
台
と
し
て
提
供
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
の
思
考
演
習
の
第
１
段
階
は
、
前
に
述

べ
た
よ
う
な
磁
場
を
、
発
電
ヨ
イ
ル
そ
の
他

の
物
理
装
置
な
し
で
宇
宙
空
間
に
発
生
さ
せ

る
方
法
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ

の
説
明
の
た
め
に
は
、
図
３
口
の
助
け
を
か

り
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
磁
場
を
伴

う
導
線
を
電
子
が
流
れ
る
様
子
を
示
し
た
も

に
つ
い
て
み
れ
ば
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
我
々
の
主
題
の
技
術
工
学
的
側
面
を
分

析
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
最
初
に
、
パ
タ
ー

ン
が
崩
れ
て
し
ま
う
ま
で
、
あ
る

一
つ
の
観

点
か
ら
様
々
な
現
象
を
相
関
さ
せ
て
み
る
の

が
賢
明
で
あ
ろ
う
。
別
の
道
を
模
索
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
で
あ
る
。
私

は
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
そ
う
や
っ
て
き
た
。

も
し
第
２
の
仮
説
の
ほ
う
が
妥
当
性
の
範

囲
が
広
け
れ
ば
、
そ
れ
を
優
先
さ
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
実
際
、
我
々
が
電
磁
気
と
の
類
比

の
助
け
を
が
り
て
本
章
の
理
論
を
展
開
し
て

い
く
に
つ
れ
、
こ
の
理
論
の
ほ
う
が
合
致
す

る
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
し
か
し
最
終
的
に

は
、
こ
れ
は
平
行
し
た
道
だ
と
判
現
す
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

の
で
あ
る
。
図
３
い
は
導
線
を
輪
に
し
た
場

合
の
磁
力
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。
輸
の
軸

に
平
行
に
並
ん
だ
磁
場
に
な
っ
て
お
り
、
言

い
換
え
る
と
、
１
巻
き
し
た
だ
け
の
単
純
な

コ
イ
ル
磁
石
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
電
流
の
通
っ
て
い
る
多

数
の
真

っ
す
ぐ
な
導
線
を
図
３
０
の
よ
う
に

配
置
し
て
も
、
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
図
で
は
、
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
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う
に
４
本
だ
け
を
示
し
た
ｏ
図
３
０
は
、
結

果
と
し
て
生
じ
る
ヨ
イ
ル
効
果
の
平
面
図
で

あ
る
。
も
し
電
流
を
純
粋
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
子
流
で
置
き
資
え
た
と
し
て
も
ヽ
図
３
の

働
、
働
、
０
、
０
に
つ
い
て
は
同
じ
≡」
と
が

言
支
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
電
子
相
互
の

斥
力
の
た
め
、
０
を
実
現
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
も
し
図
３
０
の
よ

う
に
電
子
流
に
軸
状
あ
る
い
は
ラ
セ
ン
状
の

分
力
を
与
え
れ
ば
、
こ
の
障
害
を
取
り
除
く

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
ぐ
わ
か
る
の
は
ヽ
内
側

へ
、
あ
る
い
は
円
鋳
形
に
ね
じ
る
と
、
図
３

０
の
よ
う
に
、
相
互
斥
力
の

一
部
を
相
殺
さ

れ
た
電
子
流
の
遠
心
分
力
に
ょ
っ
て
構
成
ま

れ
た

「
焦
点
」
で
、
磁
束
０
密
度
が
よ
り

一

層
高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
発
生
し
た

磁
場
の
軸
は
、
普
通
の
ソ
レ
ノ
イ
ド
や
コ
イ

ル
つ
よ
う
に
回
転
分
力
の
平
面
と
垂
直
に
な

っ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
電
子
流
の
無
視

し
う
る
な
ど
の
質
量
を
除
け
ば
、
こ
う
し
て

得
ら
れ
た
結
果
は
、
様
磁
石
の
配
列
を
―夕
こ

孤
立
し
た
磁
石
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

で
あ
る
。

思
考
演
習
の
次
の
段
階
は
、
発
生
源
か
ら

接
線
状
に
出
て
い
る
制
御
可
能

な
電
子
流

が
、
皿
型
の
反
射
板
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、
焦
点

を
結
ぶ
と
こ
ろ
を
想
像
す
る
こ
と
で
あ
る
。

図
４
てａ＞
と
働
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
ｏ

も
し
皿
の
軸
上
に
態
極
が
逆
の
強
力
な
磁
場

を
発
生
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
皿
と
孤
立
し
た
磁

場
と
の
間
に
斥
力
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
る
。

も
し
こ
の
磁
場
が
発
電

ヨ
イ
ル
を
持
っ
て

い
た
ら
、
そ
の
コ
イ
ル
と
皿
は
お
互
に
反
発

し
あ
う
の
だ
が
、

ヨ
イ
ル
は
な
い
。
と
す
る

と
、
質
量
の
な
い
磁
場
を
ど
の
よ
う
に
し
て

反
発
す
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん

反
発
は
生
じ
な
い
。
そ
こ
で
は
磁
場
を
構
成

し
て
い
る
電
子
の
加
速
が
起
き

る

の

で
あ

る
。
粒
子
加
速
器
や
電
子
Ｐ
ケ
ッ
ト
の
原
理

に
戻
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
の
は
す
べ

て
類
比
か
ら
で
あ
る
。
高

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
子

を
光
速
の
限
界
ま
で
加
速
し
た
と
想
像
し
て

み
よ
う
。
す
る
と
、
相
対
性
原
理
に
よ
っ
て

質
量
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

皿
型
物
体
と
電
子
流
の
質
量
比
が
１
に
近
づ

け
ば
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
の
第
３
法
則
に

ょ
っ
て
定
め
ら
れ
た
速
度
で
相
互
に
離
れ
て

い
く
。
光
速
で
は
反
発
さ
れ
る
質
量
は
無
限

大
に
達
し
、
皿
型
物
体
は
宇
宙
全
体
を
反
発

す
る
の
に
等
し
い
状
態
に
な
る
の
で
、
ま
さ

に
そ
れ
に
相
応
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
と

な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
我
々
の
最
初
の
意
図
を
見
失
わ

電子流

2 交 流電磁場で反発されるアルミ製リング

軸

な
い
よ
う
に
し
よ
う
ｏ
こ
こ
で
一
そ
の
装
置

び
斥
力
磁
場
を
創
り
出
す
の
に
電
子
を
用
い

ず
、
実
は
重
力
場
に
反
す
る
効
果
を
生
じ
る

浄
環
↓
た
批
線
航
を
排
出
ｔ
て
い
る
の
だ
と

岳岳こ五篭 となFttSた整館 [法:吉盗イドを
図 3図4 孤 立した磁場の岸力を類推的に説明したもの
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考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
こ
れ
こ
そ
、
創
造
の

一
体
性
理
論
で
予
言
し
て
お
い
た
、
斥
力
空

間
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
そ
の
よ

う
な
乗
物
で
は
、
全
宇
宙
を

「
反
発
」
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
皿
型
磁

石
が
同
じ
磁
場
強
度
の
コ
イ
ル
を
反
発
し
よ

う
と
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
全
宇
宮
が
そ

れ
に
伴
う
の
で
あ
る
。
宇
宙
は
動
か
な
い
の

で
、
こ
の
た
め
に
生
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す

べ
て
皿
型
ン
ス
テ
ム
内
に
蓄
え
ら
れ
、
運
動

に
変
換
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
は
、
も
し
質
量
の
な
い
ョ
イ
ル
を
皿

型
物
体
か
ら
同
じ
位
置
に
な
る
よ
う
に
連
続

的
に
動
か
せ
ば
、
す
ば
ら
し
い
効
率
を
発
揮

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
推
論
か
ら
事

実
に
合
致
す
る
理
論
が
誕
生
し
た
。

講
演
な
ど
で
こ
の
考
え
を
伝
え
る
際
、
私

は
し
ば
し
ば
図
５
を
例
に
挙
げ
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
図
を
見
た
だ
け
で
ほ
ぼ
お
わ
か
り

と
思
う
が
、
熱
源
か
ら
出
た
熱

は
放
射

さ

れ
、
パ
ラ
ボ
ラ
型
反
射
鏡
に
よ
っ
て
反
射
さ

れ
て
焦
点
を
結
ぶ
。
も
し
こ
の
皿
型
物
体
か

ら
非
常
に
可
燃
性
の
高
い
物
質
が
落
と
さ
れ

た
と
し
た
ら
、
焦
点
の
強
烈
な
熱
を
通
る
際

に
、
放
射
状
に
爆
発
し

（図
５
くＤ
）、
そ

の

爆
発
力
の
斜
線
で
示
し
た
部
分

（図
５
ω
）

が
機
体
を
上
方

へ
と
推
進
さ
せ
る
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
が
無
限
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
発
熱
源
を
反
射
鏡
に
対
し
て
上
下
調
節

す
れ
ば
、
焦
点
お
よ
び
爆
発
を
近
く
に
も
遠

く
に
も
で
き
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
爆
発
力
に
対
応
す
る
部
分
を
、
図

５
０
の
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
さ
え
ぎ

っ

て
、
推
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
も
、
そ
の
装
置
は
，
ケ
ッ

ト
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
そ
れ
も
非
効
率

的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
微
妙
な
相
違
を

示
す
役
に
立
つ
。
そ
れ
は
、　
口
ヶ
ッ
ト
の
場

合
は
爆
発
あ
る
い
は
推
力
が
シ
ス
テ
ム
内
で

起
こ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
こ
れ
ま
で
類
比
に
よ
っ
て
き

た
観
点

は
、
シ
ス
テ
ム
内
で
発
生
し
、
調
節
可
能
な

同

一
の
推
力
を
描
き
出
し
て
き
た
が
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
外
部
の
孤
立
空
間
の

中
で
起
き
る
の
で
あ
る
。
講
演
で
は
、
こ
の

こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、

マ
グ
ネ
シ
ゥ
ム

の
よ
う
な
自
然
発
火
す
る
物
質
を
引
き
合
い

に
出
し
た
こ
と
が
１
、
２
度
あ
る
。
そ
れ
か

ら
数
日
後
新
聞
な
ど
が
私
が
別
の
こ
と
を

一

生
懸
命
強
調
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

″
ク
ラ

ン
プ
氏
は
空
飛
ぶ
円
盤
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
で

推
進
さ
れ
て
い
る
と
示
唆
し
た
″
と
載
せ
て

い
る
の
を
見
て
、
私
が
ど
れ
ほ
ど
困
惑
し
た

か
、
読
者
に
も
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。
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私
は
円
盤
が
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
よ
っ
て
推

進
さ
れ
て
い
る
と
示
唆
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
こ
れ
ま
で
に
述

べ
た
よ
う
な
類
比
が
興
味
深
い
可
能
性
を
暗

示
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。
私

と
し
て
は
、
そ
れ
を
重
力
に
対
す
る
斥
力
と

い
う
用
語
で
表
わ
し
た
い
ｏ

重
力
の
ポ
イ
ン
ト
・
ソ
ー
ス
と
い
う
考
え

を
展
開
す
る
際
、
地
球
の
質
量
を
持
つ
物
体

と
そ
れ
に
接
近
し
た
物
体
で
ｌ
ｇ
の
加
速
度

を
生
じ
さ
せ
る
、
大
き
さ
と
質
量
の
小
き
く

な
っ
た
物
体
を
考
察
し
て
み
た
ぃ
使
宜
の
た

め
そ
つ
時
の
図
を
再
度
掲
げ
て
お
く
ｏ（図
６

働
）
こ
れ
と
同
様
に
、
図
６
働
の
よ
う
に
条

件
を
全
く
逆
に
し
た
も
の
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
重
力
に
よ
っ
て
反
発
き
れ
る
地

球
が
地
表
に
あ
る
物
体
に
１
ポ
ン
ド
の
斥
力

を
も
た
ら
す
。
質
量
を

一
定
に
し
て
半
径
を

縮
め
て
い
く
と
、
物
体
へ
の
力
、
す
な
わ
ち

斥
力
は
増
大
す
る
。
そ
し
て
、
重
力
場
の
場

合
と
同
様
に
、
半
径
を
縮
め
な
が
ら
斥
力
を

１
ポ
ン
ド
に
保
つ
た
め
に
は
、
質
量
も
そ
れ

に
比
例
さ
せ
て
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
以
前
に
述
べ
た
条
件
と
反
対
の

事
例
に
到
達
す
る
。
す
な
わ
ち
、
図
６
＜Ｃ＞
の

ょ
う
に
、
小
さ
く
て
濃
密
な
反
発
物
質
が
宇

宙
船
と
地
球
の
間
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
次
の
段
階
は
、
創
造
の

一
体

性
理
論
で
示
し
た
よ
う
に
、
反
重
力
的
に
変

調
さ
れ
た
空
間
へ
小
さ
な
質
量
が
縮
少
あ
る

い
は
変
化
す
る
と
こ
ろ
を
視
覚
化
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
重
力
現
象
で
は

な
く
、
斥
力
空
間
を
我
々
は
発
見
す
る
。
こ

の
こ
と
は
バ
ー
ク
ハ
ー
ド

・
ハ
イ
ム
博
士
の

業
績
を
思
い
起
こ
さ
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。

宇
埼
船
の
内
部
に
発
生
さ
せ
ら
れ
た
斥
力

ポ
イ
ン
ト

・
ソ
ー
ス
は
ま
さ
に
重
力
場
理
論

の
正
反
対
で
、
地
球
を
反
発
す
る
が
、
そ
の

巨
大
な
体
積
に
対
し
て
は
タ
イ
タ
ン
・
Ｐ
ケ

ッ
ト
の
噴
射
同
様
、
ほ
と
ん
ど
目
に
見
え
る

効
果
は
も
た
ら
さ
な
い
。
し
か
し
重
要
な
こ

と
だ
が
、
も
し
こ
の
推
進
原
理
を
用
い
て
い

る
機
体
が
地
表
に
接
近
す
る
と
、
局
所
的
な

地
上
効
果
、
噴
射
効
果
が
発
生
す
る
も
の
と

み
な
せ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
斥
力
場
理
論

が
ど
こ
ま
で
事
実
に
適
合
す
る
か
を
検
討
し

て
み
よ
う
。
ま
ず
垂
直
離
陸
と
い
う
条
件
を

考
察
す
る
。

ハ
パ
ー
ド
事
件
の
マ
イ
ク
・
ビ
ブ
ン
少
年

の
言
葉
を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
小
麦
畑
に

い
た
物
体
は
、
最
初
ゆ
っ
く
り
と
上
昇
を
始

め
、

「
そ
れ
か
ら
真
っ
す
ぐ
ピ

ユ
ー
ッ
と
上

が

っ
て
い
つ
た
」
そ
の
後
、
大
工
の
レ
イ

・

モ
ー
テ
ン
セ
ン
は
現
場
で

「
ま
る
で
中
心
か

ら
外
に
向
け
て
強
烈
な
風
が
吹
い
た
か
の
よ

う
に
、
小
麦
が
花
弁
の
よ
う
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
て
」
い
る
の
を
発
見
し
た
ｏ
図
７
に
、
反

重
力
推
進
装
置
か
ら
我
々
が
予
測
し
う
る
事

柄
を
示
し
て
み
た
。
こ
の
種
の
例
は
数
多
く

あ
る
。
た
と
え
ば
、
１
９
５
２
年
７
月
２９
日

付
の
オ
ク
ラ
ホ
マ
の
新
聞
か
ら
引
用
し
て
み

る
と
…
‥

―スと全 く逆の斥力場
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１
人
の
男
が
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

ュ
ニ
ド
の

警
察
署
に
よ
ろ
め
き
な
が
ら
入
っ
て
き
た
。

彼
は
内
勤
の
パ
ー
ン
・
ベ
ン
ネ
ル
巡
査
に
、

円
盤
が
舞
い
降
り
て
き
て
、
誘
拐
さ
れ
そ
う

に
思
え
た
の
だ
と
言
う
。
男
の
名
は
ン
ド

・

ユ
ー
、ハ
ン
タ

（
５０
歳
）、
カ
ン
サ
ス
州

ウ
イ

チ
タ
に
あ
る
写
真
ス
タ
ジ
オ
の
セ
ー
ル
ス
部

門
に
勤
務
し
て
い
る
。
「昨
晩
の
こ
と
で
す
。

場
所
は
ュ
ニ
ド
の
南
、
パ
イ
ッ
ン
か
ら
ウ
ォ

ー
コ
ミ
ス
の
間
の
国
道
甑
号
線
で
し
た
。
巨

大
な
円
盤
が
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
舞
い

降
り
て
き
た
か
と
思
う
と
、
私
の
頭
上
で
停

止
し
た
の
で
す
。
私
は
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で

国
道
か
ら
こ
ろ
が
り
落
ち
る
ほ
ど
で
し
た
。

そ
の
物
体
が
夜
の
中
か
ら
姿
を
現
わ
し
、
も

の
す
ご
い
圧
力
を
加
え
た
の
で
、
私
の
自
動

車
は
道
路
か
ら
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
そ
の
物
体
は
巨
大
な
球
体
で
、
ち
ょ

う
ど
私
の
頭
の
上
に
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

こ
れ
ま
で
の
動
き
を
全
く
逆
に
た
ど
り
、
数

秒
間
で
西
の
ほ
う
へ
消
え
て
し
ま

い
ま

し

た
」米
国
テ
キ
サ
ス
州
ホ
ヮ
イ
ッ
ラ
ル
で
の
フ

ラ
ン
ク
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
事
件
は
記
憶
に
あ

る
だ
ろ
う
か
。
着
陸
し
た
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
脈
動
す

る
光
を
は
な
つ
と
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
故

障
し
て
し
ま
っ
た
、
と
彼
は
語

っ
て
い
た
。

つ
い
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
急
上
昇
し
て
い
っ
た
と
き

「
雷
の
よ
う
な
音
」
を
伴
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
件
の
や
や
前
、
午
後
１０
時
５０
分
に
、

現
場
か
ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
所
で
別

の
目
撃
事
件
が
起
き
て
い
る
。

Ａ

・
Ｊ

・
フ
ォ
ウ
ラ
ー
警
官
は
、

「恐
怖

に
お
の
の
く
」
農
場
労
働
者
ペ
ド
ロ
・
サ
ウ

セ
ド
か
ら
の
電
話
を
受
け
た
。
ペ
ド
ロ
が
友

人
の
ジ
ョ
ー

・
サ
ラ
ス
と

一
緒
に
１
１
８
号

線
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
レ
ベ
ラ

ン
ド
か
ら
４
マ
イ
ル
西
の
地
点
で
野
原
に
光

が
き
ら
め
い
た
の
を
目
に
し
た
。

「
私
た
ち

は
大
し
て
気
に
と
め
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
サ

ウ
セ
ド
は
言
う
。

「
で
も
、
そ
の
光
は
野
原

か
ら
上
昇
す
る
と
、
速
度
を
上
げ
な
が
ら
私

た
ち
の
方
に
向
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ

が
近
づ
く
と
、
私
の
ト
ラ
ッ
ク
の
ラ
イ
ト
が

消
え
、
モ
ー
タ
ー
も
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
が
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
飛
び
出
し
て
地
面

に
身
体
を
打
ち
つ
け
た
と
思
う
間
も
な
く
、

そ
の
物
体
は
も
の
す
ご
い
音
を
た
て
、
風
を

巻
き
起
こ
し
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
の
真
上
を
通

過
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
る
で
言
の
よ
う
な

す
ご
い
音
で
、
ト
ラ
ッ
ク
は
振
動
し
ま
し
た
。

私
の
ほ
う
は
、
す
ご
い
熱
を
感
じ
ま
し
た
」

１
９
５
７
年
■
月
７
日
、
米
国
ノ
ー
ス
ヵ

ロ
ラ
イ
ナ
州
ダ
ン
で
の
事
件
。
原
始
パ
ブ
テ

ス
ト
派
教
会
の
牧
師
、
レ
ス
タ
ー

・
リ
ー
は

「ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
爆
発
し
た
よ
う
な
音
が

し
た
の
で
空
を
見
上
げ
ま
し
た
。
ま
る
で
太

陽
の
よ
う
に
明
る
い
光
が
き
ら
め
き
、
ラ
ン

プ
シ
ュ
ー
ド
の
よ
う
な
形
を
し
た
物
体
が
私

の
ポ
テ
ト
畑
の
上
空
に
停
止
し

て

い
ま

し

た
。
そ
れ
か
ら
、
真

っ
す
ぐ
上
昇
し
て
消
え

て
し
ま
い
ま
し
た
」

さ
て
、
以
上
述
べ
た
の
が
、
斥
カ
ポ
イ
ン

ト

“
ソ
ー
ス
を
急
激
に
強
力
に
し
た
場
合
に

(続)宇 宙・引力 ・空飛ぷ円盤

アダムスキーの

宇宙哲学
ジョージ・アダムスキー著

久保田八郎訳

750円 送料 120円



UFOと 宇宙  rro

予
想
で
き
る
斥
力
場
に
よ
る
急
上
昇
、
地
表

へ
の
効
果
、
騒
音
、
航
空
力
学
的
音
響
で
あ

る
。
も
し
こ
れ
が
か
な
り
の
規
模
に
達
す
る

と
、
爆
発
の
空
中
で
の
移
動
を
も
た
ら
し
、

「
雷
の
よ
う
な
」
あ
る
い
は

「ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
の
爆
発
の
よ
う
な
」音
を
た
て
る
だ
ろ
う
。

以
前
に
遠
心
カ
テ
ス
ト
に
つ
い
て
若
千
の

検
討
を
行
っ
た
。
草
と
土
壌
の
サ
ン
プ
ル
に

マ
ィ
ナ
ス
の
重
力
効
果
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
も
し
地
表
効
果
が
３

■
４
ｇ
の
あ
た
り
な
ら
離
陸
す
る
円
盤
の
下

に
ク
レ
ー
タ
ー
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
証

現
さ
れ
た
。
今
度
の
実
験
は
、
実
施
が
ょ
り

一
層
む
つ
か
し
い
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
試
料
は
テ
ス
ト
用
ポ
ッ
ク
ス
の
中
に
で

き
る
だ
け
正
常
の
凝
集
力
に
な
る
よ
う
固
定

し
な
が
ら
、
ｇ
の
力
だ
け
を
逆
転
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
増
加
し
た
、
あ
る
い
は
プ
ラ
ス

の
ｇ
を
試
料
に
加
え
る
と
い
う
遠
心
カ
テ
ス

ト
は
、
比
較
的
簡
単
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は

写
真
３
に
示
し
て
あ
る
。
ま
ず
、
試
料
を
正

常
な
地
球
上
で
の
条
件
で
撮
影
す
る
。
加
速

度
計
の
目
盛
り
は
ゼ
ロ
で
あ
る
（
写
亮
３
ω
）

次
に
、
プ
ラ
ス
３
ｇ
の
下
方

へ
の
圧
力
を
加

え
る
と
、
草
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
は
じ
め
る
。

（写
真
３
働
》
そ
し
て
、
プ
ラ
ス
６
ｇ
と
１０

ｇ
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
草
と
葉
は
示
準

線
の
下
側
か
ら
消
え
て
ｔ
ま
う
。

（写
真
３

０
と
０
）
こ
の
テ
ス
ト
で
、
重
力
場
の
反
対

の
も
の
と
し
て
、
場
の
垂
直
分
力
、
す
な
わ

ち
ポ
イ
ン
ト
・
ソ
ー
ス
の
す
ぐ
下
で
の
下
方

へ
の
力
の
一
部
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ず
っ
セ
離
れ
た
場
所

に
あ
る
草
は
、
減
少
し
た
力
を
こ
う
む
っ
て

は
い
な
が
、
放
射
状
に
外

へ
と
向
か
っ
て
押

し
つ
ぶ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
斥
力

の
水
平
方
向

へ
の
分
力
は
テ
ョ
と
し
て
の
働

き
が
大
き
く
な
る
の
で
、
ょ
り
一層
こ
つ
こ

と
が
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

以
前
、
円
盤
が
地
表
効
果
を
残
さ
ず
に
ゆ

っ
く
り
離
陸
す
る
こ
と
が
可
能

だ

と

い

っ

て
、
こ
れ
を
重
力
場
ポ
イ
ン
ト
・
ソ
ー
ス
の
理

話
で
説
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
が

で
て
き
た
。
理
論
は
１
っ
な
の
か
２
つ
な
の

か
、
ま
た
１
つ
な
ら
ど
ち
ら
な
の
か
。
哲
学

の
経
済
原
則
か
ら
は
１
つ
の
理
論
を
探
し
求

め
る
ほ
う
が
ょ
り
真
実
に
近
い
ょ
う
だ
。

大
ま
か
に
言
っ
て
、　
一
方
で
は
ク
レ
ー
タ

ー
を
残
す
Ｕ
Ｆ
Ｏ
現
象
が
あ
り
、
も
う

一
方

で
は
圧
力
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
両

方
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
い
ず
れ
も

が
急
激
な
離
陸
の
さ
い
に
地
表
効
果
を
残
す

と
い
う
こ
と
で
ぁ
る
。
こ
れ
ま
で
、
円
援
が

残
し
て
い
な
あ
る
種
の
着
陸
装
置
の
跡
を
し

ば
し
ば
検
討
し
た
し
、
着
陸
装
置
が
作
動
し

押しのけられた空        各季ワ↑.ソ_ス
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oUTDOORSMANく アウト臣茂津マン〉

⑥
∫

メガネレンス

片力毎穏′

ヨン'ワ トレンス

レ 翻
講 鑓牲ぽ離o

ワリiリ ワ併霞f

学生割引も致 しております

各種メカネフレ
ー△

□一デンストツク
・

マルウイツツ

メツツラ
ー他

各種メガネレンズ

HOYAニ コン ツアイス他

sHooTERく シューター〉

スモーク 1グ リ
ーン イエロー

金 ¥21,000→ 10,500 ¥23,000→ 11,500

DECOTく |デコット〉

20000→ 10,000 ¥22000→ 11、000 ¥24、000→12

¥25000→ 12

鋸 蘇  )レ名・レン不9肇 里 二辱

E炉ヒ憲憲ど受甚賢伏宅己螢号丁
申込が

●申沢先           _ …
〒16  京 都新宿区西新宿1116協 立ビル

廻 ロメガネ レイパンUFO係 _

おことわけ
品切れの節は、入荷予定日を
お知らせ致します。
又、御返金も致します。



高感度 超小堅章聴器

本機は、10を内蔵 した高′性能エレクトレット
コンデンサーマイクを採用したことにより高

感度で優れた周波数特性を発揮 し、加えて手
のひらに入る大きさと常識を破った価格で人

気を得ております。

●ご自分で作る組立キットもあります。

送料共¥1.100

送信周波数範囲 ,76～90MCHZ

変 調 方 式 : F M

到 達  距  離 :屋 外で約200m

(但 し受信機その他の条件 に

より変 ります)

電     池 : U M ‐5 ×| ( 1 5 V )

ア ン  テ  ナ :本体取付済ワイヤー

マ イ ク 「lホ ン :エ レク トレッ トコンデ ンサ
ーマイク

大  き   さ :48× 18×26m/m 重 さ25g 150く送料共〉

超高感度の発振機とエレクトレットコンデン

古サーマイクの使用で、音質も優れ到達距離も

¥3,100く送料共〉 岳 名
テ査ね二籍話驚mC市

WEM‐ 31《完成品》   酸 駅 酪 霧 壁,描 ダ
″V/m以下

おふろで歌をうたうといちだ  発 振周波数:76～90MHz
んとすばらしく聞こえますね  電   源 :'5V(単3)
あれが残響効果エコーです。  す   法 i30φ X230m m
エコー付の本検でご家庭の音  ア

ンテナ:Ⅲ8m35ゆプラグ付
周波数溺整 ドライパー付

楽会のサウンドも楽しいもの
になります。スイッチの操作
で普通のワイヤレス、一般の
マイクロホン(エヨー付 OK) 《完成品》マイクミキシング用、小型放
送向と6つの機能を使いわけ
できる便利なマイクです。   ¥5,800く 送料共〉

スーパ ー式 高 感度

超小型 iCラジオ
《完成品)   “ EP・7"

スーパーヘテロダイ ン方式

ですので、 レフレックスに

ないす ぐれた感度、選択度
です。スポーッなどの中継

を歩 きながら聞 くのには最

適 な製品です。

寸 法 :45X45X20mm

■ さ :458
附属品 :電池(HD型水銀電池)

イヤ水ン レ ザーケース

¥2,500く送料共〉

野球、競馬、株式市況に最適

中波、短波 2バ ン ド起小型 ト

ミニサイズ (75×46X23mm)、 中波

(535～ 1605 KHz)と 短 波 (3.9～
12MHz)受 信のスーパー回路がビッ
シ リ組みこまれたスパイ も顔負 けの

新鋼機です。スポーッファンや経済
市況等の情報をすばやく入手するた
めに|ぜ ひ 1台どうぞ。
電池 (HD水銀電池)は 1日2～3時
間使用してにヶ月近くもちます。

¥3,900て送料共〉

高感度

5石 トランシーバT
〈完成品)  2台 1組

安定 した送信/

受信、シックな

ケースなど更に

改良開発 した新

鋭機ですと山や
海にあなたのレ
ジャーがグーン
と楽しくなりま
す。

周 波  数 :市民用周波数帯27,125
MHz AM変 爾

受 信  部 :超再生検波出力的mw

t   源 :9V006P Iヨ
ア ンテ ナ : 3 段9 3 c m
■   さ :250g(1コ)
通 信 範 囲 : 1 0 0 ～8 0 0 m
スピーカー : 5  7 c mタイナミック
大 き さ : 1 4 0×6 6×2 6 m / m

¥3,450く送料共〉

Y晶澱
RECEIVF届溢「PF

マ ミで選局で き、ク リスタルコン トロー

ルにより高感度高安定で作動。コンパク
ト設計 (150X50× '70mm)で 車のダッシ
ユポー ドヘ取付可能。電源はパ ッテ リー

(DC12V)、 又は lW程 度の 12V電 源器で
OK。

別売 モ144 M H z水 イブアンテナ基合、4 2 m t t M型

守 本汗穂 望ほ融岳ぶ革潜1キ 率 |ニ
タル iヶ

Xこ の周波数帯は■要な極秘通信が多 くあり、
電波法に基づ き隻信内暮を他人にもらしたり悪
用 しないで下さい。

¥T8.500く 送料共〉

★ご注文に際し、ご来店いただけ

ない方は、現金書留か振番で右記
へご送金下さい。また小額のご注

炭 は郵便局で小為替 を組んで受

取人を指定し、普通便で送ると料

金も安 く早く着きます。お金次第、

完全相包で品質保証の現品 を急

送 しますs 日曜・祭日休み、月～土PM6:00ま で

綜
ｔ，
，
甲
・
　

〓辞

”路

●お急ぎでないご注文は振番をご利用になると安く送金できます。



rr,

私
た
ち
の
乗
物
を

地
球
の
人
々
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と

呼
ん
で
い
る
そ
ぅ
だ
が
、

時
が
く
れ
ば
黒
い
ベ
ー
ル

を
脱
ぎ
、
公
然
と
姿
を
現

し
て
あ
げ
ょ
ぅ
。

そ

れ
ま

で
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ

と

ば

れ
て

い
ょ
ぅ
。

は
、
で
き
た
ば
か
り
の
小
さ
な
研
究
グ
ル

ー
プ
に
も
い
い
勉
強
の
場
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
難
点
も
多
々
あ
る
で
し
ょ
ぅ
が
ど

う
ぞ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
見
幼
稚
っ
ぼ
く
見
え
る

が
、
実
は
そ
う
じ
ゃ
な
い

底
な
し
に
健
康
な
精
神
の

持
主
な
の
だ
…
…

人
出
澄
和

〈
２２
〉

千
皿
　
名
古
屋
市
昭
和
区
丸
屋
町
４

１
３２
１
６
　
川
村
荘
内

欄
に
出
て
く
る
人
た
ち
は
何
と
無

緩

略

殖

明

輔

難

報

賛

そ
う
じ
や
な
い
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
対
し
て
、
か

る
い
た
っ
想
い
を
持
つ
人
、
そ
ん
な
オ
ー

プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
で
、
寛
容
で
、
柔
軟
な

向鴨
摂
を、、鞍
義
怒
蜘眠
陣

だ
ろ
う
と
見
よ
う
と
す
る
。
そ
の
底
な
し

鶴
畿
作楚
撻
祭

赫球説雑若力報湖矩藤弾恵の、、ポ拝セ Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
確
認
す
る
に
は

天
文
知
識
を
正
し
く
、
深

く
持
っ
て
も
ら
い
た
い

成
田
　
広

〈
３５
〉

〒
２‐４
　
川
崎
市
多
摩
区
登
戸
４

‐０‐７

私
は
ア
マ
天
で
一
般
の
人
々
に
星
を
観

ず
か
し
い
。
本
誌
２２
号
７０
ぺ
‐
ジ
の
回
ロ

誠
君
の
記
事
は
後
に
人
工
衛
星
落
下
で
あ

る
と
確
認
さ
れ
て
い
る

（
一
カ
月
後
）。

冷
戦
は
米
ソ
だ
け
で
は
な

い
ｏ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研
究
家
の
間

に
も
あ
る

匿
名
希
望

〈学
生
〉

愛
知
県
名
古
屋
市
千
種
区

望
さ
せ
て
い
る
が
、
天
文
に
知
識
の
な
い

人
ほ
ど
何
で
も
Ｕ
Ｆ
Ｏ
化
し
て
見
て
し
ま

う
。
あ
る
星
の
観
望
会
の
と
き
、　
一
般
の

難灘め〕頓師跡融却鮮院湘出雄ゅ蛇

工節躍李碇他、、ゃ碑鵡研確、、談静静灘ぱ

り
、
そ
れ
を
分
析
調
査
し
て
み
る
と
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
人
工
衛
星
、
飛
行
機
、流
星
、

火
胡
ば
力ヽ 気
頓
ボ
憾
謹
賊
待
解
的
葎
め
”
が

が
、
人
間
の
知
識
外
の
天
実
現
象
、
気
象

翔瘍独彰黙ギ療が抑物使勉競にヵ、球嫌

抑窮叫ボ収抑鋪鵬配的感翻感輔ルｋ

麟
軽
孵
頒
ば
螺
訪
評
期
評

あ
る
。

点
減
す
る
の
は
す
べ
て
飛
行
機
で
あ
る

が
、
中
に
は
点
減
し
な
い
無
灯
の
も
の
も

端
理軽
ヽヽょ鎌
譲
纂
輪
騨

抑晰
ゴ響
継
鰈
観
鵜
賊

が
枠
い
韓
韓
中
那
中
や
中
車
中
申
ヵ
中
弗

く
彼
ら
は
米
ソ
の
冷
戦
に
巻
き
こ
ま
れ
た

く
な
い
と
い
ぅ
こ
と
で
ぁ
る
。

す
か
ら
…
…
。

一姉申神弗申柳一中巾貯帥却中オ枠

欄
鋼
一認
鋪鍋

の
場
を
…
…

訛
陣
際
０３
　
　
　
　
登
米
郡
米
山
町

中
津
山
追
土
地
１６

本
誌
に
は
、
愛
読
者
が
研
究
、
意
見
を

そ
れ
に
冷
戦
と
い
え
ば
米
ソ
だ
け
で
な

く
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研
究
家
の
間
に
も
あ
り
そ
ぅ
で

あ
る
。
久
保
田
八
郎
氏
が

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研
究

は
人
間
研
究
」
と
い
ゎ
れ
て
い
る
こ
と
に

葬
帥
搾
取
中
ホ
簾
の
中
わ
率
戒
呻
うせ 々
中
申

な

い

か
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
愛
す
る
高
校
生
諸
君
―
　
も

壁
讐
翻
巾

報
眠
脚
岬
　
栃
木
県
宇
都
官
市
富
士

見
町
１０
１
４

‐
僕
に
い
わ
せ
れ
ば
、
空
飛
が
円
盤
を
見

た
見
な
い
は
問
題
で
は
な
く
、
そ
れ
で
自

分
が
ど
う
す
る
か
の
ほ
う
が
大
切
で
す
。

目
撃
し
て
も
、
た
だ
の
話
の
種
に
な
る

だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
ぅ
こ
と
も
多
い
の

で
す
。
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
ゥ
ソ
だ
ろ
う
と

本
当
だ
ろ
う
と
彼
の
い
っ
て
ぃ
る
こ
と
の

嚇顛帥触寸ばけ出障邦叫妙力沖服購

は
丸
い
し
、
動
い
て
い
る
。
要
は
、
こ
の

よ
う
な
事
例
か
ら
、
何
を
見
つ
め
何
を
行

う
か
、
だ
と
思
ぃ
ま
す
。

あ
る
額

虚”ぼ叫一小虚ｔヽ思くヽ、球守ぱ療れ巾征

ゾ
糧
嬰

響
殿
雅媛
脚雑期
岬静
整

中起ヵ、伝『つしな確こま力、”ば『中”申弗のオ競

じ
て
専
門
家
の
意
見
を
開
く
こ
と
な
ど
も

い
ろ
い
ろ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら

”
中
”
ジ だ 「
和
貯
仰
一
中
申
帥
棒
”
印
却
卵

上
の
方
に
あ
る
ジ
ャ
ヮ
の

″ボ
Ｐ
ブ
ド
ゥ

ル
追
跡
″
の
写
真
、
見
よ
１
　
ァ
ダ
ム
ス

中「中〕０も、、ｕ力申苺申一いゆヤ一販「

れ
た
も
同
然
で
ぁ
る
１

み
な
さ
ん
も
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
マ

エ
ア
か
ら

一
歩
前
進
し
て

何
か
を
し
て
ほ
し
ぃ

諦
暉
附
癖

〈
　
　
県
北
設
楽
郡
設
楽

町
大
字
長
江
３３

●阪上清久 (画)茨 城県土浦市



UFOと 宇書  rrを

生
Ｔ
が
州 「
貯
辞
輔
虚
明
庫
い
』
搬
障
け
が

る
方
が
少
な
い
よ
う
で
寂
し
い
気
が
Ｌ
ま

す
。
九
州
地
区
で
孤
独
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
探
し

て
い
る
方
、
お
手
紙
を
下
さ
い
。

古
門
秀
手

〈
１９
・
学
生
〉

（〒
８００
　
北
九
州
市
門
司
区
光
町
２
１
１

１
２２
）

相
七
競

（
金
″
群
蘇
一
触
蛇
雛
もヵ、
所
稚
い
ち

全
国
を
探
し
歩
く
こ
と
も
吉
に
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
手
紙
下
さ
い
。

渡
辺

一
鼓

（〒
４６４
　
愛
知
県
名
古
屋
市
千
種
区
青
柳

町
３
１
６
１
１０
）

配
】
外
Ｗ
υ
も ′レ
神
つ プ
輔
峨
和
と
距
つ Ｓ
中
蛇

る
方
や
使
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は

５０
円
切
手
同
封
の
上
ご
連
絡
下
さ
い
。
た

だ
し
忍
耐
力
の
な
い
方
、
遊
び
半
分
の
方

は
ご
遠
慮
下
さ
い
。
生
年
月
日
、
性
別
、

電
話
番
号
記
入
の
こ
と
。
な
お
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ

や
古
代
追
跡
の
研
究
も
い
た
し
ま
す
。

沢
野
　
淳

（〒
捌
　
栃
木
県
佐
野
市
小
中
町
１
１
２

７
６
）
吉本赫羽切棟半難期球難岬ぬ効妨院

て
、い
る
方
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

及
川
光
治

（干
犯
　
千
葉
県
市
川
市
大
野
町
１
１
４

３
３
）

食
ｖ
輸
ル
瀬
一
卿
紗
京
知
脚
抑
韓
醐
鰈
れ

回
以
上
も
見
て
き
た
の
で
、
ぼ
く
に
と
っ

て
Ｕ
Ｆ
Ｏ
は
信
じ
る
信
じ
な
い
の
段
階
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
今
年
の
９
月

超
心
理
学
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
つ
い
て
の
研
究
を

し
に
ア
メ
リ
カ
ヘ
留
学
し
ま
す
。
そ
れ
ま

で
に
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
宇
宮
哲
学
、
古
代
史
、

宗
教
に
つ
い
て
の
話
や
意
見
の
あ
る
方
、

ま
た
ア
メ
リ
ヵ
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
団
体
や
Ｕ
Ｆ
Ｏ

講
座
を
開
い
て
い
る
大
学

（ノ
ー
ス
ウ
ェ

ス
タ
ン
大
学
の
他
に
）
を
ご
存
知
の
方
、

お
便
り
下
さ
い
。

川
原
俊
彦

（〒
８４０
　
佐
賀
県
佐
賀
市
白
山
１
１
９
１

３
　
塚
原
ア
パ
ー
ト
２
Ｆ
３
号
）

砲
Ｔ
郷
紳
癖
ダ
卿
獅
胸
狂
希 っ
卦
原
錦
れ
玲

米
村
三
智
也

〈
１７
〉

企
Ｔ
８６‐
１
４２
　
熊
本
県
下
益
城
郡
城
南
町

尾
窒
２
６
７
２
）

Ｕ

顛
知
雛
恕
球
抑
効
海
力ヽ 方
中
端
郡
一
頼

城
県
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研
究
会
に
入
会
希
望
の
方
は

ご
連
絡
下
さ
い
。必
ず
返
事
を
書
き
ま
す
。

小
森
浩
敏

〈
高
１
〉

（〒
３‐９
‐
３‐
　
茨
城
県
那
珂
郡
山
方
町
舟

生
８
５
８
）

私

継

顛

醒

能

幕

れ

が

在
の
不
満
は
私
の
周
囲
に
は
一
緒
に
活
動

す
る
人
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
、
資
料
の
交
換
や
、
実
際
に
テ
レ
パ

シ
ー
等
で
宇
宮
人
と
接
触
な
さ
っ
て
い
る

方
、
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
を
ご
存
知
の
方
は

教
え
て
下
さ
い
。
最
後
に
高
坂
剋
魅
氏
の

″宇
宙
考
古
学
″
に
つ
い
て
つ
資
料
、
及

び
氏
の
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き

韓 者 の イ ラ 紺 集

今回は読者から寄せられたイラストの

中から15点を紹介します。

〈次のテーマは〉

●あなたの郷との講めいた伝説を本誌

に紹介してください。

(800字以内 締 切 9月 19日まで)

ュニパース出版社編集部
r声」係

く次号はUFOに 乗っているのは何かの特集です〉●西元朗 大 阪府豊中市

7さ卜1罵!者な亀る一
●要求秀樹 大 阪席大阪市駐

車
違
反
だ
ぞ
′

住
所
は
？

あ

～

ん

′

射

噺
ス
艦

術
描
開
７８２ス
姜
Ω
ド
尚

こ
ん
な
物
が

空
を
飛
ぶ
ん

だ
ろ
う
？

●藤口幸久 静 岡県静岡市



rr5

た
く
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

竹
内
澄
江

〈
２４
〉

（〒
２‐０
　
神
奈
川
県
川
崎
市
東
門
前
３
１

３
１
１０
）

ぼ

よ
☆

鎌

鶏

黙

軸

ｗ
葬

活
を
送
る
こ
と
に
な
り
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
現
象
、

存
在
、
価
値
を
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
感
想
、意
見
、

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
お
便
り
下
さ
い
。

立
見
宗
弘

〈
１８
〉

（〒
Ｍ
　
東
京
都
杉
並
区
下
井
草
１
１
２３

１
２３
　
沢
口
一
水
方
）

ｕ

朗

難

駿

繋

芽

垢

変
換

川
上
　
淳

〈
１６
〉

（〒
６８０
１
０‐
　
鳥
取
県
岩
美
郡
国
府
町
高

岡
３
４
５
１
２
）

神

襲

堆

誓

軽

報
駆

茸

漂

人
生
の
こ
と
な
ど
、
何
で
も
文
通
し
ま
せ

ん
か
。
お
便
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

川
島
幸
郎

〈高
２
〉

（〒
３２０
　
栃
木
県
宇
都
宮
市
南
大
通
り
３

‐
１
‐
‐６
）

△二叩つヨ超ン能劫虚力ヽと蛸胡中小思一時ヤ

す
。私
は
１５
年
間
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・
ョ
ガ
を

や
つ
て
い
る
者
で
、
透
視
、
予
知
、
テ
レ

パ
シ
ー
等
の
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ョ

ガ
に
限
ら
ず
、
超
能
力
の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
。
お
便
り
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

今
井
英
次

（〒
‐６２
　
東
京
都
新
宿
区
早
稲
田
鶴
巻
町

２２
）

ピ』貯本沖ッ翻ば卿「詢醜僻“親跳乾

ま
た
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
関
す
る
資
料
を
お

持
ち
の
方
、
お
手
紙
下
さ
い
。

和
国
勝
彦

（〒
５５９
　
大
阪
府
住
ノ
江
区
東
加
賀
屋
２

１
２
１
６
）

ヽ

生

「
宇
宮
か
ら
の
訪
間
者
」
を
読
ん

′‐
「
で

″
日
本
Ｇ
Ａ
Ｐ
イ
を
知
り
、
Ｕ
Ｆ

Ｏ
フ
ァ
ン
に
落
ち
着
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
人
生
哲
学
を
語
り
合
え
る
方
と
の

真
面
日
な
文
通
、
交
遊
を
求
め
ま
す
。

電
永
和
雄

〈
３４
〉

合
Ｔ
８６‐
１
５２
　
熊
本
県
熊
本
市
松
尾
町
上

松
尾
９２
１
２
）

ギ

稲

端
力
くマ
い
一
軍

が

穀

い
た
り
す
る
ュ
ー
モ
ア
い
っ
ば
い
の
方
、

私
と
文
通
し
て
下
さ
い
。
な
る
べ
く
中
学

生
か
高
校
生
の
方
、
お
願
い
し
ま
す
。

坂
野
康
隆

〈
１４
〉

（〒
郷
―
・６
　
千
葉
県
富
津
市
長
崎
２
７

９
１
３
）

ＴＴ〕却脚卵湖競卸ヽ体ヽが加Ｗ護帥れ静

が
終
わ
っ
て
と
マ
で
ヒ
マ
で
た
ま
り
ま
せ

ん
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
な
お
便
り
を
気
長

に
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

下
柳
田
伸
二
〈
１５
〉

（〒
皿
‐
０４
　
鹿
児
島
県
指
宿
市
十
二
町

３
３
５
１
２
）

ぼ

釜

戦

癌

軽

誤

榊
襲

張

謎
＝
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
も
っ
と
も
興
味
の
あ
る

一

介
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
バ
ヵ
で
す
。
実
際
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ

を
数
回
目
撃
し
、　
一
時
は
真
剣
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ

研
究
家
に
な
ろ
う
と
さ
ぇ
思
っ
た
こ
と
も

少
ぁ

＼

●竹内実

動いちゃタメ′
館
鮮
Ｌ
譜

兵鹿県姫路市

●田村の,Stあき 熊 本県益城郡 ●岩崎義雄 千 葉県言津市
●菅原学 神 奈川県川崎市



「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
」

は
プ

エ
ツ

ど

こ
に

い
っ
た
ら
ブ

ペ

ツ
ー

読

む

こ
と
が

で
き

る
，

あ
る
ほ
ど
で
す
。
し
か
し
、
身
近
に
同
志

が
い
な
い
の
で
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
近

県
で
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
人
生
等
に
つ
い
て
語
り

合
え
る
方
、
お
便
り
下
さ
い
。

池
田
真
之
介

〈
１９
・
学
生
〉

（〒
５２０
　
滋
賀
県
大
津
市
滋
賀
里
１
１
７

１
‐８
）
ど
鉱焼めヵ、方「和郷和瑚駒ラ明艶
軌

Ｕ

Ｆ

Ｏ

に

つ
い
て

の
資

料

や

Ｕ

Ｆ
Ｏ
探

知

機
の
作
り
方
の
コ
ピ
ー
な
ど
を
無
料
で
譲

っ
て
下
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。

鈴
木
竜
矢

（〒
３２０
　
栃
木
県
宇
都
宮
市
戸
祭
３
１
６

１
‐３
）

音
一
抑
一
加
舶
的
年
意 っ
跡
章
孝
疑
狂
雑
海

て
下
さ
い
。
ま
た
、　
一
緒
に
考
え
て
く
れ

る
方
、
お
便
り
下
さ
い
。

足
原
博
和

（〒
９３０
　
富
山
市
新
園
町
二
区
３５
）

７″〃際勝狩「ＤＦ「ＯＵい駒却線縮非
読
ん
で
み
ま
し
た
。
正
直
い
っ
て
、
Ｕ
Ｆ

Ｏ
と
宇
宙
に
は
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
知
識
だ
け
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
で

は
な
く
、
体
験
を
通
し
て
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
確
認

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
受
験
戦
争
、

落
ち
こ
ば
れ
、
自
殺
、
非
行
な
ど
、
現
代

の
学
生
生
活
は
多
く
の
暗
い
面
を
抱
え
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の

追
究
は
唯

一
の
ロ
マ
ン
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
お
優
り
下
さ
い
。

欄
原
　
毅

〈
２‐
．
学
生
〉

（〒
４４２
　
愛
知
県
豊
川
市
牛
久
保
町
八
幡

日
７８
）
△ｉ蜘駒的神酌没喘一鹿朽ば旺黙能

に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
見
た
こ
と
が
あ

り

ま

せ
ん

が
、
い
ま
に
き

っ
と
見
ら
れ
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
女
性
歓
迎
。

相
回
至
暮

〈
２２
・
学
生
〉

全
Ｔ
５７９
‐
２３
　
兵
庫
県
神
崎
郡
市
川
町
沢

３
０
０
）

古

鱗

響

蘇

輔

雑

諌

鱗

た
し
ま
せ
ん
か
。
な
る
べ
く
な
ら
同
年
代

以
上
の
方
と
…
…
。

渡
辺
美
由
紀

〈
１５
〉

（〒
船
　
福
岡
県
福
岡
市
東
区
名
島
茅
町

１
９
４
７
１
４
）

・プ
ゆ球わ加い恥嘘輸Ｔ晴伽鞠勘ば

い
る
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
た
ち
の
こ
と
な
ど

に
関
心
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
知
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

も
結
構
で
す
か
ら
教
え
て
下
さ
い
。
そ
し

て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
お
手
紙
下
さ
い
。

小
山
幸
予

〈
２０
〉

（〒
２７４
　
千
葉
県
船
橋
市
飯
山
満
町
３
１

１
３
５
１
１
８
）

Ｕ

錬
要

麺

燃

憐

貯
略
幌

。魂
謂

の
愛
読
者
諸
君
、
ま
た
、
日
本
沈
没
を
真

剣
に
考
え
て
い
る
方
、
往
復
は
が
き
で
運

絡
を
。
年
齢
性
別
不
閲
。

松
島
　
智

〈
１５
〉

（〒
３２‐
１
０１
　
栃
木
県
宇
都
官
市
末
広
１

１
‐３
‐
９
）

立
い
競
つち
敬
鵡
幹
姉
旅
洵
節
軸
嘲
数
唯
峰

い
ま
す
。
会
費
無
料
。
当
会
の
新
聞

「
Ｕ

Ｆ
Ｏ
フ
ァ
ン
」

（隔
月
刊
）、
３０
分
で
Ｕ

Ｆ
Ｏ
を
呼
べ
る
テ
レ
パ
シ
ー
に
関
す
る
当

会
の
研
究
結
果

（月
刊
）
を
送
り
ま
す
。

に
研
究
し
、
真
相
究
明
に
努
力
す
る
と
と

も
に
、
他
の
超
常
現
象
を
も
含
め
て
、
総

合
的
な
研
究
を
す
る
方
針
で
す
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
ぐ
る
み
で
の
当
会
へ
の
参
加
も

歓
迎
し
ま
す
。
小
中
学
生
も
ど
う
ぞ
。

藤
本
文
彦

（〒
‐４‐
　
東
京
都
品
川
区
西
品
川
１
１
５

１
８
　
日
本
宇
宙
学
研
究
会
）

ｕ

覗

甥

為

鰹

駒
艦

唯

撻

残

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ご

連
絡
下
さ
い
。
当
会
は
二
重
、
和
歌
出
、

奈
良
、
滋
賀
を
重
点
に
置
い
て
い
ま
す
の

で
、
会
誌
は
四
県
の
方
で
１５
歳
以
上
の
方

を
優
先
。

番
園
　
武

会
Ｔ
５‐０
‐
０３
　
一二
重
県
安
芸
郡
河
芸
町
千

里
ケ
丘
Ｒ
５
，１
３
０
１
）

宝
い
鍋
洵
蜘
約
雛
郷
れ
庫
殉
怖
苑
ぽ
部
裁

ま
せ
ん
が
、
超
自
然
現
象
、
怪
奇
現
象
な

ど
に
大
へ
ん
興
味
が
あ
り
ま
す
。
特
定
の

研
究
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
じ
よ

う
に
興
味
の
あ
る
方
、
意
見
の
あ
る
方
、

お
便
り
下
さ
い
。
必
ず
返
事
を
差
し
上
げ

ま
す
。

下
山
浩
之

全
Ｔ
抑
１
２３
　
群
馬
県
新
田
郡
笠
懸
村
大

宇
阿
左
美
１
０
８
２
）

茎
頂
嘱
加
な
嚇
。．
伸
響
盤
離
懐
研
暖
醜
い

ク
ラ
ブ
を
作
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
５０
円
切

手
と
、
つ
け
た
い
と
思
う
ク
ラ
ブ
名
を
書

き
添
え
て
連
絡
を
。

安
斉
勝
昭

〈
小
６
〉

（〒
測
１
０１
　
千
葉
県
市
原
市
姉
崎
３
１

ま
た
、
地
震

な
ど
超
自
然

現
象
の
研
究

も
や
っ
て
お

り
ま
す
。
Ｕ

Ｆ
Ｏ
研
究
に

参
加
ご
希
望

の
方
、
往
復

は
が
き
で
ご

連
絡
を
。

坂
野
康
隆

合
Ｔ
２９９
‐
‐６

千
葉
県
富
津

市
長
崎
２
７

９
１
３
）

日
Ｈ
摯
購
郷

会

・
会
員
募

集
―
　
本
会

は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の

謎
を
科
学
的

さ
あ
、
キ
ミ
も
自
分
の

か
く
れ
た
才
能
を

奉和み”ゥ気っど思づくんっな【昨一卑やｒミもこておキのぁしン”中力十一【い

自

降
レ
レ
昨
匡
障
陀
博
ド
ン
ガ
剃
測
馴
劇
翻
判
明
判
封

拳晦わ〕瑚準中力鞠”オ錦ぱ【泰憩狩西かわ

説
明
書
セ
ッ
ト
を
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す

現代コミックスクールUFO係

孔ゴ貫腎税軽攣星網昂



rr″

３
１
３
）

，“韓瑚一知岬洵々
朔任ンヵ、苑
・興球陀

サ
ー
研
究
会
を
結
成
し
、
会
員
を
募
集
中

で
す
。
な
る
べ
く
中
２
以
下
の
方
、
性
別

不
間
、
入
会
希
望
の
方
は
返
信
用
５０
円
切

手
同
封
の
上
ご
連
絡
を
。
折
り
返
し
そ
ま

つ
な
会
員
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
研
究
会
、
ク
ラ
ブ
の
代

表
の
方
、
各
々
の
会
員
数
、
平
均
年
齢
、

連
絡
先
を
教
え
て
下
さ
い
。
当
研
究
会
と

研
究
資
料
な
ど
の
変
換
を
し
ま
し
ょ
ぅ
。

宮
日
清
史

（千
碑
　
岡
山
県
岡
山
市
高
屋
５
１
２
１

５
）

こ

巾
”
靴
今 「
岬
麻
控
一翻
ば
郊
織
抑
韓
モ

延
べ
‐４
カ
月
の
準
備
期
間
を
か
け
て
企
画

研
究
を
続
け
ま
し
た
。
当
会
で
は
、
Ｕ
Ｆ

Ｏ
現
象
を
あ
ら
ゆ
る
視
野
か
ら
研
究
し
、

月
刊
誌
を
発
行
い
た
し
ま
す

（現
在
５
号

ま
で
発
行
）。
入
会
ご
希
望
の
方
は
返
信

用
切
手
同
封
の
上
ご
連
絡
下
さ
れ
ば
、
詳

し
い
案
内
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

辻
　
人
志

企
Ｔ
３５４
，
埼
玉
県
入
間
郡
大
井
町
亀
玖
保

１

０

０

１

じ

ｕ

郁
騨

繋

殿

ギ
鱗

部
勝
攀

進
め
て
い
き
た
ぃ
と

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＆
宇
宮
研

究
会
」
を
作
り
、
た
だ
ぃ
ま
会
員
募
集
中

で
す
。
性
別
年
齢
不
問
、
入
会
ご
希
望
の

方
は
返
信
用
切
手
同
封
の
上
ご
連
絡
下
さ

金
村
美
智
子

〈
１４
〉

（〒
５４６
　
大
阪
市
東
住
吉
区
平
野
西
之
町

‐７
）

北

製

朝

鯉

譜

麻
攣

岬
潮

成
、
会
員
を
募
集
中
で
す
。
男
女
年
齢
不

間
、
入
会
金
３００
円
と
半
年
毎
に
切
手
代
を

一
括
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
会
費
は
不
用

で
す
。
機
関
誌

（丹
刊
）
発
行
。
ま
た
、

全
国
に
支
局
を
設
立
し
た
い
と
計
画
中
で

す
の
で
、会
発
展
の
た
め
ご
協
力
下
さ
い
。

山
崎
勝
広

〈
１７
・
高
２
〉

全
Ｔ
岨
‐
‐２
　
北
海
道
上
川
郡
下
川
町
北

Ｕ

いいよ配和郷『能瑚頼れ」
・ぅ皮鋼鋳

の
人
で
、　
一
緒
に
研
究
し
た
い
と
思
う
方

は
ご
連
絡
下
さ
い
。

鈴
木
電
矢

（〒
３２０
　
栃
木
県
宇
都
官
市
戸
祭
３
１
６

‐
‐３
）Ｔ《穀師釘推。「雑迎族い〕唯頭薩霧

削任顧”都静姫頒妙諏飽蝉粟ば熊紳

こ
と
を
痛
感
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
そ
の
一
部
分
で
あ
る
天
文
学
関
係

の
知
識
を
わ
れ
わ
れ
と
一
緒
に
深
め
た
い

と
思
わ
れ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

成
田
　
勇

企
Ｔ
０３９
‐
３３
　
青
森
県
平
内
町
小
湊
２５
１

１
）

日

難

稗

襲

策
験

ゅ
評

額

的
と
し
た
気
軽
な
サ
ー
ク
ル
を
作
り
ま
せ

ん
か
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
ま
す
。

（
松
諒
３３Ｓ伸
夫
埼 〈
勲
　
　
和
市
大
田
窪
１
１
１３

１
２
　
添
田
荘
）

坊公紗は衆′レに澤悲能錬締院つ妨ゴい

ん
か
。
文
通
だ
け
で
も
結
構
で
す
。

①
生
命
の
科
学
の
応
用
（実
践
）
②
生

命
現
象
の
理
解
③
古
代
文
明
の
探
究
④
テ

レ
パ
シ
ー
通
信
法
⑤
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー

（磁
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
に
よ
る
乗
物
、
っ

ま
り
Ｕ
Ｆ
Ｏ
製
作
⑥

一
般
的
な
Ｕ
Ｆ
Ｏ
問

題
に
つ
い
て
の
意
見
変
換

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
自
由
参
加
活
動

で

す
。
男
女
年
齢
不
間
、
ご
連
絡
下
さ
ぃ
。

ま
た
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

（
ハ
イ
キ
ン

グ
、
キ
ャ
ン
プ
、
旅
行
等
）
を
計
画
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

塩
野
博
雪

〈
１８
〉

（〒
‐２０
　
東
京
都
足
立
区
綾
瀬
４
１
２９
１

■
）「日
韓
郵
竿靭
瞭
唯
纏

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
当
会
で
は
研
究

編瞬師”地が郵神的嵯Ｍ婦韓鵡新党

上
ご
連
絡
を
。詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
北
海
道
、
東
北
地
方

（他
の
地

方
も
可
）
で
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ら
し
い
も
の
を
目
撃

さ
れ
た
方
は
、
当
会
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

日
本
字
宙
科
学
研
究
会

会
Ｔ
８２０
１
０２
　
岩
手
県
玉
山
局
区
内
日
戸

６８
１
ｌ
Ｙ

私
縄
親
期
努
薙鍵
”荘
」

Ｕ
Ｆ
Ｏ
及
び
Ｓ
Ｆ
マ
ン
ガ
フ
ァ
ン
の
方
、

神ヾ規争シ稗卵嘘推ぽ正ぱ成託に推

の
上
ご
連
絡
下
さ
い
。
年
齢
不
間
。

口
上
恵
美
子

（〒
２５‐
　
神
奈
川
県
藤
沢
市
辻
堂
元
町
４

１
１．
１
２６
）

▼
　ヽ
・ン
リ
、・
充
工Ｆ
ガ
ウ
‐二
惇
却
敵
藤
「
湖

だ
い
ま
会
員
募
集
中
。
，５０
円
切
手
同
封
の

上
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

針
唱

大
手

阪
唖
晟

市
明
播

守

こ

No.
２４

で

会

員

募

集

を

い
た

し

ま

し

た

が

「
山

口
県

小

野

田

市

須

恵

東

」

の
方

２
５
０
円

恒
文
社

類麟
伊紳抑軸刑９３∽‐３

全国の小、中学生に

贈る野球 月刊誌 /

(毎月26日発売)

森昌彦繰姦室

馴 教室

スタ
稿麗雰析
チビッ子

両リーグのタイトル争い/

12球団レポ
ート

,翠鋼野鵠薯あ栗督多

名選手の少年時代

謂燃える男長鳴茂雄
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お
名
前
が
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
至
急
ご
連
絡
下
さ
い
。
な
お
、
ま
だ
会

員
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
し希
望
者

は
・
簡
単
な
自
己
紹
介
ｏ
他
の
会
に
入
っ

て
い
る
方
は
そ
の
会
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢

・
職
業
を
書
い
て
お
送
り
下
さ
い
。

宮
崎
恒
夫

！
合
Ｔ
抑
１
２５
　
長
野
県
下
高
井
郡
野
沢
温

泉
村
前
坂
　
く
ら
や
み
倶
楽
部
）

ＴＴ
〕

一 Ｆ
約
峻
鋼
幼
作
焼
抽
嘘
州
力ヽ ゎ
均
競
筋

は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
た
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
あ
え
て
い
え
ば
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
宇

宙
が
自
分
を
呼
ん
で
い
る
と
い
う
感
じ
。

ち
ょ
っ
と
抵
抗
を
感
じ
る
か
な
。
方
針
と

し
て
は
、
交
流
を
盛
ん
に
し
た
い
こ
と
。

連
絡
の
際
に
希
望
の
会
名
を
付
記
し
て
下

さ
い
。
全
世
界
の
方
、
年
齢
不
問
。

渡
部
博
喜

〈
高
２
〉

合
Ｔ
Ｏ‐９
‐
‐２
　
秋
田
県
横
手
市
上
境
字
間

明
日
１
１
７
１
１
）

レ
」
海
道
の
道
北
地
区
で
、
北
見
を
中
心

「
「
に
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
」
の
協
力
会
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参

加
下
さ
い
。
参
加
条
件
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
存

在
を
真
面
目
に
考
え
て
い
る
方
に
限
り
ま

す
。
活
動
方
針
と
し
て
は
①

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と

宇
宙
」
へ
の
正
確
な
情
報
提
供
と
現
地
調

査
②
日
本
の
観
測
と
会
員
間
の
情
報
変
換

③
月

一
度
の
定
例
会
開
催
ト
ー
な
ど
。
最

後
に
私
自
身
の
泊
己
紹
介
で
す
が
、
Ｕ
Ｆ

Ｏ
を
信
じ
て
１５
年
に
な
り
ま
す
。

宮
川
博
史

〈
２８
〉

（〒
０００
　
北
海
道
北
見
市
幸
町
７２
　
拓
銀

北
見
寮
）

博ぃ広範ぃ宗者っでヵ、ル期協岬酢晩粕端
霊
学
に
つ
い
て
の
資
料
を
お
譲
り
下
さ
る

方
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

ま
た
、
当
自
由
文
化
達
盟
、
自
由
科
学

研
究
会
で
は
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

活
動
内
容
は
①
Ｕ
Ｆ
Ｏ
基
地
探
し
②
Ｕ
Ｆ

Ｏ
に
つ
い
て
③
心
霊
学
④
超
能
力
⑤
そ
の

他
怪
奇
現
象
　
　
。

会
費
は
半
年
千
円
。
希
望
者
は
５０
円
切

手
同
封
の
上
、
案
内
書
希
望
と
書
い
て
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

信
濃
義
志

一
〈
中
３
〉

（〒
３３２
　
埼
玉
県
川
田
市
芝
４
１
４
１
）

型
車
嵯
拘
師
帳
鈍
〕
か
京
帰
し
懸
蜘
抑
難

持
ち
の
方
は
手
紙
か
ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
て

下
さ
い
。

ま
た
サ
ー
ク
ル
を
結
成
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
年
齢
、
職
業
明
記
の
こ
と
。

柳
谷
政
春

（〒
‐８９
　
東
京
都
東
村
山
市
恩
多
町
二
―

じキ
え
靴
醸
陳
抑
岬
詢
誓
事
の ョ
た ン
怖
ち
加
鹿

市
邸
学
園
高
蔵
高
校
の
文
化
祭
で
「
Ｕ
Ｆ

Ｏ
及
び
Ｏ
Ｓ
Ｏ
の
ト
リ
ッ
ク
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
お
こ
な
い
ま
す
ｏ
入
賞
者
に
は

賞
品
を
用
意
し
ま
し
た
。
参
加
希
望
者
は

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
そ
し
て
ど
ん
な
ト

リ
ッ
ク
か
を
詳
ｔ
く
書
き
込
ん
で
八
ツ
切

以
上
の
大
き
さ
の
写
真
を
送

っ
て
下
さ

い
。
白
黒
、
カ
ラ
ー
と
も
に
可
。
た
だ
し

写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
傑
作
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
締
切

は
９
月
末
ま
で
。

横
井
史
予

〈代
表
〉

（〒
４５７
　
愛
知
県
名
古
屋
市
南
区
道
徳
本

町

一
―

西

）

ジョージ・アダムスキニ
があなたにおくるメッセージ

訳 ・久保田八郎  ¥550送 料140

テレタヾシーすなわち宇宙語/人 間の
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讐ラ率を'科屋≧翌祭省禦轡品安ど届ヨ誓詐
習慣的な想念/自 我の抑制/弛 緩 ・

関心 ・感受性/透 視 ・透聴 ・予知/
思考 と推理

生命の科学
訳 ・久保田八郎  ¥650送 料140
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。
ミ
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なぜ空飛ぶ円盤は来るのか
訳 ・久保田八郎  ¥750送 料140

好評発売中

章休盆磐塚惣森扇寧壕恋岩誓金瞥窪東t客舎言ダ

文久書林 ●〒113東京都文京区白山129-12

電話(03)813-2495振替 東 京 4-2521番

お

知

ら

せ

南
米
字
宙
考
古
単
世
界
会
議
報
告
会

日
時
・９
月
３
日
（土
）
１
１
４
”３０
Ｐ
Ｍ

場
所
ｏ
財
団
法
人
天
下

一
家
会
館

講
演
・
高
坂
剋
魅
　
山
本
久
美
子

入
場
料

・
千
円

ア
メ
リ
カ
超
心
理
四
次
元
研
究
の
旅

期
日
ｏ
９
月
１７
日
（土
）ぞ
２９
日
（木
）

費
用
ｏ
４９
万
８
千
円

訪
間
地
ｏ
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
↓
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
↓
パ
ー
ジ
エ
ア
ビ
ー
チ
↓
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
ヨ
な
ど

ョ
ー
デ

ィ
ネ
ィ
タ
ー

・

瓜
谷
侑
広

（た
ま
出
版
社
長
）

〈詳
し
く
は
左
記
へ
〉

た
ま
増
版
内
四
次
元
研
究
促
進
会

〒
脱
　
東
京
都
新
宿
区
納
戸
町
３３

ａ
０
３

（２
６
０
）
４
３
６
７



引
潟
習
刊
対
ヨ
剰
桝
引
倒
冊
剛
田
」は降
働
厭
恰
」仏陥
脈
権
隆
隋
Ｈ

ジョヽ―ジ
・アガ衛僻踏町　　　　　訳・

●

規
王飛
ぶ
円
盤
実
見
記
」

泥
五飛
ぶ

円
盤
同
乗
記
」
と
し
て
名
手ｏ同
い
工
点
の

記
録
書
を
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
研
究
家
と
し

て
著
名
な
久
保
田
八
郎
が
流
麗
平
易
な

訳
文
に
よ
り
全
面
釣
に
改
訳
、

「実
見

記
」
の
う
ち
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
の
手
記
と

■同
乗
記
」
全
文
を
含
本
と
し
て
事
件

の
理
解
を
容
易
な
ら
じ
め
、
ま
た
未
発

表
写
真
を
舎
め
碑
点
以
上
の
写
真

・
図

解
を

一
挙
掲
載
し
た
決
定
版
で
あ
る
…

な
惑
星
人
と
の
会
見
記
＝

●
空
飛
ぶ
円
盤
は
実
在
す
る
！
　
韓選

い
惑
星
か
ら
、
偉
大
な
進
化
を
と
げ

た
人
類
が
、
大
学
宙
船
を
磁
っ
て
地

球
の
救
援
に
飛
来
十
…
壮
大
な
宇
宙

空
間
の
大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
驚
異
総

事
実
を
つ
た
え
た
本
書
は
、
ま
さ
に

２０
世
紀
最
大
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
だ
！

定価13早9昂集

| |
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性
一≡≡一一一一一一一一一一一一一一一一一≡一一一一一一一一一一一≡一一一一一一“一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ヽ
一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈

▼
本
惑
監
３
、
４
、
９
１
‐７
ヽ

「
お
化
け
の
住

ャ
所
録
」
「
タ
ナ
小
，
ギ
ー
入
門
」
「
そ
れ
で
も
超

常
現
象
は
存
在
す
る
」
「
私
は
宇
宮
式
を
見
た
」

（正

・
続
）
、

「
空
飛
ぶ
円
程
２
０
は
察
」

「
恐

怖
の
心
霊
写
真
集
」
（正

・
続
）
「
誌

の
、ハ
ミ

ェ

ー
ダ
海
域
」

「
字
宮
人

の
謎
」

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」
な

ど
１
万
円
相
当
を
送
料
共
５
５
０
０
円
で
。
往

復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
下
さ
い
ｏ

前
川
英
明

（
〒
１４３
　
東
京
都
大
田
区
中
馬
込
二

―

一
四
―
六
）

▼
ア
マ
チ

ェ
ア
無
線
の
テ
キ
ス
ト
２
冊
、
電
渡

法
規

の
テ
キ
ス
ト

・
問
題
集
を

セ
ッ
ト
で
送
料

別
１
５
０
０
円
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

家
入
未
知

（
〒
１１５
　
東
京
都
北

区

志

茂

五
―

五
十
八
）

▼
宇
宮
大
作
戦
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
な
ど
外
国
テ
レ
ビ
Ｓ

Ｆ
番
組
の
情
報
誌
を
１
０
０
１
５
０
０
用
で
発

行
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
往

復

ハ
ガ

キ

で
連
絡
を
。

上
井
武
志

（
〒
５６５
　
大
阪
府
豊
中
市
新
千
里
南

町
ニ
ー
二
四
―

〓
ラ

▼
本
誌
Ｍ
５
１
２‐

（
６
を
除
く
）
を

一
括
で
譲

り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
下
さ
い
ｏ

田
本
通
明

（
〒
８５７
　
兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
岩
屋

や
町
三
―
三
―

一
一◇

▼

「
空
飛
ぶ
円
盤
を
追
え
」

「
地
球
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

「
超
科
学
ミ
ス
テ
ワ
ー
」
を
１
５
０
０
門
。
「
怪

奇
植
物
ト
リ
フ
ィ
ド
侵
略
」

「
四
次
元
世
界
の

秘
密
」

「
銀
河
系
防
衛
軍
」

「
タ
イ
ム
マ
シ
ン

２
８
０
０
０
年
」
を
２
１
０
０
円
。

「
新
世
界

遊
撃
隊
」

「
大
宇
官
を
継
ぐ
者
」
を
８
０
０
円

で
。
送
料
共
の
値
段
。

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

後
藤
工
隆

（
〒
７９４
‐
‐４
　
愛
壌
県
越
智
郡
上
浦

町
井
日
北
側
）

▼
ボ
ク
の
本
と
レ
コ
ー
ド
を
無
料

で

譲

り

ま

す
。
た
だ
し
、
送
料
は
負
担
し
て
下
さ
い
。

本
＝

「
宇
宙
人
の
子
孫
」

「
初
級
ア

マ
チ

ェ
ア

無
線
教
室
」

「
失
わ
れ
た
都
市
」

「
プ

，
レ
ス

入
門
」

（
正

・
続
）

「
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
入

門
」

「
秘
伝
少
林
寺
舎
法
」

「
そ
れ
で
も
通
常

現
象
は
存
在
す
る
」

「
エ
ス
パ
ー
入
円
」

「
イ

ナ
ズ

マ
ン
」

（
１
１
３
巻
）

「
野
球
江
の
詩
」

（
４
１
６
巻
）
「
宮
本
武
蔵
」
（
上

・
下
）

「
お

れ
は
直
角
」
（
１
１
２
巻
）
「
少
年
サ
ン
デ
ー
、

マ
ガ
シ
ン
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
５‐
年
度
全
号
。

レ
ョ
ー
ド
＝
「海
の
ト
ツ
ト
ン
」
「仮
面
ラ
イ
ダ

ー
ス
ト
ロ
ン
ガ
ー
」
な
ど
の
テ
レ
ビ
主
題
敢
７

枚
。
希
望
の
方
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

柳
瀬
良
生

（〒
陀
　
高
知
県
香
美
都
土
佐
山
田

町
百
石
町
ニ
ー

一
―
六
）

▼
本
誌
Ｍ
ｌ２
と
‐３
ヽ
‐５
を
定
価
。
別
冊

「
Ｕ
Ｆ

Ｏ
写
真
集
③
」
を
１
０
０
０
円
で
。
ハ
ガ
キ
ま

た
は
電
話
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

三
浦
義
弘

（〒
１５８
　
東
京
都
世
日
谷
区
玉
川
台

二
十

一
二
―
六
　
８
０
３
１
７
０
０
，
６
０
８

７
）
▼
本
誌
Ｍ
８
１
１０
を
各
３
０
０
円
。

「
空
飛
ぶ

円
盤
の
す
べ
て
」
「
空
飛
ど
円
盤
実
在
の
証
拠
」

「
空
飛
ぶ
円
盤
の
跳
梁
」
を
各
７
げ
０
円
で
。

往
復

ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
。

塚
田
　
潤

（
〒
四
１
３２
　
新
潟
県
中
顕
城
郡
柿

崎
町
二
区
六
三
二

じ

▼
本
誌
血
５
１
２‐
を
譲
り
ま
す
ｏ
希
望
値
段
を

書
い
て
往
復
ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

小
林
俊
男

（〒
２２２
　
神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区

篠
原
町
二
七
六
六
）

▼
「
１
万
年
後
只
上

・
下
）
を
８
６
０
円
、
「
周

作
快
談
」

「
現
代
の
快
人
物
」

「
ぐ
う
た
ら
生

活
入
門
」
を
７
０
０
日
、
「
宇
宮
大
作
戦
」
「
時

に
忘
れ
ら
れ
た
人
々
」
「
危
機

の
ベ
ル
シ
ダ
ー
」

を
９
０
０
円
で
。
手
渡
し
希
望
。

ハ
ガ
キ
で
連

絡
を
。
先
着
１
名
様
に
漫
画
本
を
贈
星
。

南
　
治
良

（
〒
５５Ｓ
　
大
阪
府
大
阪
市
浪
速
区
恵

美
須
町
三
―

一
七
五
）

▼
本
誌
血
１２
‐
‐６
を
送
料
別
１
９
０
０
円
で
。

連
絡
は

ハ
ガ
キ
で
…
…
ｏ

飯
島
希
久

（〒
２４０
　
神
奈
川
県
横
浜
市
保
土
ケ

谷
区
狩
場
町
三
〇
〓
―

一
九
〇
）

▼
本
誌
胤
１１
１
２０
、

「
空
飛
ぶ
円
盤
同
乗
記
」

「
写
真
で
見
る
空
飛
ぶ
円
盤
・
宇
官
人
２
０
０

集
」
そ
れ
に
昨
年
１０
月
買
入
の
ラ
ジ
カ
セ
、
Ａ

Ｃ
ョ
ー
ド
付
３
８
８
０
０
円
相
当
を
合
わ
せ
て

送
料
共
２
万
円
で
。
ハ
ガ
キ
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
明
記
。

杉
本
　
良

（〒
師
　
福
井
県
簾
江
市
神
明
三
―

一
〇
―

一
三
）

▼
本
誌
血
５
１
７
、
‐１
、
‐４
を
適
価
で
。
ま
た

ト
リ
オ
ケ
ン
ク
ラ
フ
ト
Ｑ
Ｒ
６
６
６
レ
シ
ー
．ハ

ー

（
５
９
８
０
０
円
）
に
短
波
用
ア
ン
テ
ナ
を

付
け
て
３
９
０
０
０
円
で
。
ベ
ン
タ
ッ
ク
ス
Ｓ

Ｍ
Ｃ
４
０
０
ミ
リ
Ｆ
６
．
３
を
１
２
０
０
０
日
で
。

手
渡
し
希
望
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

太
田
和
孝
雄

（
千
加
　
千
葉
県
市
川
市
市
川
町

ニ
ー
三

一―

じ

▼

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
事
典
」

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
大
襲
来
」

「
日

本
宝
島
探
横
」
各
４
０
０
円
、

「
宇
宮
の
四
次

元
世
界
」

「
空
究
ぶ
円
盤
製
作
法
」
各
５
０
０

日
、

「
超
相
対
性
理
論
入
門
」

「
実
験
円
盤
浮

上
せ
り
」
各
７
５
０
円
、

「
空
飛
ぶ
円
盤
の
秘

密
」
６
０
０
円
、

「
世
界

の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」
４
９
０

円
、

「
宇
宮
と
星
９９
の
謎
」
４
５
０
円
、

「
死

刑
台

の
，
―
プ
ウ

エ
イ
」
３
８
０
円
、

「
眠

っ

た
ま
ま
の
埋
威
金
」
３
９
０
円
で
譲
り
ま
す
ｏ

送
料
は
半
分
負
担
。

ハ
ガ
■
で
連
絡
を
。

渡
辺
安
志

（
〒
０６‐
卜
‐３
　
北
海
道
恵
庭
市
島
松

東
町
五
区
九
六
　
ａ
６
１
７
４
３
８
）

▼
本
誌
胤
２
１
‐７
ヽ

「
仮
説
宇
宙
文
明
」

「
超

物
理
学
入
門
」

「
テ
レ
パ
シ
ー
入
円
」

「
Ｅ
Ｓ

Ｐ
入
円
」

「
奇
想
天
外
胤
１
」

「
西
洋
占
星
術

入
円
」
「
ホ
ロ
ス
ヨ
ー
プ
入
門
」
「
八
星
占
術
」

「
悪
魔

の
本
」
「
ゴ

ニ
ラ
パ

ニ
ラ
」
「
】
ヨ
ス
」

「
ボ
デ

ィ
ー

・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」
を
。
往
復

ハ
ガ

キ
か
５０
円
切
手
同
封
の
上
連
絡
を
。

高
野
祐

一

（
〒
限
　
山
形
県
天
童
市
北
目

一
四

九
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

▼
本
誌
胤
２０
ｔ
２２
ヽ

「
ユ
ニ
グ

マ
」
監
１
を
各

２
５
０
円
で
。
送
料
は
負
担
し
ま
す
ｏ

成
瀬
清
之

（
〒
４４４
　
愛
知
県
岡
奇
市
岡
町
字
東

神
馬
埼
南
側

一
〇
）

▼
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
同
乗
記
」
「
西
部
戦
線
果
状
な
し
」

各
３
０
０
円
、

「
念
力
強
化
法
」

「
犯
人
当
て

ク
イ
ズ
」
各
５
０
０
円
、

「
密
教
念
力
入
門
」

５
５
０
円
、

「
円
盤
と
宇
官
人
」
４
０
０
円
、

「
タ
ロ
ッ
ト
占
い
の
秘
密
」
９
５
０
円
、

「
世

界
の
謎
を
解
く
」
２
０
０
円
、

「
海
底
の
Ｕ
ポ

ー
ト
基
地
」
２
５
０
円
、

「
き
ま
ぐ
れ

，
ボ

ッ

ト
」
１
５
０
円
で
。

（
ガ
キ
で
連
絡
を
。

下
柳
田
伸
二

（
〒
８９‐
１
０４
　
庭
児
島
県
指
宿
市

十
二
町
三

一五

十
一
じ

▼
本
誌
胤
１２
１
２０
を
送
料
共
４
０
０
０
円
で
。

都
内
に
住
ん
で
い
る
方

へ
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
ｏ

大
森
京
子

（
〒
１５５
　
東
京
都
世
田
谷
区
代
田
五

―
七
―

一
六
）

▼

「
映
画
の
美
」
「
闘
魂
ブ
ル
ー
ス
リ
ー
」
「
オ

ー
ル
洋
画
チ
ラ
シ
全
集
」

「
シ
ネ
ア
ル
．ハ
ム
ー

９
７
５
１
６
年
」
を
送
料
共
２
５
０
０
円
で
。

山
下
勝
治

（
千
０７０
　
北
海
道
旭
川
市
春
光
六
区

一
条

一
丁
目
）

▼
本
誌
ｍ
２
１
１１
を
適
価
で
。
連
絡
は
往
復

ハ

ガ
キ
で
お
願

い
し
ま
す
ｏ

川
上
英
明

（
〒
７‐０
　
岡
山
県
倉
敷
市
幸
町

一
一

―

一
八
）

▼

「
天
文
ガ
イ
ド
」
柚
年
２
月
―
れ
年
９
月
号

４０
冊
を
２
５
０
０
円
で
。
天
体
望
遠
銃
ミ
ザ
ト

ル
Ｈ
ｌ
０
０
型
１０

価
反
射
赤
道
儀
を
１
６
０
０

０
円
で
譲
る
。
手
渡
し
希
望
。

佐
伯
健
三

（
〒
２７２
　
千
葉
県
市
川
市
八
酷
三
―

七
―

一
七
）

▼

「
別
冊
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
集
①
」
５
０
０
円
、
「
星

へ
の
帰
還
」
１
５
０
円
、

「
出

エ
ジ
プ
ト
記
」

１
５
０
日
、

「
ギ
ツ
シ
ア

・
ロ
ー

マ
神
話
」
２

０
０
円
で
譲
る
。
切
手
可
。
（
ガ
キ
で
連
絡
を
。

湯
浅
純
明

（
〒
ｍ
１
１３
　
岡
山
県
岡
山
市
高
松

原
古
才
二
八
五
）

▼

「
知
と
愛
」
１
６
０
円
、

「
遣
書
配
達
人
」

２
３
０
円
、

「
孤
島
の
鬼
」
２
０
０
円
で
。
送

料
共
の
値
段
。
電
話
で
連
絡
を
”

秋
田
育
子

（
〒
５‐０
「
３〇
　
一二
重
県
安
芸
郡
河
芸

町
上
野
八
〇
五
）

▼

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
大
襲
来
」

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
衝
撃
の
レ
ポ

ー
ト
」

「
ミ
ス
テ
リ
ー
ブ
ー
ン
を
発
見
し
た
」

「
謎
の
，ハ
ミ

ュ
ー
ダ
海
戒
」
を
送
料
別
各
２
５

０
円
で
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。
　

　

　

・

鈴
木
　
均

（
〒
０８０
　
北
海
道
常
広
市
東
二
条
南

四
丁
目
　
佐
竹
荘
）

▼

「
空
飛
ぶ
円
盤
と
ア
ダ

ム
ス
キ
」

「
空
飛
ぶ

円
盤
を
追

っ
て
」

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
入
門
」

「
四
次
元

世
界
の
謎
」
を
３
０
０
０
用
で
。

「
四
次
元
図

鑑
」

「
新
物
理
」

「
電
熱

ノ
ー
ト
」
を
５
０
０

０
同
で
。
送
料
別
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

望
月
隆
昭

（
〒
仰
１
１４
　
山
梨
県
東
八
代
郡

一

宮
町
金
田
）

▼
本
誌
Ｍ
ｌ
ｌ
２３
を
適
価
で
。

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真

集
」
送
料
共
８
０
０
円
。

「
宇
宮
か
ら
の
訪
間

者
」
送
料
共
７
０
０
円
で
譲
り
ま
す
。
連
絡
は

往
復

ハ
ガ
キ
で
ｏ

名
越
寿
雄

（
干
７４０
１
・２
　
山
田
県
玖
珂
郡
美
和

町
阿
賀
）

▼
本
誌
胤
７
、
８
、
１２
ヽ
‐５
‐
‐３
ヽ
２０
を
送
料

共
５
５
０
０
円
で
。

「
私
は
円
盤
に
乗

っ
た
」

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
衡
撃
の
レ
ポ
ー
ト
」
を
送
料
共
で
１

０
０
０
円
で
議
り
ま
す
。

門
　
秀
二
郎

（
〒
０６３
　
北
海
道
札
幌
市
西
区
山

ノ
手
五
条
三
丁
目
）

▼

「
キ
リ
ス
ト
宇
宮
人
説
」
７
０
０
円
、　
コ
ミ

ス
テ
リ
ー
プ
ー
ン
を
発
見
し
た
」
４
０
０
円
、

「
誌
の
白
鳥
座
６‐
番
星
」
４
０
０
円
、

「
日
本

ど
ラ
ミ
ッ
ド
の
謎
」
４
０
０
円
、

「
原
日
本
人

の
謎
」
４
０
０
日
、
「
猿
の
憲
星
！
３
５
０
円
、

「
郵
趣
」
■
―
■
年
５
０
０
０
円
、

「古
銭
ホ

ル
ダ
ー
」
６
０
０
円
と
１
０
０
０
円
、

「
沖
縄

切
手
ア
ル
パ
ム
」
１
５
０
円
を
送
料
共
９
５
０

０
円
で
ま
と
め
て
譲
り
ま
す
。
本
誌
と
の
変
換

も
可
。
往
復
ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
下
さ
い
。

足
源
博
和

（〒
９３０
　
富
山
県
富
山
市
新
園
町
二

区
二
五
十
一
じ

▼
本
誌
Ｍ
ｌ
ｌ
２３
を
無
料
に
て
議
り
ま
す
。
た

だ
し
資
格
者
は
心
か
ら
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
存
在
を
信
じ

る
者
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ｏ
希
望
者
は

お
手
紙
に
て
連
絡
し
て
下
さ
い
。　
　
　
　
・

一一一≡一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一≡一̈
一一一一一一



r2r 蚤 の市

境
　
正
俊

（
〒
３２９
‐
４２
　
岩
手
県
胆
沢
郡
前
沢

町
三
日
町
三
六
）

▼
本
誌
Ｍ
ｌ
に
１３
ヽ

「
空
飛
ぶ
円
盤
同
乗
記
」

「
空
飛
が
円
盤
実
見
記
」
を
譲
る
。
他
に
Ｓ
Ｆ

小
説
の
文
庫
本
も
あ
り
ま
す
。
連
絡
下
さ
い
。

福
原
和
日
出

（千
配
１
１４
　
新
潟
県
東
頚
城
郡

松
之
山
町
小
谷
六
五
〇
）

▼
本
誌
Ｍ
５
１
１７

（８
を
除
く
）
、
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写

真
集
①
」
を
譲
り
ま
す
。
値
段
は
相
談
の
上
、

ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

斉
藤
智
子

（
〒
皿
　
福
島
県
福
島
市
泉
字
清
水

ケ
丘
七

一
）

▼
次

の
本
を
適
価
で
譲
り
ま
す
。
希
望
す
る
値

段
を
書

い
て

ハ
ガ
キ
で
ど
ぅ
ぞ
。

「
空
飛
ぶ
円

盤
と
ア
ダ

ム
ス
キ
」

「
空
飛
ぶ
円
盤
実
見
記
」

「
ア
ポ

，
と
空
飛
が
円
盤
」

「
空
飛
ぶ
円
盤
と

宇
宮
人
」

「
そ
れ
で
も
円
盤
は
飛
ぶ
」

「
火
星

か
ら
の
空
飛
ぶ
円
盤
」

「
空
飛
ぶ
円
盤
の
誌
と

怪
奇
」

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
超
地
球
人
説
」

「
星
大
地
球

植
民
説
」

「
仮
説
宇
宮
文
明
」

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
海
底

基
地
説
」
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
地
球
大
陰
謀
作
戦
」
「
別

細副Ｆ郷
（写毒唯①離基」家囀脳市八播三

丁
目
―

一
五
―
一
一　
大
場
７
パ
ー
ト
内
）

▼

「世
界
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」
４
０
０
円
、

「
ひ
と
り

占
い
」
５
０
０
円
、

「夢
占
い
入
門
」
３
０
０

円
、

「恋
人
大
作
戦
」
５
０
０
円
、

「
セ
イ
ー

ヤ
ン
グ
」
５
０
０
円
で
譲
り
ま
す
。
ま
と
め
て

買

っ
て
く
れ
る
方
に
は
付
録
を
つ
け
ま
す
。

相
良
昌
司

（
〒
１３‐
　
東
京
都
墨
田
区
八
広
六
―

五
六
―
四
）

▼
本
誌
血
１
に
３
と
Ｕ
Ｆ
Ｏ
研
究
会
の
機
関
誌

を
通
価
で
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

や
居
理
光

（
〒
２３８
　
神
奈
川
県
横
須
賀
市
平
作

ニ
ー

一
九
十

一
五
）

▼
本
誌
胤
２‐
を
２
５
０
円
、
漫
画
本

「
サ
イ
ボ

１
グ
０
０
９
」
３
巻
２
０
０
円
、

「
ト
イ
レ
ッ

ト
博
士
」
１
１
２
巻
を
３
５
０
円
、

「
ダ

メ
お

や
じ
」
１
巻
１
５
０
円
、

「
夕
Ｈ
ッ
ト
占
い
の

秘
密
」
７
０
０
円
、

「
誌
の
ビ
ラ
ミ
ッ
ド

・
パ

ワ
ー
」
３
０
０
円
、
各
送
料
別
で
譲
る
。
ま
た

ラ
ジ
オ

・
ス
ヵ
イ
セ
ン
サ
１
５
６
０
０
を
１
６

０
０
０
円
で
。
送
料
は
負
担
し
ま
す
。

五
中
　
治

（
〒
Ｓ８６
‐
０２
　
兵
庫
県
川
辺
郡
猪
名

川
町
松
尾
台
四
―
四
―
二
五
）

Ｎ
社
５

に
専
用
充
電
池
を

滝
川
雅
博
五
）

ソ

ニ
ー
小
型
カ

カ

ン
オ

ト

石
川
県
七
尾
市
南
藤
橋

ト
ヨ
ー
ダ

Ｔ
Ｃ

け
て
１
万
円

で
連
絡
を
。

鳴
村
光
男

（
〒

東
京
都
八

―
四
　
ａ

「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

ア

リ

ン

グ

」
上

・
下
巻

ツ

ト

、

「

―
ズ
ヴ

ｉ
ル

ケ

ネ

ョア
ィ

頭
彼
銃
８

０
０
回
記

記
の
上
、
往
復

菊
地
茂
男

（
〒

三
―

一
六
―
四

▼
ア
マ
チ

ェ
ア

問
題
集
を
５
０

Ｕ
Ｆ
Ｏ
資
料
を

１
６
と
の
変
換
可
。

大
野
郁
夫

（〒
船

一一↓≡“一一一一一↓≡一≡一↓一一一̈
一≡一一一一一一↓̈
一一一一一一一̈
一̈一一一一一一一̈
一̈一一一一一一一一一一一〓一一一一一一一一一一̈
一一一一̈
一一一一一一一一一一̈
一一一一一一一一一一一一一一〓一一一一一一一一】一一一一一↑一一一一一一一一一一一一̈
一一̈
≡一一一一一一̈
一一一一一一一̈
一一一一一一

一一一一一一一】一一一】一一≡一一一一一一一一≡≡

峰
一〓一≡一一一≡一一一一一≡一̈
〓̈一̈
〓一一一一一一一一一一̈
≡一十一一一一〓一一一一一一̈
一一一一一一̈
一一≡≡一一一一一一≡≡一一一一一̈
≡≡〓一一一一一一̈
≡一一一一一一一≡一̈
一】一一一一一̈
一̈
一̈一一一一↓一̈
一一一一一一̈
≡一一一一一一≡一̈
一一一一̈
≡̈一一一一〓一一一̈
一̈一一一一〓̈
一一一̈
≡̈一一一一一一一一一̈
一̈”〓一一一一̈
一̈
一一一一≡】一一一一〓一一一】一̈
一̈
一≡↓̈
一̈一一一一〓一一一一̈
一↓̈
一一一一̈
一≡一一↓一̈
≡一〓一一一一̈
≡一≡̈
一一一̈
≡一一一一〓̈
≡一一一一一一一一̈
一一ヤ↑̈
一一一一̈
一̈
一一一一̈
一一一一一̈
一̈一一一一一一̈
一一一一一”一̈
一一一一一一一↑一一一一一̈
一一̈
≡“̈
≡一↓一一一̈
一̈一一一̈
¨

…
　

…
ｉ

ｔ
ｉ

…
Ｉ
Ｆ

・
‥

二
　

　

・
（
・
　

‘
≫
フ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

登
数
六
三
）

一
―

七
）

花
井
隆
宣

（一Ｔ
船
　
愛
知
県
知
多
市
新
舞
子
字
　
　
一
一
一―
一
〇
）

潮
到
囃
障
↓
「
「
Ｔ
脚
”
仰
申
陀
賄
暇
膨
ダ
昨
　
子
一
文
郵
都
ｒ
デ
ラ
ッ
ク
レ
い
一
球
世
演
と
Ｕ
　
高
岬
，
７Ｇ
鴻
Ｗ
洵
鈴
報
尊
岬
降
５ェ
０‐
球
Ｗ
ψ
「

▼

本

議

血

２０

を

な

る

べ

く

安

く

護

っ

て

。
　

　

　

　

落

〓

匹

１

≡

二

　

ｌ

Ｉ

ェ

Ｃ

Ｓ

ｔ

ｔ

ｚ

ｌ

を

Ｉ

　

Ｒ

一

ヨ

君

月

１

、
　

　

　

　

　

　

　

　

１

″　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
Ｄ
Ｄ
速
一
を
１
０
０
０
円
以
下
で
。　
　
　
　
　
Ｍ
ｌ
ｌ
５７
の
内
、
送
料
共
１
冊
５
０
０
円
で
。

Ｆ
Ｏ
の
謎

一
を
１
０
０
０
円
以
下
で
。
　
　
　
　
　
品
１
１
５７
の
内
、
送
料
ナ
ー

原
科
島
史

（
〒
４８７
　
愛
知
県
春
日
井
市
高
蔵
寺

　

４
７
‐４
抑
）

４
７
４
ｔ

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
義
信

（〒
６‐８
　
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町

▼
本
議
Ｍ
ｌ
ｌ
ｌ６
を
定
価
で
。
近
く
の
方
へ
。　
　
坂
井
修

一
（〒
７００
　
岡
山
県
阿
山
市
西
市
六
六

Ｗ
四
―
九
七
五
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐　
　
　
”
財
崎
抑
…
，
１

゛
「
ド
テ
諭
寸
Ｆ
静
斡
帥
革
障
」

　

Ｗ
に
引
い
ツ
　

ｒ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
植
野
代
理
分
四

一
）

Ｗ
抑
Ｆ
Ｏ
の
写
真
集
を
１
冊
３
０
０
円
で
。
　
　
　
仮
昼
田
房
夫

（
〒
１７Ｓ
　
東
京
都
練
馬
区
豊
玉
上

　

八
―
二
七
）

一　
▼
本
議

監
１２
１
・５
を
１
０
０
０
円
で
。

「
写
真

　

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ

の
写
真
集
を
１
冊
３
０
０
円
で
。
　
　
　

お
屋
日

房
メ

々
「
Ｗ
　
Я
済
碧
瀬
月
２
ど

こ
コ
　
　
′
　

．
「
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　

▼
本
誌

Ｍ
ｌ
ｌ
ｌ４
を
送
料
共
各

３
０
０
円

で
。

ヽ
　

ト　

　

　

１

　

１
３
，
３

ヽ
〓
１３
　
子
成
誌
山
奇
Ｈ

巴
力
■
日

　

〓
一１

一
れ
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

▼
本
議

血
１
１
４
掲
載

「
神

々
の
戦
車
」
ω

カ

一　
ｄ
ル
菊
卸
和
ぶ
巾
肺
２
０
０
集
川
一
５
０
０‐
Ｈ
　

豊
嶋
啓
悦

（〒
蛸
　
宮
城
県
仙
台
市
担
ケ
丘
四
　

一
一十

一
九
）

正
封
力 〓
”
庁
所
刊

「
宇
宮
艇
」
何
号
で
も
可
。
　
　
げ

‐
を ，
「
「
「
ｔ
て
。
費
用
は
負
担
し
ま
す
。
ま
　
　
ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

！　
ｒ
離
つ
て
。
送
料
は
負
担
し
ま
す
。
（
ガ
キ
て
　
―
二
に
「
二
）

―
二
三
―
二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
垂
チ
研
夕
”
干

一弓
相
仰
Ｌ
ｆ
与
「
Ｒ
Ｆ
　
　
く
，
　
　
　
　
　
　
“　
″―
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
英
仁

〈
〒
納
　
栃
木
県
足
利
市
堀
込
町
滝

た

「
宇
宮
艇
」
Ｍ
９
１
２０
を
適
価
で
譲
っ
て
。

▼
本
誌
Ｍ
ｌ
定
７
を
各
３
１
５
０
０
円
で
。
送

　

１
冊
送
料
共
５
０
０
円
で
。
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

―

　

―

…
ｌ

ｉ
‥

・

ｒ

ｉ

ｌ

ｌ

　

　

　

２

…

雪

８

ヽ
言

は

　

宅

コ

誌

司

奇

行

蔦

合

Ｔ

石

　

　

の

言

団

地

七

三

四

）

一　
樺
齢
を
諏

（
さ
神
暉
　
宮
城
県
気
仙
沼
市
本
郷
一　
　
将
藤
舗
帥
口
沖
”
塊
挽
御
酌
飾
動
酌
弥
説
嗣
あ
キ
　
和
打
辞
癖
弔
順
ｔ
神
知
肘
県
遍
子
市
沼
間
ニ
ー

　
平
岩
恒
明

（〒
鷲
　
愛
知
県
岡
崎
市
美
合
町
西

　

の
宮
団
地
七
三
四
）

未

往
復

ハ
ガ
キ
で

Ｗ

ト
ラ
ン
シ
ｉ

万
円
で
識
り

を
。
往
復

さ

い
。

正
樹

企
Ｔ
４２２

一
一）
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昌]呂富督 骨
°
目:号書号暑邑1昌
毛
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毛テ名&
霜ツ覇島

静
岡
県
静
岡
市
登
呂
三
―

中
円 ５天 一
一
ヤ
弗
申
イ
真 ， ス
「
＋
中
時
中
］
「
球
〕
中

　

”
ぃ
ゃ
‐明 眼 ．
〓
（ レ
デ

‐〒 フ ジ
ャ
六 メ ル
帥
申
中
中
中
”
〕
印
中
申

却”＋叫一」”王””峰車唯毎車帳導繭　噂中郭や中静‐５Ｓ絡０ニオ却京さでス中中車中申中中中 セ
ッ
ト
、
力
一
　

ペ
ー
パ
ー
（
キ
ャ
ビ
ネ
４５
枚
）
、
　

▼

一
眼

レ
フ
・
キ
ャ
ノ
ン
・
ニ
ュ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｂ

（標

準
Ｆ
は
付
）
に
付
属
品
、

ス
ト
，
ボ
を
つ
け
て

東
芝
電
子
ジ

ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー
を
適
価
で
。

送
料
別
５
万
円
で
。
手
渡
し
希
望
。
往
復

ハ
ガ

返
信
用
５０
円
切
手
同
封
の
上
、
ご

一
報
を
。

児
玉
三
郎

（
〒
３７０
１
０４
　
群
馬
県
大
田
市
泉
町

　

キ
で
連
絡
を
。

佐
藤
息
明

（
〒
獅
　
千
葉
県
習
志
野
市
本
大
久

一
四
〇
二
　
■
０
２
７

６
１
３

１
１
０

７

１

保
四
―
六
―
二
八
）

２
）

▼

一
眼

ン
フ

・
キ
ャ
ノ
ン
Ａ
Ｅ
ｌ
ｌ
（標
準
付
）

▼
米
国
製
宇
宮
船
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
モ
デ

ル
を
譲

を
７
２
０
０
０
円
。
ソ

ニ
ー

・
ス
ヵ
ィ
セ
ン
サ

リ
ま
す
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

１
５
８
０
０
ラ
ジ
オ
を
８
５
０
０
円
で
譲
り
ま

橋
本
正
英

（
〒
５５０
　
大
阪
府
大
阪
市
西
区
西
本

す
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

町

一
―
八
十
八
）

▼
私

の
グ
ヤ
ト
ー
ン
の
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
定
価

　

藤
岡
圭

一

（
〒
３５０
　
埼
玉
県
川
越
市
的
場
二
八

の
半
額
１
５
０
０
０
円
で
。
Ｃ
社
４
Ｃ
Ｈ

ス
テ

　

七
七
十
四
六
）

▼
ブ

ル
ワ
ー
カ
１
３

（新
品
）
を
５
１
８
０
０

レ
オ
を
定
価
の
半
額
以
下
５
万
円
、
Ｌ
Ｐ

レ
ョ

ー
ド
、

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
も

つ
け
る
。
私
の
Ｎ
Ｊ
Ｓ

　

Ｏ
円
で
。
電
話
で
連
絡
を
下
お
い
。

小
椋
政
男

（
〒
卿
卜
２７
　
福
島
県
耶
床
郡
北
塩

Ｐ
Ｓ
の
会
で
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
を
１
枚
１
０
０
円

で
譲

っ
て
い
ま
す
。
会
員
も
募
集
。　
　
　
　
　
　
原
村
字
賭
平
　
ａ
０
２

４
１
３

２
１
２

１

４

萩
野
圭

一

（
〒
００１
　
北
海
道
札
幌
市
北
区
屯
田

　

９
）

に
Ｕ ‐
即
げ
操
知
機

（Ｔ
５
）
を
７
０
０
０
円
で
　
　
ヨ ▼
ば
な
碑
競
峨
い
一
印
紗
弊
球
径 ッ
げ
〕
ル
フ
接 ス

眼

レ
ン
ズ
ー５
ｘ
２５
ｘ
６０
ｘ
付
で
１

３

０

０

０

議
る
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

大
塚
郁
夫

（
〒
３‐０
‐
２４
　
群
馬
県
富
岡
市
上
丹

　

円
。
双
眼
銃

フ
ジ
ノ
ン
メ
イ
ポ
１
７

ｘ
２３
ヽ
防

水
型
、
ケ
ー
ス
付
で
１
４

・０
０
０
円
。
６
パ

ン

生
二
六
六
〇
ｌ
一
じ

ド
ラ
ジ
オ
を
７
０
０
０
円
で
譲
る
。
往
復

ハ
ガ

▼

一
眼

レ
フ

・
ア
サ
ヒ
ベ
ン
タ
ッ

ク

ス
Ｓ

Ｐ

（
標
準
Ｆ
出
付
）
を
送
料
共
獅
万
円
で
譲
る
。
　
　
キ
で
連
絡
を
下
さ
い
。

見
目
　
行

（
〒
Ｍ
　
東
京
都
練
馬
区
石
神
井
台

往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
下
さ
い
。

片
田
典
明

（
千
３９４
　
長
野
県
岡
谷
市
郷
田

一
―

　

四
―
五
―

一
三
―
四
〇
三
）

〓̈
一一一一一一≡̈
一一一一一一一一一一一一一̈
一一一一一一一一̈
一一一一一̈
一一一一一̈
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈
一一一一一一一十一十一一一一≡一一一一一一】一一一一一一一一≡一一一一一一↓一一一一一一一一一一一一一一一〓一一一一一一一，一一一一一一一一一一一一≡一一一一一≡一≡≡一

一
―

一
四
―

一
一◇

▼
タ
ム
ロ
ン

一
眼

レ
フ
ー
３
５
ミ
リ
Ｆ
２
．
８
レ
ン

天

（保
証
書
付
）
に
フ
ィ
ル
タ
１
３
枚
、
同
じ

く
５５
ミ
リ
を
合
わ
せ
て
２
４
０
０
０
円
で
。
値

段
は
相
談
に
応
じ
る
↓
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

ン

レ

ン

ズ

の

ペ

ン

タ

ッ

タ

ス

用

ス

ク

リ

ュ
ー

”巾中枠中中一中””和中一”中中中一　す中吋【中中‐６４０持中中や一ヤ””中一中中 パ

ッ

ク

二

七

Ｄ

キ

ッ

ト
、

ヵカ
ラ
ー
写
真
用
薬

六
キ
ャ
ビ
ネ
４５
枚

キ
サ
ー
を
適
価
で

上
、
ご

一
報
を
。

群
馬
県
大
田
市
泉

カ

ツ

タ

モ

デ

ル

タ

品

　

四
―
三
四
）

屋
致
六
三
）

品 川m m t t m m m m い l m l ぃ‖M M M ‖ ‖M ‖W W ‖ ‖m l いl w ‖い‖W i ‖
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UFOと 学費 r22

見
る
空
飛
ぶ
円
盤
２
０
０
集
」

「
私
は
宇
宮
人

を
見
た
」
（正
・
続
）
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
連
絡
。

豊
鳴
啓
悦

（〒
９８８
　
官
城
県
仙
台
市
旭
ケ
丘
四

―
二
三
１
二
）

▼
本
誌
ｈ
ｌ
ｌ
７
、
日
本
Ｇ
Ａ
Ｐ
刊

「
Ｇ
Ａ
Ｐ

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」
Ｍ
ｌ
ｌ
５９
を
適
価
で
。
ハ

ガ
キ
で
連
絡
し
て
下
さ
い
ｏ

中
川
美
恵
子

（〒
捌
　
滋
賀
県
大
津
市
石
山
寺

三
―
七
十
二
二
　
一二
宅
邦
彦
方
）

▼

「
フ
ァ
ン
ト
ー
シ
ユ
」
、
１
１
３
を
各
４
０

０
用
、

「
夏
へ
の
扉
」

（
ハ
イ
ン
ラ
イ
ン
の
Ｓ

Ｆ
）
「
火
星
年
代
記
」

「華
氏
四
五
一
度
」
（プ

ラ
ッ
ド
ペ
ツ
の
Ｓ
Ｆ
）
を
各
２
０
０
円
で
譲
っ

て
下
さ
い
ｏ
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

売
木

一
之

（
〒
８６０
　
熊
本
県
熊
本
市
安
政
町
六

十
二
九
）

▼
本
議
胤
１
１
５
を
各
７
０
０
円
、
胤
６
１
７

を
各
５
０
０
用
で
。

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

森
本
浩
之

（
〒
８７３
　
兵
庫
県
現
石
市
和
坂

一
―

一
五
、
５
１
３
３
４
）

▼
木
誌
ｍ
ｌ
ｌ
２０
を
各
１
０
０
日
以
下
で
。

日
村
治
男

（
〒
７３‐
１
２‐
　
広
島
県
山
県
郡
大
朝

町
鳴
滝
）

▼

「
テ
レ
パ
シ
ー
」

「
宇
宙
か
ら
の
訪
聞
者
」

（
ア
ダ

ム
ス
キ
ー
著
）
を
２
冊
１
０
０
０
円
で
。

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
下
さ
い
。

鈴
木
元
司

（
〒
２８９
‐
２５
　
千
葉
県
旭
市
椎
名
内

東
町
二
六
五
四
）

▼
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
「
宇
官
通
信
」
血
１
１
最
終
号
を
通

価
で
。
重
力
研
究
所
の
「
宇
宮
艇
」
品
７
ｔ
ｌ６
ヽ

日
本
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

「
Ｇ
Ａ
Ｐ

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」

Ｍ
５７
以
前
も
適
価
で
譲

っ
て
。
そ
の
他
の
研
究

団
体

の
会
議
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
出
版
物

の
出
版
先
な
ど

も
教
え
て
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

望
月
隆
昭

〈
〒
４０９
‐
‐４
　
出
梨
県
東
八
代
郡

一

宮
町
金
田
）

▼
本
誌
比
１
１
１０
を
適
価
で
。
ま
た
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写

真
、
古
代
遺
跡
の
写
真
や
資
料
も
譲

っ
て
ｏ
写

真
は
デ
ー
タ
付
で
１
枚
１
０
０
円
以
内
。

浜
田
正
道

（
〒
７８０
　
高
知
県
高
知
市
神
田
八
四

五
十
五
一◇

▼
本
誌
血
１
定
１５
を
安
く
譲

っ
て
。

ハ
ガ
キ
に

価
格
を
書
い
て
連
絡
し
て
下
さ
い
ｏ

大
久
保
定
宏

（
〒
８４０
１
０３
　
佐
賓
県
佐
賀
市
久

保
泉
町
川
久
保
四

一
五
三
―

じ

▼
本
話
Ｍ
ｌ
ｌ
２３
ヽ
ま
た
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
関
す
る

も

の
を
安
く
譲

っ
て
下
さ
い
。

新
谷
尚
子

（
〒
６６９
‐
‐５
　
兵
庫
県
三
田
市
末
西

一
―

一
―
三
十
喜

▼

「
現
わ
れ
し
も
の
の
本
」

「
新

た

な

国
」

（
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
フ
オ
ー
ト
著
）
、
「
ま
ね
か
ざ

る
客
」
（
Ｉ

，
サ
ン
ダ
ー
ス
ン
著
）
、

「
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
３３
」
（
Ｂ

。
キ
ャ
シ
ー
著
）
、

「
謎
の
大

消
滅
」

（
Ｂ

・
ス
タ
イ
ガ
ー
者
）
を
適
価
で
。

聴
部
副
喜

（
〒
郷
１
２‐
　
千
葉
県
八
日
市
場
市

八
―
七
三
六
）

▼
本
誌
臨
１
１
１５
を
送
料
共
５
５
０
０
円
で
。

パ
ラ
の
場
合
は
送
料
共
各
３
５
０

円

で

譲

っ

て
。

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
下
さ
い
。

豊
鳥
　
卓

（
〒
拠
１
０２
　
茨
城
県
筑
波
郡
谷
和

原
村
小
絹

一
六

一
）

▼
本
誌
Ｍ
ｌ
ｌ
２２
を
１
冊
５０
円
で
貸
し
て
下
さ

い
。
手
渡
し
可
能
な
方
、
何
号
で
も
。

斎
藤
博
実

（
〒
蛸
　
福
島
県
郡
山
市
台
新
二
―

二

―

三

）

▼

「
少
年
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
昭
和
５‐
年
の
１８
‐

２２
号
を
適
価
で
。
ま
た
は
ボ
ク
の
本
誌
臨
２
と

変
換
し
て
下
さ
い
。

三
井
　
隆

（
〒
碗
　
兵
庫
県
神
戸
市
東
灘
区
北

青
木
四
―

一
八
十
九
）

▼
本
誌
Ｍ
ｌ
ｌ
５
を
安
く
議

っ
て
。
ま
た
Ｕ
Ｆ

Ｏ
や
宇
宮
に
関
す
る
本
、
映
画

「
ダ
ウ
ン

・
タ

ウ
ン
物
語
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ボ

ス
タ
ー
も

お
願
い
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

成
瀬
清
之

（
〒
４４４
　
愛
知
県
岡
崎
古
岡
町
字
東

神
馬
崎
南
側

一
〇
）

▼
本
議
胤
８
掲
載

「
ネ
ス
湖
に
お
け
る
悪
魔
ば

ら
い
の
儀
式
と
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
着
陸
」
の
切
り
抜
き

か

ョ
ピ
ー
を
譲

っ
て
下
さ
い
ｏ

井
上
浩

一

（
〒
７０９
‐
０８
　
岡
山
県
赤
磐
郡
山
陽

町
三
井
四
四
二
）

▼
本
誌
血
１
を
適
価
で
。
日
本
宇
宙
現
象
研
究

会
の

「
未
確
認
飛
行
物
体
」
Ｍ
ｌ
ｌ
３
を
送
料

共
４
５
０
０
日
、

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ

マ
ン
ス
リ
ー
」
Ｍ

ｌ
ｔ
４
も
送
料
共
各
２
０
０
円
、
日
本
Ｕ
Ｆ
Ｏ

研
究
会
の

「
Ｊ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ａ
」
血
１
１
靖
を
送

料
共
各
■
０
０
円
で
譲

っ
て
。
そ
の
他
Ｕ
Ｆ
Ｏ

に
関
す
る
資
料
も
。

ハ
ガ
キ
か
電

話

で

連

絡

を
。
４
１
５
時
頃
に
お
願
い
し
ま
す
ｏ

伊
藤
輝
男

（
〒
５‐２
　
一二
重
県
四
日
市
市
茂
福
町

一
二
―
四
　
８
０
５
９
３
１
６５
‐
９
４
５
５
）

▼
チ
ャ
ー
チ
リ
ー
ド
の
著
書
を
議

っ
て
ｏ
ま
た

ダ

ニ
エ
ル

・
フ
ラ
イ
の

ヨ
ン
タ
ク
ト

・
ス
ト
ー

リ
ー

「
宇
宙
人
ア
ラ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
関

す
る
資
料

（
ヨ
ピ
ー
可
）
も
お
願
い
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ

を
書
き
そ
え
て
連
絡
し
て
下
さ
い
。

小
林
　
勇

（
〒
３３４
　
埼
玉
県
鳩
ケ
谷
市
桜
田
三

―

五

―

一
七
）

▼
本
誌
監
１
１
９
を
４
０
０
０
円
で
設

っ
て
。

往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

横
田
和
実

（
〒
２７２
　
千
葉
県
市
川
市
南
八
幡
二

―

一
七
十
四
）

▼
本
誌
Ｍ
ｉ
ｔ
２
、
４
を
適
価
で
。

上
野
重
則

（
〒
５６５
　
大
阪
府
吹
田
市
長
野
東
二

―
二
五
）

▼
「
考
古
学
ジ
ャ
「
ナ
ル
」
を
安
く
譲

っ
て

（何

号
で
ヽ
可
）
。
そ
の
他
考
古
学
に
関
す
る

も

の

も
。

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
連
絡
を
。

赤
松
徹
郎

（
〒
９８‐
１
４２
　
官
城
県
加
美
郡
中
新

田
町
字
南
町

一
八
〇
）

▼

「
リ
ン
ガ
フ
オ
ン
本
語
ヨ
ー
ス
」
を
適
価
で

譲
っ
て
。
サ
ー
ビ
ス
に

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
集
①
」

を
差
し
上
げ
ま
す
ｏ

沢
辺
広
人

（〒
６０〇
　
一八
都
府
京
都
市
下
京
区
大

宮
通
花
屋
町
下
ル
五
七
五
）

▼
本
誌
血
１
の
〓
ピ
ー
を
安
く
譲

っ
て
ｏ

日
島
哲
哉

（
〒
抑
１
２３
　
愛
知
県
知
多
郡
武
豊

■
大
手
六
寅
山
二

一
三
十
七
）

▼

「
少
年

マ
ガ
シ
ン
」
昭
和
３８
‐
４０
年
頃
の
も

の
を
１
冊
２
０
０
円
で
譲

っ
て
下
さ
い
ｏ

森
　
好
未

（
〒
５０９
　
岐
阜
県
岐
阜
市
薬
師
町

一

四
）
▼
本
話
ｍ
ｌ
ｌ
７
を
１
５
０
０
円
以
内
で
。

（

ガ
キ
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

高

田
昌
之

（
〒
加
　
神
奈
川
県
藤
沢
市
辻
堂
西

海
岸
ニ
ー
三
―
三
―
三
〇
六
）

▼

「
リ

ュ
ウ
の
道

・
第
８
巻
」

（講
談
社
）
を

適
価
で
譲

っ
て
下
さ
い
ｏ

斉
藤
　
寧

（
〒
岬
１
０４
　
秋
田
県
由
利
郡
仁
賀

保
町
平
沢
字
上
町
八
〇
―
六
）

▼
平
井
和
正
の

コ
ア
ス
ハ
ン

タ

ー
」
②

③

④

巻
、

「
悪
霊
の
女
工
」
、
「
死
霊
狩
り
」
②
を
掲

載
し
た

「
野
性
時
代
」
、
「
ウ
ル
フ
ガ
イ
」
を
掲

載
し
た

「
ぼ
く
ら

マ
ガ
シ
ン
」
を
安
く
議

っ
て

下
さ
い
。

ハ
ガ
キ
で
連
絡
下
さ
い
ｏ

樋

口
香
里

（
〒
３‐５
　
家
城
県
日
立
市
国
分
町
二

―
五
―
こ
）

▼
本
誌
ｈ
ｌ
を
定
価
で
。
ま
た
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
対

す
る
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

秋
山
　
康

（
〒
３８８
　
埼
玉
県
秩
父
市
上
町

一
―

一
三
―
九
）

▼
本
誌
胤
１
２
７
を
適
価
で
議

っ
て
下
さ
い
。

ハ
ガ
キ
で
運
結
を
。

森
本
浩
之

（
〒
６７３
　
兵
庫
県
明
石
市
和
坂

一
―

一
五
、
５
１
３
３
４
）

▼
Ｔ
Ｖ
漫
画

「
マ
ン
ガ
少
年
」
を
５
０
０
円
で

譲

っ
て
ｏ
そ
の
他
Ｔ
Ｖ
漫
画
の
本
を
譲

っ
て
下

さ
い
。
送
料
し
か
支
払
え
ま
せ
ん
が
…
…
。

橋
本
浩
子

（
〒
Ｓ８９
‐
‐２
　
鳥
取
県
八
頭
郡
用
瀬

町
別
府

一
九
二
）

池
上
美
佐
子

（
〒
捌
１
４３
　
栃
木
県
真
岡
市
八

木
岡
四
三
八
―
四
九
）

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
心
霊
の
写
真
ネ
ガ
を
貸
し
て
下
さ

い
。
必
ず
お
返
し
致
し
ま
す
ｏ
先
着
１０
名
様
に

″
Ｕ
Ｆ
Ｏ
探
知
機
の
作
り
方
″
を
贈
呈
。

大
田
芳
嗣

（
〒
樹
１
０１
　
広
島
県
呉
市
広
町
八

五
三
―

一
二
）

が
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
５０
円

切
手
同
封
の
う
え
連
絡
を
。
文
通
も
し
よ
う
。

義
間
雪
二

（
〒
肌
　
京
都
府
綴
喜
郡
八
騒
町
男

岩
城
二
Ｉ
Ｂ
二
九
―
四
〇
三
）

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
、
カ
ラ
１
２
０
０
円
、
白
黒
ｒ

０
０
円
、
ま
た
は
ネ
ガ
を
貸
し
て
。
そ
の
他
目

撃
体
験
、
情
報
な
ど
を
送

っ
て
下
さ
い
ｏ

松
本
光
時

（
〒
ｍ
　
兵
庫
県
姫
路
市
山
野
井
町

字
立
田
　
今
井

ハ
イ
ツ
２
０
４
号
）

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
、
ま
た
不
思
議
な
体
験
を
さ
れ

た
方
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

出
埼
梅
代

（
〒
触
　
福
岡
県
福
岡
市
西
区
片
江

八
五
七
―

一
〇
）

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
を
設

っ
て
下
さ
い
。
ま
た
作

っ

た
ば
か
り
の
わ
が
研
究
会
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
資
料
を
送

っ
て
下
さ
い
。

宇
野
正
三

（
〒
３‐‐
‐
１５
　
茨
城
県
鹿
島
郡
鉾
田

町
七
軒
町

一
一
一
一
）

▼

「
サ
イ
ボ
ー
グ
０
０
９
」

（Ｓ
Ｆ
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
）
の
レ
ヨ
ー
ド
↓
空
飛
ぶ
円
盤
実
見
記
」

「
宇
宮
気
流
」
を
適
価
で
。

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。



▼
レ
ヨ
ー
ド
＝

「
サ
イ
ボ
ー
グ
０
０
９
」

「
エ

イ
ト
マ
ン
」

「
マ
イ
テ
ィ

・
ジ
ャ
ッ
ク
」

「
ス

ー
パ
ー

・
シ

ェ
ッ
タ
ー
」

「
海

の
ト
ッ
ト
ン
」

を
適
価
で
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

小
沢
俊
介

（
〒
７０８
　
岡
山
県
津
山
市
二
宮
二

一

五
七
）

▼
レ
ヨ
ー
ド
＝

「
サ
イ
ボ
ー
グ
０
０
９
」

「
海

の
ト
ッ
ト
ン
」

「
宇
宙
お
艦
ャ

マ
ト
」
を
定
価

以
内
で
。
ま
た
そ
れ
に
関
す
る
切
抜
き
な
ど
も

譲

っ
て
。
価
格
を
連
絡
し
て
下
さ
い
。

倉
光
直
子

（
〒
８８２
　
鳥
取
県
倉
吉
市
上
井

一
丁

目
東
）

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
を
安
く
譲

っ
て
。
価
格
を
連
絡
。

阿
部
美
子
子

（
〒
０１８
‐
２６
　
秋
田
県
山
本
都
八

森
町
字
立
石
大
三
）

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
を
議

っ
て
。
ま
た
テ
レ
ビ
漫
画

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ

，
ボ

・
グ
レ
ン
ダ
イ
ザ
ー
」
の
デ

ュ

ー
タ
フ
リ
ー
ド
の
似
顔
絵
を
ア
ッ
プ
で
描
い
て

送

っ
て
下
さ
い
。
１
枚
５０
円
で
買
い
ま
す
。

上
野
洋
子

（
〒
８７９
‐
７７
　
大
分
県
大
分
市
上
戸

次
大
碁
三
〇
七

一
）

▼
ブ
ラ
モ
デ

ル
を
議

っ
て
。
宇
宙
家
族

，
ビ

ン

ソ
ン
の

「
，
ボ

ッ
ト

・
フ
ラ
イ
デ

ー
」
、
字

宮

大
作
戦
の

「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

号
」
。

ハ
ガ

キ
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

北
村
勇
人

（
〒
５３８
　
奈
良
県
北
再
城
郡
河
合
町

西
穴
閣
三
七
―
三
）

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
、
資
料
を
譲

っ
て
。
ボ
ク
の
Ｕ

Ｆ
Ｏ
研
究
会
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
。

井
回
敦
夫

（
〒
純
　
大
阪
府
吹
田
市
江
坂
町
四

―

一
七
四
六
）

▼
ソ

ニ
ー

・
ト
ラ
ン
シ

ー
．ハ
ー

（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
１
７

０
０
Ａ
）
を
５
０
０
０
円
で
。
ナ
ス
カ
の
謎
の

地
上
絵
写
真
を
適
価
で
。
ま
た
岡
田
奈

々
の
サ

イ
ン
入
リ
パ
ネ
ル

（Ｂ
３
）
を
２
０
０
０
円
で

譲
る
。
同
プ

ロ
マ
イ
ド
も
有
ヶ
。

鈴
木
　
篤

（
〒
Ｍ
１
２２
　
宮
城
県
栗
原
郡
築
館

町
新
田
東
三
二
―
二
）

▼
横
尾
忠
則
作
の
ポ

ス
タ
ー

「
ア
ー
ス

・
ウ
ィ

ン
ド

・
フ
ァ
イ
ア
ー
」

「
タ
ン
ジ

ェ
リ
ン
・
ド

リ
ー
ム
」
を
送
料
共
各
５
０
０
円
で
。

喜
多
野
正
和

（
〒
脱
１
０２
　
静
岡
県
磐
田
郡
竜

洋
町
駒
場

一
六
四
四
―

一
）

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
、
カ
ラ
１
１
６
０
円
、
白
黒
８

０
円
で
。
ト
リ
ッ
ク
不
可
、
解
説
付
。
ま
た
、

本
誌
監
１
１
４
、
６
を
送
料
共
３
０
０
０
円
で

議

っ
て
下
さ
い
。

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

西
篠
敏
之

（
〒
９８６
‐
０７
　
宮
城
県
本
吉
郡
志
津

川
町
十
日
町
二
七
）

▼
Ａ
Ｔ
Ｇ
映
画

「
本
陣
殺
人
事
件
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
２
０
０
円
で
。
ま
た
ボ
ク
の
Ｊ
Ｍ
Ｃ

ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
せ
ん
か
。

日
中

一
也

（
〒
２８‐
　
千
葉
県
千
葉
市
幕
張
町
五

十
四

一
七
―
三
二
二
、
七

一
四
）

▼
ウ

エ
ス
ト
警
星
を
撮
影
し
た
方
、
写
真
を
議

っ
て
。
で
き
た
ら
デ
ー
タ
も
。

安
達
　
」淳

全
Ｔ
Ｓ２９
‐
２３
　
一八
都
府
与
謝
郡
野
田

川
町
岩
屋
四
三
二
）

▼
水
源
探
知
機
、
ポ
イ
ス
・
レ
コ
ー
ダ
ー
を
譲

っ
て
。
ま
た
は
購
入
方
法
を
教
え
て
。

林
　
信
祥

（
〒
５０‐
‐
０４
　
岐
阜
県
本
巣
郡
糸
貫

町
仏
生
寺
八
八
二
―
三
）

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
探
知
機
の
回
路
図
を
譲

っ
て
。

北
川
良
人

（
〒
７７２
　
徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
林

崎
字
南
殿
）

▼
カ
メ
ラ
＝
ヤ
シ
カ
ア
ト
ロ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
、

ポ
ラ
ロ
イ
ド
２
０
０
０
、
キ
ャ
ノ
ン
ーーＯ
Ｅ
Ｄ
な

ど
各
半
値
以
下
で
譲

っ
て
下
さ
い
。

児
玉
三
郎

（
〒
３‐０
‐
０４
　
群
馬
県
大
田
市
泉
町

一
四
〇
二
　
■
０
２
７
６
１
３‐
‐
０
７
１
２
）

▼
レ
コ
ー
ド
を
安
く
譲

っ
て
。

「
ス
ー
パ
ー

・

シ

ェ
ッ
タ
ー
」
「
少
年
忍
者
風
の
フ
ジ
九
」
「
宇

宮
少
年
ソ
ラ
ン
」

「
狼
少
年
ケ
ン
」

「
パ
ー
マ

ン
」

「
サ
ス
ケ
」
な
ど
。
カ
セ
ッ
ト
可
。

大
越
佳
子

（
〒
１７４
　
東
京
都
板
橋
区
小
豆
沢

一

十

一
―

一
八
）

▼
レ
ヨ
ー
ド
を
適
価
で
譲

っ
て
。

「
狼
少
年
ケ

ン
」

「
鉄
人
２８
号
」
「
字
宮
少
年
ソ
ラ
ン
」
「
ス

ー
パ
ー

・
ジ

ェ
ッ
タ
ー
」
「
宇
宙
戦
接
ヤ

マ
ト
」

「
サ
イ
ポ
ー
グ
０
０
９
」

「
海
の
ト
リ
ト
ン
」

「
パ
ビ
ル
ニ
世
」
な
ど
。
価
格
を
往
復

ハ
ガ
キ

で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

渡
辺
美
由
紀

（
千
船
　
福
岡
県
福
岡
市
東
区
名

島
茅
町

一
九
四
七
十
四
）

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
、
資
料
を
譲

っ
て
。

細
野
正
徒

（
〒
９９０
１
２３
　
山
形
県
山
形
市
大
字

片
谷
地
七
五
十

一
）

▼
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

一
式
談

っ
て
下
さ
い
。

ハ
ガ

キ
で
連
絡
を
。

村
田
賢
治

（
〒
９３９
‐
２３
　
富
山
県
婦
負
郡
八
尾

町
小
長
谷
二
―
三

一
〇
　
雇
用
促
進
住
宅
二
―

一
〇
六
）
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「
四
次
元
の
世
界
を
さ
ぐ
る
」

「
世
界
の
魔
術

　

て
。
ボ
ク
の

「
ユ
ヌ
氏
の
遊
園
地
」

「
な
り
そ

・
妖
術
」
と
交
換
し
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
な
い
王
子
」

「
声

の
網
」

「
字
宮
戦
艦
ャ

マ

山
本
和
代

（
〒
１６２
　
東
京
都
新
宿
区
笙
笥
町
三

　

卜
」

「
地
底
怪
生
物

マ
ン
ト
ラ
」

「
悪
魔
が
ね

七
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

っ
て
い
る
」

「
マ
ー
メ
イ
ド
戦
士
」

「
宇
宮

▼
本
誌
比
８
、
２０
を
お
持
ち
の
方
、

「
宇
宙
人

　

海
賊
船

シ
ャ
ー
ク
」
。
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
は
デ

ー

タ

の
な
ぞ
」

「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
捜
せ
」
と
。
　
　
　
　
　
　
を

つ
け
て
下
さ
い
。

岩
本
昌
人

（
千
６３‐
　
奈
良
県
奈
良
市
鶴
舞
西
町

　

鈴
木
竜
矢

（
〒
抑
　
栃
木
県
字
都
宮
市
戸
祭
三

一
―
四
―
四
〇
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
六
十

二
３

▼
動
物
、
狩
猟
、
地
誌
、
地
方
民
俗
、
山
村
民

　

▼
ボ
タ
の
本
誌
Ｒ
ｌ
、
２
、
４
、

俗
関
係
の
本
を
お
持
ち
の
方
、

「
日
本
の
大
と

　

虫
、
ち
ば
て
つ
や
、
川
崎

の
ぼ

狼
」

「
山
国
の
神
と
人
」

「
分
類
ア
イ
ヌ
語
辞

　

は

「
小
さ
な
恋

の
も
の
語
」

「

典
」
と
。
連
絡
は
封
書
で
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
と
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

竹
内
宣
夫

（
〒
３４３
　
埼
玉
県
越
谷
市
蒲
生
東
町

　

八
木
　
実

（
〒
１９２
　
東
京
都
八

一
〇
―
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〓
ハ
一　

松
屋

ヨ
ー
ポ
２
号
室

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
関
す
る
本
を
お
持
ち
の
方
、
何
で

　

▼
ボ
ク
の
双
眼
鏡

（
ビ
ク
セ
ン

・
Ｚ
ｌ０

０
円
で
譲
り
ま
す
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

熊
谷
裕
行

（
干
７５２
　
山
田
県
下
関
市
長
府
町
印

内

一
五
三
三
―
二

一
）

▼

「
少
年
」
「
少
年
ブ

ッ
ク
」
、
抑

年

以

前

の

「
冒
険
王
」
「
ま
ん
が
三
」
「
少
年

サ
ン
デ
ー
」

「
少
年

マ
ガ
ジ
ン
」

「
少
年
キ
ン
グ
」
を
お
持

ち
の
方
、

「
ワ
セ
ダ
速
記
講
座
」
、
「
実
技

ヨ
ミ

ッ
ク
テ
キ
ス
ト
」

（現
代

ヨ
ミ
ッ
ク

・
ス
タ
ー

ル
）
と
交
換
し
て
。

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

佐

々
木
大
秀

（
〒
ｍ
１
１６
　
東
京
都
八
丈
島
樫

立
）
▼
ボ
ク
の
持

っ
て
い
る
本
誌
Ｍ
ｌ３
、
‐４
、
‐６
、

‐７
、

「
工
≡
グ

マ
」
創
刊
号
を

「
超
能
力
に
挑

む
」

「
心
霊
術
の
入
門
」
な
ど
超
能
力
に
関
す

る
本
３
１
４
冊
と
。
送
料
は
負
担
し
ま
す
。
往

復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

小
橋
　
裕

（
〒
抑
１
０３
　
茨
城
県
東
茨
城
都
内

原
町
鯉
渕

一
ノ
秒
五
九
五

一
十
二
五
）

▼
本
誌
Ｍ
ｌ
２
４
、
６
か

「
マ
ン
ガ

ョ
ミ
ッ
タ

ス
」
を
お
持
ち
の
方
、

「
幼
年
時
代

・
と
に
眼

覚
あ
る
頃
」

「
ス
ポ
ー
ツ
の
夜
明
け
」

「
記
憶

術
入
門
」
「
キ
ミ
と
お
や
じ
の
日
曜
大
工
」
「
将

棋
教
室
」
と
。
く
わ
し
く
は

ハ
ガ
キ
て
。

田
部
政
広

（
〒
４３５
　
静
岡
県
浜
松
市
北
島
町
八

八
六
―
二
）

浜
田
裕
司

（
〒
８５３
　
無
本
県
本
波
市
本
町
下
河

　

て
。
ま
た
ス
ト
，
ボ
を
１
０
０
０
円

も
可
で
す
か
ら
推
理
、冒
険
小
説
と
交
換
し
て
。
　

保
証
書
付
）
と
あ
な
た
の
カ
メ
ラ
と

内
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
。
往
復

ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。

▼
月
刊
「
少
年

マ
ガ
シ
ン
」
■
年
９
１
１１
月
号
、
　
　
伊
藤

一
司

（
〒
４４０
　
愛
知
県
豊
橋
市
橋

■
年

１
、
１１
月
号
を
お
持

ち

の
方
、
本
誌

血
５
、
　

向
山
四
―

二
三
）

７
、

「
エ
ン
ゼ
ル
の
丘
①
」

「
幽
霊
お
」
の
ど

　

▼

ェ
レ
キ
か
ペ
ー
ス
ギ
タ
ー
を
お

れ
ハ
と
交
換
し
て
。
往
復
ハ
ガ
キ
で
連
絡
を
。
　
　
サ
ン
ト
ラ
盤
Ｌ
Ｐ

「
ア
ラ
ン
ド
Ｆ

飯
村
千
尋

（〒
抑
１
０３
　
群
馬
県
新
田
郡
新
田
　

「
０
０
７
黄
金
銃
」
「
ブ
ル
ー
ス
・

町
木
崎
三
四
五
―
二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ン
ヘ
の
道
」
「
怒
り
の
鉄
舎
」

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
３
枚
と
次
の
本
１
冊
と
交
換
し
　

ま
た

「
ア
ス
ト
，
球
団
」
Ｍ
ｌ
ｌ
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測用高級機 100%反 射型赤道儀式

規格 ・性能 焦 ′点距離
900硫 主 鏡レンズ有

効径1∞耽(主鏡アルミ

ナイズメッキ)分 解能
1.16秒 極 限等級11.8

等星 集 光力204倍

装置 直 進ヘリコイド

式繰出 (接眼レンズロ

径24.5琉用)赤 道儀兼 付属品付き
経緯台 微 動装置ウォ 定 価55,000円の品
―ムギヤー使用 赤経ィンテル特価37
・赤緯目盛環付          (送 料|

規格 ・性能 焦 点距離

1,0側略 有効径60転

(アク●マートレンズ

使用)分 解能1.9秒 極

限等級10.7等星 集 光

力73倍

付属品 サ ングラス

6× 3伊応ファインダー

天頂プリズムHM6弥

H M12.5略  K20硫

バランスウェイト2 フ

レキシブルハンドル2

木製 2段 伸続三脚

規格 ・性能 倍 率10倍

対物レンズ有効径40転

射出瞳径4転  明 るさ

16実 視界7度 1000111

先の視野123111高さ12

.3価 重 さ490g

1 0× 4 0
付属品ハー ドケース

用高級機

60%届 折赤道儀式

定価55,000円 の品

インテル特価
36.000F電
(送料2,000円)

スタンダードな小型機 ●ミクロンシリ
ーズ

規格 ・性能 倍 率 8倍

対物レンズ有効径30布

射出瞳径3.8転 明るさ

14.1 実視界術度 1000
RIl先の視野131m高 さ

11.5cEl 重さ550g

定価11,500円の品

インテル特価8,500円
(基料 800円)

付属畠
保証書

ソフトケース

使用説明書

定価17 , 3 0 0円の品

インテル特価
13,800F弓
(送料800円)

高倍率大型機 r ●三クロンシリ
ーズ

規格 ・性能 倍 率20倍

沖物レンズ有効径50■

射出瞳径2.5転 明るさ
6.拘は実視界3度
10110"先の視界52"

高さ17‐

全検理特価

広告に記載されて
いない商品も格安
にて販売″お気軽

にお問い合せ、ま 付 属品

たはご一報下さい。保証書

定価 18,000円の品

インテル特価 11, 5 0 0円
(送料800円)

ポヶットに ビツタ リ
/

規格 ・性能 倍 率 8倍

対物レンズ有効径20弥

射出瞳径2.5弥 明るさ

6.3実 視界5度 1000m

先の視野88 EL高さ7.1
価 置室さ185g

ハー ドケース

使用説明書

8 × 2 0
付属品ソフトケース

定価14,000円の品

インテル特価
11,000円
(送料800円)

カタログ無料造呈

当社会製品消戦のカタ
ログを無料で出し上げま

当社製品の販売代理店を募集します。当社まで資料をご請求下さい。またこの広告に

いてのお問い合わせは当社調査室(TEL0426-25イ941)までお電話でお願い致します。

iど禄啓螢畳宮景盟お申し込み
号テイ衿ぐ【'〔お知らせ〕
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覧 t ●なヤ1 , ます ″

J を手にとつて無

か、 ド 年中(ドリt17)なのかということですo欧  料 でど覧になれます。もし、ご満FLできな
いよ

●気圧計
(700mb～ 1060mb)

米 で は ウ エす
~  バ ロ / ― 夕~ ( 天 気 千 報 計 ) が

‐, 生の 会 I L や家 庭 に 広 く普 及 して
い ます 。 し か

し 我 が 【に| では あ ま り 1 午′土して お
り ませ メ… 公

キや ブtタモ不 川魚の サFか ら現 代 人 rよ、
イ' Hの 天 打夫

温度や油I  P 4、夕`アt iに適応する 健 '表管理を、ひ

ぃては■活設: |をしなくてはなりません。 二の

ドィ /■ ま″との rょ、 気 アti言|

,Ⅲよ度 ;十‐泣 度 ; |の 3つ の 精 密 機 '卜が 、 ヨ
ン ′ヾ ク

トに 収 ま り、 そ の うえ 、洋 瓜 に も和
風 に も調 和

す る宗 華 で 先 しい = 内 装 飾 品 に もな
ります 。 ま

た 、 わ 子 様 の 千斗学 の 勉 強 に 、興 味 を
ひ く面 白 い

天気 観 測 , 卜は 、相t やキ 斎 の 上に 飾 る イ
ンテ リア

ァ クセ サ リー に 最 適 で す 。 な お 、 ど結 婚
や 新 集

の お 机 い 、 ど 入 学
・卒 業 な どの 購 り物 に 実 生 活

に そ党立 つ 天 夕(予 報 言1! |'す
ヤ ■ !  |■ rよび ‐った

りです 。

申込 先  社 EB法人
日本刊厳協会 事業 会員

B 蕎 れ 、 の ち 曇 り

人 モ々r抑1に最も大きな関係があるのは、気に
の  F )芋 i =Ⅲ■ ■r f 4業 岸i F i

高Ⅲ【むfまなく 気 '正が 1 ' 1中(共方に向う)な
の  「天気十報「|

′t'`―

うでしたら、現品受取後、5日間以内にご返送

くださぃ。この場合、何らの購入義務もありま

せん。お気に入りましたら、そのままご購入く

ぅ月づき3り086用 X鶴回払いでOK I

い ま 、お 中込 み の 方 は 奉 仕 1価格
→ 月づ き 3 , 0 0 0円   |

× 6回 払 い でお 求め いただけ ます。(一
括 払 いの

場 合 は 16 , 8 0 0円)し か も現 品先
送 り、代 金 は後

払 いで結 構 です。

ご希望 の方 は有記 の 中込書 を切
り取 り、住所

氏 名 ・支払 方法 を明記 し、印 を押
して 当社 (束

京か 大阪 )へ お 送 りくだ さい。 なお現 品 を
ご覧

に な って ご不 満 の場 イトは 、現 ‖h受取後
5日 間以

内に 」返送 くだ さい。 この場 合 、何 ら
の購 入義

務 もあ りませ ん の で安 心 してお 中込
み くだ さいo

揮 協 姿鞠 盟 闘 蟹料 鋸
8費 樹 路:酬 ;

/

球体直径 130″

高  さ  ?95研
重
‐
 量  61o?

“
サテライ ト・3"  価 格表

●現金価格 169800円  ●割賦価格 子る,●t'●Pi
〈―括払いの場合のみ)    空裂苗象 3°讐呂
●組包送キ+当社長担●製品保障    支 払期間  6カ 月

●支払方法 (O r Pをして くだ さい。)

= 現 1 占に 不 満 の 場 合 は 現 品 主 取 後 5 日 P B l 以内
に と と し  こ

キの場合 略 入義務は 切 貞いません。

、 おな まえ

線

名 (18オ木i古の方は1'p4者の向!が必要)
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モータードライブ付

¥ 5 9 , 8 0 0
モータードライブ ナシ

¥44,800

SH100D

100%反射式赤道儀兼経緯台

轟眼襲 け腔 F80腎終点

G V  7 0 o

60%赤道儀兼経緯台
対 物 レンズ  ァ ク ロや ― ト

接 眼鏡

ヨーテ ィ ング
D60,市  F700%
フル コー ト 同 焦点
HM6% HM12 5%

H7×  56×
24 5り倫  36り倫身1用
天頂 プ リズム

サ ン グ ラス
6× 23%フ ァィ ンダー

S型 赤道 儀一 式
ス ラ イ ド式三 脚― 式
モ ー ター ドライ ブ
(SMD)

HM6% HM!2_5%

'33×   64×
ラ ック ピニ ォ ン式
24 5り崎  【事炉日
サ ング ラス
光 軸 ア ィ ピース
6× 23%フ ァィ ン ダー

S型 赤道 儀― 式
ス ライ ド式三 脚― 式
モ ー ター ドライ ブ
(SMD)

モータードライブ付

¥51,500
モータードライブ ナシ

ま曳)¥36,500

No.GV 1000
60%赤道儀兼経緯台
対 物 レンズ  ア ク ロマ ー ト

コー ア ィング

接眼鏡      '°
°0%

24 5り倫  36り待身章,1

天 頂 プ リズ ム

サ ン グ ラ ス

6× 23%フ ァィ ンダー

S型 赤道 儀― 式
ス ライ ド式三脚― 式
モー ター ドライ プ
(SMD)

十一夕千ドライブ付
¥61,500

モータードライブナシ
¥46,500

No.SH900

100%反射式赤道儀兼経緯台
D it4り怖  F9ooり 陥
フル コー ト
HM5% HM8% K25%

ラ ック ピニォ ン式
24 5り倫  36り衛身|「1
サ ング ラス

光 軸 ア ィ ピー ス
6× 23%フ ァ ィ ン ダー

S型 赤道 儀千 式
ス ライ ド式三 脚 一 式
モ ー ター ドライ ブ
(SMD)

モーター ドライブ付

¥61,800

モータードライブナシ
¥46,800

●地上用ズーム援限鏡
正立像 6硫～15%ズ ーム

天体望遠鏡がズーム式地上望
遠鏡に使えます。¥4′500

率

部

品

倍

鞭

鵬

華

部

品

倍

鞭

悔

鏡
鏡眼

工ヽ
接

率

部

　

品

倍

鞭

　

艦

接 眼部

附属 品

(■‐ タードラ

● 写 真 撮 影 用 カ メ ラ ア ダ プ タ ー ( 3 5 % 一眼レフ専用 屈折望遠鏡接眼筒3 6 % 専用)
天体写真、地上写真のどちらにも使用出来ます。直接撮影方式で望遠鏡が超望遠カメラ用傘 撫 1 ン`ン  レ 間 P , 章, , H ・n ュ ェ ハ _  九 1 _ _ に . 、 …交換レンハと同じ事に成 りますので、他の方式に比べてもっとも鮮明に写せます子

揮鼎挺l摯ぜ峯王軍とィゴ勢按  )ヨニカ(翔、ミランダ (注文時カメラ名お知らを千さt、『軽振能 45%径 は使用不D

量実要橿房F雇累言粂造樫杏景賓壇層ち
G 判 卒 岩 崖 , ‐L 千 4 - ― な 一 ヽ的 ・   ▲ ― ― ―

S量察壇屋腰を罫辱瞥君聖所ヌ寧う京ちヨ重【猟FIク雪喜β肩雷号椋を言督示癌』言督5者ユ
でした。

つ g昂三畳言ど昌た こ]ケ麟 ゆ 撼 納S型赤道儀シリーズはコストパフォーマンス(価格に比べた品質と性能)が最誉で他の及ぶ所では有りません。

¥3,ooo 送 料 ¥300

総合カタログ・切手300円同封の上お申込み (広告有効期間 ・本誌号月の月末迄)



|||■|||||■ 本 カメラ 3 1年 6月 号 特 集 常用 交換 レンズ総 点検

:1暑E富宮昏督吾:::百自:言暑:モ京言島島品亀:富争雪嘱穐楢暑逮啓景
る。 ( 原 文 の ま ま )

_000● 00009の 口回
ス 1 ) コー ル 交 換 レ ン ズ は 出 来 る限 り安 くお 届 け す る為 に ユ

ー ザ ー ヘ の 直 接 販 売 シ ス テ ム で す 。

天 体 望 遠 鏡 専 門 メー カ
ー の ス リ コー ル交 換 レ ン ズの 実 力 を お 楽 しみ 下 さ い。

●スリコール交換 レンズ仕 様 (プリ
セット絞り絞込み測光マウント交換式)0使 用できるカメラ (35耽

一眼 レフ)

番

離

一帥一る
焦

明

LPi35

135り'

F:28

4/4

LP200 L P 3 0 0

300η傷
アサ ヒベンタックス( S シ リ

ーズ

コン ・ニコマー ト・キヤノン( E

・オ リンパスO M ・ コニカ(新) ,

リコー ・ヤシカ(ネジ込み)・ベ ト

ス リコール Pシ リー ズは カメラを買替 えた場 合 、

あるいは 2台 以上 メ
ー カーの異 るカメラをおイlt Vヽ

の場合で もマ ウン トのみ別に購 入すれば 、 どの カ

メラで も使用出来 ます。

スリコールPマ ウント 別 売価格 ¥ 1 , 5 0 0

・K シ リー ズ) ・ニ

X 除 く) ・ミノルタ

フジカ ・マ ミヤ ・

り ・ミランダ ・

レ ン ズ ロ 径 47り続

全長物 ・重 量 80・340 140 ・ 420

¥13,000 ¥14.000 ¥24,000

フー ド Pマ ウント ケ ース

レンズ構成(群/枚)

価格は附属品を含んだ価格です。(35%一 眼レフ用)

農ワ隊摯な卜とルや げブジどれ‰  邦財

う密髄麟
望 遠 鏡 に な る の は ス リコ

ー ル 交

播耗あ至優けチ安子こは使用でき
ません。

スリコール交換レンズを幡八希望の方|よ、ハガキにお持ちのカメラ名を割 てヽカタログG群単)をお申し込み下さ
い。急送します。

ロズーム式地上曽演鏡に

り違 ゝ 唇 雰プタ
_¥1,500

ズーム式地上アイビ
ース半4,50Cl

300怖の1キ千 :201キ
～501=

400怖の1ヤ千 Ⅲ27竹
～671舌

500怖の1ヤキ■ 331島
～83は

里甲夕壕ラタ三イ多字を上貢女臭
体又は地上ズーム)を 合わせてご

,主文
~下
さt 。`

「MOBA」 通信販売協会・東京都渋谷区神宮前1‐14‐14原 稿
コーポ401号、通産省の方針に基いて、消費者、企業間で解決に到らなかった問題を受付けま曳 当社は

「MOBAJの 法人会員です
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同じ電子シヤッタ
ーー眼レフなのに、こうまで違うのか。

OM-2を 手にした方から、よく聞く言葉です。
一眼レフの

新しにヽ流れを生みだした縮小のフォルム、OMサ イ
ズのま

ま、革新的な電子頭脳を搭載。しかも本格的システムヵメ

ラとしての、あらゆる条件を完壁に満たしています。これ

まで新しいメカを加えるたびに大きく重

くならていた
一眼ラフの世界が

信じられなくなるほどで 疋
ト

す。まさに設計の妙。

システムを組んご

もかさばらない

軽快さ、そ

してチャ

ンスを

逃が

さない

電子

月酋。t

oM-2

電子シヤッタ
ーーHRレ

来と呼ばれるのもそのため

かもその電子頭脳をみても、まさに

革新的。これまでの記憶式と違い、
「今」の光

を損1るTTLダ イレクト預1光。秒5コマの高速連続撮

彰もオートで写せ、またTTLで ストロボのオ
ート撮影を可

能にするなど、本格的システムカメラの機能な 巾に高
めて

いま抗 (しかもオートとマニュアルの完全な使い分ができ
る

プロ仕様です)13種のフオ
ーカシングスクリーン、高速モ

ー

タとドライズ 豊富な交換レシズなど完壁なシステ
ムをもつ

おもな仕様 ● 形式/35ミリフォTカルプ
レTン 自動露出制御

式電子シャッ舛
一眼レフ●レンズ″レ 玖OMマ ウントバヨ

,ット交換式(回転角7げ)●シャッ舛平力 すカルブレ
ーンシャッ

ター、自動露出制御時間:数十秒 (ASA10o、

常温常湿)～1/1000秩    出 制御時間:

B。1～1/100研攻 マウン膨材ヤル式●自動

露出制御 (オ
ート)/損1光方式:TTL夕瑠 レクト測光

式、測光範囲:ASA100・Fl.2、数十秒
～F16、1/

1000犯人約EV-5.5～ EV18(常 温常湿)、TTL

中央制御ストロボ運動接点付●手動露出(マ
ニ

野 沖)/測光方式:開放測光式中央重点測定、

測光範囲:A S A100・Fl.2付 、EVl.5～ EV

17●ファイプず―/ペンタフ
°
リズム式広視野

フアイノボー、フオーカシングスクリ

―ン交換可能、3段階表

示切換式●フ

ァイン

舛 視

野率/実

画面t二対し

て97%● ミラ

ー/大型もた

●手動フペ)Vム巻

上//1きヽざみ巻上可

能、巻上角150°、

④
ル ドデザイン選定

予備引出角30°●モTタ

ウ ィルム巻上/専用モ
ーターユニッ

卜着脱式、最高状態時毎秒5コマ●裏蓋/交換式,レヨ
ー

デニタバラク1,250フィルムバック1取付可能o大 きさⅢ重

量/(Fl.8付)136X83文81mm・690g、 (ボデイのみ)520g

』
ド
ｏ

６

・

′J理型・軽量 の

最高級 一眼ツフ

嘔鞭や輩ヤ
   鐸 陥舞ょ 斯督暑隆離 麒 ぺ 桑酪の で を


